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ま え が き

この教育要項は、歯学部口腔保健学科口腔保健衛生学専攻の授業を受ける学生の皆さんに、平成28年度に行

われる予定の専門教育科目を示し、それらの授業計画および授業内容の概要を知らせるためのものです。

学生の皆さんが、本学における口腔保健衛生学専攻教育の内容を把握すると共に、充実した履修が行えるよう

本要項を有意義に活用されることを希望します。

平成28年4 月 

歯学部口腔保健学科教育委員会
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東京医科歯科大学学部専門科目履修規則

平成２２年３月３０日 

規 則 第 ４ １ 号  

（趣旨） 

第１条 東京医科歯科大学における専門に関する教育科目（以下「専門科目」という。）の

履修に関しては、東京医科歯科大学学則(平成１６年規程第４号。以下「学則」という。)

定めるもののほか、この規則の定めるところによる。 

（専門科目の履修） 

第２条 専門科目の履修については、医学部教授会又は歯学部教授会の議を経て別表１に

定めるとおりとする。 

（授業） 

第３条 専門科目の授業は、講義、演習若しくは実習により行い、必修科目、選択科目又

は自由科目とする。 

（１単位当たりの授業時間） 

第４条 学則第３６条に定める１単位当たりの授業時間は、次のとおりとする。 

(1) 講義 １５時間 

(2) 演習 ３０時間 

(3) 実習 ４５時間 

２ 前項第３号の規定にかかわらず、医学部保健衛生学科の臨地実習の１単位当たりの授

業時間は、次のとおりとする。 

(1) 看護学専攻   ４５時間 

(2) 検査技術学専攻 ３０時間 

（編入学者、転入学者の単位認定） 

第５条 学則第１２条から第１８条の２までの規定により編入学及び転入学の許可をす

るときは、既修得単位を全学共通科目及び専門科目に相当する単位として、一部又は全

部を認定するものとする。 

２ 前項の認定は、全学共通科目に相当する科目については教養部において、専門科目に

相当する科目については、当該学生が在籍する学部（以下「在籍学部」という。）におい

（平成28年度以降入学者）
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て行うものとする。 

３ 在籍学部は、入学を許可する学年及び履修方法等について、教養部と協議するものと

する。 

（再入学の単位認定） 

第６条 学則第１９条の規定により再入学を許可された者の当該学部における既修得単位

は、全学共通科目及び当該学部専門科目の単位として、一部または全部を認定する。 

（編入学者、転入学者、再入学者の在学年限） 

第７条 学則第１２条から第１９条の規定により、編入学、転入学及び再入学を許可され

た者の在学年限は、学則第３２条第１項に定める在学年限から入学を許可されたまでの

経過学年数を減じた年数とする。 

（試験及び単位） 

第８条 履修した授業科目については、試験を行う。ただし、試験を行うことが困難な授

業科目等については、試験によらず、学修の成果をもって、又は指定した課題について

の報告をもって試験に替えることがある。 

２ 前項の試験に合格したときは、所定の単位を与える。 

３ 実習を伴わない授業科目については、試験に合格したときは所定の単位を与える。た

だし、一授業科目の試験を分割して実施する科目については、そのすべての試験に合格

しなければ単位を修得することができない。 

４ 実習を伴う授業科目については、試験に合格し、かつ、その授業科目の実習修了の認

定が行われなければ所定の単位を修得することができない。 

５ 学習の評価は、別表２のとおりとする。 

６ 単位の認定は、医学部教授会又は歯学部教授会の議を経て当該学部長がこれを行う。 

７ 試験の方法に関しては別に定める。 

（進級要件） 

第９条 学生は、別表３に示す要件を満たさなければ、進級又は所定の授業科目の履修を

することができない。 

２ 医学部医学科にあっては、休学期間を除き、同一学年の在籍は２年までとし、なお成

業の見込みがないと認められたときは、学則第３３条第１号の規定により退学を命ずる。 

（卒業認定） 

第１０条 学生の卒業認定は、学則第３９条により行うものとする。 
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（補足） 

第１１条 この規則に定めるもののほか履修に関し必要な事項は各学部教授会の議を経て

別に定める。 

附 則 

１ この規則は、平成２２年４月１日から施行する。 

２ 東京医科歯科大学医学部履修規則（平成１６年規則第２０１号）は、廃止する。 

３ 東京医科歯科大学歯学部履修規則（平成１６年規則第２１３号）は、廃止する。 

４ 平成２２年３月３１日において現に医学部に在学する者（以下「在学者」という。）及

び平成２２年４月１日以降在学者の属する学年に再入学，転入学するものについては，

改正後の別表の規程にかかわらず，なお従前の東京医科歯科大学医学部履修規則の例に

よる。 

５ 平成２２年３月３１日において現に歯学部に在学する者（以下「在学者」という。）及

び平成２２年４月１日以降在学者の属する学年に再入学，転入学する者については，改

正後の別表の規程にかかわらず，なお従前の東京医科歯科大学歯学部履修規則の例によ

る。 

附 則（平成２３年３月４日規則第１５号） 

１ この規則は、平成２３年４月１日から施行する。 

２ 平成２３年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及

び平成２３年４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者に

ついては、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２４年２月３日規則第１９号） 

１ この規則は、平成２４年４月１日から施行する。 

２ 平成２４年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及

び平成２４年４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者に

ついては、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２４年３月３０日規則第６０号） 

１ この規則は、平成２４年４月１日から施行する。 

２ 平成２４年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及

び平成２４年４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者に

ついては、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２５年３月２９日規則第５６号） 

１ この規則は、平成２５年４月１日から施行する。 

２ 平成２５年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及

び平成２５年４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者に

ついては、改正後の別表１（３）の規定にかかわらず、なお従前の例による。 
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附 則（平成２５年５月３０日規則第７３号） 

この規則は、平成２５年５月３０日から施行し、平成２５年４月１７日から適用する。 

附 則（平成２６年３月２５日規則第８号） 

（施行期日等） 

１ この規則は、平成２６年４月１日から施行する。 

（在学する者等に関する経過措置） 

２ 平成２５年１０月１日の在学者については、平成２５年度に医学部又は歯学部１年次

に入学した者にのみ改正後の別表１（７）を適用する。 

（平成２５年度に全学科共通選択科目を履修する者に関する経過措置） 

３ 前項の規定にかかわらず、平成２５年度に全学科共通選択科目を履修する者の改正後

の別表１（７）は、次のとおりとし、平成２５年１０月１日から適用する。 

全学科共通選択科目 

授業科目 
単位 

数 

履修対象学年 

1年 2年 3年 4年 5年 6年 

選
択
科
目

医療リーダーシッ 

プ特論１ 
1 ○ ○ 

医療リーダーシッ 

プ特論２ 
1 ○ 

医療リーダーシッ 

プ特論３ 
1 ○ 

医療リーダーシッ 

プ特論４ 
1 ○ 

○ 

（※２） 

医療リーダーシッ 

プ特論５ 
1 

○ 

（※１） 

国際教養特論１ 
1 ○ ○ 

国際教養特論２ 
1 ○ ○ 

○ 

（※２）

国際教養特論３ 
1 ○ ○ 

○ 

（※２）

計 8 

※１ 医学部医学科及び歯学部歯学科に在籍する学生に限り履修することができる。 

※２ 医学部保健衛生学科及び歯学部口腔保健学科に在籍する学生に限り履修することが

できる。 

※３ 医療リーダーシップ特論は、原則として、１を履修しなければ２を、２を履修しな

ければ３を、３を履修しなければ４を、４を履修しなければ５を履修することができ
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ない。 

※４ 国際教養特論は、原則として、１を履修しなければ２を、２を履修しなければ３を

履修することができない。 
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区

分 
授業科目 

単位数 
履修学年 

1 年 ２年 ３年 ４年 

必

修

選

択

自

由

前

期

後

期 

前

期 

後

期 

前 

期 

後

期 

前

期 

後

期 

専
門
基
礎
分
野 

科学英語Ⅰ 1  ○ 

科学英語Ⅱ 1  ○

人体の構造と機能及び疾病 4  ○ ○ ○ 

歯･口腔の構造と機能 6 ○ ○ 

疾病の成り立ちと回復過程の

促進 
6 ○ ○ ○ 

公衆衛生学 1  ○ 

社会保障Ⅰ 2  ○ 

社会保障Ⅱ 2  ○ 

保健医療サービス 2  ○

専
門
分
野 

口腔保健と専門職 1 ○

歯科衛生学総論 1  ○ 

臨床歯科医学 7 ○ ○ ○ ○ 

チーム医療の基礎 1  ○ 

チーム医療の実践 1  ○ 

口腔機能管理実習 1  ○ 

高齢者歯科学 1  ○ 

障害者歯科学 1  ○ 

臨床医学 4  ○ ○ 

口腔疾患予防学 8 ○ ○ ○ ○ 

臨床口腔保健応用学 1  ○ 

健康教育の基礎 2 ○ ○ 

メディア情報学 1  ○ 

食生活教育 1 ○ ○

別表１
　　　口腔保健学科（口腔保健衛生学専攻）教育課程
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健康教育の企画と実践 3 ○ ○ ○ ○ 

生体材料学 1  ○ 

臨床検査 1  ○

歯科診療補助論 5 ○ ○ ○ 

臨床口腔保健衛生実習 2 ○ ○ ○ 

歯科衛生臨床実習 13  ○ ○ ○ 

歯科衛生臨地実習 6 ○ ○ 

臨床体験実習 1  ○ ○ ○ 

統
合
分
野 

歯科衛生過程 2  ○ ○ 

社会調査の基礎 2 ○ 

卒業研究 4 ○ ○ ○ ○ 

児童・家庭福祉Ⅰ 1  ○ 

障害児・者福祉Ⅰ 1  ○

地域福祉Ⅰ 1  ○ 

高齢者福祉Ⅰ 1  ○ 

介護福祉Ⅰ 1  ○ 

相談援助の基盤と専門職Ⅰ 1  ○ 

相談援助演習Ⅰ 1  ○

相談援助演習Ⅱ 1 ○ 

口腔保健と国際協力 1 ○ ○ 

歯科衛生学演習 1 ○ ○ 

口
腔
保
健
衛
生
選
択
科
目 

歯科衛生臨床・臨地応用論 1 ○ ○ 

歯科衛生研究 1  ○ ○ 

口腔保健衛生エクスターンシ

ップ 
1  ○ ○ ○ 

口腔保健マネジメント論 1 ○ ○ 

保健行動科学 1 ○ ○ 

地域口腔保健論 1 ○ ○ 

在宅訪問・災害口腔保健医療 1 ○ ○ 

先端歯科医療学 1 ○ ○
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社
会
福
祉
選
択
科
目 

児童・家庭福祉Ⅱ 1  ○

障害児・者福祉Ⅱ 1  ○

地域福祉Ⅱ 1  ○ 

公的扶助 2 ○ 

コミュニテｨーワーク 2 ○ 

相談援助の基盤と専門職Ⅱ 1 ○ 

相談援助の基盤と専門職Ⅲ 2 ○ 

介護福祉Ⅱ 1 ○ 

高齢者福祉Ⅱ 1  ○

現代社会と福祉Ⅰ 2  ○ 

現代社会と福祉Ⅱ 2  ○

ソーシャルワークⅠ 4 ○ ○ 

ソーシャルワークⅡ 4 ○ ○ 

権利擁護 1 ○ 

社会福祉行政 1 ○ 

福祉計画 1 ○ 

司法福祉 1 ○ 

福祉運営管理 2  ○ 

就労支援サービス 1 ○ 

相談援助演習Ⅲ 3 ○ ○ ○ ○ 

相談援助実習指導 2 ○ ○ ○ ○ 

相談援助実習 4 ○ ○ ○ ○ 

計 98 7 49

※選択科目から 4単位以上修得する。 
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別表２ 

評価基準 評価 単位認定 

当該科目の到達目標を期待された水準を超えて達成した Ａ＋ 

合格 
当該科目の到達目標を全て達成した Ａ 

当該科目の到達目標を概ね達成した Ｂ 

当該科目の到達目標のうち最低限を達成した Ｃ 

当該科目の到達目標を達成していない Ｄ 
不合格 

到達目標の達成度を評価できない Ｆ 
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　　口腔保健学科（口腔保健衛生学専攻） 

（１）第１学年の末までに次の授業科目の単位の修得もしくは試験に合格しなければ、第

２学年に進級することができない。 

公衆衛生学、社会保障Ⅰ、口腔保健と専門職、歯科衛生学総論、メディア情報学、

（第 1学年に実施される授業を対象とする）人体の構造と機能及び疾病、臨床体験実習

（２）第２学年の末までに次の授業科目の単位の修得もしくは試験に合格しなければ、第

３学年に進級することができない。 

科学英語Ⅰ、人体の構造と機能及び疾病、歯・口腔の構造と機能、社会保障Ⅱ、保健医

療サービス、健康教育の基礎、食生活教育、生体材料学、臨床検査、臨床体験実習、相

談援助の基盤と専門職Ⅰ、 

（選択科目である）児童・家庭福祉Ⅰ、障害児・者福祉Ⅰ、地域福祉Ⅰ、高齢者福祉Ⅰ、

介護福祉Ⅰ、相談援助演習Ⅰのうち少なくとも 3単位 

（第 2学年に実施される授業を対象とする）疾病の成り立ちと回復過程の促進、臨床歯

科医学、臨床医学、口腔疾患予防学、歯科診療補助論、臨床口腔保健衛生実習、歯科

衛生過程 

（３）第３学年の前期までに次の授業科目の単位の修得もしくは試験に合格しなければ、

第３学年後期以降の授業科目を履修することができない。 

疾病の成り立ちと回復過程の促進、臨床医学、歯科診療補助論、臨床口腔保健衛生実習、

歯科衛生過程、社会調査の基礎、口腔保健と国際協力 

（選択科目の 4単位目として選択した場合の）相談援助演習Ⅱ、 

（第 3学年前期に実施される授業を対象とする）臨床歯科医学、口腔疾患予防学、健康

教育の企画と実践 
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東京医科歯科大学学部専門科目履修規則

平成２２年３月３０日

規 則 第 ４ １ 号

（趣旨）

第１条 東京医科歯科大学における専門に関する教育科目（以下「専門科目」という。）の

履修に関しては、東京医科歯科大学学則 平成１６年規程第４号。以下「学則」という。

に定めるもののほか、この規則の定めるところによる。

（専門科目の履修）

第２条 専門科目の履修については、医学部教授会又は歯学部教授会の議を経て別表１に

定めるとおりとする。

（授業）

第３条 専門科目の授業は、講義、演習若しくは実習により行い、必修、選択必修又は選

択とする。

（１単位当たりの授業時間）

第４条 学則第３６条に定める１単位当たりの授業時間は、次のとおりとする。

講義 １５時間

演習 ３０時間

実習 ４５時間

２ 前項第３号の規定にかかわらず、医学部保健衛生学科の臨地実習の１単位当たりの授

業時間は、次のとおりとする。

 看護学専攻 ４５時間  

 検査技術学専攻  ３０時間

（編入学者、転入学者の単位認定）

第５条 学則第１２条から第１８条の２までの規定により編入学及び転入学の許可をす

るときは、既修得単位を全学共通科目及び専門科目に相当する単位として、一部又は全

部を認定するものとする。

２ 前項の認定は、全学共通科目に相当する科目については教養部において、専門科目に

相当する科目については、当該学生が在籍する学部（以下「在籍学部」という。）におい

  （平成27年度以前入学者）
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て行うものとする。

３ 在籍学部は、入学を許可する学年及び履修方法等について、教養部と協議するものと

する。

（再入学の単位認定）

第６条 学則第１９条の規定により再入学を許可された者の当該学部における既修得単位

は、全学共通科目及び当該学部専門科目の単位として、一部または全部を認定する。

（編入学者、転入学者、再入学者の在学年限）

第７条 学則第１２条から第１９条の規定により、編入学、転入学及び再入学を許可され

た者の在学年限は、学則第３２条第１項に定める在学年限から入学を許可されたまでの

経過学年数を減じた年数とする。

（試験及び単位）

第８条 履修した授業科目については、試験を行う。ただし、試験を行うことが困難な授

業科目等については、試験によらず、学修の成果をもって、又は指定した課題について

の報告をもって試験に替えることがある。

２ 前項の試験に合格したときは、所定の単位を与える。

３ 実習を伴わない授業科目については、試験に合格したときは所定の単位を与える。た

だし、一授業科目の試験を分割して実施する科目については、そのすべての試験に合格

しなければ単位を修得することができない。

４ 実習を伴う授業科目については、試験に合格し、かつ、その授業科目の実習修了の認

定が行われなければ所定の単位を修得することができない。

５ 学習の評価は、別表２のとおりとする。

６ 単位の認定は、医学部教授会又は歯学部教授会の議を経て当該学部長がこれを行う。

７ 試験の方法に関しては別に定める。

（進級要件）

第９条 学生は、別表３に示す要件を満たさなければ、進級又は所定の授業科目の履修を

することができない。

２ 医学部医学科にあっては、休学期間を除き、同一学年の在籍は２年までとし、なお成

業の見込みがないと認められたときは、学則第３３条第１号の規定により退学を命ずる。

（卒業認定）

第１０条 学生の卒業認定は、学則第３９条により行うものとする。
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（補足）

第１１条 この規則に定めるもののほか履修に関し必要な事項は各学部教授会の議を経て

別に定める。

附 則

１ この規則は、平成２２年４月１日から施行する。

２ 東京医科歯科大学医学部履修規則（平成１６年規則第２０１号）は、廃止する。

３ 東京医科歯科大学歯学部履修規則（平成１６年規則第２１３号）は、廃止する。

４ 平成２２年３月３１日において現に医学部に在学する者（以下「在学者」という。）及

び平成２２年４月１日以降在学者の属する学年に再入学，転入学するものについては，

改正後の別表の規程にかかわらず，なお従前の東京医科歯科大学医学部履修規則の例に

よる。

５ 平成２２年３月３１日において現に歯学部に在学する者（以下「在学者」という。）及

び平成２２年４月１日以降在学者の属する学年に再入学，転入学する者については，改

正後の別表の規程にかかわらず，なお従前の東京医科歯科大学歯学部履修規則の例によ

る。

附 則（平成２３年３月４日規則第１５号）

１ この規則は、平成２３年４月１日から施行する。

２ 平成２３年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及

び平成２３年４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者に

ついては、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。

附 則（平成２４年２月３日規則第１９号）

１ この規則は、平成２４年４月１日から施行する。

２ 平成２４年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及

び平成２４年４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者に

ついては、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。

附 則（平成２４年３月３０日規則第６０号）

１ この規則は、平成２４年４月１日から施行する。

２ 平成２４年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及

び平成２４年４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者に

ついては、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。

附 則（平成２５年３月２９日規則第５６号）

１ この規則は、平成２５年４月１日から施行する。

２ 平成２５年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及

び平成２５年４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者に

ついては、改正後の別表１（３）の規定にかかわらず、なお従前の例による。
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附 則（平成２５年５月３０日規則第７３号）

この規則は、平成２５年５月３０日から施行し、平成２５年４月１７日から適用する。

附 則（平成２６年３月２５日規則第８号）

（施行期日等）

１ この規則は、平成２６年４月１日から施行する。

（在学する者等に関する経過措置）

２ 平成２５年１０月１日の在学者については、平成２５年度に医学部又は歯学部１年次

に入学した者にのみ改正後の別表１（７）を適用する。

（平成２５年度に全学科共通選択科目を履修する者に関する経過措置）

３ 前項の規定にかかわらず、平成２５年度に全学科共通選択科目を履修する者の改正後

の別表１（７）は、次のとおりとし、平成２５年１０月１日から適用する。

全学科共通選択科目

授業科目
単位

数

履修対象学年

年 年 年 年 年 年

選
択
科
目

医療リーダーシッ

プ特論１
○ ○

医療リーダーシッ

プ特論２
○

医療リーダーシッ

プ特論３
○

医療リーダーシッ

プ特論４
○

○

（※２）

医療リーダーシッ

プ特論５

○

（※１）

国際教養特論１
○ ○

国際教養特論２
○ ○

○

（※２）

国際教養特論３
○ ○

○

（※２）

計

※１ 医学部医学科及び歯学部歯学科に在籍する学生に限り履修することができる。

※２ 医学部保健衛生学科及び歯学部口腔保健学科に在籍する学生に限り履修することが

できる。

※３ 医療リーダーシップ特論は、原則として、１を履修しなければ２を、２を履修しな

ければ３を、３を履修しなければ４を、４を履修しなければ５を履修することができ
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ない。

※４ 国際教養特論は、原則として、１を履修しなければ２を、２を履修しなければ３を

履修することができない。

附 則（平成２７年３月１０日規則第１６号）

１ この規則は、平成２７年４月１日から施行する。

２ 平成２７年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及

び平成２７年４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者に

ついては、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。

附 則（平成２７年３月１０日規則第１７号）

１ この規則は、平成２７年４月１日から施行する。

２ 平成２７年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及

び平成２７年４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者に

ついては、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。
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（５）口腔保健学科（口腔保健衛生学専攻）教育課程

区分 授業科目

単位数
履修学年

年 ２年 ３年 ４年

必

修

選

択

前

期

後

期

前

期

後

期

前

期

後

期

前

期

後

期

基
礎
分
野

科学英語Ⅰ ○

科学英語Ⅱ ○

専
門
基
礎
分
野

人体の構造と機能及び疾病 ○ ○ ○

歯･口腔の構造と機能 ○ ○

口腔保健衛生基礎科学実習 ○ ○

疾病の成り立ちと回復過程の促進 ○ ○

公衆衛生学 ○

社会保障Ⅰ ○

社会保障Ⅱ ○

保健医療サービス ○

専
門
分
野

口腔保健と専門職 ○

歯科衛生学概論Ⅰ ○

歯科衛生学概論Ⅱ ○

口腔衛生学 ○

臨床歯科医学 ○ ○ ○ ○

口腔疾患予防学 ○ ○ ○ ○

口腔健康科学 ○

健康教育の基礎 ○ ○

食生活教育 ○

高齢者福祉 ○

社会調査の基礎 ○

健康教育の企画と実践 ○ ○ ○

生体材料学 ○

臨床検査 ○

歯科薬理・薬剤学 ○

介護福祉 ○

別表１
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歯科口腔保健衛生基礎学 ○

臨床口腔保健衛生応用学Ⅰ ○

臨床口腔保健衛生応用学Ⅱ ○ ○

歯科衛生臨床実習 ○ ○ ○

歯科衛生臨地実習 ○ ○ ○

歯科衛生臨床・臨地応用実習 ○ ○

全身と口腔の健康評価 ○

顎口腔機能の育成と回復 ○

統
合
分
野

臨床体験実習 ○ ○ ○

歯科衛生過程 ○ ○ ○ ○

卒業研究 ○ ○ ○ ○

児童・家庭福祉Ⅰ ○

障害児・者福祉Ⅰ ○

地域福祉Ⅰ ○

相談援助の基盤と専門職Ⅰ ○

相談援助の基盤と専門職Ⅱ ○

相談援助演習Ⅰ ○

相談援助演習Ⅱ ○

展
開
分
野

口腔保健と国際協力 ○

口腔疾患予防学演習 ○ ○

口腔健康教育演習 ○ ○

臨床口腔保健衛生基礎学演習 ○ ○

児童・家庭福祉Ⅱ ○

障害児・者福祉Ⅱ ○

地域福祉Ⅱ ○

公的扶助 ○

コミュニテイｨーワーク ○

相談援助の基盤と専門職Ⅲ ○

相談援助演習Ⅲ ○

現代社会と福祉Ⅰ ○
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現代社会と福祉Ⅱ ○

ソーシャルワークⅠ ○ ○

ソーシャルワークⅡ ○ ○

権利擁護 ○

社会福祉行政 ○

福祉計画 ○

司法福祉 ○

福祉運営管理 ○

就労支援サービス ○

相談援助実習 ○ ○ ○

相談援助実習指導 ○ ○ ○

計
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別表２ 

評価基準 評価 単位認定 

当該科目の到達目標を期待された水準を超えて達成した Ａ＋ 

合格 
当該科目の到達目標を全て達成した Ａ 

当該科目の到達目標を概ね達成した Ｂ 

当該科目の到達目標のうち最低限を達成した Ｃ 

当該科目の到達目標を達成していない Ｄ 
不合格 

到達目標の達成度を評価できない Ｆ 
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（５）第５学年の前期末までに次の授業科目の単位を修得し、かつ、共用試験に合格しな

ければ、第５学年後期の授業科目を履修することができない。

課題統合セミナー、学年混合選択セミナー、咬合育成・発達、顎口腔医療、全身と歯科

医療、発展歯科臨床、臨床情報処理、

（第５学年に開講される授業科目内のユニットを対象とする）共用試験（ＣＢＴ、ＯＳ

ＣＥ）

（６）第５学年の末までに次の授業科目の単位を修得しなければ第６学年に進級すること

ができない。

（第５学年に開講される授業科目内のユニットを対象とする）包括臨床実習

注 ： 医歯学基盤教育はｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 、 、 、臨床統計 、 、 、生命

倫理 、 から成り立っており、全ての授業科目に合格しなければ、単位を修得

することができない。

（４）口腔保健学科（口腔保健衛生学専攻）

（１）第１学年の末までに次の授業科目の単位の修得もしくは試験に合格しなければ、第

２学年に進級することができない。

公衆衛生学、社会保障Ⅰ、口腔保健と専門職、歯科衛生学概論Ⅰ、歯科衛生学概論Ⅱ、

（第 学年に実施される授業を対象とする）人体の構造と機能及び疾病、臨床体験実習

（２）第２学年の末までに次の授業科目の単位の修得もしくは試験に合格しなければ、第

３学年に進級することができない。

科学英語Ⅰ、人体の構造と機能及び疾病、歯・口腔の構造と機能、口腔保健衛生基礎科

学実習、疾病の成り立ちと回復過程の促進、社会保障Ⅱ、保健医療サービス、口腔衛生

学、口腔健康科学、健康教育の基礎、食生活教育、生体材料学、臨床検査、歯科口腔保

健衛生基礎学、臨床口腔保健衛生応用学Ⅰ、臨床体験実習、相談援助の基盤と専門職Ⅰ、

（第２学年に実施される授業を対象とする）臨床歯科医学、口腔疾患予防学、歯科衛生

過程

（３）第３学年の前期までに次の授業科目の単位の修得もしくは試験に合格しなければ、

第３学年後期以降の授業科目を履修することができない。

高齢者福祉、社会調査の基礎、歯科薬理・薬剤学、介護福祉、児童・家庭福祉Ⅰ、障害

児・者福祉Ⅰ、地域福祉Ⅰ、相談援助の基盤と専門職Ⅱ

（第３学年前期に実施される授業を対象とする）臨床歯科医学、口腔疾患予防学、健康

教育の企画と実践、臨床口腔保健衛生応用学Ⅱ、歯科衛生過程
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東京医科歯科大学歯学部口腔保健学科専門科目履修内規 

平成２３年１２月７日 

歯  学  部  長  制  定 

（趣旨） 

第１条 この内規は、東京医科歯科大学学部専門科目履修規則（平成２２年規則第４１号。以下「履

修規則」という。）第１１条に基づき、歯学部口腔保健学科における専門に関する教育科目の履修

に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（学習の評価） 

第２条 定期試験及び追試験の成績については、担当教員が１００点満点で採点し、授業科目ごとに

 履修規則別表２のとおり学習の評価を行う。 

２ 第１項の学習の評価に、平常の学習の成果を加味することができる。 

（必修科目及び仮進級） 

第３条 履修規則別表３(4)(5)に掲げる科目は、必修科目とする。 

２ 必修科目に係る試験の不合格者については、仮進級を認めない。 

（ＧＰ） 

第４条 評価とＧＰとの対応は次のとおりとする。 

成績評価 A+ A B C D F 

ＧＰ 4.0 3.5 3.0 2.0 1.0 0.0 

２ 卒業要件に含まない科目のうち、単位を認定されなかった科目については、未履修としＧＰＡ

（Grade Point Average）の計算式には算入しない。 

（補則） 

第５条 この内規に定めるもののほか、履修に関し必要な事項は各専攻において別に定めることがで

きる。 

附 則 

１ この内規は、平成２３年１２月７日から施行し、平成２３年４月１日から適用する。 

２ 平成２３年３月３１日において現に歯学部口腔保健学科に在学する者（以下「在学者」という。）

及び平成２３年４月１日以降在学者の属する学年に再入学、転入学する者については、この内規の

規定にかかわらず、なお従前の例による。 

  附  則（平成２８年３月３１日制定） 

１ この内規は、平成２８年４月１日から施行する。 

２ 平成２８年３月３１日において現に本学に在学する者が履修した科目の学習の評価については、

次のとおり読み替えるものとする。 

評価区分 評価 

秀 Ａ＋ 

優 Ａ 

良 Ｂ 

可 Ｃ 

不可 Ｄ 
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東京医科歯科大学試験規則 

平 成 ２ ３ 年 ４ 月 １ 日 

規 則 第 １ 号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、東京医科歯科大学における全学に共通する教育科目及び専門

に関する教育科目（以下「授業科目」という。）の試験に関して、東京医科歯科大

学学則（平成１６年規程第４号。以下「学則」という。）、東京医科歯科大学全学

共通科目履修規則（平成１６年規則第２１７号。）及び東京医科歯科大学学部専門

科目履修規則（平成２２年規則第４１号。）に定めるもののほか、必要な事項を定

める。 

（試験の種類） 

第２条 試験は、本試験、追試験及び再試験とする。 

（試験の方法） 

第３条 試験は、筆答試験、コンピュータ活用試験、口答試験及び実地試験のいず

れかによって行う。 

 （本試験） 

第４条 本試験は、定期試験及び共用試験をいう。 

２ 共用試験は、医学部医学科及び歯学部歯学科において行う。 

（定期試験） 

第５条 定期試験とは、履修した授業科目について行う試験をいう。 

２ 定期試験の実施日時は、試験実施日の２週間前までに公示する。 

３ 定期試験を受験することのできる者は原則として次のとおりとする。 

(1) 講義及び演習  当該授業科目の授業時間数の３分の２以上履修した者 

(2) 実習  当該授業科目の授業時間数の４分の３以上履修した者 

４ 定期試験の結果は、公示する。 

５ 第３項に定めるもののほか、定期試験の受験資格に関し必要な事項は、医学部、

歯学部又は教養部（以下「部局」という。）において別に定めることができる。 

（共用試験） 

第６条 共用試験とは、知識・問題解決能力を主として評価する多肢選択形式のコ

ンピュータ活用試験（ＣＢＴ）及び技能・態度を主として評価する客観的臨床能

力試験（ＯＳＣＥ）をいう。 

２ 共用試験の実施日時は、試験実施日の２週間前までに公示する。 

３ 共用試験を受験することのできる者は医学部医学科及び歯学部歯学科において
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別に定める。 

４ 共用試験の結果は、公示する。 

（追試験） 

第７条 追試験とは、病気、その他止むを得ない理由により本試験を受験できなか

った者に対して行う試験をいう。ただし、追試験は原則として１回限りとする。 

２ 追試験を受験しようとする者（以下「追試験申請者」という。）は、所定の受験

申請書に医師の診断書等の証明書類を添えて、本試験終了後原則として５日以内

に医学部長、歯学部長又は教養部長（以下「学部長等」という。）に願い出て、許

可を受けなければならない。 

３ 学部長等は、前項の申請について、教育委員会又は教務委員会と協議のうえ、

その可否を決定し、追試験申請者に通知するものとする。 

４ 追試験受験決定が否の場合は、本試験を不合格とする。 

５ 試験の結果は、公示する。 

６ 第２項に定めるもののほか、追試験の申請に関し必要な事項は、部局において

別に定めることができる。 

（再試験） 

第８条 再試験とは、本試験又は追試験を受験し、不合格となった者に対し行う試

験をいう。ただし、再試験は、原則として１回限りとする。 

２ 再試験の実施日時は、指定の期日までに公示する。 

３ 再試験は当該学部長等の判断により、受験を許可しないことがある。 

４ 再試験受験決定が否の場合は、当該授業科目を不合格とする。 

５ 試験の結果は、公示する。 

６ 第３項に定めるもののほか、再試験の許可に関し必要な事項は、部局において

別に定めることができる。 

（試験の成績） 

第９条 本試験、追試験および再試験による成績については、科目責任者が１００

点満点で採点し、６０点以上を「当該科目の到達目標のうち最低限を達成した」

ものとして合格とする。 

２ 共用試験の成績については、前項の規定にかかわらず、医学部医学科及び歯学

部歯学科において別に定める。 

（成績の報告） 

第１０条 科目責任者は、本試験、追試験及び再試験について所定の用紙に採点結

果を記入し、指定の期日までに当該学部長等に報告しなければならない。 

２ 医学科教育委員会委員長又は歯学科教育委員会委員長は、共用試験について所

定の用紙に採点結果を記入し、指定の期日までに当該学部長に報告しなければな

らない。 
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（罰則） 

第１１条 試験において不正行為があったときは、学則第５８条の規定による懲戒

の手続きをとるものとする。 

（補則） 

第１２条 この規則に定めるもののほか、試験に関し必要な事項は別に定める。 

附 則 

１  この規則は、平成２３年４月１日から施行する。 

２  東京医科歯科大学医学部試験規則（平成１６年規則２０２号）は廃止する。 

３  東京医科歯科大学歯学部試験規則（平成１６年規則２１４号）は廃止する。 

４    この規則は、平成２３年３月３１日において現に医学部または歯学部に在学する者  

（以下「在学者」という。）及び平成２３年４月１日以降在学者が所属する学年に再入  

学、転入学するものについては、改正後の規則にかかわらず、なお従前の東京医科  

歯科大学医学部試験規則または東京医科歯科大学歯学部試験規則の例による。 

 附  則（平成   年   月   日規則第   号） 

この内規は、平成２８年４月１日から施行する。 
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学生周知事項等
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もの

もの

もの

もの

２９

２８

２９

２８ ２４

ある。

歯学系教務係から社会福祉士養成課程履修

者（４学年）に出願書類を配布するので、受験予定者は出願書類を歯学系教務係に提出すること。
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学生周知事項

１． 掲示について

学生への告知、通知、連絡はすべて掲示板に掲示する。掲示の見落としがないよう十分注

意すると共に、1 日に 1 度は掲示を見て不利益をこうむらないように心がけること。 

２～４学年用の教務連絡用掲示板は１号館西７階リフレッシュルーム前に設置されている。

また、ｅラーニングシステム（WebClass）や電子メール（Web メール）によって連絡され

ることがあるので頻繁に確認すること。

２． 学生証について

（１）学生証は常に携帯すること。

（２）学生証を紛失または破損等したときは、学務企画課（1 号館西 1 階）に届け出て再交

付の手続きをすること。再交付費用（1,000 円）は学生本人の負担とする。 

（３）学生証は卒業、退学または除籍のときには直ちに学務企画課へ返納すること。返却

できない場合は、費用を負担することとする。

３． 学生旅客運賃割引証

（１）課外活動または帰省等で JR 線を利用し、乗車区間が片道 100km を超える場合、旅

客運賃の割引（2 割）を受けることができる。 

（２）学割証の不正使用（第三者への貸与等）は絶対にしないこと。

（３）年間使用限度枚数は 1 人 10 枚（1 回につき 2 枚まで） 

（４）私鉄、バス等の利用において通学証明書を必要とする場合は、所定の用紙をもらい、

学務企画課企画調査係（1 号館西 1 階）に問い合わせること。 

（５）学割証が必要なときは 5 号館 4 階談話室にある証明書自動発行機を使用すること。

利用日時：月曜日～金曜日、8：30～21：00 

問い合わせ先：学務企画課企画調査係（内線5075） 

４． 証明書等

証明書等は、歯学系教務係および証明書自動発行機にて発行する。

http://www.tmd.ac.jp/campuslife/procedure/shigaku/index.html 

（１）次に掲げるものは、歯学系教務係（歯科棟南 2 階）で発行するので歯学部証明書交付

願を記入し提出すること（受付時間 8：30～17：15） 

（①と②の交付は、原則として交付願を受理した日から１週間程度要する。）

①成績証明書

②調査書

③英文の在学証明書
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- 4 - 

（２）次に掲げるものは、5 号館 4 階談話室にある自動発行機で発行する。 
（利用日時：月曜日～金曜日、8：30～21：00） 

（問い合わせ先：学務企画課企画調査係（内線 5074）） 

①在学証明書

②卒業見込証明書（第 4 学年在学者のみ）

（３）次に掲げるものは、学務企画課企画調査係（1 号館西 1 階）で発行する。 

①通学証明書（交通機関から請求された場合に限る）

通学証明書が必要な場合は、企画調査係に問い合わせること。

鉄道やバスの通学定期券を購入する場合は、住居の最寄り駅または大学の最寄り駅

にて学生証を提示し、直接購入すること。

５． 住所・氏名等の変更について

本人または保証人の住所、氏名、電話、本籍等（電話番号を含む）に変更が生じたときに

は、速やかに歯学系教務係へ申し出て所定の手続きをすること。

６． 欠席、休学、復学、退学

（１）授業の欠席

病気その他の事由により欠席した場合は、　　　を歯学系教務係（歯科棟南 2 階）へ

提出すること。（病気の場合は、必ず医師の診断書を添付すること。）

（２）休学

病気その他の事由により、引き続き 3 か月以上休学する場合は、休学願（保証人連署）

を歯学系教務係へ提出し、学長の許可を得ること。（病気の場合は、必ず医師の診断書

を添付すること。）

休学を許可される期間は、通算して 2 年以内。（特別の事情があるときは、さらに 1

年以内の休学が許可されることがある。）

（３）復学

休学している学生が、休学許可期間の途中または満了時に復学を希望する場合は、復

学願（保証人連署）を歯学系教務係へ提出し、学長の許可を得ること。（病気を理由

に休学した場合は、復学可能である旨の医師の診断書を添付した上で、保健管理セン

タ ーを受診する必要がある。）

（４）退学

病気その他の事由により、学業を継続することが困難となり、退学しようとする場

合は、退学願（保証人連署）を歯学系教務係へ提出し、学長の許可を得ること。

なお、退学するにあたっては、事前に担任教員等と面談し、退学事由等について十分

相談すること。

31



- 5 - 

７． ネームプレート着用について

歯学部学生であることを明示するために、歯学部・同附属病院では必ずネームプレートを

着用すること。

プレートは貸与とし、紛失または破損した場合は、再交付を受けるものとする。この場合

は実費を負担すること。

学科専攻名と氏名の間のスペースに学年を表示するシール（例「OH2」）を貼ること。シー

ルは歯学系教務掛で配布しているので、汚損したら適宜貼りかえること。

８． 授業中（大学行事、課外授業を含む。）の事故等

入学時に加入した「学生教育研究災害傷害保険」（学研災）および「学研災付帯賠償責任保

険」（Ｃコース：医学陪）の対象となる。（詳細は「学生生活の手引き」を参照すること。）

問い合わせ先：学生支援課（5 号館 3 階）内線（5077） 

http://www.tmd.ac.jp/campuslife/support/insurance-regime/index.html 

９． 遺失物および拾得物

学内での遺失物に関する問い合わせまたは拾得物の届け出は、下記のとおりです。

（１）講義室、実習室、ロッカー室：歯学系教務係（歯科棟南 2 階：内線 5411） 

学部防災センター（歯科棟北 1 階） 

（２）上記（１）以外：歯学部総務課（歯科棟南 2 階：内線 5406） 

10．授業料の払込について 

金融機関の預金口座振替により、授業料が引き落とす。

前期分授業料は 4 月中に、後期分授業料は 10 月中に納付すること。 

11．湯島キャンパスにおける講義受講に際しての注意事項 

（１）平日の午前 8 時 30 分から午後 5 時まで歯学部附属病院玄関から出入りすることを原

則禁止

（２）歯学部建物内へは、以下のように出入りすること。

   １）聖門⇔1 号館、2 号館、7 号館 

   ２）正門⇔1 号館、2 号館、7 号館 

   ３）御茶ノ水門あるいは丸の内線出口⇔1 号館、2 号館、歯学部附属病院防災センター（歯

学部時間外通用口）

（３）白衣または実習着を着用していない学生は、歯学部附属病院の聖橋側エレベーターを使

用すること。

（４）臨床実習履修中の学生以外がやむを得ない理由で歯学部附属病院内を移動するときは、

私語を慎むこと。
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（５）白衣または実習着を着用したまま学外に出ないこと

12．授業中のパーソナルコンピュータ、スマートフォンなどの機器使用の制限について 

授業中におけるパーソナルコンピュータ、タブレット端末、スマートフォンなどの携帯電

話等の使用に関して以下のように定めている。

（１）当該授業に関係のない機器を使用することを禁ずる。

（２）上記 1 の状況において、授業担当者あるいは授業補助者が、学生が当該授業を使用して

いると認めたときは、これを制限できる。この場合制限とは以下のことをいう。

１）当該機器の電源を強制的に OFF にする。 

２）当該授業終了時まで授業担当者あるいは授業補助者が当該機器を保管することができ

る。

３）当該学生を退出させる。再入室にあたっては当該機器を持ち込んでいないことを条件

とする。

13. カードリーダーの設置について

 各講義室および実習室、リフレッシュルーム等には、カードリーダーが設置されている。

各授業の出席については、原則的にこれらに学生証をタッチすることで登録を行うので、

学生証を必ず忘れないようにすること。

 なお、授業によりこの装置を使用しないことがある。その場合は、担当教員の指示に従

うこと。また、万が一、学生証を忘れた場合、歯学系教務掛でその日限りの貸し出しカー

ドを一時的に貸与するので申し出ること。 

基本的にはカードリーダーへのタッチで出席がカウントされる。 

14．台風等の自然災害や交通機関運休による休講措置（湯島地区） 

 台風等の自然災害や交通機関運休に伴う湯島地区で行う授業の休講、試験の延期の措置等

を決定した場合は、下記により本学のホームページ「学部・大学院」ニュース欄に掲載する。

URL: http://www.tmd.ac.jp/faculties/index.html 

○台風などで首都圏に直接災害が予想される場合

・午前の授業を休講、午前の試験を延期とする場合は、午前 6 時 30 分までに公示する。 

・午後の授業を休講、午後の試験を延期とする場合は、午前 10 時までに公示する。 

・夜間（午後 6 時以降）の授業を休講、夜間（午後 6 時以降）の試験を延期とする場合は、

午後 4 時までに公示する。 

○首都圏における交通機関（JR および大手私鉄・地下鉄など）が全面的に運転を休止してい

る場合

・午前の授業を休講、午前の試験を延期とする場合は、午前 6 時 30 分までに公示する。 
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・午後の授業を休講、午後の試験を延期とする場合は、午前 10 時までに公示する。 

・夜間（午後 6 時以降）の授業を休講、夜間（午後 6 時以降）の試験を延期とする場合は、

午後 4 時までに公示する。 

15．授業中の大規模地震のときの避難場所について 

1 号館西での授業中に大規模地震が発生した際には、口腔保健衛生学専攻の学生は 1 号館西

1 階の正面玄関前に避難すること。ただし、状況に応じて別の避難場所に誘導される場合があ

る。 

大学全体としての避難場所は M&D タワー前スペースとなっている。 

16．大規模地震ポケットマニュアルについて 

このマニュアルは、大規模地震（震度 5 強以上を想定）が発生した場合の初動対応を掲

載している。常時携行し、大規模地震が発生した場合の安全確保や避難及び安否確認等に

役立てること。

マニュアルが手元に届かない場合、あるいは破損・紛失した場合は、以下に問い合わせ

ること。英語版のポケットマニュアルも作成しているので、必要な場合は以下に申し出る

こと。

問い合わせ先：歯学系教務係（歯科棟南 2 階）03－5803－5411 

な お 、 このマニュアルは、ホームページからも確認できる。

（学内専用サイト → 学内専用教職員学生向け情報 → 危機管理に関する情報） 

http://www1.tmd.ac.jp/others/soumusoumu/soumu/20110405/index.html 

17．安否確認システムについて 

   このシステムは、大規模地震はもとより、風水害等による本学の学生及び教職員の安否確

認のため、携帯電話・スマートフォン・パソコンから安否情報を入力するものである。

   大規模地震や風水害の際には、配布した「大規模地震ポケットマニュアル」の「安否確認

システムによる報告」を確認し、ポケットマニュアルに掲載の QR コード又は URL

（https//anpi.tmd.ac.jp/）を直接入力することにより安否確認システムにアクセスし、ID

（学籍番号）とパスワード（初期値は ID と同じ）によりログインして自身の安否を入力す

ること。

 今後、このシステムの実効性を高めるため、試行を重ねる予定であるので、その際はメ

ール等により案内する。

なお、このシステムの操作方法等については、ホームページから確認すること。

（学内専用サイト → 教職員学生向け情報サイト → 危機管理に関する情報） 

http://www1.tmd.ac.jp/others/soumusoumu/soumu/20110405/index.html 
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18．その他 

（１）クラブ、サークル等宛の郵便物等は、学生支援課の窓口で保管しているので、責任者

は適宜確認すること。

なお、個人宛の郵便物等は、大学に配達されることがないようにすること。

（２）事務の窓口

教 務 事 務：歯学系教務係（歯科棟南 2 階、内線 5411） 

授 業 料の納入：財務施設部財務管理課収入管理係（1 号館西 3 階、内線 5048） 

奨 学 金、授業料免除：学務部学生支援課学生支援総括係（5 号館 3 階、内線 5077） 

奨学金： http://www.tmd.ac.jp/campuslife/scholarship/index.html 

授業料免除：http://www.tmd.ac.jp/campuslife/exemption/index.html 
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学生支援・保健機構について

学生・女性支援センターについて

場所：5 号館 3 階 開室時間：9：00～17：00 

学生・女性支援センターは、本学の学生に対して、生活、修学、就職、メンタルヘルスやハラ

スメント、キャリアパスや学業（仕事）と家庭との両立に関することなど、キャンパスライフ全

般に渡り、学生支援活動の充実を図ることを目的として設置されています。

また、以下のとおり学生生活全般及びキャリアに関する相談に応じています。各ホームページ

に個別相談予約状況や予約方法を記載していますので、お気軽にご利用ください。

なお、本センターは男女問わずご利用頂けます。

＜学生相談・就職支援部＞･･･学生生活全般に関すること

・生活支援、修学支援、就職支援に関すること

・メンタル（保健管理センターと連携）に関する相談及びカウンセリングに関すること

・ハラスメントに関する相談及びカウンセリングに関すること

☆ キャンパスライフを送るうえでの悩みや困ったことなどについて、個別に相談に応じてい

ます。

・月～金（10:30～17:00）1 回 50 分：http://www.tmd.ac.jp/cgi-bin/stdc/cms_reserv.cgi 

・国府台キャンパス（保健管理センター内）：週に 1 回相談に応じています。 

URL：http://www.tmd.ac.jp/labs/gakuseihokenkikou/scsfs/sc/index.html 

連絡先：03-5803-4959  Email：scenter.stc@tmd.ac.jp （月～金 9:00～17:00） 

＜男女協働・キャリア支援部＞･･･キャリア支援や学業（仕事）と家庭との両立支援に関す

ること

・今後の進路や生き方に関する支援及びその相談

・妊娠・出産・育児や保育園入園、介護に関する支援及びその相談

☆ 今後のキャリアに関する悩みや、学業と家庭との両立や育児について困ったことがあれば、 

個別やカップルでのキャリア相談にも応じています。

・月～金（10:30～17:00）1 回 60 分：http://www.tmd.ac.jp/ang/counsel/index.html 

☆ 学生・女性支援センター内には、授乳・搾乳室も設置しています。

URL：http://www.tmd.ac.jp/ang/ 

連絡先：03-5803-4921  Email：info.ang@tmd.ac.jp （月～金 9:00～17:00） 
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保健管理センターについて

１．場所：5 号館 2 階 

２．利用可能時間：8：45～12：00、13：00～17：00 

３．主な業務：（詳細は「保健管理センター案内」を参照してください。）

 健康相談、処置（担当医による相談：10：00～12：00、13：00～15：00） 

 健康診断書の発行：事前申し込みが必要です。必ず学生一般定期健康診断を受けていな

ければなりません。保健管理センター窓口で相談してください。

 健康診断（5 月）と各種検査、ワクチン接種（年間予定により実施） 

４．問い合わせ先：内線 5081  

ホームページ: http://www.tmd.ac.jp/cmn/hsc/hsc.htm 
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図書館について

１．場所：M&D タワー3 階（カウンター、閲覧席等）、4 階（閲覧席、情報検索室等） 

２．利用可能時間：

開館時間 平日 8：30～22：00 

土日祝 10：30～18：30 ※プレ開館 土日祝 8:30～10:00 

（情報検索室） 平日 9：00～21：00 

土日祝 11：00～17：30 

休館日 年末年始

３．利用方法：（詳細は「図書館ホームページおよび図書館利用案内」を参照してください。）

 図書館の利用には、利用証が必要です。IC カードタイプの学生証が利用証になります。 

入館ゲートにかざして入館してください。忘れた場合はカウンターに申し出て下さい。

入館はできますが、貸出ができません。

 探している資料があるか、配架場所等は図書館蔵書検索（OPAC）でお調べください。 

 貸出を希望される資料と利用証を持って、カウンターへお越しください。自動貸出機も

ご利用いただけます。ただし、CD-ROM などの付属資料のあるものはカウンターでの貸

出のみとなります。貸出可能冊数は図書・製本雑誌合わせて 5 冊まで、貸出期間は図書

は 2 週間、製本雑誌は 1 週間です。 

 引き続き資料を利用したい場合、期限日内であり、次に予約が入っていない図書に関し

ては、1 回に限り貸出期間を延長することが出来ます。My Library もしくはカウンター

で延長手続きをしてください。

 本館・分館間で週に一度、資料の取り寄せを行っています。カウンターで申込手続きを

行ってください。（来館でのお申込みのみになります）

 本館・分館の資料は、どちらの図書館でも返却できます。（返却日は厳守してください） 

開館時：カウンターに返却してください。

閉館時：M&D タワー1 階、図書館入口のブックポストに返却してください。 

 製本雑誌は自動書庫に保管されています。あらかじめ予約をして 4 階出庫ステーション

からご自身で取り出して、ご利用ください。

出庫予約時の ID・パスワードは MyLibrary と同じものです。カウンターにお尋ねくだ

さい。

 電子ジャーナルは出版社との契約により、学内 LAN からの利用のみになります。 

 本学の資料を著作権の範囲内で複製することができます。コピーはセルフサービスです。

図書館に設置されているコピー機をお使いください。現金またはプリペイドカードでお

支払いください。両替はできません。料金：モノクロ 1 枚 10 円 カラー1 枚 30 円 

 情報検索室の PC が利用できます。（ただし、全面利用の授業時は利用ができません）ネ

ットワークの利用にはアカウントとパスワードが必要です。プリンターは情報検索室を

出て左手奥に 2 台設置されており、モノクロとカラー印刷が可能で有料となります。 
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 館内は無線 LAN 対応です。各自で持ち込まれるパソコンからインターネット、学内 LAN

に接続する場合は、アカウントとパスワードが必要となります。アカウントとパスワー

ドが必要ない印刷は USB メモリー印刷専用の PC が設置されていますので、USB メモ

リーに保存してあるものは印刷が可能です。印刷物は PC 左手のプリンター（モノクロの

み・有料）から出力されます。

3 階閲覧室に備付のパソコンがあります。インターネット、印刷利用の場合は、アカウン

トとパスワードが必要です。3 階閲覧室のプリンターはカウンター脇（モノクロ、カラー

可・有料）にあります。

 利用したい資料が学内（講座・電子ジャーナル含む）になく、他大学や研究機関の図書

館で所蔵している場合、複写を申し込む、または図書を取り寄せることができます。複

写と貸借は My Library からお申込みください。 

 他大学の図書館を利用する場合、身分証の他に紹介状が必要です。（紹介状は即日発行で

きないこともありますので、余裕をもってお申込みください）訪問先で利用したい資料

の所在を確認し、カウンターでお申込みください。なお、明治大学の図書館は本学の学

生証で利用することができます。ただし、明治大学図書館の資料の館外貸出を希望され

る方は学生証の他に、住所のわかるものを持参していただき、明治大学のライブラリー

カードを作る必要があります。（1 月、7 月は利用不可、3 月貸出停止） 

 館内での飲食は原則禁止です。（本館では、3 階の図書館入口前に、飲食ラウンジがあり

ます。）

 所持品は各自責任を持って管理してください。貴重品は常に携帯してください。荷物を

置いたままで長時間席を離れる席取り行為はやめてください。長時間席に居ない場合は、

荷物を回収することもあります。

４．問い合わせ先：内線 5596  e-mail: info-serve.lib@ml.tmd.ac.jp 

ホームページ: http://www.tmd.ac.jp/lib/guide/top.html 
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国立美術館キャンパスメンバーズについて

「国立美術館キャンパスメンバーズ」とは、学校教育において美術館を有効に活用することと、

学生や教職員の美術に親しむ機会をより豊かにすることを目的とした、大学等を対象とする制度

です。本学でもこのキャンパスメンバーズに加入しています。

１．対象：本学の学部学生・大学院生・教職員

２．特典：所蔵作品展の「無料観覧」（所蔵作品を持たない国立新美術館を除く）

特別展・共催展の「割引観覧」（学生は大学生団体料金・教職員は一般団体料金）

３．利用方法：各館の券売所または改札で学生は学生証、教職員は身分証明書を提示し、キャン

パスメンバーズの利用の旨を伝え、入館または観覧券を購入してください。学生証、身分証

明書を持参していない場合、特典を受けることはできません。なお、詳しい日程は、各館の

ホームページで確認してください。

４．利用機関：以下の 3 館 

   国立西洋美術館、東京国立近代美術館、国立新美術館

５．ホームページ： http://www.tmd.ac.jp/campuslife/campus_members/index.html 

http://www.campusmembers.jp/ 
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１号館西・２号館・７号館の管理、使用について

１．1 号館西・2 号館・7 号館の出入口の施錠（平日）について 

1 号館西出入口 

1 号館西 正面玄関  終日出入可（防災センター管理） 

1 号館西 東側出入口 解錠 6：00 施錠 18：30 

2 号館出入口 

2 階正面玄関     解錠 7：30 施錠 18：00 

2 階外階段      解錠 7：30 施錠 18：00 

（施錠後はカードリーダーに学生証をタッチすることで外から入ることが可能）

2 階歯科棟接続口   終日出入可 

7 号館出入口 

1 階聖門側（1 か所）        解錠 7：30 施錠 18：00 

歯科棟北接続口（東側 6 か所）    解錠 7：30 施錠 18：00 

1 号館東接続口（2 階、3 階 2 か所） 解錠 7：00 施錠 20：00 

消防法の規定により、歯科棟側と 2 階外階段出入口は避難口のため、施錠しても建物内か

ら外へは常に出られます。ただし、7 号館の 1 号館東接続口（2 階、3 階）は施錠すると出入

りできない。

２．1 号館西・2 号館・7 号館内各室の施錠について 

1 号館西 第 1～3 講義室    解錠 7：30 施錠 18：00 

第 4 講義室 解錠 7：30 施錠 19：00

リフレッシュルーム 解錠 7：30 施錠 19：00 

学生ロッカー室  各人の責任で解・施錠し、防犯に務めること。

7 号館 講義室    解錠 7：30 施錠 17：00 

リフレッシュルーム   解錠 8：30 施錠 19：30 

３．1 号館西・7 号館における講義室の目的外使用について 

講義室は、原則として目的外使用は許可しない。

４．学生のロッカー室（1 号館西 7 階）について 

（１）2・3 年女子は第 3 ロッカー室、4 年女子は第 2 ロッカー室、男子学生は第 1 ロッカー

室を利用すること。

（２）ロッカー室は、更衣のほか、休憩室として使用する。

（３）各人にロッカーが貸与されるので、丁寧に使用すること。また、各人の責による破損等

については、各人の負担により現状回復すること。

（４）各人で錠前を購入して、ロッカーには必ず鍵を閉め、盗難に注意すること。。ロッカー
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での盗難が多発しているので、特に貴重品等の管理は厳重にすること。

（５）ロッカーの上部に私物を置かないこと。置いた場合は、歯学系教務掛で撤去する。

（６）ロッカーの内外部にシール、ポスター等を貼らないこと。

（７）ロッカー室で飲食した空容器、紙くず等はまき散らさないように必ず分別してごみ箱に

捨てること。

（８）ロッカー室でサークルの集会をしたり、マージャン等はしないこと。

５．リフレッシュルーム（1 号館西 7 階）の使用について 

（１）口腔保健衛生学専攻 2～4 年生が使用できるほか、口腔保健衛生学専攻 1 年生も使用す

ることができる。

（２）リフレッシュルームは、食事、休憩、歯磨きなどの目的で使用する。

（３）周囲に迷惑がかからぬよう、お互いに協力して、節度をもって使用すること。

（４）注意事項

・私物を保管・放置等、特定の場所の占拠をしないこと。（放置された私物は、適宜、予告

なしに処分する。）

・エアコンの設定温度に留意し、誰もいないときには止めること。

・飲食した空容器、紙くず等は散らさないように必ず分別してごみ箱に捨てること。

・洗面台の排水が詰まるので、食べ物のカス等を流さないこと。

・ホワイトボードは学生間の連絡に使用できるほか、教員からの連絡にも使用するので、不

要になった書き込みは書いたものが責任を持って消し、不要になった掲示物も掲示したも

のが責任を持って撤去すること。

（５）平日に使用できるが、長期休暇中は平日も施錠されるので、その期間中に使用したい学

生は、口腔保健衛生学専攻教員に申し出て解・施錠してもらうこと。

６．歯学部リフレッシュルーム（7 号館 1、6 階）の使用について 

（１）歯学部に在席する学生が使用することができる。

（２）休息・飲食・自己学習・打合せなどの目的で使用する。

（３）平日に使用できるが、利用約束を守って使用すること。（問い合わせ先：歯学系教務掛）

７．学生用ホワイトボード・掲示板の使用について

（１）掲示物の内容については関知しないが、良識をもって掲示すること。

（２）掲示期間を過ぎることのないよう、自主的に撤去すること。

（ホワイトボードの設置場所…第 1～4 講義室内、掲示板の設置場所…第 3 講義室後方） 

８．講義室・実習室の使用について

（１）講義室・実習室における飲食は原則として禁止する。
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（２）講義室の机の上に腰をかけないこと。

（３）7 号館 7 階以上は動物実験施設なので、感染予防等のため関係者以外の出入りを禁止す

る。

（４）講義室・実習室においては、紙くず等を散らさないようにし、必ず分別してごみ箱に捨

てること。

（５）参考書・ノート等の私物は講義室の中に放置しないこと。（放置された私物は、適宜、

予告なしに処分する）

（６）室内は学生用ホワイトボード・掲示板以外に掲示物の貼付を禁ずる。

（７）講義室・実習室等においては、下駄ばきを厳禁する。

９．スキルスラボⅡ（1 号館西 5 階）の使用について 

 スキルスラボⅡには、学生が各自で技術練習できるよう、必要な設備・機器が整備されてい

る。実習時間数には限りがあり、個人によって技術の習熟度が異なるので、口腔保健の専門職

として臨床上必要な技術を修得するためには日々の研鑽が不可欠である。実習で修得した技能

の確認、向上のため、スキルスラボⅡを積極的に利用し、主体的に技術の修得に努めること。 

附属病院内での注意事項

1．附属病院内の通行に際しては、特に患者さんに配慮すること。 

2．附属病院内の患者待合室での休憩は差し控えること。 

3．附属病院内では、つっかけ・スリッパ等の使用を禁止する。 
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歯学部附属病院の機構

歯学部附属病院は患者の診療を通じて歯学の教育と研究を行う場です。しかし、最近では社会

の要請にも答える必要から、歯科医療における模範的診療機関としての使命も課せられていま

す。

１． 診療科

歯科病棟 8 階 

歯科麻酔外来
7 階 

インプラント外来

口腔外科外来

6 階 
顎顔面外科外来

顎義歯外来

言語治療外来

むし歯外来
5 階 

歯周病外来

第一総合診療室

4 階 

第二総合診療室

歯科心身医療外来

顎関節治療部

快眠歯科（いびき・無呼吸）外来

義歯外来

3 階 
歯科アレルギー外来

スポーツ歯科外来

クリーンルーム歯科外来

矯正歯科外来

2 階 
小児歯科外来

ペインクリニック

口腔ケア外来

歯科総合診療部

1 階 

スペシャルケア外来（高齢者）

スペシャルケア外来（障がい者）

摂食リハビリテーション外来

息さわやか外来

セカンドオピニオン外来

歯科放射線外来 地下 1 階 
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クリーンルーム歯科外来（3 階）は、院内感染のリスクを分散しないために、血液・唾液・そ

の他を媒体として院内感染を引き起こす可能性のある病原微生物（肝炎ウィルス、HIV、MRSA

など）を有する患者のうち、内科主治医等により疾患の管理がなされ、外来診療に耐え得る患者

の一般歯科診療を行う施設として設けられています。

第 1 総合診療室（4 階）は歯学科学生臨床実習の場として、一口腔単位の総合歯科診療が行わ

れています。学生は歯科診療用ユニットと技工机（5 階）が配当されます。また、第 2 総合診療

室（4 階）は臨床研修医の総合研修が行われています。口腔保健学科口腔ケア実習北 2 診療室（4

階）では口腔保健学科口腔保健衛生学専攻学生の臨床実習が行われます。

２．病棟（8 階） 

入院患者のために、60 床のベッドとそれに必要な処置室、記録室等付帯施設が完備され、基

準看護のもとに、日夜にわたる診療体制が敷かれています。

３．中央診療施設

検査部、歯科技工部、医療安全管理室、感染対策室、診療情報管理室、歯科臨床研修センター、

地域歯科医療連携センター、歯科医療情報センター、歯科器材・薬品開発センター、中央手術室、

中央器材室が設置されています。

歯科技工部は、歯学部附属病院 3 階にあり、約 27 名の歯科技工士が全診療科で扱う補綴物の

製作等の歯科技工業務を行っています。口腔保健工学専攻の学生の臨床実習では歯科技工部を

通して患者のための歯科技工を実際に行います。

４．薬剤部（1 階） 

 数名の薬剤師が配置されており、薬剤に関する業務（調剤、製剤、処方、薬品の管理、薬品の

情報の収集・伝達など）および歯学科臨床実習を行う学生に対する処方箋の取り扱いその他の教

育を行っています。

５．看護部

約 55 名の看護師が各診療科や病棟に配置されており、病院の看護業務を行っています。 

６．歯科衛生保健部

約 30 名の歯科衛生士が口腔ケア外来や関係診療科に配置されており、歯科診療における歯科

健康教育、歯科予防処置、歯科診療補助を行っています。口腔保健学科口腔保健衛生学専攻の学

生の教育を行っています。

７．事務部
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 歯学部の事務業務は、総務課と業務課によって行われています。また、学生は歯学系教務係を

通じて病院内で勉学できるようになっています。患者は全て業務課を経て受診するように決め

られています。

 患者の歯科技工に用いる歯科材料は、医事係材料室から給付されます。

８．病院の管理運営

 病院長が病院の管理運営を統括します。病院は、病院長、各科長、各部長によって構成される

病院運営会議によって運営されます。また、学生の臨床教育については、各臨床教授で構成され

る臨床教育会議および歯学科、口腔保健学科教育委員会において討議されています。

事務部

総務課

総務係

経理係

用度係

歯学系
教務係

業務課

医事係

患者係

収入係
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湯島キャンパス案内
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１号館西６～８階平面図
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２号館平面図

49



７号館平面図

歯
科
保
健
衛
生
部
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１号館の配置

階 
１号館西 １号館東 

講義室・実習室 研究室等 教授室等 その他 研究室等 教授室 

9 
特 別 講 堂 歯科同窓会事務室 

特別第１会議室 

8 

口腔保健衛生学専攻 口腔保健衛生学専攻 口腔保健衛生学

専 攻 

口腔保健衛生学専攻 

第 ４ 講 義 室 学科セミナー室３ 学 科 事 務 室 

臨 床 基 礎 実 習 室 講座別研究室３，４ 教 授 室 非 常 勤 講 師 室 

相 互 実 習 室 臨 床 系 研 究 室 准 教 授 室 資 料 保 管 室 ２ 

メ デ ィ ア 実 習 室 講 師 室 

7 

口腔保健衛生学専攻 口腔保健衛生学専攻 口腔保健衛生学専攻 歯学部会議室 

第 １ ～ ３ 講 義 室 学科セミナー室１，２ 資 料 保 管 室 １ 第１，２ゼミナ

ール室 基 礎 科 学 実 習 室 講座別研究室１，２ 

福 祉 介 護 実 習 室 基礎系研究室１，２ 

学生ロッカー室１～３ 

リフレッシュルーム 

6 

歯 学 部 演 習 室 1 ～ 1 1 先 端 材 料 評 価 学 宇尾 
第 3 ゼミナール

室 

基 礎 実 習 室  
インプラント・

口腔再生医学 

5 

ス キ ル ス ラ ボ Ⅱ 医歯学教育システム

研 究 セ ン タ ー 
荒木 

女性研究者支援室 インプラント・

口腔再生医学 

口 腔 病 理 学 

春日井 

生命倫理研究センター 

4 
学 術 国 際 部 

国際交流センター 

口 腔 病 理 学 

3 財 務 施 設 部 
高齢者歯科学 

歯 学 部 

水口 

下山 

2 
総務部総務秘書課 監 査 法 人 室 

高齢者歯科学 

1 

学 務 企 画 課 

入 試 課 

総 務 部 人 事 課 
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２号館の配置

階 講義室・実習室 研究室等 教授室等 その他

4 第 1~4 実習室 

CAD/CAM 実習室 

3 第 2，3 講義室 

修士課程講義室

CAD/CAM 演習室 

研 究 室 学生ロッカー室 1 , 2 

リ フ レ ッ シ ュ ル ー ム

2 第 1 講 義 室 研 究 室

修士課程研究室

口 腔 保 健 工 学 専 攻

教 授 室

准 教 授 室

講 師 室

教 員 室

非 常 勤 講 師 室

顎顔面矯正学分野准教授室

歯 学 部

教 養 部 連 絡 室

1 和 同 会 事 務 室

U R A 室 

７号館の配置

階 講義室・実習室 その他

7~11 動 物 実 験 施 設

6 

第 4 ゼ ミ ナ ー ル 室 D 2 ~ D 5 男 子 更 衣 ・ 控 室 

D 2 ~ D 5 女 子 更 衣 ・ 控 室 

リ フ レ ッ シ ュ ル ー ム

歯 科 保 健 衛 生 部

変 電 室

5 
第 3 実 習 室

示 説 室

4 

第 4 講 義 室

第 2 実 習 室

歯科麻酔歯科放射線実習室

D 6 男 子 更 衣 ・ 控 室 

D 6 女 子 更 衣 ・ 控 室 

D 6 リ フ レ ッ シ ュ ル ー ム 

3 
第 1 実 習 室

示 説 室

2 第 2 , 3 講 義 室 コ ピ ー 機

1 
第 １ 講 義 室 リ フ レ ッ シ ュ ル ー ム

動 物 実 験 施 設
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10 号館の配置 
階 研究室 教授室等

7 歯 周 病 学 和泉

6 顎 顔 面 外 科 学

5 
高 齢 者 歯 科 学 戸原

嶋田

4 麻酔・生体管理学

ス ポ ー ツ 医 歯 学

深山

3 

ス ポ ー ツ 医 歯 学

障 害 者 歯 科 学

歯科医療行動科学

上野

篠塚

俣木

2 

顎 顔 面 補 綴 学

歯 科 心 身 医 学

総 合 診 療 歯 科 学

谷口

豊福

M&D タワーの配置 
階 研究室 教授室等 階 研究室 教授室等

北

側

8 硬 組 織 構 造 生 物 学

法 歯 学

分 子 情 報 伝 達 学

田畑

櫻田

中島

南

側

8 細 菌 感 染 制 御 学 鈴木

7 硬 組 織 病 態 生 化 学

歯 学 教 育 開 発 学

口 腔 放 射 線 腫 瘍 学

硬 組 織 再 生 学

渡部

森尾

三浦（雅）

篠村

7 硬 組 織 薬 理 学

認 知 神 経 生 物 学

青木

泰羅

6 分 子 発 生 学

ナノメディスン（DNP） 

分 子 細 胞 機 能 学

井関

小牧

中濱

6 医 療 経 済 学

顎 顔 面 解 剖 学

分 子 免 疫 学

川渕

柴田

東

階 講堂・図書館 研究室・その他

4 
図 書 館

情 報 検 索 室

図 書 館 情 報 メ デ ィ ア 機 構

3 

2 鈴 木 章 夫 記 念 講 堂 共用講義室 1, 2 

口 腔 顔 面 痛 制 御 学

口 腔 顔 面 痛 制 御 学
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3 号館 

5 階 図書館情報メディア機構・教育メディア開発学 木下

歯科棟の配置

〈歯科棟北〉

階 分野 教授室等 外来等 医局 その他

咬合機能矯正学 小野 歯科衛生保健部

顎顔面矯正学 森山

部分床義歯補綴学 若林

摂食機能保存学 三浦（宏）

小児歯科学 宮新

う蝕制御学 田上 歯科衛生保健部

歯髄生物学 興地

健康推進歯学 川口

顎口腔外科学 原田

口腔放射線医学 倉林

顎関節咬合学

8 病棟 医員当直室（男）

歯科麻酔外来 医員当直室（女）

インプラント外来 麻酔・生体管理学 滅菌材料室

手術室

口腔外科外来 顎口腔外科学

顎口腔変形疾患外来 顎顔面外科学

顎義歯外来

言語治療外来

口腔病態診断科学 検査部 検査部

むし歯外来 う蝕制御学

歯髄生物学 総合技工室

歯周病外来 歯周病学 〈歯科棟南：外来事務棟〉

第１総合診療室 ヘッドライター室 歯学部特別講堂

第２総合診療室 器材準備室 演習室

先端歯科診療センター 歯科臨床研修センター

歯科心身外来 材料室

和同会売店

義歯外来 部分床義歯補綴学 大会議室

スポーツ歯科外来 全部床義歯補綴学 小会議室

歯科アレルギー外来 摂食機能保存学 看護部

顎関節治療部 高齢者歯科学 研修医技工室

快眠歯科外来

クリーンルーム歯科外来

技工部

歯学教育システム 小児歯科外来 小児歯科学 歯学部総務課

評価学 矯正歯科外来 咬合機能矯正学 歯学系教務係

ペインクリニック 顎顔面矯正学 歯学部国際交流室

口腔ケア外来

歯科総合診療部 歯科総合診療部 電算室 歯学部業務課

スペシャルケア外来 防災センター 患者相談室

摂食嚥下ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ外来 器材薬剤センター

息さわやか外来

ｾｶﾝﾄﾞｵﾋﾟﾆｮﾝ外来 和同会売店

薬剤部 研修医控室

歯科放射線外来 低温室 談話室

ボイラー室

B2 食堂

B1

12

11

10

9

7

6

5

4

3

2

1

─  45 ─
─  45 ─
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第１学年 第３学年

期　　　　間

春 季 休 業 ２８．　４．１（金）

ガ イ ダ ン ス ・ 授 業 17 週 ２８．　４．　４（月）～２８．７．２９（金）

夏 季 休 業 ( 選 択 科 目 授 業 有 り） ２８．８．　１（月）～２８．８．　１９（金）

定 期 試 験 ２８．８．２２（月）～２８．９．　７（水）

授 業 ３ 週 （ 選 択 科 目 の み ） ※ ２８．９．　８（木）～２８．９．２６（月）

臨 床 実 習 ガ イ ダ ン ス ２８．９．２７（火）　・　２８．１０．　３（月）　

授 業 １ ３ 週 ２８．９．２７（火）～２８．１２．２２（木）

創 立 記 念 日 ２８．１０．１２（水）

お 茶 の 水 祭 準 備 の た め 休 講 ２８．１０．１４（金）

お 茶 の 水 祭 ２８．１０．１５（土）～２８．１０．１６（日）

冬 季 休 業 ２８．１２．２６（月）～２９．１．　５（木）

授 業 ７ 週 ２９．１．　６（金）～２９．２．１７（金）

定 期 試 験 ２９．２．２０（月）～２９．２．２４（金）

春 季 休 業 ( 選 択 科 目 授 業 有 り） ２９．２．２７（月）～２９．３．３１（金）

※学外講師の日程により、夏季・春季休業期間または８限等に実施する場合があります。

第２学年 第４学年

期　　　　間 期間

春 季 休 業 ２８．　４．１（金） 春 季 休 業 ２８．　４．１（金）

ガ イ ダ ン ス ２８．　４．　４（月） ガ イ ダ ン ス 、 授 業 ２８．　４．　４（月）

授 業 １ ７ 週 ２８．　４．　４（月）～２８．７．２９（金） 授 業 １ ７ 週 ２８．　４．　４（月）～２８．７．２９（金）

夏 季 休 業 ( 選 択 科 目 授 業 有 り） ２８．８．　１（月）～２８．９．　２（金） 夏 季 休 業 ( 選 択 科 目 授 業 有 り） ２８．８．　１（月）～２８．９．３０（金）

定 期 試 験 ２８．９．５（月）～２８．９．２３（金） 授 業 １ ２ 週 ２８．１０．３（月）～２８．１２．２２（木）

補 講 ・ 選 択 科 目 ２８．９．２６（月）～２８．９．３０（金） 創 立 記 念 日 ２８．１０．１２（水）

授 業 １ ２ 週 ２８．１０．３（月）～２８．１２．２２（木） お 茶 の 水 祭 準 備 の た め 休 講 ２８．１０．１４（金）

創 立 記 念 日 ２８．１０．１２（水） お 茶 の 水 祭 ２８．１０．１５（土）～２８．１０．１６（日）

お 茶 の 水 祭 準 備 の た め 休 講 ２８．１０．１４（金） 冬 季 休 業 ２８．１２．２６（月）～２９．１．　５（木）

お 茶 の 水 祭 ２８．１０．１５（土）～２８．１０．１６（日） 補 講 お よ び 卒 業 試 験 ２９．１．　５（木）～２９．１．２０（金）

解 剖 体 追 悼 式 ２８．１０．２０（木） 自 己 研 修 お よ び 国 家 試 験 対策 ２９．１．　２５（水）～２９．２．２４（金）

冬 季 休 業 ２８．１２．２６（月）～２９．１．　５（木） 卒 業 式 ２９．３．２４（金）

授 業 ６ 週 ２９．１．　６（金）～２９．２．１５（水） ※学外講師の日程により、夏季・春季休業期間または８限等に実施する場合があります。

定 期 試 験 ２９．２．１６（木）～２９．３．３（金）

春 季 休 業 ２９．３．６（月）～２９．３．３１（金）

※学外講師の日程により、夏季・春季休業期間または８限等に実施する場合があります。

後
　
期

前
　
期

後
期

平成28年度歯学部口腔保健学科口腔保健衛生学専攻専門科目授業計画表

区　　　分

前
期

学 部 専 門 科 目
「 口 腔 保 健 と 専 門 職 」

区分

前
　
期

２８．４．１２(火）～２８．５．１７
（火）　　　　　　５週　毎週火曜日

区　　　分

後
期

学部専門科目
「歯科衛生学総論」

「人体の構造及び疾病」
「公衆衛生学」
「社会保障Ⅰ」

「メディア情報学」
「臨床体験実習」

２８．１０．４(火）～２９．１．３１
(火）　　　１６週　　毎週火曜日

.
２９．２．７(火）　２．１４(火）

定期試験

前
　
期

後
　
期
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歯学部口腔保健学科口腔保健衛生学専攻 教員連絡先一覧

大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科
医
歯
理
工
学
専
攻

分野名 氏名 メールアドレス

生涯口腔保健衛生学分野
荒川 真一 s-arakawa.ltoh@tmd.ac.jp

近藤 圭子 solan.ltoh@tmd.ac.jp

口腔疾患予防学分野
品田 佳世子 shinada.pvoh@tmd.ac.jp

大塚 紘未 hiromi.pvoh@tmd.ac.jp

地域・福祉口腔保健衛生学分野
古屋  純一 furuya.ohcw@tmd.ac.jp

遠藤 慶子 k-endo.ohcw@tmd.ac.jp 

口腔健康教育学分野
遠藤 圭子 usagi.ohce@tmd.ac.jp 

小原 由紀 ohara.pvoh@tmd.ac.jp 

口腔保健衛生基礎学分野 坂本 裕次郎 y.sakamoto.bsoh@tmd.ac.jp

歯学部附属病院 安田 昌代 yasuda.ocsh@tmd.ac.jp 
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第 1 学年 
履修科目・ユニット 
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時間割番号 022202 

科目名 人体の構造と機能Ⅰ 

担当教員 坂本 裕次郎 

開講時期 後期 対象年次 1   

科目名：人体の構造と機能及び疾病 

ユニット番号：1005 

授業形態：講義 

時間数：必修1単位・90分×8回 

科目責任者・ユニット責任者：坂本 裕次郎・坂本 裕次郎 

主な講義場所 

口腔保健学科 第1講義室 

授業の目的、概要等 

人体の正常な構造と機能を学んで、生命現象が営まれるメカニズムを分子レベルから個体レベルへと統合的に理解するとともに、組織お

よび器官の発生のしくみと成長と加齢に伴う変化ならびに生体の恒常性維持機構について理解する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・人体の構成ならびに構造と機能の関係を概説する。 

・細胞の構造と働きならびに遺伝子の分子機構を説明する。 

・人体の発生と発達の概要を説明する。 

・上皮組織、支持組織、筋組織、神経組織の特徴と役割を説明する。 

・運動器（骨格系と筋系）の構造と機能および発生と成長に伴う変化を説明する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1 10/4 12:50-14:20 口腔保健

学科第１

講義室 

人体の構成 人体の構造と機能を学ぶ意義、人

体の構成と身体の方向用語、細胞

と組織と器官系の分類 

坂本 裕次郎 

2 10/11 08:50-10:20 口腔保健

学科第１

講義室 

人体を構成する細胞の

構造と機能 
核とその役割、細胞質と細胞膜・

細胞内小器官の役割 
坂本 裕次郎 

3 10/18 08:50-10:20 口腔保健

学科第１

講義室 

組織の分類 上皮組織・支持組織・筋組織・神経

組織の構成要素の特徴と役割お

よび器官系の構成 

坂本 裕次郎 

4 10/25 08:50-10:20 口腔保健

学科第１

講義室 

組織の分類 上皮組織・支持組織・筋組織・神経

組織の構成要素の特徴と役割お

よび器官系の構成 

坂本 裕次郎 

5 11/1 08:50-10:20 口腔保健

学科第１

講義室 

人体の発生と生後発達 人体の発生過程と生後の変化 井関 祥子 

6 11/8 08:50-10:20 口腔保健

学科第１

講義室 

骨組織の形成と機能、

運動器（骨格系と筋系）

の総論 

骨組織の構造と発生様式、骨格系

の機能、運動器（骨格系と筋系）の

構成と役割および成長に伴う変化 

坂本 裕次郎 

7 11/15 08:50-10:20 口腔保健

学科第１

講義室 

筋の収縮機構と機能、

骨格筋の収縮のタイプ

と疲労 

骨格筋・心筋・平滑筋の収縮のしく

みと役割 
勝山 成美 

8 11/22 08:50-10:20 口腔保健

学科第１

講義室 

筋の収縮機構と機能、

骨格筋の収縮のタイプ

と疲労 

骨格筋・心筋・平滑筋の収縮のしく

みと役割 
勝山 成美 

 

成績評価の方法 

・筆記試験と受講状況による総合評価を行う。 
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準備学習などについての具体的な指示 

・前回までの授業内容を踏まえて授業が行われるので、復習に努めること。 

・事前に資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習して授業に臨むこと。 

参考書 

人体の構造と機能／前田健康, 山田好秋 ほか著,：医歯薬出版，2010 

人体解剖学／藤田恒太郎 著,：南江堂，2003 

入門人体解剖学／藤田恒夫 著,：南江堂，2012 

グレイ解剖学／Richard L.Drake, A.Wayne Vogl, Adam W.M.Mitchell 原著,塩田浩平, 瀬口春道, 大谷浩, 杉本哲夫 訳,：エルゼビア・ジャパ

ン，2011 

標準組織学総論／藤田尚男, 藤田恒夫 共著,：医学書院，2002 

標準組織学／藤田尚男, 藤田恒夫 共著,：医学書院，2010 

標準生理学／小澤瀞司, 福田康一郎 総編集,本間研一, 大森治紀, 大橋俊夫 編,：医学書院，2009 

解剖学・組織発生学・口腔解剖学／全国歯科衛生士教育協議会 編,：医歯薬出版，1996 

生理学／全国歯科衛生士教育協議会 編,：医歯薬出版，1995 
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時間割番号 022204 

科目名 栄養と代謝 

担当教員 品田 佳世子, 渡部 徹郎, 中島 友紀 

開講時期 後期 対象年次 1   

授業形態：講義 

 

主な講義場所 

1号館西7階 口腔保健学科第2講義室 

授業の目的、概要等 

食物に含まれる各栄養素の種類と機能、それらの消化・吸収・代謝の過程を学ぶとともに、様々な食品に含まれる栄養素を理解し、健康

の維持・増進のための食生活についての知識を習得する。 

授業の到達目標(SB0s) 

１） 健康と栄養摂取の関係について説明できる。 

２） 栄養素の種類と機能について説明できる。 

３） 栄養素の体内での消化・吸収・代謝について説明できる。 

４） 食品に含まれる栄養素を理解し、食品群の種類とその特徴について説明できる。 

５） ホルモンによる恒常性の維持、分泌と作用メカニズムについて説明できる。 

６） 歯と歯周組織における硬組織の形態と構成成分・機能、石灰化の機序や代謝について 

   説明できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1 11/29 08:50-10:20 口腔保健

学科第２

講義室 

細胞の恒常性維持のメ

カニズム、ホルモンによ

る恒常性の維持、ホル

モンの分泌と作用メカニ

ズム 

細胞の恒常性維持のメカニズム、

ホルモンによる恒常性の維持、ホ

ルモンの分泌と作用メカニズム 

渡部 徹郎 

2 11/29 10:30-12:00 口腔保健

学科第１

講義室 

栄養と代謝の概要、五

大栄養素 
栄養と代謝の概要、五大栄養素に

ついて 
品田 佳世子 

3 12/6 08:50-10:20 口腔保健

学科第２

講義室 

細胞の役割、生体にお

ける水 
細胞の役割、生体における水 横山 三紀 

4 12/13 08:50-10:20 口腔保健

学科第２

講義室 

細胞における代謝、糖

質・脂質・タンパク質の

代謝・応答 

細胞における代謝、糖質・脂質・タ

ンパク質の代謝・応答 
井上 カタジ

ナアンナ 

5 12/20 08:50-10:20 口腔保健

学科第２

講義室 

無機質の代謝・応答に

ついて 
無機質の代謝・応答について 中島 友紀 

6 1/10 08:50-10:20 口腔保健

学科第２

講義室 

ビタミンの役割、代謝等 ビタミンの役割、代謝等 品田 佳世子 

7 1/17 08:50-10:20 口腔保健

学科第２

講義室 

五大栄養素の関連 五大栄養素の関連 品田 佳世子 

8 1/24 08:50-10:20 口腔保健

学科第２

講義室 

栄養と食品、栄養学のま

とめ 
栄養と食品、栄養学のまとめ、確

認テスト 
品田 佳世子 

 

成績評価の方法 

・ 出席状況・小テスト（1割）および筆記試験（9割）を総括的評価とする。 
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準備学習などについての具体的な指示 

高校での生物および保健体育における栄養素および食生活と健康との関係等の復習をしておく。 

試験の受験資格 

・3分の 2以上の出席を必要とする。 

・受験資格を得られなかった学生はユニット未履修とし、次年度に当該ユニットを再履修しなければならない。 

参考書 

：医歯薬出版 

履修上の注意事項 

・小テストを行いますので、授業の復習を行って受けてください。 

連絡先 

品田 佳世子:shinada.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

品田 佳世子:随時 

  

61



時間割番号 022205 

科目名 公衆衛生学 

担当教員 品田 佳世子 

開講時期 後期 対象年次 1 単位数 1 

科目名：公衆衛生学 

時間数：90分×8回 

授業形態：講義 

主な講義場所 

1号館西7階 口腔保健学科 第2講義室 

授業の目的、概要等 

健康、疫学、人口、環境、感染症、保健衛生などの基本事項を理解し、ヘルスプロモーションや予防医学を実践するための基礎的知識の

習得と新たな発想を展開する方法を学ぶ。 

授業の到達目標(SB0s) 

・健康の概念を説明できる。 

・疫学について説明できる。 

・人口統計について説明できる。 

・環境による健康への影響を説明できる。 

・感染症の概念および感染成立の三要因について説明できる。 

・地域保健について基本的事項を理解する。 

・ヘルスプロモーション、予防医学の基本概念と実践方法について理解する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1 12/6 10:30-12:00 口腔保健

学科第１

講義室 

保健生態学、健康（総

論） 
保健生態学、健康（総論） 品田 佳世子 

2 12/13 10:30-12:00 口腔保健

学科第２

講義室 

疫学 疫学の定義および概要、疫学の方

法（記述疫学、分析疫学、介入疫

学） 

品田 佳世子 

3 12/20 10:30-12:00 口腔保健

学科第２

講義室 

人口 人口の動向、人口動態統計、生命

表 
品田 佳世子 

4 1/10 10:30-12:00 口腔保健

学科第２

講義室 

小テスト①（総論、疫学、

人口）と解説、健康と環

境 ①環境の概念 

小テスト①（総論、疫学、人口）と

解説、健康と環境①環境の概念 
品田 佳世子 

5 1/17 10:30-12:00 口腔保健

学科第２

講義室 

健康と環境 課題グル

ープ発表（②空気・水、

③放射線、④住居・衣

服、⑤地球環境の変化、

⑥公害、⑦廃棄物処理） 

課題グループ発表（②空気・水、

③放射線、④住居・衣服、⑤地球

環境の変化、⑥公害、⑦廃棄物処

理） 

品田 佳世子 

6 1/17 12:50-14:20 口腔保健

学科第２

講義室 

健康と環境の総括、感

染症、食中毒 
健康と環境の総括、感染症、食中

毒 
品田 佳世子 

7 1/24 10:30-12:00 口腔保健

学科第２

講義室 

小テスト②（健康と環

境、感染症、食中毒）と

解説 

小テスト②（健康と環境、感染症、

食中毒）と解説 
品田 佳世子 

8 1/24 12:50-14:20 口腔保健

学科第２

講義室 

健康にかかわる地域の

役割、地域保健・公衆衛

生概要  

健康にかかわる地域の役割、地

域保健・公衆衛生概要 
品田 佳世子 

 

成績評価の方法 
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・課題発表・作成された資料（2割）、筆記試験（小テスト等 7割）と受講状況（1割）による総合評価を行う。 

準備学習などについての具体的な指示 

・自分の住んでいる地域や実家の地域の環境問題や健康問題を調べておく。 

・前回の授業の復習をしておくこと、小テストを行う。 

試験の受験資格 

全講義回数（8回）の 2/3以上出席していること。 

教科書 

保健生態学 第2版／可児徳子, 松井恭平, 眞木吉信 編,：医歯薬出版，2015 

連絡先 

品田 佳世子:shinada.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

随時 
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時間割番号 022206 

科目名 社会保障Ⅰ 

担当教員 遠藤 慶子, 樋口 郁子 

開講時期 後期 対象年次 1 単位数 2 

科目名：社会保障Ⅰ 

時間数：90分×15回 

授業形態：講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第２講義室および 第３講義室 

授業の目的、概要等 

・社会保障制度の基礎的知識および社会保障と口腔保健の関連性を理解する。 

・少子高齢社会における社会保障制度と保健・福祉・医療の実際を理解する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・社会保障制度の目的と機能を説明する。 

・社会保障と口腔保健の関連性を説明する。 

・少子高齢社会における社会保障制度の課題を説明する。 

・社会保障制度と保健・福祉・医療の実際を関係づける。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1 10/4 14:30-16:00 口腔保健

学科第３

講義室 

オリエンテーション 人々の暮らしと社会保障制度 遠藤 慶子 

2-3 10/11 12:50-16:00 口腔保健

学科第３

講義室 

社会保障制度Ⅰ 日本の社会保障制度の歩み 遠藤 慶子, 

中村 秀一 

4-5 10/18 12:50-16:00 口腔保健

学科第３

講義室 

社会保障制度Ⅱ 社会保障制度の基礎を学ぶ 遠藤 慶子, 

樋口 郁子 

6-7 11/1 12:50-16:00 口腔保健

学科第３

講義室 

社会保障制度Ⅲ 障害者を支援する社会保障制度 遠藤 慶子, 

石渡 和実 

8-9 11/8 12:50-16:00 口腔保健

学科第３

講義室 

社会保障制度Ⅳ 高齢者を支援する社会保障制度 遠藤 慶子, 

餐場 直美 

10-11 11/15 12:50-16:00 口腔保健

学科第３

講義室 

社会保障制度Ⅴ 地域社会と社会保障制度① 遠藤 慶子, 

小畑 万里 

12-13 11/22 12:50-16:00 口腔保健

学科第３

講義室 

社会保障制度Ⅵ 地域社会と社会保障制度② 遠藤 慶子, 

大貫 正男 

14-15 11/29 12:50-16:00 口腔保健

学科第３

講義室 

社会保障制度Ⅶ 日本の社会保障制度の課題 遠藤 慶子, 

中村 秀一 

 

成績評価の方法 

・授業内レポートで重要な単元の学習成果を評価する。 

・定期試験を実施し、総合的に評価する。 

準備学習などについての具体的な指示 

 

参考書 
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・授業中に配布する資料。 

・参考書は授業時に紹介する。 

備考 

・事前に資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習して授業に臨むこと。 

 

担当教員（非常勤） 

中村秀一 国際医療福祉大学 大学院 

饗場直美 神奈川工科大学 

石渡和実 東洋英和女学院大学 

小畑万里 日本社会事業大学 通信教育科 社会福祉士養成課程 

大貫正男 司法書士大貫正男事務所 

樋口郁子 読売新聞社 

連絡先 

遠藤 慶子:k-endo.ohcw@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

遠藤 慶子:随時 
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時間割番号 022207 

科目名 口腔保健と専門職 

担当教員 大塚 紘未 

開講時期 前期 対象年次 1 単位数 1 

科目名：口腔保健と専門職 

時間数：90分×8回 

授業形態：講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 （口腔保健衛生学専攻）第3講義室 

歯学部演習室 

授業の目的、概要等 

自学自習とディスカッションに基づく問題基盤型学習（PBL）や演習を通して、口腔保健の基礎知識、保健・医療・ 福祉の専門職に共通する

職業倫理や実務上の態度・姿勢、多職種連携の重要性を学ぶ。 

授業の到達目標(SB0s) 

1．口腔保健の概要を説明できる。 

2．保健・医療・福祉の専門職に共通する職業倫理を説明する。 

3．保健・医療・福祉の専門職に共通する実務上の態度・姿勢を説明する。 

4．保健・医療・福祉の専門職による多職種連携の重要性を説明する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考 
1-2 4/12 12:50-16:00 歯学部演

習室, 口

腔保健学

科第３講

義室 

オリエンテーション  シ

ナリオ１ 
口腔保健と専門職を学ぶ意義、学

習方法（PBLテュートリアル）シナ

リオ提示、学習項目の検討 

大木 明子, 

遠藤 慶子, 

大塚 紘未, 

岩崎 直彦, 

高橋 英和, 

品田 佳世子, 

遠藤 圭子 

13：20〜15：00で

行います。最初に

第３講義室に集

合してください。

TA：阿部智美 

3-4 4/19 12:50-16:00 歯学部演

習室 
学習項目の発表、シナリ

オ 2 
ディスカッション  シナリオ提示、

学習項目の検討 
大木 明子, 

遠藤 慶子, 

大塚 紘未, 

岩崎 直彦, 

高橋 英和, 

品田 佳世子, 

遠藤 圭子 

TA：阿部智美 

5-6 4/26 12:50-16:00 歯学部演

習室 
学習項目の発表、全体

発表準備 
ディスカッション全体発表項目、発

表法の検討 
大木 明子, 

遠藤 慶子, 

大塚 紘未, 

岩崎 直彦, 

高橋 英和, 

品田 佳世子, 

遠藤 圭子 

TA：阿部智美 

7-8 5/10 12:50-16:00 歯学部演

習室 
全体発表準備 全体発表準備 大木 明子, 

遠藤 慶子, 

大塚 紘未, 

岩崎 直彦, 

高橋 英和, 

品田 佳世子, 

遠藤 圭子 

TA：阿部智美 
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9 5/24 12:50-14:20 口腔保健

学科第３

講義室 

全体発表 グループ課題発表、討論、まとめ 大木 明子, 

遠藤 慶子, 

大塚 紘未, 

岩崎 直彦, 

高橋 英和, 

品田 佳世子, 

遠藤 圭子 

TA：阿部智美 

 

成績評価の方法 

出席状況、課題準備内容、グループディスカッションの状況、全体発表の内容、課題レポートの内容で総合的に評価する。 

 

準備学習などについての具体的な指示 

PBLテュートリアル形式の授業のため、各自学習した内容を資料としてまとめ、準備をした上で授業に臨むこと。 

試験の受験資格 

3分の 2以上の出席 

参考書 

・授業中に配布する資料。 

・参考書は授業時に紹介する。 

履修上の注意事項 

・試験規則に規定された出席要件を満たさない場合、本科目の単位は認定しない。  ・やむをえない事情で遅刻・欠席する場合は、担当

教員にその旨連絡する。  ・事前に資料の配布、WebClassへのアップロードがあった場合は、予習して授業に臨むこと。 

連絡先 

hiromi.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

随時 
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時間割番号 022208 

科目名 歯科衛生学総論 

担当教員 小原 由紀 

開講時期 後期 対象年次 1 単位数 1 

科目名：歯科衛生学総論 

時間数：90分×8回 

授業形態：講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第2講義室 

授業の目的、概要等 

歯科衛生の変遷と、歯科衛生業務に必要な専門知識・技術の概要および基本事項を理解するとともに、歯科衛生士の主要業務や歯科衛

生過程の各場面で必要となる専門知識・技術の特徴を知る。 

授業の到達目標(SB0s) 

・歯科衛生の変遷を説明する。 

・歯科衛生を担う職種として、歯科衛生士の活動の場と業務内容を説明する。 

・歯科衛生業務で必要となる専門知識・専門技術の特徴を説明する。 

・歯科臨床の業務で必要となる専門知識・専門技術を説明する。 

・口腔疾患予防業務で必要となる専門知識・専門技術の特徴を説明する。 

・歯科衛生過程の各場面で必要となる専門知識・専門技術の特徴を説明する。 

・医療における多職種連携の重要性を説明する。 

・医療における安全確保の意義と対策を概説する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1 10/4 16:10-17:40 口腔保健

学科第２

講義室 

歯科衛生学とは 歯科衛生と健康  歯科衛生の歴

史  歯科衛生業務とは 
小原 由紀 

2 10/11 16:10-17:40 口腔保健

学科第２

講義室 

歯科衛生活動のための

理論 
予防の概念  科学的思考  保健

行動の理論 
小原 由紀 

3 11/8 16:10-17:40 口腔保健

学科第２

講義室 

歯科衛生過程 歯科衛生過程とは何か  歯科衛

生過程の展開 
小原 由紀 

4 11/15 16:10-17:40 口腔保健

学科第２

講義室 

歯科衛生士法と歯科衛

生業務 
歯科衛生士法と関連法規 小原 由紀 

5 11/22 16:10-17:40 口腔保健

学科第２

講義室 

歯科衛生業務Ⅰ 歯科衛生活動の場  歯科診療の

流れ 
小原 由紀 

6 11/29 16:10-17:40 口腔保健

学科第２

講義室 

医療倫理と医療安全管

理 
保健医療に求められる倫理  歯

科衛生活動に求められる医療安

全 

小原 由紀 

7 12/6 12:50-14:20 口腔保健

学科第２

講義室 

歯科衛生業務Ⅱ 多職種連携とチーム医療  国際

貢献 
小原 由紀 

8 12/6 14:30-16:00 口腔保健

学科第２

講義室 

プロフェッショナリズム プロフェッショナリズム 小原 由紀 

 

成績評価の方法 

・レポート、期末試験で総括的評価を行う。 
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・受講態度、出席状況等を総括的評価に加味する。 

・本学歯学部試験規則第 11 条（期末試験及び中間試験の受験資格）に規定された出席要件を満たさない場合、本科目の単位は認定しな

い。 

準備学習などについての具体的な指示 

 

試験の受験資格 

2/3以上の出席 

教科書 

歯科衛生学総論／遠藤圭子 ほか 著,：医歯薬出版，2012 

・全国歯科衛生士教育協議会監修：最新歯科衛生士教本「歯科衛生学総論」，医歯薬出版，2012． 

参考書 

歯科衛生士の臨床／E.M.ウィルキンス 著,石川達也 校閲,布施祐二, 眞木吉信, 松井恭平, 松崎晃 監訳,全国歯科衛生士教育協議会 監

修,：医歯薬出版，2008 

最新歯科衛生士教本 歯科予防処置論・歯科保健指導論／全国歯科衛生士教育協議会 監修,高阪利美 ほか著,：医歯薬出版，2011 

最新歯科衛生士教本 歯科診療補助論／可児徳子, 合場千佳子, 高阪利美 編,：医歯薬出版，2007 

・全国歯科衛生士教育協議会監修：最新歯科衛生士教本「歯科診療補助論」，医歯薬出版，2007． 

・全国歯科衛生士教育協議会監修：最新歯科衛生士教本「歯科予防処置論・歯科保健指導論」，医歯薬出版，2011． 

・授業の際、印刷物を配布する。 

備考 

・初回授業時までに、教科書を準備しておくこと。 

・事前に資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習して授業に臨むこと。 

・出席が 2／3に満たない場合、単位は認定しない。出席要件を満たすように十分留意すること。 

連絡先 

ohara.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

随時 
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時間割番号 022209 

科目名 メディア情報学 

担当教員 木下 淳博, 須永 昌代 

開講時期 後期 対象年次 1 単位数 1 

時間数：16時間 

授業形態：演習・講義 

授業の目的、概要等 

PCを使用した情報処理、図表の作成、簡単な集計、プレゼンテーションの技術を修得する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・ 学内無線LANに各自持ち込みPCを接続できる。 

・ 情報セキュリティー、著作権を理解して、口腔保健学に必要な情報処理を実践できる。 

・ PC上で静止画像、プレゼンテーションファイル、動画像を編集できる。 

・ 表計算ソフトで簡単な集計ができる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1 10/4 10:30-12:00 口腔保健

学科第１

講義室 

情報セキュリティーと著

作権、静止画像処理 
各自持参PCの無線LAN接続、情

報セキュリティー、著作権、メディ

アコンテンツ作成（静止画像処理） 

木下 淳博, 

須永 昌代 

2 10/11 10:30-12:00 口腔保健

学科第１

講義室 

プレゼンテーションファ

イル作成演習１ 
プレゼンテーションファイル作成

演習１ 
木下 淳博, 

須永 昌代 

3 10/18 10:30-12:00 口腔保健

学科第１

講義室 

プレゼンテーションファ

イル作成演習２ 
プレゼンテーションファイル作成

演習２ 
木下 淳博, 

須永 昌代 

4 10/25 10:30-12:00 口腔保健

学科第１

講義室 

動画像処理１ メディアコンテンツ作成（動画像処

理１） 
木下 淳博, 

須永 昌代 

5 11/1 10:30-12:00 口腔保健

学科第１

講義室 

動画像処理２ メディアコンテンツ作成（動画像処

理２） 
木下 淳博, 

須永 昌代 

6 11/8 10:30-12:00 口腔保健

学科第１

講義室 

表計算ソフト演習１ 表計算ソフトによる集計１ 木下 淳博, 

須永 昌代 

7 11/15 10:30-12:00 口腔保健

学科第１

講義室 

表計算ソフト演習２ 表計算ソフトによる集計２ 木下 淳博, 

須永 昌代 

8 11/22 10:30-12:00 口腔保健

学科第１

講義室 

試験/課題発表（動画像

処理） 
各自持参PCによる試験（CBT）/

課題発表（動画像処理） 
木下 淳博, 

須永 昌代 

 

成績評価の方法 

・ 出席状況、平常学習態度等を総括的評価に加味する。 

・ 提出課題ファイル、最終日に行う試験で総括的評価を行う。 

準備学習などについての具体的な指示 

・e ラーニングシステムに事前掲載された資料に目を通し、指示がある場合は事前準備（WebClass へのログイン、資料のダウンロード、リ

ンクサイトからの情報収集等）を行うこと。予習や事前作業が必要な場合は、事前に詳細な指示を行う。 

試験の受験資格 

３分の２以上の出席 

備考 

①入学時の案内・ガイダンス等で指定した推奨ノートPCを準備し、指定のソフト（Microsoft社製Power Point、Excelは必須）をインストール
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しておくこと。 

②ノートPC、USBフラッシュメモリーおよびステレオイヤホンを持参すること。 

 

連絡先 

木下 淳博:kinoshita.emdv@tmd.ac.jp 

須永 昌代:sunaga.emdv@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

木下 淳博:金 １６：００－１７：００ 3号館5階 教育メディア開発部 

須永 昌代:随時 
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時間割番号 022210 

科目名 臨床体験実習 

担当教員 小原 由紀 

開講時期 1.5通年(秋) 対象年次 1 単位数 1 

科目名：臨床体験実習 

時間数：30時間 

授業形態：実習 

主な講義場所 

口腔保健学科 第2講義室・附属病院・企業等 

授業の目的、概要等 

多様な場における歯科衛生士の活動の見学体験を通して、歯科衛生士の専門性と社会的役割、専門職としての倫理観、態度、ならびに対

人援助の基本を学ぶ。 

授業の到達目標(SB0s) 

・体験した歯科衛生士の活動の実際について説明する。 

・歯科衛生士の専門的業務と社会的役割について説明する。 

・歯科衛生士としての倫理観、態度および対人援助の基本を説明する。 

・歯科衛生士に必要となる専門知識・専門技術の基本事項を概説する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1 10/18 16:10-17:40 口腔保健

学科第２

講義室 

オリエンテーション 臨床体験実習の目的、スケジュー

ル 
小原 由紀 

2-4 10/25 12:50-17:40 その他

（口腔保

健学科口

腔保健衛

生学専

攻） 

歯科診療所等における

歯科衛生活動 
歯科医療機関におけるシャドーイ

ング実習 
小原 由紀, 

安田 昌代, 

遠藤 圭子 

5 11/1 16:10-17:40 口腔保健

学科第２

講義室 

実習成果発表 実習内容に関するプレゼンテーシ

ョン資料の作成と発表、グループ

ディスカッション 

小原 由紀 

6-8 12/13 12:50-17:40 その他

（口腔保

健学科口

腔保健衛

生学専

攻） 

歯科関連企業における

歯科衛生活動 
デンタルインフォメーションセンタ

ーの見学実習 
小原 由紀 

9 1/24 14:30-16:00 口腔保健

学科第２

講義室 

本学歯学部附属病院に

おける歯科衛生活動1 
歯学部附属病院における実習の

事前学習 
小原 由紀 

10-14 1/31 08:50-17:40 口腔保健

学科第２

講義室, 

口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

本学歯学部附属病院に

おける歯科衛生活動1 
歯学部附属病院外来見学実習  

患者体験実習 
小原 由紀, 

近藤 圭子 
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室, その

他（口腔

保健学科

口腔保健

衛生学専

攻） 
 

成績評価の方法 

・報告書の提出、全体発表の結果をもって、総括的評価を行う。 

・受講態度、出席状況等を総括的評価に加味する。 

準備学習などについての具体的な指示 

 

参考書 

・授業の際に紹介する。 

連絡先 

ohara.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

随時 
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時間割番号 022009 

科目名 臨床体験実習 

担当教員 小原 由紀, 足達 淑子 

開講時期 1.5通年(秋) 対象年次 1〜2 単位数 1 

科目名：臨床体験実習 

時間数：45時間 

授業形態：実習 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室・学外施設等 

授業の目的、概要等 

多様な場における歯科衛生士の活動の見学体験を通して、歯科衛生士の専門性と社会的役割、専門職としての倫理観、態度、ならびに対

人援助の基本を学ぶ。 

授業の到達目標(SB0s) 

・体験した歯科衛生士の活動の実際について説明する。 

・歯科衛生士の専門的業務と社会的役割について説明する。 

・歯科衛生士としての倫理観、態度および対人援助の基本を説明する。 

・歯科衛生士に必要となる専門知識・専門技術の基本事項を概説する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1 5/9 17:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室 

オリエンテーション 臨床体験実習の目的、方法、スケ

ジュール 
小原 由紀 

2-5 5/26 09:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

職域における歯科衛生

活動1 
健康教育、歯科衛生業務の実際 小原 由紀, 

品田 佳世子, 

荒川 真一, 

遠藤 圭子 
6-7 5/26 14:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

職域における歯科衛生

活動2 
報告書作成、発表用資料作成、発

表および討論 
小原 由紀 

8 5/26 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

職域における歯科衛生

活動3 
実習内容の発表 小原 由紀 

9 5/31 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

職域における歯科衛生

活動4 
実習報告書の作成 小原 由紀 

10 6/2 14:30-16:00 口腔保健

学科第１

講義室 

オリエンテーション 臨床体験実習の目的  スケジュ

ール 
小原 由紀 

11-13 6/2 16:10-17:40 口腔保健

学科第１

講義室 

歯科医療機関での歯科

衛生活動 
歯科診療の特徴と歯科衛生活動

の実際 
小原 由紀 

14 11/30 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

高齢者施設における歯

科衛生活動1 
実習前オリエンテーション 小原 由紀 

15 12/8 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

高齢者施設における歯

科衛生活動2 
実習前事前学習 小原 由紀 

16-22 12/8 10:00-17:50 口腔保健

学科第４

高齢者施設における歯

科衛生活動3 
特別養護老人ホームにおける見

学実習 
小原 由紀 
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講義室 
23-29 12/15 09:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

高齢者施設における歯

科衛生活動3 
報告書作成、発表用資料作成、発

表および討論 
小原 由紀 

30 12/15 16:10-17:40 口腔保健

学科第１

講義室 

歯学部附属病院におけ

る歯科衛生活動1 
歯学部附属病院の特徴 小原 由紀 

 

成績評価の方法 

・報告書の提出、全体発表の結果をもって、総括的評価を行う。 

・受講態度、出席状況等を総括的評価に加味する。 

準備学習などについての具体的な指示 

 

参考書 

・授業の際に紹介する。 

履修上の注意事項 

・医療福祉の現場における実習となるため、身だしなみに注意すること。身だしなみ、実習態度が不適切な場合は、実習停止とすることが

ある。 

連絡先 

小原 由紀:ohara.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

小原 由紀:随時 
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時間割番号 022015 

科目名 科学英語Ⅰ 

担当教員 品田 佳世子 

開講時期 前期 対象年次 2 単位数 1 

科目名：科学英語Ⅰ 

時間数：15時間 

授業形態：講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

・口腔保健に関連する基本的英語表現を修得する。 

・口腔保健に関して、英語で対応するための基礎的能力を身につける。 

授業の到達目標(SB0s) 

・口腔保健関連の専門用語を英語で表現する。 

・英会話で、予約対応、医療面接の補助等を行うための基礎を学ぶ。 

・英語で歯科疾患について説明できるための基礎を学ぶ。 

・英語でブラッシング、フッ化物の応用、シーラントを説明するための基礎を学ぶ。 

・歯科、口腔保健関連の英文を読解し、内容を理解する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1 6/6 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

受付などの対応の実践 

（英会話） 
受付などの対応の実践 （英会話）  

1.Making an Appointment by 

Telephon  3.Emergency 

Appointmenta 

品田 佳世子, 

關 奈央子, 

Janelle Renee 

Moross 
2 6/6 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

1.reading:Healthy snacks 

for teeth,  2.Requests 

for 

Medicine,reading:toothbru

sh and brushing 

1.reading:Healthy snacks for teeth,  

2.Requests for 

Medicine,reading:toothbrush and 

brushing 

品田 佳世子 

3 6/13 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

医療面接のアシスタント

（英会話） 
医療面接のアシスタント（英会話）  

4.Asking the patient to  describe 

symptoms,5.Asking the medical 

histry 

品田 佳世子, 

關 奈央子, 

Janelle Renee 

Moross 
4 6/13 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯科用語単語小テスト

①  3.reading:tooth 

designating system 

歯科用語単語小テスト①  

3.reading:tooth designating system 
品田 佳世子 

5 6/16 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

5.reading:First aid steps 

for a knocked-out tooth,  

6．reading:Health 

questionnaire  歯科用語

単語小テスト②範囲指

示 

5.reading:First aid steps for a 

knocked-out tooth,  6．

reading:Health questionnaire  歯科

用語単語小テスト②範囲指示 

品田 佳世子 

6 6/16 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯科用語単語小テスト

②  9.reading:Global 

goals for oral health 

歯科用語単語小テスト②  

9.reading:Global goals for oral health 
品田 佳世子 

7 6/20 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯歯周病の説明     

（英会話） 
英語で歯周病を説明する実践  

（英会話）  7.Peridontal Disease, 

8.Pregnancy 

品田 佳世子, 

關 奈央子, 

Janelle Renee 

Moross 

77



8 6/20 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

7.reading:Tobacco and 

oral health, 

8.reading:Bleeding and 

swollen gums during 

pregnancy 

7.reading:Tobacco and oral health, 

8.reading:Bleeding and swollen gums 

during pregnancy 

品田 佳世子 

9 6/27 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

ブラッシング指導の実際

（英会話） 
ブラッシング指導の実際（英会話）  

9.Why do I need a cleaning?  

14.Tooth brushing instruction for an 

Adult 

關 奈央子, 

Janelle Renee 

Moross 

10 6/27 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

11.Sealants  12.Fruoride 

Treatment 
11.Sealants  12.Fruoride 

Treatment 
品田 佳世子 

11-12 7/4 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

13.Tooth brushing 

instruction for a Child  

14.reading:Proper 

13.Tooth brushing instruction for a 

Child  14.reading:Proper 
品田 佳世子 

13 7/11 13:00-13:50 ５F示説

室 
シュミレーションを用い

た学習（英会話） 
受付などの対応、歯周病について

の説明、ブラッシング指導の実践

についてのシュミレーション教材

で学習 

品田 佳世子, 

關 奈央子 

14 7/11 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

15.Postoperative 

instruction to the patient  

16.After treatment  科

学的英語論文①の配布 

15.Postoperative instruction to the 

patient  16.After treatment  科学

的英語論文①の配布 

品田 佳世子 

15 7/14 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

科学的英語論文②の読

みと説明  全体のまと

め 

科学的英語論文②の読みと説明  

全体のまとめ 
品田 佳世子 

 

成績評価の方法 

・期末の客観試験、論述試験で総括的評価を行う。 

・出席状況、授業態度、英語によるロールプレイの状況を総括的評価に加味する。 

・随時の小テスト等で形成的評価を行い総括的評価に加味する。 

準備学習などについての具体的な指示 

・教科書や事前に配布された資料中の単語を調べ、声を出して読んで、予習をしておくこと。 

・単語のテストの範囲を事前に知らせるので、学習しておくこと。 

試験の受験資格 

全講義15時間の 2/3以上出席していること。 

教科書 

歯科英語／Thomas R.Ward, 川口陽子, 廣瀬浩二, 杉田めぐみ 著,：医歯薬出版，2013 

参考書 

丸ごと覚える歯科臨床英会話フレーズ集 川口陽子 監修・著 クインテッセンス出版 

TMDU 臨床トレーニングシリーズ 英語医療面接教材：56yo Female pain,他９本 關奈央子、須永昌代、福井雄二、ジャネル・モロス、樺

沢勇司、木下淳博 著 東京大学出版会 

備考 

担当（５時間）教員：關 奈央子 歯学教育開発学分野 

         Janelle Moross グローバルキャリア支援室 

連絡先 

shinada.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

随時 
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時間割番号 022016 

科目名 科学英語Ⅱ 

担当教員 荒川 真一 

開講時期 後期 対象年次 2 単位数 1 

科目名：科学英語Ⅱ 

時間数：15時間 

授業形態：講義 

PC持参のこと（文献検索などを実施する） 

主な講義場所 

演習室または第4講義室 

授業の目的、概要等 

・口腔保健に関連する科学論文を理解する能力を身につける。 

・口腔保健の研究に関して、英語で発表できる能力を身につける。 

授業の到達目標(SB0s) 

・口腔保健関連の英語の専門用語を理解する。 

・口腔保健関連英文科学論文の内容を理解する。 

・口腔保健関連英文科学論文の内容を説明する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1-3 10/7 13:00-15:50    荒川 真一 
4-5 10/21 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

英語論文抄読1 文献検索の方法の説明・実行 荒川 真一 

6 10/21 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

英語論文抄読1 論文内容の確認  英語科学論文

を実際に読む 
荒川 真一 

7-8 10/28 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

英語論文抄読2 英語科学論文を実際に読む 荒川 真一 

9 10/28 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

英語論文抄読2 英語科学論文を実際に読む  グ

ループで抄読論文を選定する 
荒川 真一 

10-12 11/4 13:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

英語論文抄読3 グループで選定した英語科学論文

を読む 
荒川 真一 

13-15 11/11 13:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

英語論文抄読4 １．グループで選定した英語科学

論文抄読結果を発表  ２．課題提

示 

荒川 真一 

 

成績評価の方法 

・提出レポート、期末の客観試験、論述試験で総括的評価を行う。 

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。 

・提出レポート、発表等で総括的評価を行う。 

準備学習などについての具体的な指示 

あらかじめ配布された英文論文を読み、内容（当該研究の目的・方法・討論）を理解するよう努力する。Abstract を読み内容的に門外漢

であった場合は、Introduntionで研究の背景を勉強しておく。 

試験の受験資格 

出席率2/3以上を以て、受験資格とする。 

モジュールの単位判定 

発表内容、小テストの点数などを以て、単位認定を判断する。 
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参考書 

英和辞典、PC（文献検索に使用） 

備考 

・英語の辞書（電子辞書）、PC（11回目からの文献検索に使用）等を持参すること。 

・事前に配布された論文中のわからない単語を調べ、予習をしておくこと。 

連絡先 

s-arakawa.ltoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

随時 
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時間割番号 022017 

科目名 人体の構造と機能Ⅱ 

担当教員 坂本 裕次郎 

開講時期 前期 対象年次 2   

科目名：人体の構造と機能及び疾病 

ユニット番号：2003 

授業形態：講義・（一部実習を含む） 

時間数：必修2単位・30時間 

科目責任者・ユニット責任者：坂本 裕次郎・坂本 裕次郎 

主な講義場所 

・口腔保健学科第4講義室（1号館西8階） 

・解剖学実習室（3号館B1階） 

授業の目的、概要等 

人体の正常な構造と機能を理解して、生命現象が営まれるメカニズムを分子レベルから個体レベルへと統合的に理解するとともに、

組織および器官の発生のしくみと成長、発育、加齢の過程に伴う変化について理解する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・末梢神経系および中枢神経系の構造と機能およびその発生と成長に伴う変化を説明する。 

・感覚器系の構造と機能および発生と成長に伴う変化を説明する。 

・消化器系の構造と機能および発生と成長に伴う変化を説明する。 

・呼吸器系の構造と機能および発生と成長に伴う変化を説明する。 

・泌尿器系の構造と機能、尿の生成機序を説明する。 

・生体の恒常性維持機構（体温調節、体液組成および体液量の調節）を説明する。 

・生殖器の構造と機能および発生と成長に伴う変化を説明する。 

・体幹体肢の運動器、循環器、神経系の相互関係と頭頚部へのつながりについて説明する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1 4/5 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

脊髄と神経系の基本構

造 
神経系の構成、神経細胞と化学シ

ナプスの構造 
坂本 裕次郎 

2 4/5 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

全身の末梢神経系 脊髄と脊髄神経 坂本 裕次郎 

3 4/5 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

全身の末梢神経系 脊髄神経系と自律神経系の走行 坂本 裕次郎 

4 4/13 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

神経系の働き 興奮伝導・興奮伝達のしくみ、神経

伝達物質の働き 
泰羅 雅登 

5 4/13 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

神経系の働き 末梢神経系の働き、脊髄の働きと

脊髄反射 
泰羅 雅登 

6 4/13 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

神経系の働き 脳（大脳皮質、大脳辺縁系、間脳、

小脳、脳幹ほか）の働き 
泰羅 雅登 

7 4/27 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

感覚器系の構造 感覚器の構造および感覚伝導路

の基本 
坂本 裕次郎 
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8 4/27 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

感覚器系の構造 感覚器の構造および感覚伝導路

の基本 
坂本 裕次郎 

9 4/27 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

神経系の発生 神経系の発生過程とその機構 井関 祥子 

10 5/18 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

呼吸器系の構造 呼吸器系の構成と組織構造 坂本 裕次郎 

11 5/18 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

呼吸器系の発生 呼吸器系の発生過程とその機構 井関 祥子 

12 5/19 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

一般体性感覚、内臓感

覚 
一般体性感覚、内臓感覚の伝導路

と機能 
泰羅 雅登 

13 5/19 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

特殊感覚 視覚、聴覚、平衡感覚の伝導路と

機能 
泰羅 雅登 

14 5/19 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

特殊感覚 視覚、聴覚、平衡感覚の伝導路と

機能 
泰羅 雅登 

15 5/19 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

記憶・学習・情動行動 記憶・学習・情動行動のしくみ 泰羅 雅登 

16 5/27 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

消化器系総論 消化器系の全体像と発生および

基本構造 
坂本 裕次郎 

17 5/30 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

泌尿器系の構造と発生 泌尿器系の構造と発生のしくみ 井関 祥子 

18 5/30 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

泌尿器系の構造と発生 泌尿器系の構造と発生のしくみ 井関 祥子 

19 6/1 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

食道、胃腸 食道、胃、小腸、大腸の構造 坂本 裕次郎 

20 6/1 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

肝胆膵 肝臓、胆のう、膵臓の構造 坂本 裕次郎 

21 6/8 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

尿の生成と体液の調節 尿生成のメカニズム、排尿、体液

量および体液組成の調節 
勝山 成美 

22 6/8 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

尿の生成と体液の調節 尿生成のメカニズム、排尿、体液

量および体液組成の調節 
勝山 成美 

23 6/9 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

生殖器の構造と発生 生殖器の構造と発生のしくみ 坂本 裕次郎 

82



24 6/9 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

生殖器の構造と発生 生殖器の構造と発生のしくみ 坂本 裕次郎 

25 6/15 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

体温調節 発汗、体温調節機構 勝山 成美 

26 6/15 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

呼吸器系の働き 呼吸運動、ガス交換のしくみ、呼

吸調節、肺気量の分画 
勝山 成美 

27 6/29 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

運動器としての骨格と筋 体幹・体肢の骨格と筋の総括と頭

頚部とのつながり 
坂本 裕次郎 

28 6/29 11:00-11:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室, 解剖

学実習室 

体幹体肢の骨格系の観

察 
人体骨格標本を使って、体幹・体

肢の骨格系の特徴と頭部とのつ

ながりについて 

坂本 裕次郎 

29 7/13 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

脊髄神経系・自律神経

系・脈管系と周囲の構造 
体幹・体肢の末梢神経系・脈管系

の総括と頭頚部とのつながり 
坂本 裕次郎 

30 7/13 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

脊髄神経系・自律神経

系・脈管系と周囲の構造 
体幹・体肢の末梢神経系・脈管系

の総括と頭頚部とのつながり 
坂本 裕次郎 

 

成績評価の方法 

・提出レポート、期末の客観試験、論述試験で総括的評価を行う。 

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。 

準備学習などについての具体的な指示 

・1年次開講の「人体の構造と機能Ⅰ」と一連の授業であることを理解しておくこと。 

・前回までの授業内容を踏まえて授業が行われるので、復習に努めること。 

・事前に資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習して授業に臨むこと。 

参考書 

人体の構造と機能／前田健康, 山田好秋 ほか著,：医歯薬出版，2010 

人体解剖学／藤田恒太郎 著,：南江堂，2003 

入門人体解剖学／藤田恒夫 著,：南江堂，2012 

グレイ解剖学／Richard L.Drake, A.Wayne Vogl, Adam W.M.Mitchell 原著,塩田浩平, 瀬口春道, 大谷浩, 杉本哲夫 訳,：エルゼビア・ジャ

パン，2011 

標準組織学総論／藤田尚男, 藤田恒夫 共著,：医学書院，2002 

標準組織学／藤田尚男, 藤田恒夫 共著,：医学書院，2010 

標準生理学／小澤瀞司, 福田康一郎 総編集,本間研一, 大森治紀, 大橋俊夫 編,：医学書院，2009 

解剖学・組織発生学・口腔解剖学／全国歯科衛生士教育協議会 編,：医歯薬出版，1996 

生理学／全国歯科衛生士教育協議会 編,：医歯薬出版，1995 

履修上の注意事項 

・実習室で行われる授業では白衣とネームプレートを着用すること。 

連絡先 

坂本 裕次郎:y.sakamoto.bsoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

坂本 裕次郎:随時 1号館西8階 
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時間割番号 022019 

科目名 歯・口腔の構造と機能 

担当教員 坂本 裕次郎 

開講時期 通年 対象年次 2   

科目名：歯・口腔の構造と機能 

ユニット番号：2004 

授業形態：講義・（一部実習を含む） 

時間数：必修3単位・45時間 

科目責任者・ユニット責任者：坂本 裕次郎・坂本 裕次郎 

主な講義場所 

・口腔保健学科第4講義室（1号館西8階） 

・口腔保健学科基礎科学実習室（1号館西7階） 

授業の目的、概要等 

顎・顔面・口腔領域の組織、器官の構造と機能および分子的基盤を学ぶとともに、それらの発生と成長について学び、顎・顔面・口腔領

域の健康と全身の健康との関連について理解を深める。 

授業の到達目標(SB0s) 

・ 脳神経の支配様式と働きについて説明する。 

・ 顎顔面と口腔諸器官の構造および発生と成長について説明する。 

・ 唾液線の構造と分泌機構および唾液の成分とその作用について説明する。 

・ 歯と歯周組織の形態と構成成分ならびに機能について説明する。 

・ 歯と歯周組織の発生、成長過程を説明する。 

・ 脳の構造と上行性・下行性伝導路について説明する。 

・ 口腔領域の体性感覚器・味覚器官の構造と働きおよび発生と成長について説明する。 

・ 下顎反射のしくみとその役割について説明する。 

・ 咀嚼運動の神経機構と嚥下・吸引・嘔吐反射のしくみを説明する。 

・ 発声・構音のしくみを説明する。 

・ 口腔諸器官（歯・歯周組織・唾液線を含む）の機能と全身の正常機能とを関連づける。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1 4/6 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

中枢神経系の構成 脳の基本構成と脳脊髄膜と脳室系 坂本 裕次郎 

2 4/6 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

脳神経 脳神経系の構成と基本走行 坂本 裕次郎 

3 4/6 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

脳神経 脳神経系の構成と基本走行 坂本 裕次郎 

4 5/18 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

口腔粘膜・舌・唾液腺 口腔粘膜の構造 坂本 裕次郎 

5 5/25 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

口腔粘膜・舌・唾液腺 舌の構造 坂本 裕次郎 

6 5/25 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

口腔粘膜・舌・唾液腺 唾液腺の構造 坂本 裕次郎 
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7 5/25 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

口蓋、咽頭、喉頭 口蓋・咽頭・喉頭の構造 坂本 裕次郎 

8 5/30 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

顎顔面領域の発生 顎顔面領域の初期発生 坂本 裕次郎 

9 6/6 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯の発生1 硬組織形成前までの歯胚の発生

過程 
坂本 裕次郎 

10 6/6 10:00-10:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室 

口腔領域の消化器系の

組織観察 
口唇・舌・扁桃・唾液腺の顕微鏡観

察 
坂本 裕次郎 

11 6/6 11:00-11:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室 

口腔領域の消化器系の

組織観察 
口唇・舌・扁桃・唾液腺の顕微鏡観

察 
坂本 裕次郎 

12 6/22 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯の発生2 象牙質・歯髄複合体の形成機構 坂本 裕次郎 

13 6/22 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯の発生3 エナメル質の形成機構 坂本 裕次郎 

14 7/6 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯周組織の形成機構 歯周組織の形成機構 坂本 裕次郎 

15 7/12 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

象牙質・歯髄複合体 象牙質・歯髄複合体の構造と象牙

質の成長線 
坂本 裕次郎 

16 7/12 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

エナメル質 エナメル質の構造と成長線 坂本 裕次郎 

17 7/20 10:00-10:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室 

顔面の発生・歯の発生

の組織像 
顔面の発生、初期歯胚、硬組織形

成期歯胚の顕微鏡観察 
坂本 裕次郎 

18 7/20 11:00-11:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室 

顔面の発生・歯の発生

の組織像 
顔面の発生、初期歯胚、硬組織形

成期歯胚の顕微鏡観察 
坂本 裕次郎 

19 7/25 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯周組織 歯周組織の構造 坂本 裕次郎 

20 7/25 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯列形成と歯の萌出と

交換 
歯列と咬合の形成と歯の萌出と交

換のしくみ 
坂本 裕次郎 
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21 7/26 10:00-10:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室 

歯と歯周組織の組織像 象牙質・エナメル質・歯周組織の

顕微鏡観察 
坂本 裕次郎 

22 7/26 11:00-11:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室 

歯と歯周組織の組織像 象牙質・エナメル質・歯周組織の

顕微鏡観察 
坂本 裕次郎 

23 10/3 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

中枢神経系 中枢神経系の外景と内景 坂本 裕次郎 

24 10/3 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

中枢神経系 中枢神経系の外景と内景 坂本 裕次郎 

25 10/3 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

中枢神経系 上行性・下行性伝導路 坂本 裕次郎 

26 10/7 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯と口腔の神経 歯と口腔の感覚をつかさどる神経 坂本 裕次郎 

27 10/21 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯と口腔の神経 歯と口腔の感覚をつかさどる神経 坂本 裕次郎 

28 11/4 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯と口腔の神経 口腔の自律神経系 坂本 裕次郎 

29 11/8 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯と口腔の神経 口腔の自律神経系 坂本 裕次郎 

30 11/21 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

口腔粘膜感覚 口腔粘膜感覚のしくみ 泰羅 雅登 

31 11/21 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯髄感覚・歯根膜感覚 歯髄感覚・歯根膜感覚のしくみ 泰羅 雅登 

32 11/28 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

咀嚼運動 顎関節の感覚をつかさどる神経 坂本 裕次郎 

33 11/29 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

咀嚼運動 咀嚼運動の制御機構 坂本 裕次郎 

34 11/29 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

咀嚼運動 口蓋と咽頭のつながり 坂本 裕次郎 

35 12/7 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

唾液腺の機能 唾液の分泌機構、唾液の性状・成

分・生理作用 
勝山 成美 
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36 12/7 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

唾液腺の機能 唾液の分泌機構、唾液の性状・成

分・生理作用 
勝山 成美 

37 12/14 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

味覚・嗅覚 味覚と嗅覚のしくみ 泰羅 雅登 

38 12/14 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

味覚・嗅覚 味覚と嗅覚のしくみ 泰羅 雅登 

39 12/21 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

下顎反射、嚥下、吸引、

嘔吐 
開口反射と閉口反射のしくみ、嚥

下、吸引、嘔吐のしくみ 
泰羅 雅登 

40 12/21 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

発声と構音 発声のしくみと構音 泰羅 雅登 

41 12/22 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

消化と吸収 消化管運動のしくみ 勝山 成美 

42 12/22 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

消化と吸収 消化液の成分と作用および分泌

調節 
勝山 成美 

43 12/22 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

消化と吸収 栄養素の消化と吸収および排便

反射のしくみ 
勝山 成美 

44 2/3 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

実習の解説 基礎科学実習との関連について 坂本 裕次郎 

45 2/10 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

まとめ まとめ 坂本 裕次郎 

 

成績評価の方法 

・前期評価と後期評価を総合して年間評価とするが、原則として前期と後期それぞれに合格しなくてはならない。 

・提出レポート、期末の客観試験、論述試験で総括的評価を行う。 

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。 

・随時の小テスト等で形成的評価を行い、授業態度等も総括的評価に加える。 

準備学習などについての具体的な指示 

・前回までの授業内容を踏まえて授業が行われるので、復習に努めること。 

・事前に資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習して授業に臨むこと。 

試験の受験資格 

・前期末と後期末に評価するので、前期と後期それぞれに受験資格を満たさなくてはならない。 

参考書 

歯・口腔の構造と機能 : 口腔解剖学・口腔組織発生学・口腔生理学／全国歯科衛生士教育協議会 監修,井出吉信, 山田好秋 ほか著,：

医歯薬出版，2011 

人体の構造と機能／前田健康, 山田好秋 ほか著,：医歯薬出版，2010 

人体解剖学／藤田恒太郎 著,：南江堂，2003 

入門人体解剖学／藤田恒夫 著,：南江堂，2012 

標準組織学／藤田尚男, 藤田恒夫 共著,：医学書院，2010 

基礎歯科生理学／森本俊文, 山田好秋, 二ノ宮裕三, 岩田幸一 編,：医歯薬出版，2014 

標準生理学／小澤瀞司, 福田康一郎 総編集,本間研一, 大森治紀, 大橋俊夫 編,：医学書院，2009 
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解剖学・組織発生学・口腔解剖学／全国歯科衛生士教育協議会 編,：医歯薬出版，1996 

生理学／全国歯科衛生士教育協議会 編,：医歯薬出版，1995 

履修上の注意事項 

・実習室で行われる授業では白衣とネームプレートを着用すること。 

備考 

 

連絡先 

坂本 裕次郎:y.sakamoto.bsoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

坂本 裕次郎:随時 1号館西8階 
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時間割番号 022020 

科目名 歯の形態学実習 

担当教員 坂本 裕次郎 

開講時期 通年 対象年次 2   

科目名：歯・口腔の構造と機能 

ユニット番号：2005 

授業形態：実習・講義 

時間数：必須1単位・45時間 

科目責任者・ユニット責任者：坂本 裕次郎・坂本 裕次郎 

主な講義場所 

・口腔保健学科基礎科学実習室（1号館西7階） 

・口腔保健学科第4講義室（1号館西8階） 

・解剖学実習室（3号館B1階） 

授業の目的、概要等 

歯の種類と形態的特徴および役割、頭蓋と顎関節および頭頚部の諸器官の構造を互いに関連付けて学び、歯と口腔の役割を包括的

に理解するとともに、顎・顔面・口腔領域の健康と全身の健康との相互関係について理解を深める。 

授業の到達目標(SB0s) 

・ 口腔の構造とはたらきについて説明する。 

・ 歯と歯周組織の構成要素ならびに役割について説明する。 

・ 歯と歯列の方向用語、歯の形態を表す用語について説明する。 

・ 歯の分類と表記方法について説明する。 

・ 永久歯の種類ごとに歯冠と歯根の形態について説明する。 

・ 永久歯の種類と上下左右の区別について説明する。 

・ 乳歯の種類ごとに歯冠と歯根の形態について説明する。 

・ 乳歯の種類と上下左右の区別について説明する。 

・ 歯の形態について立体的に表現する。 

・ 頭蓋を構成する骨の種類と形態および顎関節の構造について説明する。 

・ 頭頚部の筋の種類と起始・停止、支配神経と作用を説明する。 

・ 頭頚部の動・静脈、リンパ系について説明する。 

・ ヒトの歯の形態と顎運動を互いに関連付けて説明する。 

・ 口腔諸器官の機能と全身の正常機能とを関連づける。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1 4/4 14:00-14:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室 

口腔諸器官の総論 口腔〜咽頭の構造と機能の基礎

知識、歯と歯周組織の構成要素 
坂本 裕次郎 

2 4/4 15:00-15:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室 

歯と歯列の総論 歯の種類と記号・方向用語、歯列

と咬合の基礎知識 
坂本 裕次郎 

3 4/4 16:00-16:50 口腔保健

学科基礎

永久歯の解剖学 切歯・犬歯・小臼歯の形態 坂本 裕次郎 
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科学実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室 
4 4/5 14:00-14:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室 

永久歯の解剖学 切歯・犬歯・小臼歯の形態 坂本 裕次郎 

5-7 4/8 14:00-16:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室 

歯の形態実習1 立体のスケッチ、前歯のスケッチ

と形態形成 
坂本 裕次郎, 

安江 透 

8 4/14 13:00-13:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室 

永久歯の解剖学 大臼歯の形態 坂本 裕次郎 

9-11 4/14 14:00-16:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室 

歯の形態実習2 前歯と犬歯のスケッチと形態形成 坂本 裕次郎, 

安江 透 

12-14 4/20 09:00-11:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室 

歯の形態実習3 犬歯のスケッチと形態形成 坂本 裕次郎, 

安江 透 

15 4/21 13:00-13:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室 

乳歯の解剖学 乳切歯・乳犬歯・乳臼歯の形態 坂本 裕次郎 

16-18 4/21 14:00-16:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

歯の形態実習4 小臼歯のスケッチと形態形成 坂本 裕次郎, 

安江 透 
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室, 口腔

保健学科

第４講義

室 
19 4/28 13:00-13:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室 

乳歯の解剖学 乳切歯・乳犬歯・乳臼歯の形態 坂本 裕次郎 

20-22 4/28 14:00-16:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室 

歯の形態実習5 下顎大臼歯のスケッチと形態形成 坂本 裕次郎, 

安江 透 

23-25 5/11 09:00-11:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室 

歯の形態実習6 上顎大臼歯のスケッチと形態形成 坂本 裕次郎, 

安江 透 

26 5/12 13:00-13:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室 

永久歯の解剖学 永久歯のまとめ 坂本 裕次郎 

27-29 5/12 14:00-16:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室 

歯の形態実習7 特別課題などを行う 坂本 裕次郎, 

安江 透 

30 7/26 09:00-09:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室 

まとめ ここまでの復習と補足 坂本 裕次郎 

31 10/17 09:00-09:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室 

頭蓋と頭頚部の脈管系 頭蓋の外景・内景 坂本 裕次郎 
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32 10/17 10:00-10:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室 

頭蓋と頭頚部の脈管系 頭頚部の動・静脈1 坂本 裕次郎 

33 10/17 11:00-11:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室 

頭蓋 頭蓋の外景・内景の観察 坂本 裕次郎 

34 10/20 11:00-11:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室 

頭蓋と頭頚部の脈管系 頭蓋を構成する骨 坂本 裕次郎 

35 11/8 14:00-14:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室 

頭蓋と頭頚部の脈管系 頭蓋を構成する骨 坂本 裕次郎 

36 11/15 13:00-13:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室 

頭蓋と頭頚部の脈管系 頭頚部の動・静脈2、リンパ管・リ

ンパ節 
坂本 裕次郎 

37 11/15 14:00-14:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室 

頭蓋 頭蓋を構成する骨の観察 坂本 裕次郎 

38 11/22 13:00-13:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室 

頭頚部の筋系と頚筋膜 前頚筋（舌骨上筋・舌骨下筋）・後

頚筋、頚筋膜 
坂本 裕次郎 

39 11/22 14:00-14:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室 

頭頚部の筋系と頚筋膜 表情筋・咀嚼筋・浅頚筋・外側頚筋 坂本 裕次郎 
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40 11/28 09:00-09:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室 

顎関節と顎運動 顎関節の構造と機能および顎運

動 
坂本 裕次郎 

41 11/28 10:00-10:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室 

顎関節と顎運動 顎関節の構造と機能および顎運

動 
坂本 裕次郎 

42 1/27 10:00-10:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室 

実習の解説 見学実習・基礎科学実習との関連 坂本 裕次郎 

43-45 1/31 09:00-11:50 解剖学実

習室 
解剖学見学実習 解剖体を使って、頭頚部を中心と

した局所解剖の観察 
坂本 裕次郎 

 

成績評価の方法 

・授業は講義と実習を合わせて行い、期末の客観試験、論述試験および実習内容で総括的評価を行う。 

・随時の小テスト等で形成的評価を行い、出席状況、提出物、授業態度等も総括的評価に加える。 

・前期と後期での講義の評価と実技の評価を総合して年間評価するが、原則として前期と後期に講義と実技のそれぞれに合格しなくて

はならない。 

準備学習などについての具体的な指示 

・前回までの授業内容を踏まえて授業が行われるので、復習に努めること。 

・事前に資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習して授業に臨むこと。 

試験の受験資格 

・前期末と後期末に講義と実技を分けて評価するので、前期と後期それぞれに講義と実技での受験資格を満たさなくてはならない。 

参考書 

歯・口腔の構造と機能 : 口腔解剖学・口腔組織発生学・口腔生理学／全国歯科衛生士教育協議会 監修,井出吉信, 山田好秋 ほか著,：

医歯薬出版，2011 

歯の解剖学／藤田 恒太郎／原著,：金原出版，1995 

人体解剖学／藤田恒太郎 著,：南江堂，2003 

入門人体解剖学／藤田恒夫 著,：南江堂，2012 

グレイ解剖学／Richard L.Drake, A.Wayne Vogl, Adam W.M.Mitchell 原著,塩田浩平, 瀬口春道, 大谷浩, 杉本哲夫 訳,：エルゼビア・ジャ

パン，2011 

履修上の注意事項 

・実習室で行われる授業では白衣とネームプレートを着用すること。   ・解剖学実習室で行われる授業では、白衣と上履きを着用する

ほか、臨床系実習と同様のゴム手袋（グローブ）やマスク等を着用すること。 

連絡先 

坂本 裕次郎:y.sakamoto.bsoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

坂本 裕次郎:随時 1号館西8階 
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時間割番号 022022 

科目名 病理学総論 

担当教員 坂本 裕次郎, 坂本 啓, 栢森 高 

開講時期 前期 対象年次 2   

科目名：疾病の成り立ちと回復過程の促進 

ユニット番号：2006 

授業形態：講義 

時間数：必修1単位・15時間 

科目責任者・ユニット責任者：坂本 裕次郎・坂本 啓 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

・疾病の病理学的分類および原因と病態に関する基本的知識を習得し、人体の構造と機能の正常と異常の相互関係について理解す

る。 

授業の到達目標(SB0s) 

・病因に基づく疾病の分類体系を理解する。 

・疾病の原因となる変化が、遺伝子、蛋白質、細胞、組織、器官、器官系レベル、個体の各レベルにあり、相互に密接に関連しているこ

とを理解する。 

・各々の疾病における組織学的変化の基礎を理解する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1-2 4/5 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

病理学序論 病理学の歴史、病因論 栢森 高 

3-4 4/12 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

遺伝性疾患 染色体異常、遺伝子異常、奇形 栢森 高 

5-6 4/19 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

代謝障害 代謝障害、退行性病変 栢森 高 

7-8 4/26 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

増殖と修復 再生と修復、進行性病変、創傷治

癒 
栢森 高 

9-10 5/10 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

循環障害 循環障害 栢森 高 

11-12 5/17 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

炎症 炎症、感染症 栢森 高 

13-14 5/24 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

免疫異常、腫瘍総論① 免疫学の基礎、免疫異常、腫瘍の

発生機序 
栢森 高 

15 5/31 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

腫瘍総論② 腫瘍の種類と性質 栢森 高 

 

成績評価の方法 

・出席状況、授業態度と期末の客観試験で総括的評価を行う。 

準備学習などについての具体的な指示 

・前回までの授業内容を踏まえて授業が行われるので、復習に努めること。 
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・事前に資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習して授業に臨むこと。 

教科書 

病理学・口腔病理学／仙波伊知郎, 髙田隆 ほか 著,：医歯薬出版，2012 

参考書 

シンプル病理学／笹野公伸, 岡田保典, 安井弥 編,：南江堂，2010 

参照ホームページ 

・日本病理学会 病理コア画像 http://pathology.or.jp/corepictures2010/index.html 

連絡先 

坂本 裕次郎:y.sakamoto.bsoh@tmd.ac.jp 

坂本 啓:s-kei.mpa@tmd.ac.jp 

栢森 高:kayamori.mpa@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

坂本 裕次郎:随時 1号館西8階 

坂本 啓:水 16：30-18：00 

栢森 高:毎週金曜日 PM.4:00-5:30 １号館東４階口腔病理学第１研究室 
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時間割番号 022023 

科目名 口腔病理学 

担当教員 坂本 裕次郎, 坂本 啓, 栢森 高 

開講時期 後期 対象年次 2   

科目名：疾病の成り立ちと回復過程の促進 

ユニット番号：2007 

授業形態：講義・一部演習 

時間数：必修2単位・30時間 

科目責任者・ユニット責任者：坂本 裕次郎・坂本 啓 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

・顎口腔領域の疾病の病理学的分類および原因と病態に関する基本的知識を習得し、顎口腔領域の諸器官について正常な構造と機

能と異常との相互関係を理解する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・各々の疾患の病因・病態と症状を、その組織学的変化と対応して理解する。 

・顎口腔の解剖学的構造と疾患との相互関係からそれぞれの理解を深める。 

・主な口腔疾患の臨床的な症状と病理・病態を、症例を通して理解する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1-2 10/6 09:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯の異常 歯の発育異常、歯の損傷と付着物 坂本 啓 

3-4 10/13 09:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

齲蝕 齲蝕 坂本 啓 

5-6 10/20 09:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯髄炎 歯髄炎 坂本 啓 

7-8 10/27 09:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯周炎 根尖性歯周炎、歯周病、治癒の病

理 
坂本 啓 

9-10 10/31 09:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

口腔の発育異常/口腔

の嚢胞 
口腔の発育異常/顎口腔領域の嚢

胞 
坂本 啓 

11-12 11/10 09:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

口腔粘膜疾患 口腔粘膜疾患 栢森 高 

13-14 11/17 09:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

口腔の腫瘍 口腔の腫瘍 栢森 高 

15-16 11/24 09:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

顎骨の病変、唾液腺疾

患 
顎骨・唾液腺の腫瘍性、炎症性疾

患 
栢森 高 

17 12/5 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯の構造と疾患/歯周組

織と疾患 
歯の正常構造と歯の疾患との相

互関係 
坂本 裕次郎 

18 12/5 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

歯の構造と疾患 歯の正常構造と歯の疾患との相

互関係 
坂本 裕次郎 
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講義室 
19 12/6 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯周組織と疾患 歯周組織の正常構造と歯周疾患と

の相互関係 
坂本 裕次郎 

20 12/6 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

乳歯と疾患 乳歯の正常構造の特徴と疾患と

の相互関係 
坂本 裕次郎 

21 1/11 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

顎骨と疾患 上下顎骨の正常構造と顎骨疾患と

の相互関係 
坂本 裕次郎 

22 1/11 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

顎骨と疾患 上下顎骨の正常構造と顎骨疾患と

の相互関係 
坂本 裕次郎 

23 1/18 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

口腔の軟組織と疾患 口腔粘膜、舌、唾液腺の正常構造

と顎骨疾患との相互関係 
坂本 裕次郎 

24 1/25 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

口腔の軟組織と疾患 口腔粘膜、舌、唾液腺の正常構造

と顎骨疾患との相互関係 
坂本 裕次郎 

25 1/26 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

臨床口腔病理１ 初期う蝕 品田 佳世子 

26 1/26 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

臨床口腔病理１ う蝕 品田 佳世子 

27 2/1 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

臨床口腔病理３ 歯肉炎 荒川 真一 

28 2/2 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

臨床口腔病理２ 歯髄炎 品田 佳世子 

29 2/2 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

臨床口腔病理２ 根尖性歯周炎 品田 佳世子 

30 2/8 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

臨床口腔病理３ 辺縁性歯周炎 荒川 真一 

 

成績評価の方法 

・出席状況、授業態度と期末の客観試験で総括的評価を行う。 

準備学習などについての具体的な指示 

・前回までの授業内容を踏まえて授業が行われるので、復習に努めること。 

・事前に資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習して授業に臨むこと。 

教科書 

病理学・口腔病理学／仙波伊知郎, 髙田隆 ほか 著,：医歯薬出版，2012 

参考書 

口腔病理アトラス／高木實 監修,山本浩嗣, 坂井英隆, 高田隆 編,：文光堂，2006 

備考 

 

参照ホームページ 
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・口腔病理基本画像アトラス http://www.dent.nihon-u.ac.jp/OralPathologyAtlas/Ver1/ 

連絡先 

坂本 裕次郎:y.sakamoto.bsoh@tmd.ac.jp 

坂本 啓:s-kei.mpa@tmd.ac.jp 

栢森 高:kayamori.mpa@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

坂本 裕次郎:随時 1号館西8階 

坂本 啓:水 16：30-18：00 

栢森 高:毎週金曜日 PM.4:00-5:30 １号館東４階口腔病理学第１研究室 
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時間割番号 022024 

科目名 薬理学 

担当教員 坂本 裕次郎, 青木 和広, 田村 幸彦 

開講時期 後期 対象年次 2   

科目名：疾病の成り立ちと回復過程の促進 

ユニット番号：2008 

授業形態：講義 

時間数：必修1単位・15時間 

科目責任者・ユニット責任者：坂本 裕次郎・青木 和広 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

医薬品の薬理作用を理解し、薬物を安全かつ効果的に利用するために必要な基本的知識を修得する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・薬理作用の種類を説明できる。 

・薬物受容体と細胞内情報伝達系について説明できる。 

・薬物の構造活性相関について説明できる。 

・薬物の投与方法とその特徴について説明できる。 

・薬物の生体内動態（吸収、分布、代謝、排泄）について説明できる。 

・薬物を安全に使用するための基本的考え方を修得する。 

・薬理作用を規定する要因について説明できる。 

・薬物の連用および併用に伴う現象について説明できる。 

・中枢神経系作用薬物の種類と作用について説明できる。 

・末梢神経系作用薬物の種類と作用について説明できる。 

・局所麻酔について説明できる。 

・痛みと薬物について説明できる。 

・抗炎症薬の種類と作用について説明できる。 

・循環器系作用薬の種類と作用について説明できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1 10/7 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

薬理学の基礎、医療と

薬物 
薬理学、薬力学、薬物動態学、ゲ

ノム薬理学の概要 
青木 和広 

2 10/21 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

身体と薬物１ 薬の使用目的とその作用、受容体

と薬物 
青木 和広 

3 10/28 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

身体と薬物２ 化学構造と薬理作用、薬物の適用

方法 
青木 和広 

4 11/4 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

身体と薬物３ 薬物の生体内変化、代謝、排泄 青木 和広 

5 11/11 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

身体と薬物４ 薬物の生物学的検定法、用量反応

曲線 
青木 和広 

6 11/18 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

身体と薬物５ 薬理作用を規定する要因 青木 和広 

7 11/25 11:00-11:50 口腔保健 中枢神経系作用薬物１ 全身麻酔薬、睡眠薬、向精神薬 田村 幸彦 
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学科第４

講義室 
8 12/2 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

中枢神経系作用薬物２ 抗けいれん薬、抗パーキンソン

薬、中枢神経興奮薬 
田村 幸彦 

9 12/9 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

末梢神経系作用薬物１ 神経伝達物質、自律神経系作用薬 青木 和広 

10 1/6 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

末梢神経系作用薬物２ 神経伝達物質、自律神経系作用薬 青木 和広 

11 1/13 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

局所麻酔薬 局所麻酔薬の作用機序・分類・代

謝 
青木 和広 

12 1/20 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

痛みと薬物 麻薬性鎮痛薬、非麻薬性鎮痛薬、

解熱鎮痛薬 
青木 和広 

13 1/27 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

抗炎症薬 ステロイド性抗炎症薬、非ステロ

イド性抗炎症薬、痛風治療薬 
青木 和広 

14 2/3 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

循環器系作用薬１ 降圧薬、抗狭心症薬、強心薬、抗

不整脈薬 
青木 和広 

15 2/10 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

循環器系作用薬２ 降圧薬、抗狭心症薬、強心薬、抗

不整脈薬 
青木 和広 

 

成績評価の方法 

・提出レポート、期末の客観試験、論述試験で総括的評価を行う。 

・出席状況および授業態度を総括的評価に加味する。 

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に資料配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、必ず目を通してから講義に臨むこと。 

・すでに終了している講義の復習をすることを勧める。 

参考書 

薬理学／全国歯科衛生士教育協議会 編,川口充, 大浦清, 大谷啓一, 戸苅彰史, 加藤有三, 篠原光子 著,：医歯薬出版，2011 

シンプル薬理学／野村隆英, 石川直久 編集,：南江堂，2014 

現代歯科薬理学／大谷啓一, 鈴木邦明, 戸苅彰史 編,加藤有三, 篠田壽 監修,：医歯薬出版，2012 

コメディカルのための薬理学／渡邊泰秀, 樋口マキヱ 編集,：朝倉書店，2012 

連絡先 

坂本 裕次郎:y.sakamoto.bsoh@tmd.ac.jp 

青木 和広:kazu.hpha@tmd.ac.jp 

田村 幸彦:tamu.hpha@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

坂本 裕次郎:随時 1号館西8階 

青木 和広: 随時 MDタワー7階南 研究室１（S760） 

田村 幸彦:毎週金曜日 16：00-18：00 MDタワー7階南 研究室1(S760) 
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時間割番号 022025 

科目名 病原微生物と生体防御 

担当教員 坂本 裕次郎 

開講時期 通年 対象年次 2   

科目名：疾病の成り立ちと回復過程の促進 

ユニット番号：2009 

授業形態：講義 

時間数：必須2単位・30時間 

科目責任者・ユニット責任者：坂本 裕次郎・坂本 裕次郎 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

病原微生物の特徴と病原性、口腔および全身の感染症の病因と感染成立の機序および生体の防御反応のしくみについて理解し、そ

の理解に基づく感染予防の方法ならびに実際の対処法を理解する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・細菌、ウィルス等による感染について、微生物の病原性を構造、機能、遺伝的因子から理解する。 

・感染の予防と治療の基礎を微生物の特性に着眼して理解する。 

・病原微生物の分類と病原性について説明する。 

・口腔細菌の特徴と病原性について説明する。 

・免疫獲得と免疫寛容の機構および免疫疾患の病因・病態について説明する。 

・病原微生物や様々な外来刺激に対する生態の防御系を説明する。 

・疼痛の病因・病態について説明する。 

・顎・顔面・口腔領域の神経痛の病因・病態について説明する。 

・歯科医療現場で遭遇する感染症について説明する。 

・感染予防の方法と限界について説明する。 

・医療現場における安全対策について説明する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1 6/1 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

免疫概論 免疫システムとは、自己寛容 永井 重徳 

2 6/8 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

免疫担当細胞 免疫担当細胞 永井 重徳 

3 6/15 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

自然免疫 食細胞、抗体、補体、自然免疫 永井 重徳 

4 6/22 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

適応免疫1 細胞性免疫、エフェクター細胞 永井 重徳 

5 6/27 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

微生物学総論 微生物の一般性状（細菌・ウィル

ス・その他） 
鈴木 敏彦 

6 6/27 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

微生物学総論 微生物の一般性状（細菌・ウィル

ス・その他） 
鈴木 敏彦 

7 6/27 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

感染1 微生物の病原因子、感染経路 鈴木 敏彦 
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8 6/29 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

適応免疫2 液性免疫、免疫記憶、ワクチン 永井 重徳 

9 7/4 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

感染2 感染症の種類、口腔内症状を呈す

る感染症 
鈴木 敏彦 

10 7/4 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

感染2 感染症の種類、口腔内症状を呈す

る感染症 
鈴木 敏彦 

11 7/4 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

感染と免疫1 感染と免疫の基礎 鈴木 敏彦 

12 7/6 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

アレルギー 過敏症、自己免疫 永井 重徳 

13 7/11 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

感染と免疫2 感染と免疫の基礎 鈴木 敏彦 

14 7/11 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

化学療法 化学療法の機序、薬剤耐性 鈴木 敏彦 

15 7/11 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

化学療法 化学療法の機序、薬剤耐性 鈴木 敏彦 

16 7/19 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

微生物学各論1 グラム陽性菌、グラム陰性菌 鈴木 敏彦 

17 7/19 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

微生物学各論1 グラム陽性菌、グラム陰性菌 鈴木 敏彦 

18 7/19 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

微生物学各論2 スピロヘータ、マイコプラズマ、リ

ケッチア、クラミジア 
鈴木 敏彦 

19 7/25 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

微生物学各論3 真菌、ウイルス 鈴木 敏彦 

20 7/25 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

口腔細菌 う蝕関連細菌、歯周病原細菌 鈴木 敏彦 

21 7/25 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

口腔細菌 う蝕関連細菌、歯周病原細菌 鈴木 敏彦 

22 1/20 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

安全対策 歯科医療現場における安全対策 俣木 志朗 

23 1/20 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

安全対策 歯科医療現場における安全対策 俣木 志朗 
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24 2/3 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

疼痛総論 疼痛発生の原因と機序 坂本 裕次郎 

25 2/7 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯科医療と感染症 歯科医療現場において遭遇する

おもな感染症 
砂川 光宏 

26 2/7 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯科医療と感染症 歯科医療現場において遭遇する

おもな感染症 
砂川 光宏 

27 2/7 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

疼痛総論 疼痛の概念と分類 坂本 裕次郎 

28 2/14 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

感染予防の方法 歯科医療現場における感染予防

法の実際 
砂川 光宏 

29 2/14 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

感染予防の方法 歯科医療現場における感染予防

法の実際 
砂川 光宏 

30 2/14 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

顎・顔面領域の疼痛 脳神経と顎・顔面領域の疼痛の原

因と機序 
坂本 裕次郎 

 

成績評価の方法 

・提出レポート、期末の客観試験、論述試験で総括的評価を行う。 

・随時の小テスト等で形成的評価を行い、出席状況、授業態度等も総括的評価に加える。 

・前期評価と後期評価を総合して年間評価とするが、原則として前期と後期それぞれに合格しなくて はならない。 

・前期末と後期末に評価するので、前期と後期それぞれに受験資格を満たさなくてはならない。 

準備学習などについての具体的な指示 

・前回までの授業内容を踏まえて授業が行われるので、復習に努めること。 

・事前に資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習して授業に臨むこと。 

参考書 

微生物学 : 疾病の成り立ち及び回復過程の促進 2／木村重信 ほか著,：医歯薬出版，2011 

微生物学／梅本俊夫, 奥田克爾, 中山浩次, 三宅洋一郎 著,：医歯薬出版，2007 

標準微生物学／中込治, 神谷茂 編集,：医学書院，2015 

連絡先 

坂本 裕次郎:y.sakamoto.bsoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

坂本 裕次郎:随時 1号館西8階 
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時間割番号 022026 

科目名 口腔保健衛生基礎科学実習 

担当教員 坂本 裕次郎 

開講時期 通年 対象年次 2 単位数 1 

科目名：口腔保健衛生基礎科学実習 

ユニット番号：2010 

授業形態：実習 

対象年次：2年・編入3年 

時間数：必修1単位・45時間 

科目責任者・ユニット責任者：坂本 裕次郎・坂本 裕次郎 

主な講義場所 

・口腔保健学科基礎科学実習室（1号館西7階） 

・解剖学実習室（3号館B1階） 

・上記以外の場所で行う実習項目があるので事前に確認すること。 

授業の目的、概要等 

人体の構造と機能及び疾病、歯・口腔の構造と機能、疾病の成り立ちと回復過程の促進などの講義で学習した内容について、実習を

通して理解を深める。 

授業の到達目標(SB0s) 

・人体の筋、神経系および主要器官を観察して特徴を説明する。（2年生対象） 

・人体の主要器官の組織標本を観察して特徴を説明する。 

・細菌の分離培養とその細菌の鑑別を行う。 

・組織標本の切片作製と染色を行い、光学顕微鏡観察の意義について説明する。 

・咀嚼その他の各種の運動と筋の働きの検査を行い、筋の種類と働きについて説明する。 

・味覚および体性感覚の感覚検査を行い、感覚のしくみについて説明する。 

・歯科で用いられる代表的な薬物の作用を観察し、薬物の特性を説明する。 

・蛍光色素等の硬組織内への沈着を観察し、硬組織の成長・発育過程を説明する。 

・う蝕および歯周病のリスクおよびその予防法について説明する。（編入生対象） 

・口臭の測定や口腔内状況を観察し、口臭の発生や予防について説明する。（編入生対象） 

・歯科で用いられる生体材料の基本的な操作法を説明する。（編入生対象） 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1-4 7/6 11:00-15:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室 

組織学実習1-1 組織標本作製（組織切片の作製）

と組織標本の顕微鏡観察 
坂本 裕次郎 

5-8 7/13 13:00-16:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室 

細菌学実習 細菌標本の作製と観察 鈴木 敏彦 

9-11 7/20 13:00-15:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室 

組織学実習1-2 組織標本作製（組織切片の作製）

と組織標本の顕微鏡観察 
坂本 裕次郎 

12-13 7/21 13:00-14:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室 

組織学実習1-3 組織標本作製（組織切片の作製）

と組織標本の顕微鏡観察 
坂本 裕次郎 

14-16 7/27 13:00-15:50 解剖学実

習室 
肉眼解剖学実習 解剖体を使って、頭頚部以外を中

心にした観察 
坂本 裕次郎 
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17-18 7/28 13:00-14:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室 

まとめ まとめ 坂本 裕次郎 

19-21 1/12 09:00-11:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室 

組織学実習2-1 組織標本作製（組織切片の染色）

と組織標本の顕微鏡観察 
坂本 裕次郎 

22-25 1/13 13:00-16:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室 

薬理学実習1 全身麻酔薬の作用 青木 和広, 

田村 幸彦 

26-28 1/19 09:00-11:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室 

組織学実習2-2 組織標本作製（組織切片の染色）

と組織標本の顕微鏡観察 
坂本 裕次郎 

29-32 1/20 13:00-16:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室 

薬理学実習2 硬組織の薬理 青木 和広, 

田村 幸彦 

33 1/27 09:00-09:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室 

解剖と機能の実習 解剖と機能の実習2・3の事前説

明 
髙橋 敏幸, 

水口 俊介, 

上野 俊明, 

坂本 裕次郎 

34-37 1/27 13:00-16:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室 

薬理学実習3 鎮痛薬の薬理、局所麻酔薬の作

用 
青木 和広, 

田村 幸彦 

38-41 2/3 13:00-16:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室 

解剖と機能の実習1・2・

3 
1、感覚機能検査（皮膚感覚の測定

と味覚閾値測定）、  2、運動機能

検査（咀嚼・その他の運動と機能

検査）、  3、咀嚼機能検査（下顎

運動の測定） 

坂本 裕次郎, 

水口 俊介, 

上野 俊明, 

髙橋 敏幸, 

駒ヶ嶺 友梨

子 
42-45 2/10 13:00-16:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室 

解剖と機能の実習1・2・

3 
1、感覚機能検査（皮膚感覚の測定

と味覚閾値測定）、  2、運動機能

検査（咀嚼・その他の運動と機能

検査）、  3、咀嚼機能検査（下顎

運動の測定） 

坂本 裕次郎, 

水口 俊介, 

上野 俊明, 

髙橋 敏幸, 

駒ヶ嶺 友梨

子 
 

成績評価の方法 

・出席状況、実習態度、提出レポート等で総括的評価を行う。 

・各基礎系ユニットに該当する実習項目ごとの評価を総合して評価するが、原則としてそれぞれに合格しなくてはならない。 

準備学習などについての具体的な指示 

・基礎歯科学系の講義で学習した内容を復習して、実習内容との関連性を確認しておくこと。 

・事前に資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、配付された実習書等を読み、関連知識を予習しておくこと。 
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試験の受験資格 

各基礎系ユニットに該当する実習項目ごとに評価するので、原則としてそれぞれに出席を満たさなくてはならない。 

教科書 

要説スポーツ歯科医学／石上惠一, 上野俊明, 川良美佐雄, 前田芳信, 安井利一 編集,：医学情報社，2015 

実践スポーツマウスガード : 製作・調整と競技別サポート／大山喬史 監修,上野俊明 編集,：医学情報社，2014 

スポーツ歯科入門ハンドブック : 健康スポーツ歯科をめざして／安井利一, 杉山義祥 編著,姫野かつよ [ほか]著,：医学情報社，2009 

参考書 

・基礎歯科学系各ユニットの参考書欄を参照。 

履修上の注意事項 

・編入生の実施日時は、編入生の履修時間割を確認して、夏季・冬季休暇なども含めて実施可能なときに行う。   ・実習室では、必ず

白衣とネームプレートを着用すること。   ・解剖学実習室では、白衣とネームプレートのほかに、上履きを着用するほか、手袋（臨床

系実習と同様のグローブ）やマスク等を着用すること。 

備考 

担当教員の補足： 

・品田 佳世子 口腔疾患予防学分野 （編入生の実習） 

・高橋 英和  生体材料加工学分野 （編入生の実習） 

・岩崎 直彦  生体材料加工学分野 （編入生の実習） 

 

その他： 

・編入生が時間割の都合上、2年生と同じ授業時間に実習できない項目は、担当教員と相談して日時を決めること。 

・編入生だけが対象の到達目標に該当する内容の実習は、2年生に対しては別ユニットの授業で実施されている。 

連絡先 

坂本 裕次郎:y.sakamoto.bsoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

坂本 裕次郎:随時 1号館西8階 
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時間割番号 022027 

科目名 口腔衛生学 

担当教員 品田 佳世子 

開講時期 前期 対象年次 2 単位数 1 

科目名：口腔衛生学 

時間数：15時間 

授業形態：講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

口腔衛生学およびそれに関連する法律を理解するとともに集団の口腔保健に関する問題を解決するための疫学的方法論および衛生

行政のシステムを理解する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・口腔衛生学について説明できる。 

・う蝕の検出と指数を説明できる。 

・歯周疾患の検出と指数を説明できる。 

・口腔清掃状態と歯石の指数を説明できる。 

・口腔保健に関連する法律について説明できる。 

・地域保健法、健康増進法および健康日本21施策を説明できる。 

・地域歯科保健について説明できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1 4/7 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

口腔衛生学概論 口腔衛生学概論 品田 佳世子 

2 4/7 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

地域保健の組織、概念、

活動の進め方① 
地域保健の組織、概念、活動の進

め方① 
品田 佳世子 

3 4/8 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

地域保健の組織、概念、

活動の進め方② 
地域保健の組織、概念、活動の進

め方② 
品田 佳世子 

4 4/8 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

ＥＢＭについて、日本の

代表的な調査 
ＥＢＭについて、日本の代表的な

調査 
品田 佳世子 

5 4/22 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

母子保健法、母子歯科

保健① 
母子歯科保健①母子保健の動向

と規則、母子歯科保健 
品田 佳世子 

6 5/6 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

母子保健法、母子歯科

保健② 
母子保健、母子歯科保健② 品田 佳世子 

7 5/13 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

学校保健安全法、学校

歯科保健① 
学校保健の動向と規則、学校歯科

保健① 
品田 佳世子 

8 5/20 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

学校保健安全法、学校

歯科保健② 
学校保健の動向と規則、学校歯科

保健② 
品田 佳世子 

9-10 6/23 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

労働安全衛生法、産業

歯科保健 
産業保健の動向と規則、産業歯科

保健 
品田 佳世子 
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11 6/30 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

成人歯科保健 成人保健 品田 佳世子 

12 6/30 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

高齢者保健 高齢者保健 品田 佳世子 

13-14 7/7 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

精神保健、国際保健 精神保健、国際保健の中での口

腔保健 
品田 佳世子 

15 7/14 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

口腔衛生学のまとめ 口腔衛生学のまとめ 品田 佳世子 

 

成績評価の方法 

・提出レポート、期末の客観試験、論述試験で総括的評価を行う。 

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。 

・随時の小テスト等で形成的評価を行い、授業態度等も総括的評価に加える。 

・提出レポート、課題発表等で総括的評価を行う。 

・講義、グループ討論、発表の態度等を総括的評価に加味する。 

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に小テスト範囲が示された場合は、予習・復習して小テスト・授業に臨むこと。 

試験の受験資格 

全講義15時間の 2/3以上出席すること。 

教科書 

歯・口腔の健康と予防に関わる人間と社会の仕組み 保健生態学 第２版／全国歯科衛生士教育協議会：医歯薬出版，2015 

参考書 

知ってて得した!う蝕予防に活かせるエビデンス／鶴本明久 監著,荒川浩久, 岸光男, 品田佳世子, 田村達二郎, 文元基宝, 前田伸子 

解説,：クインテッセンス出版，2009 

フッ化物応用の科学／日本口腔衛生学会フッ化物応用委員会 編,：口腔保健協会，2010 

連絡先 

shinada.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

随時 
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時間割番号 022028 

科目名 口腔健康科学 

担当教員 遠藤 圭子, 大塚 紘未 

開講時期 前期 対象年次 2 単位数 1 

科目名：口腔健康科学 

時間数：15時間 

授業形態：講義・PBLテュートリアル 

主な講義場所 

口腔保健学科第３講義室（講義） 

歯学部演習室（PBLテュートリアル） 

授業の目的、概要等 

口腔健康科学の概念を通して、科学的根拠に基づくヘルスプロモーションが実践できる口腔保健の専門家としての役割を理解する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・口腔健康科学・ヘルスプロモーションの概念を説明できる。 

・WHOの健康戦略を説明できる。 

・人びとの健康に影響をおよぼす要因を説明できる。 

・人びとの健康に関する問題を発見し、解決するための方法を考えることができる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1-3 5/18 14:00-16:50 歯学部演

習室, 口

腔保健学

科第３講

義室 

概論 PBLガイダンス、

セッション１ 
ヘルスプロモーション概要 PBL

の学習目標、学習方法について  

シナリオ１ 

大木 明子, 

遠藤 圭子, 

大塚 紘未 

4-6 5/25 14:00-16:50 歯学部演

習室 
セッション２ シナリオ１の学習結果発表・討論  

シナリオ２ 
大木 明子, 

遠藤 圭子, 

大塚 紘未 
7-9 6/1 14:00-16:50 歯学部演

習室 
セッション３ シナリオ２の学習結果発表・討論  

全体発表の準備 
大木 明子, 

遠藤 圭子, 

大塚 紘未 
10-12 6/8 14:00-16:50 歯学部演

習室 
セッション４ 全体発表の準備 大木 明子, 

遠藤 圭子, 

大塚 紘未 
13-15 6/15 14:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

全体発表 各班の学習結果発表・討論 大木 明子, 

遠藤 圭子, 

大塚 紘未 
 

成績評価の方法 

出席状況、課題準備内容、グループディスカッションの状況、全体発表の内容、課題レポートの内容で総合的に評価する。 

 

準備学習などについての具体的な指示 

PBLテュートリアルでは、各自学習した内容を事前にまとめて準備してから講義に臨むこと。 

試験の受験資格 

3分の 2以上の出席 

参考書 

「オーラルヘルスプロモーション」岡田昭五郎監修（財）口腔保健協会 

「ヘルスプロモーション講座」島内憲夫編著 JUHRC 

「健康教育・ヘルスプロモーション」武藤孝司著 篠原出版 

履修上の注意事項 

・試験規則に規定された出席要件を満たさない場合、本科目の単位は認定しない。  ・やむをえない事情で遅刻・欠席する場合は、担
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当教員にその旨連絡する。  ・事前に資料の配布、WebClassへのアップロードがあった場合は、予習して授業に臨むこと。 

連絡先 

遠藤 圭子:usagi.ohce@tmd.ac.jp 

大塚 紘未:hiromi.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

遠藤 圭子:随時 

大塚 紘未:随時 
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時間割番号 022029 

科目名 社会保障Ⅱ 

担当教員 遠藤 慶子 

開講時期 前期 対象年次 2 単位数 2 

科目名：社会保障Ⅱ 

時間数：30時間 

授業形態：講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

保健・医療・福祉サービスを包含する社会保障の理念や歴史、社会保障の各制度や体系、諸外国における社会保障制度の概要を理解

する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・現代社会における社会保障制度の位置づけと課題を説明できる。 

・社会保障制度の概念・理念・対象を説明できる。 

・社会保障制度の体系（各制度の概要）を説明できる。 

・社会保障の財源と費用を説明できる。 

・社会保険と社会扶助の関係を説明できる。 

・公的保険制度と民間保険制度の関係を説明できる。 

・諸外国における社会保障制度の概要を説明できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1-4 6/7 13:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

現代社会と社会保障制

度社会保障制度の歴史 
現代社会と社会保障制度の概説  

社会保障制度の発達（日本・諸外

国） 

引馬 知子, 

遠藤 慶子 

5-8 6/14 13:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

社会保障の財源と費用 社会保障の財源、社会保障給付

費、国民負担率 
引馬 知子 

9-12 6/21 13:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

社会保障の体系 社会保険、社会扶助等の概念と範

囲 
引馬 知子 

13-16 6/28 13:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

社会保障と雇用保険・労

災保険・年金保険等 
労災保険制度、雇用保険制度、年

金保険制度の概要と課題 
引馬 知子 

17-20 7/5 13:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

社会保障と介護保険・社

会扶助等 
介護保険制度、 引馬 知子 

21-23 7/12 14:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

社会保障と介護保険・社

会扶助等 
各種社会福祉制度、生活保護制

度、社会手当等の概要 
引馬 知子 

24-27 7/19 13:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

公的保険制度と民間保

険制度 
公的保険制度 引馬 知子 

28-30 7/26 13:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

公的保険制度と民間保

険制度 
民間保険制度の関係性 引馬 知子 

 

成績評価の方法 

・授業内レポートおよびリアクションペーパーで、重要な単元の学習成果を評価する。 

・定期試験を実施し、総合的に評価する。 
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準備学習などについての具体的な指示 

 

教科書 

新・社会福祉士養成講座／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，2014 

１２ 

社会保障 第４版 

 

参考書 

・随時、授業中に紹介する。 

備考 

事前に資料の配付、e-learningシステム上へのアップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。 

 

担当教員（非常勤） 

引馬知子 田園調布学園大学 

連絡先 

遠藤 慶子:k-endo.ohcw@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

遠藤 慶子:随時 
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時間割番号 022030 

科目名 保健医療サービス 

担当教員 古屋 純一 

開講時期 後期 対象年次 2 単位数 2 

主な講義場所 

１号館西 口腔保健学科 第４講義室 

授業の目的、概要等 

保健医療サービスに関連する法律や衛生行政、医療保険制度、政策動向を理解し、保健医療の専門職の役割や実際、多職種連携や

チーム医療を理解する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・ 保健医療サービスに関連する法律(憲法、地域保健法、健康増進法など)の概要を説明できる。 

・ 保健医療サービスに関連する政策動向を説明できる 

・ 衛生行政の概要と政策動向を説明できる。 

・ 医療保険制度(診療報酬に関する内容を含む)の特徴や仕組みを説明できる。 

・ 保健医療サービスにおける専門職(医師、歯科医師、歯科衛生士、歯科技工士、看護師、保健師、医療ソーシャルワーカー、他の医

療技術職)の役割を説明できる。 

・ 保健医療サービスにおける多職種連携やチームアプローチを説明できる。 

・ インフォームドコンセントの概要(関連制度、自己決定・自立尊重原理など)を説明できる。 

・ 災害時の保健医療サービスにおける多職種連携やチームアプローチを説明できる。 

 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1 11/7 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

保健医療サービス関連

の法・制度1 
憲法・医療法などの基本法規と保

健医療制度 
五十嵐 公 

2 11/7 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

保健医療サービス関連

の法・制度2 
保健医療サービスの制度・政策 五十嵐 公 

3 11/7 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

保健医療サービス関連

の法・制度3 
母子保健の関連法規、制度・政策 品田 佳世子 

4 11/7 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

保健医療サービス関連

の法・制度4 
保健医療サービス従事者の関係

法規と資格制度 
北原 稔 

5 11/7 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

保健医療サービス関連

の法・制度5 
健康増進法の概要と制度・政策 北原 稔 

6 11/7 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

保健医療サービス関連

の法・制度6 
地域保健の概要と関連法規と制

度・政策 
北原 稔 

7 12/12 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

保健医療サービス関連

の法・制度7 
学校保健の関連法規、制度・政策 品田 佳世子 

8 12/12 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

保健医療サービス関連

の法・制度8 
産業保健の概要と関連法規、制

度・政策 
品田 佳世子 

9 12/12 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

保健医療サービス関連

の法・制度9 
成人・高齢者保健の関連法規と制

度・政策 
品田 佳世子 

113



10-11 12/19 14:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

保健医療サービス関連

の法・制度10 
精神保健の概要と関連法規およ

び制度・政策 
美濃 由紀子 

12 12/19 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

保健医療サービス関連

の政策動向1 
高齢者福祉・介護と保健医療サー

ビス 
古屋 純一 

13 1/16 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

医療保険制度1 医療保険の種類とプロセス 五十嵐 公 

14 1/16 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

医療保険制度2 出来高払い・包括払いの制度と特

徴 
五十嵐 公 

15 1/16 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

医療保険制度3 診療報酬制度の概要 五十嵐 公 

16 1/23 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

保健医療サービス関連

の政策動向2 
歯科口腔保健の推進と保健医療

サービス 
矢澤 正人 

17 1/23 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

衛生行政1 国・都道府県・市町村の衛生行政 矢澤 正人 

18 1/23 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

衛生行政2 衛生行政と保健事業の実際およ

び衛生行政の政策動向と今後の

課題 

矢澤 正人 

19 1/30 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

保健医療サービスにお

ける専門職1 
保健医療サービスにおける医療

専門職の役割 
古屋 純一 

20-21 1/30 10:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

保健医療サービスにお

ける専門職2 
病院におけるＭＳＷの役割、医療

チームアプローチと多職種連携 
山田 麻記子 

22 2/6 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

医療保険制度4 医療費減免等の諸制度（高額療養

費制度など） 
五十嵐 公 

23-24 2/6 10:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

保健医療サービスにお

ける専門職3 
災害時におけるＭＳＷの役割 山田 美代子 

25 2/13 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

医療保険制度5 医療費に関する政策動向と今後

の課題 
五十嵐 公 

26-27 2/13 10:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

保健医療サービスにお

ける専門職4 
被災地医療機関と受入れ医療機

関との連携 
山田 美代子 

28-29 2/13 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

保健医療サービス関連

の政策動向3 
障害者福祉・児童福祉と保健医療

サービス 
岡光 基子 

30 2/13 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

インフォームドコンセン

トの概要 
関連諸制度、自己決定・自立尊重

の原理について 
古屋 純一 
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成績評価の方法 

提出レポート、期末の記述試験で総括的評価を行う。出席状況および授業態度を総括的評価する。随時の小テスト等で形成的評価を

行う。 

準備学習などについての具体的な指示 

授業内容をシラバスで確認の上、あらかじめ参考書や関連する Website を参照し、授業に関連する事項について、各自で事前学習し

ておくこと。 

参考書 

歯・口腔の健康と予防に関わる人間と社会の仕組み 歯科衛生士と法律・制度：医歯薬出版，2015 

歯・口腔の健康と予防に関わる人間と社会の仕組み 保健生態学：医歯薬出版，2014 

新・社会福祉士養成講座 保健医療サービス／社会福祉士養成講座編集委員会 編,：中央法規出版，2012 

連絡先 

古屋 純一:furuya.ohcw@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

古屋 純一:随時（事前にメールでアポイントすること） 1号館8階818B 
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時間割番号 022031 

科目名 臨床歯科医学 

担当教員 荒川 真一 

開講時期 ２年通年 対象年次 2〜3 単位数 8 

科目名：臨床歯科医学 

時間数：30時間 

授業形態：演習・講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

保存系歯科医学の内容を理解し、保存系歯科医療におけるチームアプローチを実践するために必要な知識を修得する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・歯の硬組織疾患を説明する。 

・う蝕のリスクファクターと診断法、病理と処置法を説明する。 

・窩洞の分類と修復物の理想的臨床形態を説明する。 

・コンポジットレジン修復を説明する。 

・歯科用セメントの種類と使用目的を説明する。 

・アマルガム修復を説明する。 

・メタルインレー修復を説明する。 

・審美的間接法修復を説明する。 

・う蝕の保存修復治療に必要な器具、器材、前準備、ならびに術後管理を説明する。 

・歯髄保存療法の種類、目的、器具、器材、前準備、術後管理を説明する。 

・歯髄除去療法の種類、目的、器具、器材、前準備、術後管理を説明する。 

・感染根管治療の種類、目的、器具、器材、前準備、術後管理を説明する。 

・根管充填法の種類、目的、器具、器材、前準備、術後管理を説明する。 

・外科的歯内治療の種類、目的、器具、器材、前準備、術後管理を説明する。 

・歯周基本治療の種類、目的、器具、器材、前準備、術後管理を説明する。 

・外科的歯周治療の種類、目的、器具、器材、前準備を説明する。 

・歯周治療におけるメインテナンスの内容、目的、器具、器材、前準備、術後管理を説明する。 

成績評価の方法 

・提出レポート、期末の客観試験、論述試験で総括的評価を行う。 

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。 

・随時の小テスト等で形成的評価を行い、授業態度等も総括的評価に加える。 

・提出レポート、課題発表等で総括的評価を行う。 

・講義、グループ討論、発表の態度等を総括的評価に加味する。 

準備学習などについての具体的な指示 

 

教科書 

歯周疾患／申基哲, 松井恭平, 白鳥たかみ 編,：医歯薬出版，2006 

：医歯薬出版 

参考書 

微生物学 : 疾病の成り立ち及び回復過程の促進 2／木村重信 ほか著,：医歯薬出版，2011 

目で見るペリオドンタルインスツルメンテーション／Jill S.Nield-Gehrig 著,和泉雄一, 吉田直美, 小森朋栄 監訳,：医歯薬出版，2010 

・新歯科衛生士教本「歯科診療補助 歯科器械の知識と取り扱い」 全国歯科衛生士教育協議会編 医歯薬出版 

・沼部幸博監修：新人歯科衛生士のためのペリオドンタルインスツルメンテーション．クインテッセンス出版 

・日本歯周病学会編：歯科衛生士のための歯周治療ガイドブック．医歯薬出版 

・最新歯科衛生士教本「歯周疾患 歯周治療」 全国歯科衛生士教育協議会 監修 医歯薬出版 （この書籍は必ず購入してください：荒

川） 

・最新歯科衛生士教本「微生物学」 全国歯科衛生士教育協議会 監修 医歯薬出版 
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・「ザ・ペリオドントロジー」和泉雄一、沼部幸博、山本松男、木下淳博 編 永末書店 

・新歯科衛生士教本「保存修復学・歯内療法学」 全国歯科衛生士教育協議会編 医歯薬出版 

・接着ここが知りたい歯科衛生士編 日本接着歯学会編 口腔保健協会 

・保存修復学２１ 田上順次、千田彰、奈良陽一郎、桃井保子 永末書店 

備考 

・事前に資料の配布、e-learningへのアップロード等があった場合には、各自予習して授業に臨むこと。 

連絡先 

s-arakawa.ltoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

随時 
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時間割番号 022032 

科目名 歯科保存学 

担当教員 荒川 真一, 島田 康史, 興地 隆史, 海老原 新 

開講時期 前期 対象年次 2   

科目名：臨床歯科医学 

時間数：30時間 

授業形態：演習・講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

保存系歯科医学の内容を理解し、保存系歯科医療におけるチームアプローチを実践するために必要な知識を修得する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・歯の硬組織疾患を説明する。 

・う蝕のリスクファクターと診断法、病理と処置法を説明する。 

・窩洞の分類と修復物の理想的臨床形態を説明する。 

・コンポジットレジン修復を説明する。 

・歯科用セメントの種類と使用目的を説明する。 

・アマルガム修復を説明する。 

・メタルインレー修復を説明する。 

・審美的間接法修復を説明する。 

・う蝕の保存修復治療に必要な器具、器材、前準備、ならびに術後管理を説明する。 

・歯髄保存療法の種類、目的、器具、器材、前準備、術後管理を説明する。 

・歯髄除去療法の種類、目的、器具、器材、前準備、術後管理を説明する。 

・感染根管治療の種類、目的、器具、器材、前準備、術後管理を説明する。 

・根管充填法の種類、目的、器具、器材、前準備、術後管理を説明する。 

・外科的歯内治療の種類、目的、器具、器材、前準備、術後管理を説明する。 

・歯周基本治療の種類、目的、器具、器材、前準備、術後管理を説明する。 

・外科的歯周治療の種類、目的、器具、器材、前準備を説明する。 

・歯周治療におけるメインテナンスの内容、目的、器具、器材、前準備、術後管理を説明する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1 4/8 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯周病の病因・歯周治

療 
歯周病・歯周治療の概説、歯周病

の病因 
荒川 真一 

2 4/8 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯周病の病因・歯周治

療 
歯周病・歯周治療の概説、歯周病

の病因 
荒川 真一 

3 4/15 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯周組織,歯周組織検査

と診断 
歯周組織診査の種類、目的、器

具、器材、準備 
荒川 真一 

4 4/15 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯周組織,歯周組織検査

と診断 
歯周組織診査の種類、目的、器

具、器材、準備 
荒川 真一 

5 4/22 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

スケーリング・ルートプ

レーニング 
歯周基本治療としてのスケーリン

グ・ルートプレーニング、目的、器

具、器材、準備、術後管理 

荒川 真一 

6 4/22 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

スケーリング・ルートプ

レーニング 
歯周基本治療としてのスケーリン

グ・ルートプレーニング、目的、器

具、器材、準備、術後管理 

荒川 真一 
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7 5/6 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯周外科手術、咬合調

整と固定 
歯周外科手術、咬合調整と固定の

種類、目的、器具、器材、準備、術

後管理 

荒川 真一 

8 5/6 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯周外科手術、咬合調

整と固定 
歯周外科手術、咬合調整と固定の

種類、目的、器具、器材、準備、術

後管理 

荒川 真一 

9 5/13 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

根分岐部病変・習癖・治

療計画とケーススタディ 
根分岐部病変、習癖などについ

て、歯周治療の計画とメインテナ

ンスの内容、目的、器具、器材、準

備、術後管理、歯周治療における

診療の流れと器材の準備 

荒川 真一 

10 5/13 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

根分岐部病変・習癖・治

療計画とケーススタディ 
根分岐部病変、習癖などについ

て、歯周治療の計画とメインテナ

ンスの内容、目的、器具、器材、準

備、術後管理、歯周治療における

診療の流れと器材の準備 

荒川 真一 

11 5/20 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

保存修復治療 歯の構造と硬組織疾患、う蝕のリ

スクファクターと診断、う蝕の病理

と処置法、窩洞の分類、修復物の

形態修復学 

島田 康史 

12 5/20 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

保存修復治療 歯の構造と硬組織疾患、う蝕のリ

スクファクターと診断、う蝕の病理

と処置法、窩洞の分類、修復物の

形態修復学 

島田 康史 

13 5/27 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

成形充填修復１ 成形充填修復治療の流れ、コンポ

ジットレジン修復 
島田 康史 

14 5/27 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

成形充填修復１ 成形充填修復治療の流れ、コンポ

ジットレジン修復 
島田 康史 

15 6/3 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

成形充填修復２ 歯科用セメント（グラスアイオノマ

ーセメント修復）、アマルガム修復 
島田 康史 

16 6/3 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

成形充填修復２ 歯科用セメント（グラスアイオノマ

ーセメント修復）、アマルガム修復 
島田 康史 

17 6/10 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

鋳造修復 間接法修復治療の流れ、メタルイ

ンレー修復、審美的間接法修復 
島田 康史 

18 6/10 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

鋳造修復 間接法修復治療の流れ、メタルイ

ンレー修復、審美的間接法修復 
島田 康史 

19 6/17 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯内治療 歯内治療概説、歯髄保存療法の種

類、目的、器具、器材、準備、術後

管理、ラバーダム防湿、隔壁 

竹田 淳志 

20 6/17 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯内治療 歯内治療概説、歯髄保存療法の種

類、目的、器具、器材、準備、術後

管理、ラバーダム防湿、隔壁 

竹田 淳志 
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21 6/23 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

ケーススタディ う蝕の保存修復歯科治療における

診療の流れと器材の準備、治療計

画とメインテナンス 

島田 康史 

22 6/23 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

ケーススタディ う蝕の保存修復歯科治療における

診療の流れと器材の準備、治療計

画とメインテナンス 

島田 康史 

23 7/7 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯髄除去療法 歯髄除去療法の種類、目的、器

具、器材、準備、術後管理 
竹田 淳志 

24 7/7 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯髄除去療法 歯髄除去療法の種類、目的、器

具、器材、準備、術後管理 
竹田 淳志 

25 7/14 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

感染根管治療 感染根管治療の種類、目的、器

具、器材、準備、術後管理 
竹田 淳志 

26 7/14 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

感染根管治療 感染根管治療の種類、目的、器

具、器材、準備、術後管理 
竹田 淳志 

27 7/21 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

根管充填法 根管充填法の種類、目的、器具、

器材、準備、術後管理、および外

科的歯内治療の種類、目的、器

具、器材、準備、術後管理 

竹田 淳志 

28 7/21 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

根管充填法 根管充填法の種類、目的、器具、

器材、準備、術後管理、および外

科的歯内治療の種類、目的、器

具、器材、準備、術後管理 

竹田 淳志 

29 7/28 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

ケーススタディ 歯内治療における診療の流れと

器材の準備 
竹田 淳志 

30 7/28 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

ケーススタディ 歯内治療における診療の流れと

器材の準備 
竹田 淳志 

 

成績評価の方法 

・提出レポート、期末の客観試験、論述試験で総括的評価を行う。 

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。 

・随時の小テスト等で形成的評価を行い、授業態度等も総括的評価に加える。 

・提出レポート、課題発表等で総括的評価を行う。 

・講義、グループ討論、発表の態度等を総括的評価に加味する。 

準備学習などについての具体的な指示 

 

試験の受験資格 

規定にの出席日数（2/3以上）を満たす。 

構成ユニット 

保存修復学、歯周病学、歯内療法学 

モジュールの単位判定 

期末試験結果および出席状況を勘案して決定する。 

参考書 

・新歯科衛生士教本「歯科診療補助 歯科器械の知識と取り扱い」 全国歯科衛生士教育協議会編 医歯薬出版 

・沼部幸博監修：新人歯科衛生士のためのペリオドンタルインスツルメンテーション．クインテッセンス出版 
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・日本歯周病学会編：歯科衛生士のための歯周治療ガイドブック．医歯薬出版 

・最新歯科衛生士教本「歯周疾患 歯周治療」 全国歯科衛生士教育協議会 監修 医歯薬出版 （この書籍は必ず購入してください：荒

川） 

・最新歯科衛生士教本「微生物学」 全国歯科衛生士教育協議会 監修 医歯薬出版 

・「ザ・ペリオドントロジー」和泉雄一、沼部幸博、山本松男、木下淳博 編 永末書店 

・新歯科衛生士教本「保存修復学・歯内療法学」 全国歯科衛生士教育協議会編 医歯薬出版 

・接着ここが知りたい歯科衛生士編 日本接着歯学会編 口腔保健協会 

・保存修復学２１ 田上順次、千田彰、奈良陽一郎、桃井保子 永末書店 

履修上の注意事項 

教本、WebClass等を用い事前学習をし、また講義終了後復習を行うこと。 

備考 

・事前に資料の配布、e-learningへのアップロード等があった場合には、各自予習して授業に臨むこと。 

連絡先 

荒川 真一:s-arakawa.ltoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

荒川 真一:随時 
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時間割番号 022033 

科目名 小児歯科学 

担当教員 荒川 真一, 近藤 圭子 

開講時期 1.5通年(秋) 対象年次 2〜3   

科目名：臨床歯科医学 

時間数：2学年15時間、3学年15時間 

授業形態：演習・講義 

主な講義場所 

2年 口腔保健学科第4講義室、修士課程講義室 

3年 口腔保健学科第3講義室 

授業の目的、概要等 

2年：小児の心身の成長・発達をふまえ、発達期口腔保健の意義および発達期口腔疾患の特徴、予防・治療法を理解する。 

3年：障害児･者に対して、口腔保健の立場から支援する際に必要な知識、技術を習得する。 

授業の到達目標(SB0s) 

2年 

・ 出生から青少年期までの心身の成長・発達を理解する。 

・ 小児の情緒と社会性の発達を理解する。 

・ 小児の健康を育む食生活と支援の重要性を理解する。 

・ 歯の萌出と乳歯･幼若永久歯の特徴を理解する。 

・ 顎・顔面頭蓋の成長過程を理解する。 

・ 歯列咬合の発育過程を理解する。 

・ 小児期の口腔疾患とその治療法、チーム医療を理解する。 

・ 歯科治療時の小児の行動への対応法を理解する。 

・ 小児に特有な心身の問題とその解決策を概説できる。 

3年 

・障害とは何かを理解し、種々の障害の定義を説明できる。 

・障害児･者の口腔内の特徴と歯科疾患罹患状況を説明できる。 

・障害児･者の歯科治療時における行動への対応法を概説する。 

・障害児･者の歯科治療におけるチーム医療を概説する。 

・障害児･者の一次、二次、三次歯科医療体制を概説する。 

・障害児･者の口腔健康教育の実際を説明できる。 

・発音機能の発達とその異常を概説する。 

・構音障害の訓練法を概説する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1-2 10/12 10:00-11:50 修士課程

講義室 
小児歯科と成長発育、機

能・情緒・社会性の発達 
成長発育の特徴、身体の発育とそ

の評価、器官の発育、運動・感覚

機能の発達、情緒・社会性の発達 

宮新 美智世 

3-4 10/19 10:00-11:50 修士課程

講義室 
小児の生理的特徴、摂

食機能と言語の発達 
原始反射、哺乳に関する反射、小

児の生理的特徴、栄養摂取と摂食

機能の発達、哺乳期、離乳期、幼

児期、児童・生徒期、発達期の食

の問題、言語の基礎知識、言語の

発達、発達期にみられる構音障害 

宮新 美智世 

5-6 10/26 10:00-11:50 修士課程

講義室 
顎・頭蓋・顔面、歯列・咬

合の発達 
頭蓋の構成要素と相対的発育、頭

蓋発育の機構と評価法、側貌頭部

エックス線規格写真計測による日

本人小児の平均身長、歯列咬合

の発育（無歯期、乳歯萌出期、乳

宮新 美智世 
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歯列期、混合歯列前期、混合歯列

後期、永久歯列期）、歯列発育の

評価法 
7-8 11/2 10:00-11:50 修士課程

講義室 
発達期の口腔疾患と歯

科的対応 
乳歯・幼若永久歯の特徴、歯・歯

数・萌出の異常、乳歯う蝕の特徴、

小児う蝕の実態、重症乳歯う蝕の

為害作用、青少年期のう蝕、発達

期の歯周疾患、不正咬合、口腔軟

組織疾患の原因と予防、不良習

癖、咬合誘導 

宮新 美智世 

9-10 11/9 10:00-11:50 修士課程

講義室 
小児歯科治療時の小児

行動への対応法 
小児の歯科診療時の留意事項（診

療環境の整備、小児歯科治療三

角、コミュニケーションの確立）、

小児の情動の特徴、行動変容法、

強制的な行動抑制 

宮新 美智世 

11-12 11/16 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

小児歯科の症例紹介 小児歯科治療における歯科医療

従事者の役割・チーム医療 
宮新 美智世 

13 11/16 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

小児の成長発達と介入

の実際 
 近藤 圭子 

14-15 11/30 10:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

発達期の口腔疾患と歯

科的対応(臨床） 
小児歯科臨床における疾患の予

防と治療、管理 
宮新 美智世 

 

成績評価の方法 

出席状況、レポート・試験等により総括評価を行う。 

準備学習などについての具体的な指示 

 

試験の受験資格 

歯学部の規定の準ずる 

構成ユニット 

2年次 小児歯科学 

3年次 障害者歯科学 

教科書 

小児歯科学／高木裕三, 田村康夫, 井上美津子, 白川哲夫 編,：医歯薬出版，2011 

参考書 

小児歯科／大嶋隆 ほか著,：医歯薬出版，2009 

障害者歯科／向井美惠 ほか 著,：医歯薬出版，2013 

・全国歯科衛生士教育協議会監修 最新歯科衛生士教本「歯科予防処置論・歯科保健指導論」医歯薬出版 

・前田隆秀、朝田芳信、田中光郎他 ｢小児の口腔科学｣ 学建書院 

・「国民衛生の動向 2014・2015年」 厚生統計協会 

・「平成26年版 青少年白書」 内閣府 

・「平成26年版 食育白書」 内閣府 

連絡先 

荒川 真一:s-arakawa.ltoh@tmd.ac.jp 

近藤 圭子:solan.ltoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

荒川 真一:随時 

近藤 圭子:随時（メール等で連絡の上、約束してから来室してください） 
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時間割番号 022034 

科目名 歯科補綴学 

担当教員 古屋 純一 

開講時期 後期 対象年次 2   

主な講義場所 

１号館西 口腔保健学科 第４講義室 

授業の目的、概要等 

補綴歯科医療と補綴装置の特徴を理解するとともに、補綴装置の使用における口腔の健康管理の知識を習得する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・補綴歯科治療の意義と目的、種類と特徴を説明する。 

・補綴歯科治療に関連する顎口腔系の機能と形態を説明する。 

・冠橋義歯の種類・特徴を説明し、制作過程を概説する。 

・有床義歯の種類・特徴を説明し、制作過程を概説する。 

・補綴装置使用時における口腔の健康法管理を説明する。 

・超高齢社会の補綴歯科治療の特徴を説明する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1 10/4 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

補綴歯科治療の基礎 意義と目的、補綴装置の役割、補

綴装置の種類と特徴、材質の相違

が口腔に及ぼす影響 

古屋 純一 

2 10/11 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

冠橋義歯の種類と特徴

1 
咀嚼効率と食事、様々なクラウン

とその特徴1 
駒田 亘 

3 10/18 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

冠橋義歯の種類と特徴

2 
様々なクラウンとその特徴2、冠

橋義歯の材質 
駒田 亘 

4 10/25 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

冠橋義歯の種類と特徴

3 
ブリッジとポンティックの種類と特

徴 
駒田 亘 

5 11/1 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

冠橋義歯による治療1 冠橋義歯の印象採得と咬合採得、

テンポラリークラウン、冠橋義歯

の装着、仮着と合着 

駒田 亘 

6-7 11/8 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

冠橋義歯による治療2 冠橋義歯のケア、クラウンブリッジ

の失敗症例と対応方法 冠橋義歯

の管理 

駒田 亘 

8-9 11/15 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

全部床義歯による治療

1 
全部床義歯の印象採得と咬合採

得 
鈴木 哲也 

10-11 11/22 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

部分床義歯による治療

1 
部分床義歯の印象採得と咬合採

得の特徴、歯根膜負担と粘膜負担 
和田 淳一郎 

12-13 11/29 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

全部床義歯による治療

2 
全部床義歯の装着と管理、ケア 鈴木 哲也 

14 12/13 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

部分床義歯による治療

2 
部分床義歯の構成要素と管理、ケ

ア 

 

 

和田 淳一郎 
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15 12/20 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

超高齢社会の補綴歯科

治療、まとめ 
高齢者の補綴歯科治療の特徴、こ

れまでのまとめ 
古屋 純一 

 

成績評価の方法 

提出レポート、期末の記述試験で総括的評価を行う。出席状況および授業態度を総括的評価する。随時の小テスト等で形成的評価を

行う。 

準備学習などについての具体的な指示 

授業内容をシラバスで確認の上、あらかじめ参考書や関連する Website を参照し、授業に関連する事項について、各自で事前学習し

ておくこと。 

教科書 

授業は配布するプリントを中心に行う 

参考書 

咀嚼障害・咬合異常／全国歯科衛生士教育協議会 監修,赤川安正 ほか著,：医歯薬出版，2009 

歯科補綴学専門用語集 = The Glossary of Prosthodontic Terms／日本補綴歯科学会 編,：医歯薬出版，2015 

よい義歯だめな義歯 : 鈴木哲也のコンプリートデンチャー17のルール／鈴木哲也 著,：クインテッセンス出版，2011 

スタンダード部分床義歯補綴学／藍稔, 五十嵐順正 編集・執筆,：学建書院，2010 

部分床義歯のトラブル解消法 : 患者さんと一緒に調整する部分床義歯の修理調整法／細見洋泰 著,：クインテッセンス出版，2008 

クラウンブリッジ補綴学／矢谷博文, 三浦宏之, 細川隆司, 小川匠 編集,：医歯薬出版，2014 

義歯のケア-歯科衛生士のための副読本-(日本義歯ケア学会監修) 濱田泰三、水口俊介、 秋葉徳寿ほか編 デンタルダイヤモンド社 

連絡先 

古屋 純一:furuya.ohcw@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

古屋 純一:随時（事前にメールでアポイントすること）  
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時間割番号 022035 

科目名 口腔外科・歯科麻酔学 

担当教員 荒川 真一, 山口 聰, 宮本 智行 

開講時期 後期 対象年次 2   

科目名：臨床歯科医学 

時間数：30時間 

授業形態：演習・講義 

主な講義場所 

口腔保健学科口腔保健衛生学専攻 第4講義室 

授業の目的、概要等 

・口腔外科・歯科麻酔科のチーム医療を行うにあたって必要な基礎的知識を修得する。 

・歯科治療における全身管理、精神鎮静法、局所麻酔および全身麻酔の基本を理解する。 

・救命救急処置の補助に対応するために必要なバイタルサインの測定や処置器材の使用法を修得する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・ 顎顔面口腔に症状を現す先天異常と発育異常を列挙し、治療法を説明できる。 

・ 顎口腔領域の炎症の診断および治療法を説明する。 

・ 顎口腔領域の損傷の診断および治療法を説明する。 

・ 顎口腔領域の嚢胞の診断および治療法を説明する。 

・ 口腔粘膜疾患の診断および治療法を説明する。 

・ 唾液腺疾患の病因と病態について説明する。 

・ 顎口腔領域の腫瘍の診断および治療法を説明する。 

・ 顎口腔領域の神経疾患の診断および治療法を説明する。 

・ 顎口腔領域の血液疾患、出血性素因について説明する。 

・ 顎関節疾患の病因、病態、診断および治療法を説明する。 

・ 口腔外科疾患に関連する補綴治療について説明する。 

・ 麻酔法を説明する。 

・ 口腔外科・歯科麻酔科のチーム医療について説明する。 

・ 口腔の健康維持のために、治療後のセルフケアについて説明する。 

歯科麻酔 

・麻酔の目的について説明できる。 

・局所麻酔薬の薬理学的作用と局所麻酔法や施術時の注意点を説明できる。 

・全身麻酔の適応症と種類について説明できる。 

・バイタルサインを列挙し、説明できる。 

・ 安全で快適な歯科治療のための各種方法を説明できる。 

・歯科治療時の偶発症とその対策について説明できる。 

救命救急処置 

１）全身管理 

 ①バイタルサインの項目や測定法を説明できる。 

 ② バイタルサインの測定を実施できる。 

２）救命救急処置 

 ① 一次救命処置の手順を説明できる。 

 ② 一次救命処置に用いる器材を説明し、準備ができる。 

 ③ 二次救命処置の手順を説明できる。 

 ④ 二次救命処置に用いる器材を説明し、準備ができる。 

 ⑤ AEDの取り扱いを実施できる。 

 ⑥ 神経性ショックを説明し、患者対応ができる。 

 ⑦ 過換気症候群を説明し、患者対応ができる。 
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授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1 10/4 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

口腔外科概説 口腔外科とは、口腔外科疾患の種

類、口腔外科診断法 
山口 聰 

2 10/4 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

先天異常 顎口腔領域の先天異常 山口 聰 

3 10/4 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

発育異常 顎口腔領域の発育異常 山口 聰 

4 10/5 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

口腔外科手術総論 手術の適否、消毒滅菌（器械材料

の消毒、手術室の消毒、手指の消

毒、手術野の消毒） 

山口 聰 

5 10/11 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

外傷 顎口腔領域の外傷 山口 聰 

6 10/11 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

炎症 顎口腔領域の炎症、歯性炎症 山口 聰 

7 10/11 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

嚢胞 顎口腔領域の嚢胞：軟組織の嚢

胞、顎骨の嚢胞、歯原性嚢胞 
山口 聰 

8 10/12 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

診療補助法総論・診療補

助各論 
抜歯、種類、適応、方法、必要器

材、術前の注意事項、術後管理、

術後の説明、診療補助の要点等 

山口 聰 

9 10/18 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

顎関節疾患 顎関節症 山口 聰 

10 10/18 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

顎関節疾患 顎関節症以外の疾患 山口 聰 

11 10/18 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

良性腫瘍・腫瘍類似疾患 歯原性腫瘍、非歯原性腫瘍、エプ

ーリス 
山口 聰 

12 10/19 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

口腔外科小手術 種類、適応、方法、必要器材、術前

の注意事項、術後管理、術後の説

明、診療補助の要点等 

山口 聰 

13 10/25 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

悪性腫瘍 癌、肉腫、再建手術 山口 聰 

14 10/25 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

口腔粘膜疾患 口腔粘膜疾患の診断と治療 山口 聰 

15 10/25 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

口腔顎顔面の神経疾

患、唾液腺疾患 
口腔顎顔面の神経疾患、唾液腺疾

患 

 

 

山口 聰 
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16 10/26 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

口腔外科手術患者の口

腔ケア 1 
口腔癌患者の口腔保健学的問題

点と対応法 
山口 聰 

17 11/1 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

血液疾患、出血性素因 顎口腔領域の出血性疾患 山口 聰 

18 11/1 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

代謝性疾患の口腔症状    

症候群 
代謝性疾患の口腔症状、口腔顎顔

面領域に関連した症候群および疾

患 

山口 聰 

19 11/1 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

口腔外科と補綴治療 口腔外科疾患術後患者に対する

補綴治療、補綴に関連した口腔外

科手術 

山口 聰 

20 11/2 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

口腔外科手術患者の口

腔ケア 2 
口唇口蓋裂・顎変形症・顎骨骨折

患者の口腔保健学的問題点と対

応法 

山口 聰 

21 1/18 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯科麻酔学概論 歯科麻酔学概論 宮本 智行 

22 1/18 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

全身状態評価・バイタル

サイン 
全身状態評価・バイタルサイン 宮本 智行 

23-24 1/25 09:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

局所麻酔法 局所麻酔法 宮本 智行 

25-26 2/1 09:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

全身麻酔法 全身麻酔法 宮本 智行 

27-28 2/8 09:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

精神鎮静法 精神鎮静法 宮本 智行 

29-30 2/15 09:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

ペインクリニック・心肺蘇

生法 
ペインクリニック・心肺蘇生法 宮本 智行 

 

成績評価の方法 

・2学年後期末に試験を行う。 

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。 

・受験資格は、東京医科歯科大学歯学部試験規則第11条に準ずる。 

準備学習などについての具体的な指示 

あらかじめ教科書等を参考に学習しておくこと。 

試験の受験資格 

講義出席率2/3以上を以て、受験資格とする。 

構成ユニット 

口腔外科学、歯科麻酔学 

モジュールの単位判定 

期末試験及び出席状況を勘案して決定する。 

教科書 

歯科衛生士のための口腔外科学／古森孝英 編著,：永末書店，2011 

口腔外科学・歯科麻酔学／池邉哲郎, 升井一朗, 吉増秀實, 伊賀弘起 編,：クインテッセンス出版，2013 
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参考書 

・最新歯科衛生士教本「口腔外科・歯科麻酔」 歯科衛生士教育協議会監修 医歯薬出版 2011年 

・新・歯科衛生士教育マニュアル 「口腔外科学・歯科麻酔学」 クインテッセンス,2013年 

・「歯科衛生士のための口腔外科学」 古森孝英 編著 永末書店 

・「臨床病態学 3」北村 聖 総編集 ヌーヴェルヒロカワ 

・「医療従事者のためのカラーアトラス：口腔外科疾患」 道 健一 編 永末書店 

・「最新口腔外科学 第4版(総論,各論)」 塩田重利、富田喜内 監修 医歯薬出版 

履修上の注意事項 

事前に資料の配布・アップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。 

備考 

事前に資料の配布・アップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。 

 

 

連絡先 

荒川 真一:s-arakawa.ltoh@tmd.ac.jp 

山口 聰:yamachan.mfs@tmd.ac.jp 

宮本 智行:to-miyamo.anph@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

荒川 真一:随時 

山口 聰:月・水 １７：００－１８：００ 

宮本 智行:火  １７：００－１８：００ 
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時間割番号 022037 

科目名 口腔疾患予防学の基礎 

担当教員 品田 佳世子, 安田 昌代 

開講時期 通年 対象年次 2   

科目名：口腔疾患予防学 

時間数：135時間 

授業形態：実習・講義 

主な講義場所 

口腔保健学科第4講義室・臨床基礎実習室・相互実習室 

授業の目的、概要等 

・歯・口腔の健康状態を維持するための要因と、予防可能な口腔疾患の種類、その原因と予防について理解する。 

・歯・口腔の状態把握および歯科予防処置の基本的知識と技術を修得する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・歯・口腔の健康と予防の定義について説明できる。 

・歯・口腔の健康と予防の方法と健康づくりについて説明できる。 

・セルフケア、プロフェッショナルケア、コミュニティーケアの内容を説明できる。 

・歯・口腔の付着物、沈着物について説明できる。 

・口腔清掃について説明できる。 

・プラークコントロールについて説明できる。 

・歯磨剤や洗口剤について説明できる。 

・歯周病の症状、種類、検査を説明できる。 

・歯周病の予防について説明できる。 

・う蝕発生のメカニズムについて説明できる。 

・う蝕の発生要因とう蝕活動性試験について説明できる。 

・フッ化物の応用とう蝕予防効果について説明できる。 

・フッ化物の代謝や毒性について説明できる。 

・歯質損耗(tooth wear)の症状、種類、予防、治療法を説明できる。 

・口臭の分類、原因、予防、処置について説明できる。 

・生体への配慮(器具の消毒・滅菌、感染予防、手指消毒法、偶発事故の防止)の基本を実践しながら、歯科予防処置を実施できる。 

・歯科予防処置のうち、歯石除去・歯面清掃・SRP・う蝕予防処置・フッ化物歯面塗布・フッ化物洗口を実施できる。 

・歯科衛生過程の基本的な実践方法を理解する。 

 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1-3 4/7 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

実習の進め方1 実習の目的と基本事項、実習使用

器材の準備（購入物品について） 
安田 昌代, 

近藤 圭子 

4-5 4/11 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯・口腔の健康と予防1

章総論①歯・口腔の健

康と予防 定義、基礎、

方法、健康づくり 

歯・口腔の健康と予防1章総論①

歯・口腔の健康と予防 定義、基

礎、方法、健康づくり 

品田 佳世子 

6-8 4/14 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

実習の基本1 インスツルメントの種類  マネキ

ンの取扱方法 
安田 昌代, 

近藤 圭子, 

小原 由紀 

9-10 4/18 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

③歯・口腔の付着物・沈

着物 
③歯・口腔の付着物・沈着物  品田 佳世子 
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11-13 4/21 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

実習の基本2 位置と姿勢、インスツルメント（診

査・検査器具、スケーラー）の把持

法と操作法 

安田 昌代, 

近藤 圭子, 

小原 由紀 

14-15 4/25 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

４章う蝕の予防 ①う蝕

発生のメカニズム ②う

蝕の発生要因 

４章う蝕の予防 ①う蝕発生のメカ

ニズム ②う蝕の発生要因 
品田 佳世子 

16-18 4/28 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

インスツルメンテーショ

ン 1 
インスツルメントの基本操作1 安田 昌代, 

近藤 圭子 

19-20 5/2 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

４章う蝕の予防 ③う蝕

活動性 ④う蝕の予防

法 

４章う蝕の予防 ③う蝕活動性 ④

う蝕の予防法 
品田 佳世子 

21-22 5/9 13:00-14:50 口腔保健

学科基礎

科学実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室 

う蝕活動試験（実習） う蝕活動性試験（実習） 品田 佳世子 

23-25 5/12 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

インスツルメンテーショ

ン 2 
スケーラーについて  スケーリン

グの基本操作 
近藤 圭子, 

安田 昌代 

26-27 5/16 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

５章フッ化物によるう蝕

予防 ①フッ化物の応

用、②一般性状 ③人間

生態系におけるフッ化

物 ④フッ化物摂取量と

その基準 

５章フッ化物によるう蝕予防 ①フ

ッ化物の応用、②一般性状 ③人

間生態系におけるフッ化物 ④フ

ッ化物摂取量とその基準 

品田 佳世子 

28-30 5/19 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

インスツルメンテーショ

ン 3 
前歯部のスケーリング 1 安田 昌代, 

近藤 圭子, 

大塚 紘未 

31-33 6/9 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

インスツルメンテーショ

ン 4 
前歯部のスケーリング 2 近藤 圭子, 

安田 昌代, 

大塚 紘未 

34-35 6/9 15:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室 

５章フッ化物によるう蝕

予防 ⑤フッ素の代謝 

⑥フッ化物の毒性 ⑦フ

ッ化物応用（実習含む） 

５章フッ化物によるう蝕予防 ⑤フ

ッ素の代謝 ⑥フッ化物の毒性 

⑦フッ化物応用（実習含む） 

品田 佳世子 

36-37 6/10 11:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

５章フッ化物によるう蝕

予防 ⑦フッ化物応用 
５章フッ化物によるう蝕予防 ⑦フ

ッ化物応用 
品田 佳世子 
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38-40 6/16 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

インスツルメンテーショ

ン 5 
前歯部のスケーリング 3 安田 昌代, 

近藤 圭子 

41 6/17 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

５章フッ化物によるう蝕

予防 ⑧フッ化物のう蝕

予防メカニズム⑨ライフ

ステージに応じたフッ化

物応用法 

５章フッ化物によるう蝕予防 ⑧フ

ッ化物のう蝕予防メカニズム⑨ラ

イフステージに応じたフッ化物応

用法 

品田 佳世子 

42-44 6/23 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

インスツルメンテーショ

ン 6 
臼歯部のスケーリング 1 安田 昌代, 

近藤 圭子, 

大塚 紘未 

45 6/24 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

６章 歯周疾患の予防 ６章 歯周疾患の予防 品田 佳世子 

46 6/24 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

３章 歯科疾患の疫学  

①う蝕の疫学 歯科のイ

ンデックス、歯科疾患実

態調査 

３章 歯科疾患の疫学  ①う蝕の

疫学 歯科のインデックス、歯科

疾患実態調査 

品田 佳世子 

47-49 6/30 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

インスツルメンテーショ

ン 7 
臼歯部のスケーリング 2 安田 昌代, 

近藤 圭子, 

大塚 紘未 

50 7/1 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

３章 歯科疾患の疫学  

②歯周疾患の疫学 歯

科のインデックス、歯科

疾患実態調査 

３章 歯科疾患の疫学  ②歯周疾

患の疫学 歯科のインデックス、

歯科疾患実態調査 

品田 佳世子 

51 7/1 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

３章 歯科疾患の疫学  

③その他の疫学 
３章 歯科疾患の疫学  ③その他

の疫学 
品田 佳世子 

52-54 7/7 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室 

７章その他の疾患・異常

の予防 ⑥口臭症につ

いて講義と実習 

７章その他の疾患・異常の予防 

⑥口臭症について講義と実習 
品田 佳世子 

55-56 7/8 11:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

７章その他の疾患・異常

の予防 ①〜⑤、⑦ 
７章その他の疾患・異常の予防 

①〜⑤、⑦ 
品田 佳世子 

57-59 7/14 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

インスツルメンテーショ

ン 8 
臼歯部のスケーリング 3 近藤 圭子, 

安田 昌代 

60 7/15 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

８章ライフステージごと

の口腔保健管理 
８章ライフステージごとの口腔保

健管理 
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61 7/15 13:00-13:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

８章ライフステージごと

の口腔保健管理 
８章ライフステージごとの口腔保

健管理 
品田 佳世子 

62-64 7/21 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

インスツルメンテーショ

ン 9 
臼歯部のスケーリング 4 安田 昌代, 

近藤 圭子 

65-67 7/27 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

インスツルメンテーショ

ン 10 
プロービング 近藤 圭子, 

小原 由紀, 

大塚 紘未 

68-70 7/28 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

スキル評価 シックルスケーラーの基本技術の

評価 
近藤 圭子, 

小原 由紀, 

大塚 紘未 

71 7/29 11:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

Ⅱ編 歯・口腔の健康と

予防のまとめ 
Ⅱ編 歯・口腔の健康と予防のま

とめ 
品田 佳世子 

72-74 10/3 13:00-15:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

SRP1  SRP2 キュレットスケーラーについて  

スケーリング・ルートプレーニング    

スケーリング、ルートプレーニン

グ 

近藤 圭子, 

安田 昌代 

75-76 10/6 13:00-14:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

SRP3 スケーリング、ルートプレーニン

グ 
近藤 圭子, 

安田 昌代, 

大塚 紘未 

77-78 10/13 13:00-14:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

SRP4 スケーリング、ルートプレーニン

グ 
近藤 圭子, 

安田 昌代, 

大塚 紘未 

79-81 10/17 13:00-15:50 口腔保健

学科相互

実習室 

SRP5 スケーリング、ルートプレーニン

グ 
近藤 圭子, 

安田 昌代, 

大塚 紘未 
82-85 10/24 13:00-16:50 口腔保健

学科相互

実習室 

シャープニング シャープニングの基本  シックル

スケーラー・グレーシーキュレット

のシャープニング 

近藤 圭子, 

安田 昌代 

86-87 10/27 13:00-14:50 口腔保健

学科相互

実習室 

歯面研磨1 歯面研磨に使用する器材と取扱い

方法 
近藤 圭子, 

安田 昌代 

88-89 11/8 10:00-11:50 口腔保健

学科相互

実習室 

歯面研磨2 歯面研磨の実際 近藤 圭子, 

安田 昌代 

90-93 11/28 13:00-16:50 口腔保健

学科相互

実習室 

相互実習1 アセスメント 1（医療面接、口腔内

診査、歯周組織検査） 
近藤 圭子, 

安田 昌代, 

田澤 千鶴 
94-97 12/1 13:00-16:50 口腔保健

学科臨床

相互実習2 アセスメント 2（医療面接、

PMI,PCR,OHI-S） 
近藤 圭子, 

安田 昌代, 
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基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室 

田澤 千鶴 

98-

101 
12/5 13:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室 

相互実習3 ハンドスケーリング(前歯) 近藤 圭子, 

安田 昌代, 

大塚 紘未 

102 12/13 11:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

診療の準備と管理 相互実習の振り返り 安田 昌代 

103 12/20 11:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

診療の準備と管理 相互実習の振り返り 安田 昌代 

104-

107 
12/22 13:00-16:50 口腔保健

学科相互

実習室 

相互実習4 ハンドスケーリング(前歯) 近藤 圭子, 

安田 昌代, 

田澤 千鶴 
108-

111 
1/12 13:00-16:50 口腔保健

学科相互

実習室 

相互実習5 ハンドスケーリング(臼歯) 安田 昌代, 

近藤 圭子, 

田澤 千鶴 
112-

114 
1/17 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

超音波スケーリング１ 超音波スケーラーについて 近藤 圭子, 

安田 昌代 

115-

118 
1/19 13:00-16:50 口腔保健

学科相互

実習室 

相互実習6 ハンドスケーリング(臼歯) 近藤 圭子, 

安田 昌代, 

田澤 千鶴 
119-

121 
1/24 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

超音波スケーリング 2 超音波スケーリングの実際 近藤 圭子, 

安田 昌代, 

大塚 紘未 

122-

125 
1/26 13:00-16:50 口腔保健

学科相互

実習室 

相互実習7 超音波スケーリング 近藤 圭子, 

安田 昌代, 

田澤 千鶴 
126-

129 
2/2 13:00-16:50 口腔保健

学科相互

実習室 

相互実習8 歯面研磨 近藤 圭子, 

安田 昌代, 

田澤 千鶴 
130-

133 
2/7 13:00-16:50 口腔保健

学科相互

実習室 

相互実習9 処置後の評価（医療面接、口腔内

観察、検査） 
近藤 圭子, 

安田 昌代, 

大塚 紘未 
 

成績評価の方法 

提出レポート、期末の客観試験、記述試験で総括的評価を行う。出席状況および授業態度を総括的評価に加味する。 
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準備学習などについての具体的な指示 

・事前に資料の配布、e-learningへのアップロードがあった場合は、各自予習して授業に臨むこと。 

試験の受験資格 

全講義の 2/3以上出席すること。 

実習は 3/4以上出席すること。 

教科書 

最新歯科衛生士教本 保健生態学 第2版／可児徳子, 松井恭平, 眞木吉信 編,：医歯薬出版，2015 

最新歯科衛生士教本 歯科予防処置論・歯科保健指導論／全国歯科衛生士教育協議会 監修,高阪利美 ほか著,：医歯薬出版，2011 

参考書 

・フッ化物応用の科学/日本口腔衛生学会フッ化物応用委員会 編 

・ずっとずっとじぶんの歯：児童・生徒向/丸森英史,竹内博朗 監修：少年写真新聞社,2007 

・歯が溶ける!：エロージョンの診断から予防まで/小林賢一 著：医歯薬出版,2009 

・口腔保健推進ハンドブック：地域を支えるオーラルヘルスプロモーション/深井穫博,池主憲夫,川口陽子,米山武義 編：医歯薬出

版,2009 

履修上の注意事項 

実習の際は身だしなみを整え、白衣を着用すること。 

備考 

担当教員：品田佳世子,大塚紘未（口腔疾患予防学分野） 

     遠藤圭子,小原由紀（口腔健康教育学分野） 

     近藤圭子（生涯口腔保健衛生学分野） 

     安田昌代（歯学部附属病院 口腔ケア外来） 

担当教員(非常勤)：田澤千鶴（口腔疾患予防学分野） 

連絡先 

品田 佳世子:shinada.pvoh@tmd.ac.jp 

安田 昌代:yasuda.ocsh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

品田 佳世子:随時 

安田 昌代:随時 
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時間割番号 022038 

科目名 医学一般Ⅰ 

担当教員 品田 佳世子 

開講時期 後期 対象年次 2   

科目名：口腔疾患予防学 

時間数：45時間 

授業形態：講義・演習 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

・基礎疾患をもつ患者に対して、適切な口保健活動を行うために必要な臨床医学の知識を習得するとともに、患者の QOL 向上に寄与

する継続的な口腔ケアのための多職種連携および多職種協働を検討する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・呼吸器疾患について学び、呼吸器疾患患者に対する適切な口腔ケアを検討できる。 

・循環器疾患について学び、循環器疾患患者に対する適切な口腔ケアを検討できる。 

・内分泌疾患について学び、内分泌疾患患者に対する適切な口腔ケアを検討できる。 

・消化器疾患について学び、消化器疾患患者に対する適切な口腔ケアを検討できる。 

・神経疾患について学び、神経変性疾患患者に対する適切な口腔ケアを検討できる。 

・腎臓疾患について学び、腎臓疾患患者に対する適切な口腔ケアを検討できる。 

・血液疾患について学び、血液疾患患者に対する適切な口腔ケアを検討できる。 

・膠原病について学び、膠原病患者に対する適切な口腔ケアを検討できる。 

・脳神経外科疾患について学び、脳神経外科疾患患者に対する適切な口腔ケアを検討できる。 

・消化器系外科疾患について学び、消化器系外科疾患患者に対する適切な口腔ケアを検討できる。 

・乳腺外科疾患について学び、乳腺外科疾患患者に対する適切な口腔ケアを検討できる。 

・整形外科疾患について学び、整形外科疾患患者に対する適切な口腔ケアを検討できる。 

・高齢者の健康評価法について学び、高齢者に対する適切な口腔ケアを検討できる。 

・産婦人科疾患および妊娠・出産について学び、産婦人科疾患患者および妊産婦に対する適切な口腔ケアを検討できる。 

・精神科疾患について学び、精神科疾患患者に対する適切な口腔ケアを検討できる。 

・総合病院における歯科口腔外科の役割を学び、継続的な口腔ケアを提供するための多職種連携を検討できる。 

・臨床医学を学び、継続的な口腔ケアを提供するための多職種連携と協働を検討する。 

 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1 10/5 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

内科1 高齢者の健康評価、老年症候群 下門 顯太郎 

2 10/5 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

内科２ 呼吸器疾患 土屋 公威 

3 10/12 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

演習 演習 品田 佳世子 

4 10/12 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

演習 演習 品田 佳世子 

5 10/19 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

演習 演習 品田 佳世子 
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6 10/19 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

演習 演習 品田 佳世子 

7 10/26 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

内科３ 消化管疾患 中村 哲也 

8 10/26 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

内科４ 肝・胆・膵疾患 新田 沙由梨 

9 11/2 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

内科5 神経疾患 赤座 実穂 

10 11/2 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

内科６ 腎臓内科疾患  

11 11/9 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

内科７ 血液疾患 山本 正英 

12 11/9 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

内科８ 膠原病・リウマチ 木村 直樹 

13-14 11/16 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

外科1 脳外科疾患 稲次 基希 

15 11/30 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

演習 演習 品田 佳世子 

16 11/30 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

演習 演習 品田 佳世子 

17 12/7 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

外科２ 食道・胃外科疾患 川田 研郎 

18 12/7 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

外科３ 肝胆膵外科疾患 落合 高徳 

19 12/13 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

内科９ 循環器疾患① 前嶋 康浩 

20-21 12/13 14:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

演習 演習 品田 佳世子 

22 12/14 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

外科４ 乳腺外科疾患 小田 剛史 

23 12/14 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

外科５ 大腸・肛門外科疾患 

 

 

 

石黒 めぐみ 
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24-25 12/21 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

外科６ 整形外科疾患① 吉井 俊貴 

26-27 1/11 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

外科７ 整形外科疾患② 渡邊 敏文 

28 1/17 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

婦人科１ 性感染症、避妊 増田 美香子 

29-30 1/17 14:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

婦人科２ 妊娠、出産、胎児の成長・発達、不

妊治療 
 

31-32 1/18 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

婦人科３ 婦人科疾患 若菜 公雄 

33-35 1/24 13:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

演習 演習 品田 佳世子 

36-38 1/25 13:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

精神科１ 精神科疾患 西川 徹 

39 1/25 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

精神科２ 認知症 車地 暁生 

40-42 1/31 13:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

演習 演習 品田 佳世子 

43 2/6 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

内科10 循環器内科疾患② 川端 美穂子 

44 2/6 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

内科11 代謝性疾患 坊内 良太郎 

45 2/6 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

内科12 内分泌疾患 吉本 貴宣 

 

成績評価の方法 

2学年後期末に試験を行う。 

出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。 

受験資格は、東京医科歯科大学歯学部試験規則第11条に準ずる。 

準備学習などについての具体的な指示 

担当教員数も資料も多い講義なので、必ず復習して内容を確認すること。 

試験の受験資格 

試験の受験資格は、東京医科歯科大学歯学部試験規則第11条に準ずる。 

参考書 

・医科臨床系教科書など 

備考 
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連絡先 

品田 佳世子:shinada.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

品田 佳世子:随時 
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時間割番号 022040 

科目名 健康教育の基礎Ⅰ 

担当教員 遠藤 圭子, 大塚 紘未 

開講時期 前期 対象年次 2   

科目名：健康教育の基礎 

時間数：30時間 

授業形態：講義・演習 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室・臨床基礎実習室 

授業の目的、概要等 

歯科衛生に関わる健康教育を実践するために、アセスメントから評価の流れを理解するとともに、その手法を修得する。また、歯口の

健康維持に必要な方法、用具について知ることを目的とする、 

授業の到達目標(SB0s) 

授業の到達目標（SBOs） 

・健康教育を説明する。 

・ライフステージ毎の健康課題を概説する。 

・歯科衛生過程を活用した健康教育実践の流れを説明する。 

・歯科衛生に関わる理論を説明する。 

・ニーズアセスメントを説明する。 

・アセスメント、歯科衛生診断、歯科衛生計画、実施、評価の各ステップを説明する。 

・健康教育計画立案のモデルを使い、課題に関する健康教育を企画立案する。 

・家庭、地域、学校、職域における健康教育の実際を知る。 

・視聴覚教材の種類と特徴、作成および使用に際しての留意点を説明する。 

・プラークコントロールに関する基本的知識を得る。 

 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1 4/5 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

健康教育概説1 健康教育の定義 遠藤 圭子 

2 4/11 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

健康教育概説2 ネットワークとチーム 遠藤 圭子 

 

 

 
3 4/12 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

健康教育概説3 法的位置づけと活動の場 遠藤 圭子 

4 4/18 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

ライフステージ別健康課

題1 
健康のとらえ方 遠藤 圭子, 

大塚 紘未 

5 4/19 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

ライフステージ別健康課

題2 
各自の歯や口の健康調査 遠藤 圭子, 

大塚 紘未 

6 4/25 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

ライフステージ別健康課

題3 
大学生の健康調査集計 遠藤 圭子, 

大塚 紘未 

7 4/26 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

ライフステージ別健康課

題4 
ニーズ・アセスメントと報告書の作

成 
遠藤 圭子, 

大塚 紘未 
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8 5/2 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

プラークコントール 1 口腔の観察と評価 遠藤 圭子 

9 5/9 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

行動理論1  行動変容のステージモデル、信念

モデル  
遠藤 圭子 

10 5/13 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

行動理論2 グリーンモデルとその活用 遠藤 圭子 

11 5/13 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

健康教育の展開1 学童対象の健康教育の実際 遠藤 圭子 

12 5/16 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

健康教育の展開2 指導案と教材 遠藤 圭子 

13 5/18 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

プラークコントロール 2 ブラッシング法の種類、歯ブラシ 遠藤 圭子 

14 5/23 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

健康教育の展開3 家庭における健康教育の実際 遠藤 圭子 

15 5/23 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

ライフステージ毎の健康

課題5 
妊娠期、乳幼児期 遠藤 圭子 

16 5/23 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

ライフステージ毎の健康

課題6 
学童期 遠藤 圭子 

17 5/25 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

健康教育の実践1 小学校1、2年生の発達段階 遠藤 圭子 

18 5/30 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

健康教育の実践2 教材の活用 遠藤 圭子, 

大塚 紘未 

 
19 6/1 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

健康教育の実践3 実践準備 遠藤 圭子, 

大塚 紘未 

20 6/2 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

健康教育の実践4 T小学校1，2年対象の健康教育

実践見学① 
遠藤 圭子, 

大塚 紘未 

21 6/2 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

健康教育の実践5 T小学校1，2年対象の健康教育

実践見学② 
遠藤 圭子, 

大塚 紘未 

22 6/2 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

健康教育の実践6 事後評価と報告書作成 遠藤 圭子 

23 6/6 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

ライフスキル 1 ライフスキルとは 遠藤 圭子 

24 6/8 13:00-13:50 口腔保健 ライフスキル 2 ライフスキルの種類と活用 遠藤 圭子 
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学科第４

講義室 
25 6/13 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

健康教育テーマ 1 栄養、食生活 遠藤 圭子, 

大塚 紘未 

26 6/14 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

プラークコントロール 3 歯磨剤、洗口剤  

27 6/15 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

健康教育テーマ 2 余暇時間の使い方  

28 6/20 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

健康教育テーマ 3 運動、筋力トレーニング  

29 6/21 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

健康教育テーマ 4 禁煙支援  

30 6/21 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

総括 健康教育の意義と活用  

 

成績評価の方法 

・期末試験、課題レポートで総括的評価を行う。 

・受講態度、出席状況等を総括的評価に加味する 

準備学習などについての具体的な指示 

・事前配布資料や e-learningへのアップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。 

 

試験の受験資格 

当該授業時間の 3分の 2以上を履修したものであること。 

参考書 

歯科衛生学総論／遠藤圭子 ほか 著,：医歯薬出版，2012 

連絡先 

遠藤 圭子:usagi.ohce@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

遠藤 圭子:随時 
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時間割番号 022041 

科目名 健康教育の基礎Ⅱ 

担当教員 遠藤 圭子, 近藤 圭子, 小原 由紀, 安田 昌代 

開講時期 後期 対象年次 2   

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

口腔健康教育の実践に必要な知識・技術を修得し、実践力を培う。 

授業の到達目標(SB0s) 

・生活と健康行動の関連を説明する。 

・歯科衛生過程の流れに従って、健康教育が組み立てる。 

・個人の口腔保健と生活習慣に関するアセスメントをする。 

・アセスメント内容を活用して、歯科衛生診断、計画立案をする。 

・対象者に合わせた健康教育を計画立案する。 

・健康教育実践のためのツールを説明する。 

・歯口清掃の方法、用具の種類、用途を説明する。 

・歯口清掃指導を実施する。 

・対象者に対する健康教育を実施、評価する。 

・口腔内写真を活用して情報把握する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1 6/28 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

小学生対象健康教育1 H小学校における健康教育実習

の目的 
遠藤 圭子 

2 6/28 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

プラークコントロール 3 電動歯ブラシ  水流式口腔洗浄機 遠藤 圭子 

3 7/5 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

小学生対象健康教育2 事前調査の意義と内容 遠藤 圭子 

4 7/5 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯口清掃用具の使い方

1 
歯ブラシ、デンタルフロス、歯間ブ

ラシ、 
遠藤 圭子 

5 7/11 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

小学生対象健康教育3 学童対象の健康教育計画 遠藤 圭子 

6 7/12 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

小学生対象健康教育4 歯科衛生診断、計画立案、健康教

育目標の設定媒体、シナリオ（絵

コンテ）作成 

遠藤 圭子 

7-9 10/5 10:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯口清掃用具の使い方

2 
歯磨剤の種類と特徴  洗口剤の

種類と特徴 
遠藤 圭子 

10 10/5 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

小学生対象健康教育5 リハーサル、評価 遠藤 圭子 

11-12 10/12 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

対象別健康教育事例検

討1 
授乳期、離乳期、幼児期の健康課

題 
遠藤 圭子 

13-14 10/19 13:00-14:50 口腔保健 対象別健康教育事例検 思春期の健康課題 遠藤 圭子 
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学科第４

講義室 
討2 

15-16 10/26 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

対象別健康教育事例検

討3 
成人期の健康課題 遠藤 圭子 

17-18 11/2 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

対象別健康教育事例検

討4 
妊娠期の健康課題 遠藤 圭子 

19-20 11/9 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

小学生対象健康教育6 教材作成と操作法 遠藤 圭子 

21-22 11/16 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

対象別健康教育事例検

討5 
高齢者の健康課題 遠藤 圭子 

23-25 11/22 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

口腔内写真撮影1 デジタルカメラの取り扱い、撮影、

パソコンへの取り込み・整理、管

理法口角鈎、写真用ミラーの使用

上の注意 

遠藤 圭子 

26-28 11/29 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

口腔内写真撮影2 相互実習時の配慮点、写真撮影 遠藤 圭子 

29 11/30 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

口腔内写真撮影3 写真の整理・管理 遠藤 圭子 

30 12/1 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

対象別健康教育事例検

討6 
振り返り、まとめ 遠藤 圭子 

31 12/1 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

小学生対象健康教育7 実践トライアル① 遠藤 圭子 

32 12/1 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

小学生対象健康教育8 実践トライアル②  発声・発音  

当日準備 
遠藤 圭子 

33-37 12/6 09:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

H小学校健康教育実習

1 
実践、評価、今後の課題検討 遠藤 圭子 

38-41 12/16 13:00-16:50 特別講堂 卒業研発表会 研究テーマの設定、プレゼンの手

法、評価 
遠藤 圭子 

42 1/16 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

H小学校健康教育実習

2 
検討課題報告① 遠藤 圭子 

43 1/16 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

H小学校健康教育実習

3 
カレンダー評価、コメントの記載法 遠藤 圭子 

44 1/24 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

H小学校健康教育実習

4 
保護者プリント作成 遠藤 圭子 

45 1/31 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

総括2 健康教育の展望  スキルの活用

について 
遠藤 圭子 
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講義室 
 

成績評価の方法 

・期末試験によって、総括的評価を行う。 

・授業態度、グループワークでの役割行動、出席、課題レポートなどを 総括的評価に加味する。 

・受験資格は、試験規則に従う。 

準備学習などについての具体的な指示 

 

試験の受験資格 

当該授業時間の 4分の 3以上を履修する。 

教科書 

歯科予防処置論・歯科保健指導論／全国歯科衛生士教育協議会 監修,高阪利美 ほか著,：医歯薬出版，2011 

参考書 

歯科疾患実態調査報告／日本口腔衛生学会 編,：口腔保健協会，2013 

連絡先 

遠藤 圭子:usagi.ohce@tmd.ac.jp 

近藤 圭子:solan.ltoh@tmd.ac.jp 

安田 昌代:yasuda.ocsh@tmd.ac.jp 

小原 由紀:ohara.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

遠藤 圭子:随時 

近藤 圭子:随時（メール等で連絡の上、約束してから来室してください） 

安田 昌代:随時 

小原 由紀:随時 
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時間割番号 022042 

科目名 食生活教育 

担当教員 品田 佳世子 

開講時期 通年 対象年次 2 単位数 1 

科目名：食生活教育 

時間数：45時間 

授業形態：講義・演習・実習 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

栄養と代謝の知識を基に、健康を維持するための栄養と食生活について理解し、食生活教育に必要な知識と技能を修得する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・栄養や食生活に関する国の取り組みについて理解し説明できる。 

・日本人の食事摂取基準について理解し説明できる。 

・健康づくりのための食育の必要性を理解し説明できる。 

・日本人の食生活の現状を理解できる。 

・ライフステージに適した食生活について理解し説明できる。 

・保健機能食品について理解し説明できる。 

・食生活指導の意義を理解し説明できる。 

・食生活と口腔保健の関連を理解し説明できる。 

・食品の形態と食べやすさの関係について理解し説明できる。 

・疾病と食生活指導の必要性を理解し説明できる。 

・個人の栄養・食事バランスを分析できる。 

・自らの食生活の現状を知り問題および課題を発見し、食生活教育方法を検討できる。 

・事例検討を通し、口腔健康教育のひとつとして食生活教育を企画立案する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1 4/11 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

日本人の食生活1 日本人の食生活の経緯と現状 品田 佳世子 

2 4/11 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

日本人の食生活2 食生活指針、食事バランスガイド 品田 佳世子 

3 4/18 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

国民健康・栄養調査 国民健康・栄養調査 品田 佳世子 

4 4/18 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

国民健康・栄養調査 国民健康・栄養調査 品田 佳世子 

5-6 4/25 09:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

日本人の食事摂取基準

（2015） 
日本人の食事摂取基準（2015年

版） 
品田 佳世子 

7 5/2 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

食育について 食育基本法、食育推進計画 品田 佳世子 

8 5/2 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

食育について 食育における歯科・口腔保健の役

割と多職種連携 
品田 佳世子 
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9 5/9 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

ライフステージと食生活

① 
母性の栄養と食生活、妊娠期、授

乳期 
品田 佳世子 

10 5/9 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

ライフステージと食生活

② 
乳児の栄養と食生活、離乳 品田 佳世子 

11-12 5/16 09:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

ライフステージと食生活

③ 
幼児期・学童期の栄養と食生活 品田 佳世子 

13 5/23 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

ライフステージと食生活

④ 
思春期・青少年の栄養と食生活 品田 佳世子 

14 5/23 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

ライフステージと食生活

⑤ 
成人期：青年期の栄養と食生活 品田 佳世子 

15 5/30 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

ライフステージと食生活

⑥ 
壮年期の栄養と食生活、 品田 佳世子 

16 6/6 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

ライフステージと食生活

⑦ 
高齢期の栄養と食生活 品田 佳世子 

17 6/13 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

疾病と食生活① 生活習慣病と食生活（調べ） 品田 佳世子 

18 6/20 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

疾病と食生活② 生活習慣病と食生活（調べ） 品田 佳世子 

19 6/27 15:00-15:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室 

食形態、離乳食、介護食 食形態、離乳食、介護食（実習あ

り） 
品田 佳世子 

20 6/27 16:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室 

食形態、離乳食、介護食 食形態、離乳食、介護食（実習あ

り） 
品田 佳世子 

21 7/4 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

口腔機能、咀嚼の意義

と全身への影響、食品

の形態および固さとの

栄養 

口腔機能、咀嚼の意義と全身への

影響、食品の形態および固さとの

栄養 

品田 佳世子 

22 7/4 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

口腔機能、咀嚼の意義

と全身への影響、食品

の形態および固さとの

栄養 

口腔機能、咀嚼の意義と全身への

影響、食品の形態および固さとの

栄養 

品田 佳世子 
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23 7/11 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

疾病と食生活③ 生活習慣病・その他の疾患の栄養

と食生活（調べ） 
品田 佳世子 

24 7/13 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

疾病と食生活④ 生活習慣病と食生活（課題発表） 品田 佳世子 

25 7/20 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

疾病と食生活⑤ その他の疾患と食生活（課題発

表） 
品田 佳世子 

26 10/3 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

食生活調査・分析 食生活調査・分析（自分の食生活

調べ、分析） 
品田 佳世子 

27 10/17 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

食生活調査・分析 食生活調査・分析（自分の食生活

調べ、分析） 
品田 佳世子 

28 10/24 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

う蝕と食生活 う蝕の発生の食餌性要因 品田 佳世子 

29 10/24 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

う蝕と食生活 う蝕予防、シュガーコントロール、

食餌性の酸蝕症 
品田 佳世子 

30 10/24 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

代用甘味料 代用甘味料：う蝕になりにくい甘味

料、ダイエット甘味料 
品田 佳世子 

31 10/31 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

口腔内症状と栄養・食生

活 
口内炎、歯周病、味覚障害、口臭

等と栄養・食生活 
品田 佳世子 

32 11/7 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

口腔内症状と栄養・食生

活 
味覚チェック（実習） 品田 佳世子 

33-34 11/14 09:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

栄養管理 周術期の栄養管理 品田 佳世子, 

豊島 瑞枝 

35 11/14 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

栄養管理 周術期の栄養管理（病院食の実

際） 
品田 佳世子, 

豊島 瑞枝 

36 11/21 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

食生活指導① 食生活指導の概要 品田 佳世子 

37 12/12 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

食生活指導② 食生活指導（個人）の方法 品田 佳世子 

38 12/12 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

食生活指導③ 食生活指導（相互演習） 品田 佳世子 

39 12/12 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

食生活教育① 集団への食生活教育（保健センタ

ーの母親・保護者を想定）グルー

プ演習 

 

品田 佳世子 
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40 12/12 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

食生活教育② 食生活教育（保健センターの母

親・保護者を想定）グループ発表 
品田 佳世子 

41 12/20 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

食生活教育③ 食生活教育（小学校・中学校・高校

生を想定）グループ演習 
品田 佳世子 

42 1/16 15:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

食生活教育④ 食生活教育（小学校・中学校・高校

生を想定）グループ発表 
品田 佳世子 

43 1/16 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

食生活教育⑤ 食生活教育（成人、高齢者を想定）

グループ課題 
品田 佳世子 

44 2/1 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

食生活教育⑥ 食生活教育（成人、高齢者を想定）

グループ発表 
品田 佳世子 

45 2/15 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

食生活教育のまとめ 食生活教育のまとめ、確認テスト

と解説 
品田 佳世子 

 

成績評価の方法 

期末の客観試験、記述試験で総括的評価を行う。 

講義、グル－プ討論、発表の態度等を総括的評価に加味する。 

準備学習などについての具体的な指示 

事前に資料の配布、e-learningへのアップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。 

試験の受験資格 

試験の受験資格は、東京医科歯科大学歯学部試験規則第11条に準ずる。 

参考書 

人体の構造と機能／高橋信博, 江指隆年 ほか著,：医歯薬出版，2010 

わかりやすい栄養学 : 臨床・地域で役立つ食生活指導の実際／中村美知子, 長谷川恭子 編,：ヌーヴェルヒロカワ，2009 

糖尿病食事療法のための食品交換表／日本糖尿病学会 編・著,：日本糖尿病協会，2013 

腎臓病食品交換表 : 治療食の基準／黒川清 監修,中尾俊之 編集代表,：医歯薬出版，2008 

日本食品成分表 2015年版／文部科学省：医歯薬出版，2016 

・副読本：食品成分表2013 香川芳子監修 女子栄養大学出版部 

・最新歯科衛生士教本 人体の構造と機能２ 栄養と代謝 全国歯科衛生士教育協議会監修 医師薬出版 

・「わかりやすい栄養学」第3版 中村美知子・長谷川恭子編集 ヌーヴェルヒロカワ 

・「糖尿病食事療法のための食品交換表」第6版 日本糖尿病学会編 日本糖尿病協会・文光堂 

履修上の注意事項 

やむを得ない理由で欠席する場合は、歯学系教務掛に欠席届を提出すること。 

備考 

事前に資料の配布、e-learningへのアップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。 

連絡先 

品田 佳世子:shinada.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

品田 佳世子:随時 
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時間割番号 022043 

科目名 臨床検査 

担当教員 近藤 圭子 

開講時期 後期 対象年次 2 単位数 1 

科目名：臨床検査 

時間数：15時間 

授業形態：講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

口腔保健の実践に必要な臨床検査についての理論と実際を理解し、個々の対象者に応用できる問題解決能力を身につける。 

授業の到達目標(SB0s) 

・ 臨床検査の目的および意義を説明する。 

・ 主な臨床検査について説明する。 

・ 口腔領域のエックス線写真を読影する。 

・ 歯科金属アレルギー検査を説明する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1-2 12/7 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

臨床検査1 臨床検査概論、血液検査その１ 山口 聰 

3-4 12/14 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

臨床検査4 病理検査 出雲 俊之 

5-6 12/20 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

臨床検査2 血液検査 その 2  肝機能検査 山口 聰 

7-8 12/21 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

臨床検査3 腎機能検査  感染症検査 山口 聰 

9-11 1/10 13:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

画像診断 歯と歯周組織のX線診断、デンタ

ルX線写真、パノラマX線写真等

の読影法（正常像、異常像）等 

吉野 教夫 

12 1/11 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

咀嚼機能検査 咀嚼機能検査 水口 俊介 

13 1/11 14:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

臨床検査5 口腔領域の検査 山口 聰 

14-15 1/18 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯科用金属によるアレ

ルギー検査 
歯科用金属によるアレルギー検

査 
三浦 宏之 

 

成績評価の方法 

随時小テストを行い、形成的評価を行う。期末に客観試験、記述試験を行い、総括的評価を行う。 

講義、グループ討論、発表の態度等を総括的評価に加味する。 

受験資格は、東京医科歯科大学歯学部試験規則第11条に準ずる。 

準備学習などについての具体的な指示 

あらかじめ教科書等を参考に学習しておくこと。 
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参考書 

臨床検査／井上孝 ほか著,：医歯薬出版，2012 

備考 

事前に資料の配布・アップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。 

 

担当教員 

出雲俊之 口腔病態診断科学分野 

吉野教夫 口腔放射線医学分野 

全部床義歯補綴学分野 教員 

摂食機能保存学分野 教員 

顎口腔外科学分野 教員 

顎顔面外科学分野 教員 

連絡先 

solan.ltoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

随時（メール等で連絡の上、約束してから来室してください） 
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時間割番号 022044 

科目名 生体材料学 

担当教員 大塚 紘未, 高橋 英和 

開講時期 前期 対象年次 2 単位数 1 

科目名：生体材料学 

時間数：15時間 

授業形態：講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

顎口腔歯科領域の治療に使用される歯科生体材料の種類と使用法について学習する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・歯科生体材料の一般的性質を理解する。 

・石膏の種類と使用方法を理解する。 

・印象材の種類と使用方法について理解する。 

・セメント(合着用セメント、成形修復用セメント)の種類と使用方法について説明する。 

・アクリルレジンおよびコンポジットレジンの種類と使用方法を説明する。 

・歯科補綴治療（セラミックス，インプラントを含む）に使用する材料の種類と使用方法を概説する。 

・歯科生体材料の安全性について理解する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1 4/12 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯科生体材料の特徴 歯科生体材料の特徴とその素材、

歯科材料の所要性質 
高橋 英和 

2 4/12 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

模型材1 直接法と間接法  模型材の所要

性質、石膏の種類と性質 
高橋 英和 

3 4/19 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

模型材2 石膏の硬化反応に影響する各種

因子 
高橋 英和 

4 4/19 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯科生体材料の物理的

性質 
歯科生体材料の物理的性質、機械

的性質、ひずみ線図 
高橋 英和 

5 4/26 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯科生体材料の物理的

性質と化学的性質 
歯科生体材料の機械的性質、硬

さ、  歯科生体材料の溶解性と腐

食 

高橋 英和 

6 4/26 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

鋳造 歯科精密鋳造の概要とその特徴  

鋳造用合金の種類と特徴 
高橋 英和 

7 5/10 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

義歯床用材料 義歯床用レジンの特徴、レジンの

重合、裏装材  義歯安定剤 
高橋 英和 

8 5/10 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

セラミックス材料 歯科用セラミックスの特徴，製作

方法 
高橋 英和 

9 5/17 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

印象材1 印象材の概論，印象材の種類と特

徴，ハイドロコロイド印象材 
高橋 英和 
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10 5/17 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

印象材2 ゴム質印象材、非弾性印象材、機

能印象材 
高橋 英和 

11 5/24 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯科治療用材料  予防

歯科材料  矯正用材料 
歯内療法に用いる小器具の特徴、

仮封材の特徴  予防填塞材の種

類と特徴、歯ブラシの構造   矯

正用ワイヤの特徴 

高橋 英和 

12 5/24 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

口腔外科用材料と感染

予防  インプラント材料  

その他の材料 

顎義歯に用いる材料、エピテーゼ

に用いる材料  インプラント材料

の性質、歯科再生材料の性質  

歯の物性 

高橋 英和 

13 5/31 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

成形修復材 コンポジットレジンの性質と取扱

い方法、接着機序グラスアイオノ

マーセメントの性質と取扱い方

法，歯科用アマルガムの性質と取

扱方法 

高橋 英和 

14 5/31 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

合着材 合着材の所要性質と種類  グラス

アイオノマーセメントの特徴  接

着性レジンセメントの特徴 

高橋 英和 

15 6/7 10:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

生体適合性  まとめ 生体適合性の重要性と評価方法  

歯科生体材料のまとめ 
高橋 英和 

 

成績評価の方法 

・期末の筆記試験で総括評価を行う。 

・必要に応じて小テストによる形態的評価を行う。 

・出席状況、平常学習態度等を総括評価に加味する。 

準備学習などについての具体的な指示 

Webclassに講義資料をアップするので，疑問点があれば質問すること． 

試験の受験資格 

3分の 2以上の出席 

参考書 

・ 中嶌 裕ほか編「スタンダード歯科理工学 ―生体材料と歯科材料― 第6版」学建出版 2016年 

・小倉英夫ほか編「コア歯科理工学」医歯薬出版 2008年 

・必要に応じてプリントを配布する。 

備考 

事前に資料の配付、e-learning システム上へのアップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。また、学習する内容に

ついて各自で参考文献を読み、理解を深めること。 

連絡先 

大塚 紘未:hiromi.pvoh@tmd.ac.jp 

高橋 英和:takahashi.bmoe@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

大塚 紘未:随時 

高橋 英和:あらかじメールにて面談時間を相談のこと 

2号館2階 213号室 
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時間割番号 022045 

科目名 臨床口腔保健衛生基礎学 

担当教員 大塚 紘未, 木下 淳博, 須永 昌代, 高橋 英和, 近藤 圭子 

開講時期 前期 対象年次 2 単位数 2 

科目名：臨床口腔保健衛生基礎学 

時間数：90時間 

授業形態：実習・演習・講義 

主な講義場所 

口腔保健学科第4講義室・臨床基礎実習室・相互実習室 

授業の目的、概要等 

・ 歯科材料を実際に使用し、その性質や特徴を知り、取り扱い方を学ぶ。 

・PCを使用した情報処理、図表の作成、簡単な統計処理、プレゼンテーションの技術を習得する。 

・ 口腔保健・歯科医療の変遷と現状、歯科医療従事者の種類と役割、歯科診療の概要を理解する。 

・ 歯科臨床の場で必要な知識・器材の取扱・技術を理解し、基本的な歯科衛生士に必要な技術を身につける。 

授業の到達目標(SB0s) 

・ 石膏を使用して、その特徴、使用目的を知る。 

・ 印象材の種類とその特徴を体験を通して知る。 

・ 合着材やコンポジットレジンを操作し，その特徴を理解する。 

・ 学内無線LANに各自持ち込みPCを接続できる。 

・ 情報セキュリティー、著作権を理解して、口腔保健学に必要な情報処理を実践できる。 

・ PC上で静止画像、プレゼンテーションファイル、動画像を編集できる。 

・ 表計算ソフトで簡単な集計ができる。 

・ 口腔保健・歯科医療の変遷と現状を理解する。 

・ 歯科患者の特徴、心理状態を理解し説明する。 

・ ライフサイクルに合わせた、歯科衛生士の関わりを理解する。 

・ 歯科臨床の場で必要な知識・器材の取扱・技術を理解し、歯科衛生士に必要な基本的技術を身につける。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考 
1-4 4/6 13:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

口腔保健・歯科医療1  

歯科診療室の環境整備

1 

オリエンテーション、歯科医療の

変遷、口腔保健、歯科医療の現状

とこれから  歯科診療室の基礎知

識 

大塚 紘未  

5-6 4/11 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

成人の口腔保健・歯科

医療1 
う蝕・歯周病予防、保存治療、成人

の矯正治療、メインテナンス 
品田 佳世子  

7-8 4/12 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

情報セキュリティーと著

作権 
各自持参PCの無線LAN接続、

情報セキュリティー、著作権、e-

learning基礎 

木下 淳博, 

須永 昌代 
 

9-10 4/13 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯周病における歯科医

療 
歯周病における歯科医療 荒川 真一  

11-12 4/13 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

機械・器械の取扱い 1 歯科診療室の基礎知識 大塚 紘未  

13-17 4/15 11:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

石膏 石膏の練和方法，硬化時間，硬化

膨張，硬化時の発熱 
高橋 英和, 

岩崎 直彦, 

中野 文夫 

土生メイアナ先生 
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18-19 4/18 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室, 

口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

歯科診療室の環境整備

2 
診療室管理の実際 大塚 紘未  

20-21 4/19 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

静止画像処理  プレゼ

ンテーションファイル作

成演習１ 

メディアコンテンツ作成（静止画像

処理）、プレゼンテーションファイ

ル作成演習１ 

木下 淳博, 

須永 昌代 
 

22-25 4/20 13:00-16:50 口腔保健

学科相互

実習室, 

口腔保健

学科第４

講義室 

機械・器械の取扱い 1  

歯科診療補助の概要1 
歯科用チェア・ユニットの取り扱い  

診療の流れと歯科衛生士の役割 
近藤 圭子, 

大塚 紘未 
 

26-29 4/22 13:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

石膏 練和溶液が石膏の硬化に及ぼす

影響 
高橋 英和, 

岩崎 直彦, 

中野 文夫 

土生メイアナ先生 

30-31 4/25 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室, 

口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

歯科診療補助の概要2 診療の流れと歯科衛生士の役割 近藤 圭子  

32-33 4/26 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

プレゼンテーションファ

イル作成演習２ 
プレゼンテーションファイル作成

演習２ 
木下 淳博, 

須永 昌代 
 

34-36 4/27 13:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室, 

口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

共同動作の基本1 共同動作の概念、術者・補助者・患

者のポジション 
近藤 圭子  

37-38 5/2 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯科診療補助の概要3  

滅菌と消毒の基本1 
歯科器材の特徴と取扱いにおけ

る注意点  滅菌・消毒・洗浄の定

義 

大塚 紘未, 

近藤 圭子 
 

39-41 5/6 13:00-15:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室 

共同動作の基本2 ライティング、器具の受け渡し、バ

キュームテクニック等 
大塚 紘未, 

近藤 圭子 
 

42-43 5/9 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

滅菌と消毒の基本2 消毒薬の基本知識 大塚 紘未, 

近藤 圭子 
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講義室 
44-45 5/10 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

動画像処理１ メディアコンテンツ作成（動画像処

理１） 
木下 淳博, 

須永 昌代 
 

46-48 5/11 13:00-15:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室 

材料の取り扱い 衛生材料の種類と取扱い、作成方

法 
近藤 圭子, 

大塚 紘未 
 

49-50 5/16 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

機械・器械の取扱い 2 歯科用チェア・ユニットの清掃・管

理方法の基礎知識 
大塚 紘未  

51-52 5/17 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室, 

口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

動画像処理２ メディアコンテンツ作成（動画像処

理２） 
木下 淳博, 

須永 昌代 
 

53-55 5/20 13:00-15:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

印象 ハイドロコロイド印象材と模型の

再現性  
高橋 英和, 

岩崎 直彦, 

中野 文夫 

土生メイアナ先生 

56-57 5/23 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯科材料の基本知識 歯科診療に用いる材料、薬品の取

扱い基本知識 
大塚 紘未  

58-59 5/24 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

表計算ソフト演習 表計算ソフトによる集計 木下 淳博, 

須永 昌代 
 

60-62 5/27 13:00-15:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

印象 ゴム質印象材と模型の再現性 高橋 英和, 

岩崎 直彦, 

中野 文夫 

土生メイアナ先生 

63-64 5/30 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯科材料の基本知識 歯科診療に用いる材料、薬品の取

扱い基本知識 
大塚 紘未  

65-66 5/31 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

試験/課題発表（動画像

処理） 
各自持参PCによる試験（CBT）/

課題発表（動画像処理） 
木下 淳博, 

須永 昌代 
 

67 6/3 11:00-11:50 口腔保健

学科相互

実習室, 

口腔保健

学科第４

講義室 

機械・器械の取扱い 2 歯科用チェア・ユニットの清掃・管

理方法の基礎知識 
大塚 紘未  

68-70 6/3 13:00-15:50 口腔保健

学科臨床

成形修復材料  と合着

材 
成形修復材料と合着材の種類と特

徴 
高橋 英和, 

岩崎 直彦, 

土生メイアナ先生 
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基礎実習

室 
中野 文夫 

71 6/7 11:00-11:50 口腔保健

学科相互

実習室, 

口腔保健

学科第４

講義室 

機械・器械の取扱い 2 歯科用チェア・ユニットの清掃・管

理方法の基礎知識 
大塚 紘未  

72 6/14 11:00-11:50 口腔保健

学科相互

実習室, 

口腔保健

学科第４

講義室 

機械・器械の取扱い 2 歯科用チェア・ユニットの清掃・管

理方法の基礎知識 
大塚 紘未  

73-75 6/22 13:00-15:50 口腔保健

学科相互

実習室, 

口腔保健

学科第４

講義室 

機械・器械の取扱い 3 歯科用チェア・ユニットの清掃・管

理方法の実践 
近藤 圭子, 

大塚 紘未 
 

76-77 6/24 09:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

インシデントとアクシデ

ント 
インシデント・アクシデントの概要

と発生時の対応 
近藤 圭子  

78-80 6/29 13:00-15:50 口腔保健

学科相互

実習室, 

口腔保健

学科第４

講義室 

滅菌と消毒の実践 各種器具の消毒・滅菌、各種滅菌

器材の取り扱い 
近藤 圭子, 

大塚 紘未 
 

81-82 7/1 09:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

成人の口腔保健・歯科

医療2 
診療所・会社診療所、地域保健の

現場 
品田 佳世子  

83-84 7/8 09:00-10:50 口腔保健

学科相互

実習室, 

口腔保健

学科第４

講義室 

口腔保健・歯科医療2 医療面接について 近藤 圭子, 

大塚 紘未 
 

85-86 7/15 09:00-10:50 口腔保健

学科相互

実習室, 

口腔保健

学科第４

講義室 

共同動作の基本3 患者の誘導、姿勢と位置の確認 近藤 圭子, 

大塚 紘未 
 

87-88 7/22 09:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯科材料の基本知識 歯科診療に用いる材料、薬品の取

扱い基本知識 
大塚 紘未  

89-90 7/29 09:00-10:50 口腔保健

学科第４

教材演習 シミュレーション教材演習 大塚 紘未  
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講義室, 

保存矯正

実習室 
 

成績評価の方法 

・ 出席状況、平常学習態度等を総括的評価に加味する。 

・ 提出課題ファイル、試験で総括的評価を行う。 

準備学習などについての具体的な指示 

・e ラーニングシステムに事前掲載された資料に目を通し、指示がある場合は事前準備（WebClass へのログイン、資料のダウンロー

ド、リンクサイトからの情報収集等）を行うこと。予習や事前作業が必要な場合は、事前に詳細な指示を行う。 

・Webclassに実験結果をアップするので，レポートの作成に用いること。 

・事前に資料の配布、e-learningへのアップロード等があった場合には、予習して授業に臨むこと。 

試験の受験資格 

４分の３以上の出席 

参考書 

・最新歯科衛生士教本「歯科診療補助論」全国歯科衛生士教育協議会編 医歯薬出版 

・必要に応じてプリントを配布する 

備考 

①入学時の案内・ガイダンス等で指定した推奨ノート PC を準備し、指定のソフト（Microsoft 社製Power Point、Excel は必須）をインスト

ールしておくこと。 

②ノートPC、USBフラッシュメモリーおよびステレオイヤホンを持参すること。 

連絡先 

大塚 紘未:hiromi.pvoh@tmd.ac.jp 

近藤 圭子:solan.ltoh@tmd.ac.jp 

木下 淳博:kinoshita.emdv@tmd.ac.jp 

高橋 英和:takahashi.bmoe@tmd.ac.jp 

須永 昌代:sunaga.emdv@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

大塚 紘未:随時 

近藤 圭子:随時（メール等で連絡の上、約束してから来室してください） 

木下 淳博:金 １６：００－１７：００ 3号館5階 教育メディア開発部 

高橋 英和:あらかじメールにて面談時間を相談のこと 

2号館2階 213号室 

須永 昌代:随時 
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時間割番号 022046 

科目名 臨床口腔保健衛生応用学Ⅰ 

担当教員 小原 由紀, 古屋 純一, 安江 透, 近藤 圭子, 安田 昌代, 大塚 紘未 

開講時期 後期 対象年次 2 単位数 2 

科目名：臨床口腔保健衛生応用学 

時間数：90時間 

授業形態：実習・演習・講義 

主な講義場所 

口腔保健学科第4講義室・臨床基礎実習室・相互実習室・歯学科補綴実習室 

授業の目的、概要等 

・歯科臨床の場で必要な知識・器材の取扱い・技術を理解し、歯科衛生士に必要な基本的な技術を身につける。 

・口腔保健・歯科医療の変遷と現状、歯科医療従事者の種類と役割、歯科診療の概要を理解する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・器材の種類・特性・用途を理解する。 

・診療に必要な器械・材料・薬品の適切な準備と取り扱いを行う。 

・器材の特性にあわせ、滅菌・消毒を行う。 

・器材の管理方法を説明する。 

・患者を安全に誘導する。 

・チーム医療に必要な技能を理解する。 

・各科で必要な器材を選択し、診療の流れにそって説明する。 

・バイタルサイン（意識レベルを含む）を測定する。 

・歯科患者の特徴、心理状態を理解し説明する。 

・ライフサイクルに合わせた、歯科衛生士の関わりを理解する。 

・歯科保健医療に関わる職種をあげ、それぞれの役割を説明する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1-3 10/4 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

滅菌と消毒の実際 相

互実習に向けて 1 
各種器材の準備方法（演習） 小原 由紀 

4-5 10/6 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

医療安全の実際1 医療安全の基本概念 小原 由紀 

6-8 10/11 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室 

滅菌と消毒の実際 相

互実習に向けて 2 
各種器材の準備実習 小原 由紀, 

近藤 圭子 

9-10 10/13 15:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室, 口腔

相互実習の基本知識1 共同動作、相互実習に向けた基本

知識の復習 
小原 由紀 
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保健学科

第４講義

室 
11-13 10/18 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室 

滅菌と消毒の実際  相

互実習に向けて 3 
診療前準備と診療後の片付けと清

掃方法 
小原 由紀, 

近藤 圭子, 

大塚 紘未 

14-16 10/25 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室 

相互実習の基本知識2  

滅菌と消毒の実際  相

互実習に向けて 4 

共同動作、相互実習に向けた基本

知識の復習    診療後の片付け

と診療室管理の実際 

小原 由紀, 

近藤 圭子, 

大塚 紘未 

17-18 10/27 15:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室 

相互実習の基本2 共同動作、相互実習に向けた基本

知識の復習 
小原 由紀, 

近藤 圭子 

19-22 10/31 13:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室 

共同動作（相互実習）1 姿勢と位置の確認、ライティング 小原 由紀, 

近藤 圭子, 

大塚 紘未 

23-25 11/1 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室 

歯科診療に必要な介助

技術 
動作介助、歩行介助、車椅子の操

作 
小原 由紀, 

近藤 圭子 

26 11/8 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

診療室の管理  小原 由紀 
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27-30 11/10 13:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室 

歯科材料の取扱い アルジネート印象材の練和と取扱

い、石膏材料の取扱 
古屋 純一, 

小原 由紀, 

安田 昌代 

31-34 11/14 13:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室 

共同動作（相互実習）2 バキュームテクニック、３Wayシリ

ンジの操作 
小原 由紀, 

近藤 圭子, 

大塚 紘未 

35-37 11/15 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

医療安全の実際2 リスクマネジメント 小原 由紀 

38-41 11/17 13:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室 

研究用模型の作成（相

互実習）1 
印象採得実習1 古屋 純一, 

小原 由紀, 

安田 昌代 

42-45 11/21 13:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室 

共同動作（相互実習）3 フォーハンドテクニックの実際 器

具の受け渡し 
小原 由紀, 

近藤 圭子, 

大塚 紘未 

46-49 11/24 13:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

研究用模型の作成（相

互実習）2 
印象採得実習2 古屋 純一, 

小原 由紀, 

安田 昌代 

50-54 12/2 13:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室, 

補綴実習

室 

研究用模型の作成3 平行模型の作成1 安江 透, 大

塚 紘未 

55-59 12/9 13:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室, 

補綴実習

研究用模型の作成4 平行模型の作成2 安江 透, 大

塚 紘未 
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室 
60-61 12/13 09:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯科診療補助の実際に

ついて 1 
保存修復 1.診療補助の概要 安田 昌代 

62-63 12/20 09:00-10:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

歯科診療補助の実際に

ついて 2 
保存修復2  1.器材を扱う経験、 

2.診療の流れと補助について(講

義) 

安田 昌代 

64-68 1/6 13:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室 

教材演習 教材演習 小原 由紀 

69-71 1/10 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯科診療補助の実際に

ついて 3 
歯内療法1 1.診療補助の概要 安田 昌代 

72-75 1/23 13:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室 

バイタルサイン 体温、血圧等バイタルサイン計測

実習 
小原 由紀, 

近藤 圭子 

76-79 1/30 13:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室 

歯科診療補助に関る基

本スキル 
歯科材料の取扱などの診療補助

に必要なスキルの確認 
小原 由紀, 

安田 昌代, 

近藤 圭子 

80-82 2/1 14:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

歯科診療の補助の実際

について 4 
歯内療法2  1.器材を扱う経験、 

2.診療の流れと補助 
安田 昌代 

83-87 2/8 13:00-17:50 その他

（口腔保

健学科口

腔保健衛

生学専

攻） 

施設見学 障害者口腔保健センターの見学

実習 
小原 由紀, 

近藤 圭子 

88-90 2/14 13:00-15:50 口腔保健

学科第３

講義室 

歯科診療の補助の実際

について 5 
歯周治療  1.診療補助の概要、2.

器材を扱う経験、 3.診療の流れと

補助  

安田 昌代 

 

成績評価の方法 

・中間と期末の筆記試験、実技試験及び提出レポート・課題により総括的評価する。 

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。 

準備学習などについての具体的な指示 

事前配布資料や e-learningへのアップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。 

試験の受験資格 

3/4以上の出席 
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教科書 

歯科診療補助論／可児徳子, 合場千佳子, 高阪利美 編,：医歯薬出版，2007 

参考書 

・ 器材準備マニュアル第5版 全国歯科衛生士教育協議会編 財団法人 口腔保健協会 

備考 

 

 

連絡先 

小原 由紀:ohara.pvoh@tmd.ac.jp 

近藤 圭子:solan.ltoh@tmd.ac.jp 

大塚 紘未:hiromi.pvoh@tmd.ac.jp 

安田 昌代:yasuda.ocsh@tmd.ac.jp 

古屋 純一:furuya.ohcw@tmd.ac.jp 

安江 透:yasue.fpoe@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

小原 由紀:随時 

近藤 圭子:随時（メール等で連絡の上、約束してから来室してください） 

大塚 紘未:随時 

安田 昌代:随時 

古屋 純一:随時（事前にメールでアポイントすること）  

安江 透:随時 
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時間割番号 022048 

科目名 歯科衛生過程基礎演習 

担当教員 遠藤 圭子, 大塚 紘未 

開講時期 通年 対象年次 2   

科目名：歯科衛生過程 

時間数：30時間 

授業形態：演習 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

人々の健康ニーズにあった支援を提供するために、論理的に思考し、問題を解決する知識・技術を習得する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・歯科衛生過程の概念を説明する。 

・歯科衛生過程の構成要素を説明する。 

・歯科衛生過程の必要性と重要性を説明する。 

・事例から，対象者の情報を分類・整理する。 

・事例から，対象者の歯科衛生分野における問題を明確化し，優先順位をつける。 

・明確化した問題の関連因子を特定し，歯科衛生診断文を作成する。 

・歯科衛生計画を立案する(目標・歯科衛生介入・期待される結果）。 

・歯科衛生評価を説明する。 

・事例を用いて歯科衛生評価を行う。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1 5/10 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯科衛生過程の概念 歯科衛生過程とは、歯科衛生過程

の構成要素 
大塚 紘未 

2 5/17 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯科衛生アセスメント 1 情報収集（Sデータ、Oデータの

分類演習） 
大塚 紘未 

3 5/24 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯科衛生アセスメント 2 情報処理 大塚 紘未 

4 5/31 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯科衛生アセスメント 3 情報処理（演習） 大塚 紘未 

5 6/7 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯科衛生診断1 情報の統合 大塚 紘未 

6 6/14 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯科衛生診断2 歯科衛生診断文 大塚 紘未 

7 6/21 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯科衛生診断3 優先順位の決定 大塚 紘未 

8 6/28 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯科衛生計画立案1 目標設定 大塚 紘未 

9 7/5 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

歯科衛生計画立案2  

歯科衛生介入 
歯科衛生介入方法の決定  歯科

衛生介入、業務記録 
大塚 紘未 
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講義室 
10 7/12 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯科衛生評価  まとめ 歯科衛生評価  まとめ 大塚 紘未 

11 10/6 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

振り返り 前期授業の振り返り 大塚 紘未 

12 10/13 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯科衛生過程の展開1 成人事例（情報収集、情報処理） 大塚 紘未 

13 10/27 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯科衛生過程の展開2 成人事例（情報収集、情報処理） 大塚 紘未 

14 11/9 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯科衛生過程の展開3 成人事例（情報収集、情報処理） 大塚 紘未 

15 11/10 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯科衛生過程の展開4 成人事例（歯科衛生診断） 大塚 紘未 

16 11/17 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯科衛生過程の展開5 成人事例（歯科衛生診断） 大塚 紘未 

17 11/24 11:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯科衛生過程の展開6 成人事例（歯科衛生計画立案） 大塚 紘未 

18 11/30 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯科衛生過程の展開7 成人事例（歯科衛生計画立案） 大塚 紘未 

19 12/7 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯科衛生過程の展開8 成人事例（歯科衛生計画立案、ま

とめ） 
大塚 紘未 

20 12/14 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯科衛生過程の展開9 小児事例（情報収集、情報処理） 大塚 紘未 

21-23 12/16 09:00-11:50 特別講堂 卒業研究発表会 卒業研究発表会 大塚 紘未 
24 12/21 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯科衛生過程の展開10 小児事例（情報収集、情報処理） 大塚 紘未 

25 1/11 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯科衛生過程の展開11 小児事例（歯科衛生診断） 大塚 紘未 

26-27 1/13 09:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯科衛生過程の展開12  

歯科衛生過程の展開13 
小児事例（歯科衛生診断）  小児

事例（歯科衛生計画立案） 
大塚 紘未 

28 1/26 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯科衛生過程の展開14 小児事例（歯科衛生計画立案） 大塚 紘未 

29 2/2 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

歯科衛生過程の展開15 小児事例（歯科衛生計画立案、ま

とめ） 
大塚 紘未 
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講義室 
30 2/9 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

総括 まとめ 大塚 紘未 

 

成績評価の方法 

課題レポート、期末の試験で総括的評価を行う。 

受講態度、出席状況等を総括的評価に加味する。 

準備学習などについての具体的な指示 

事前配布資料や e-learningへのアップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。 

試験の受験資格 

3分の 2以上の出席 

教科書 

歯科予防処置論・歯科保健指導論／全国歯科衛生士教育協議会 監修,高阪利美 ほか著,：医歯薬出版，2011 

参考書 

歯科衛生ケアプロセス／下野正基 監修,佐藤陽子, 齋藤淳 編著,下野正基, 保坂誠, Ginny Cathcart 著,：医歯薬出版，2007 

歯科衛生過程HAND BOOK／吉田直美,遠藤圭子,渡邉麻理,鈴木純子：クインテッセンス出版株式会社，2015 

よくわかる歯科衛生過程／全国歯科衛生士教育協議会編：医歯薬出版株式会社，2015 

歯科衛生ケアプロセス実践ガイド／佐藤陽子,齋藤淳：医歯薬出版株式会社，2015 

連絡先 

大塚 紘未:hiromi.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

大塚 紘未:随時 
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時間割番号 022049 

科目名 相談援助の基盤と専門職Ⅰ 

担当教員 近藤 圭子, 大塚 紘未 

開講時期 後期 対象年次 2 単位数 1 

科目名：相談援助の基盤と専門職 

時間数：15時間 

授業形態：講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

・保健・医療・福祉サービスの専門職としての自己・他者を理解する。 

・患者・サービス利用者・地域住民など支援を必要とする人たちとの信頼関係を構築するために必要なコミュニケーションスキルの基

本を理解する。 

・保健・医療・福祉サービスにおける相談援助の基盤となる専門職の職業倫理を理解する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・保健・医療・福祉サービスの専門職としての自己理解とその重要性を説明する。 

・保健・医療・福祉サービスの専門職としての他者理解とその重要性を説明する。 

・患者・サービス利用者・地域住民など支援を必要とする人たちとの信頼関係を構築するために必要なコミュニケーションスキルの基

本を説明する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1 10/7 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

相談援助とは 相談援助技術と理論 大塚 紘未, 

近藤 圭子 

2 10/21 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

自己理解・他己理解1 自己紹介ゲームを通して 大塚 紘未, 

近藤 圭子 

3-4 10/28 09:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

自己理解・他己理解2 コンセンサスゲームを通して 大塚 紘未, 

近藤 圭子 

5 11/4 09:00-09:50 口腔保健

学科第４

講義室 

情報の伝達1 伝え合う関係の形成（図形伝達ゲ

ームを通して） 
大塚 紘未, 

近藤 圭子 

6-7 11/11 09:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

自己理解・他己理解3  

支援とは何か 1 
イメージの名刺交換を通して  支

援とは何か 
大塚 紘未, 

近藤 圭子 

8-9 11/18 09:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

支援とは何か 2 支援とは何か、事例を通して考え

る 1 
大塚 紘未, 

近藤 圭子 

10-11 11/25 09:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

支援とは何か 2  情報

の伝達2 
支援とは何か、事例の振り返り  

情報伝達ゲームを通して  ジェス

チャーゲームを通して 

大塚 紘未, 

近藤 圭子 

12-13 12/2 09:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室, 

口腔保健

学科第３

講義室 

 

支援とは何か 3 支援とは何か、事例を通して考え

る 2 
大塚 紘未, 

近藤 圭子 
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14-15 12/9 09:00-10:50 口腔保健

学科第４

講義室 

まとめ まとめ 大塚 紘未, 

近藤 圭子 

 

成績評価の方法 

・授業内レポートで学習成果を評価する。 

・事例検討などの参加態度、参加状況を評価に加味する。 

・事例検討のまとめやプレゼンテーションの内容から評価する。 

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に資料の配布、e-learningへのアップロード等があった場合には、各自予習して授業に臨むこと。 

試験の受験資格 

３分の 2以上の出席 

参考書 

・随時、授業中に紹介する。 

連絡先 

近藤 圭子:solan.ltoh@tmd.ac.jp 

大塚 紘未:hiromi.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

近藤 圭子:随時（メール等で連絡の上、約束してから来室してください） 

大塚 紘未:随時 
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時間割番号 022050 

科目名 現代社会と福祉Ⅰ 

担当教員 遠藤 慶子 

開講時期 前期 対象年次 2 単位数 2 

科目名：現代社会と福祉Ⅰ 

時間数：30時間 

授業形態：講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

・ 保健・医療・福祉の専門職に共通する人権擁護や社会正義などの価値・倫理を理解する。 

・ 現代社会における社会福祉の意義や理念、福祉政策との関係について理解する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・ 保健・医療・福祉の専門職に共通する人権擁護や社会正義などの価値・倫理を具体的に説明できる。 

・ 現代社会における社会福祉の意義を保健・医療・福祉専門職の価値・倫理と関連づけながら具体的に説明できる。 

・現代社会における福祉政策の構成要素や社会資源、関連政策などの概要を説明することができる。 

・ 人々の生活と健康に関連する社会福祉の課題について、自らの意見を具体的に述べることができる。 

・ 社会福祉と口腔保健の関連性に興味関心をもち、自ら調べ、考える態度をもつ。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1 4/4 13:00-13:50 口腔保健

学科第４

講義室 

社会福祉入門 オリエンテーション 遠藤 慶子 

2-3 4/7 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

放送大学 生活を創る 遠藤 慶子 

4 4/27 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

放送大学 人生を計画する 遠藤 慶子 

5-6 5/6 16:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室 

放送大学 生活課題を考える 遠藤 慶子 

7 5/11 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

放送大学 人生課題を考える 遠藤 慶子 

8-10 6/13 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

放送大学 何故貧困になるのか 遠藤 慶子 

11-12 6/16 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

放送大学 何故貧困に陥るのか 遠藤 慶子 

13 6/17 17:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室 

放送大学 私の生活に起きた「もしも・・・」 遠藤 慶子 

14-16 6/20 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

振り返り グループワーク 遠藤 慶子 

17 6/22 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

放送大学 生活課題① 遠藤 慶子 
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講義室 
18 6/29 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

放送大学 生活課題② 遠藤 慶子 

19-20 6/30 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

放送大学 生活課題③ 遠藤 慶子 

21 7/6 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

放送大学 生活課題④ 遠藤 慶子 

22 7/20 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

放送大学 生活課題⑤ 遠藤 慶子 

23-25 7/22 11:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

放送大学 生活課題⑥ 遠藤 慶子 

26-27 7/25 15:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

放送大学 生活課題⑦ 遠藤 慶子 

28 7/26 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

放送大学 生活課題⑧ 遠藤 慶子 

29 7/27 16:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

振り返り グループワーク討議① 遠藤 慶子 

30 7/29 17:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室 

振り返り グループワーク討議② 遠藤 慶子 

 

成績評価の方法 

・授業内レポートで重要な単元の学習成果を評価する。 

・グループディスカッション（事例検討など）の参加状況を評価に加味する。 

・定期試験を実施し、総合的に評価する。 

準備学習などについての具体的な指示 

 

教科書 

放送大学テキスト使用 

参考書 

新・社会福祉士養成講座／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，2014 

連絡先 

遠藤 慶子:k-endo.ohcw@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

遠藤 慶子:随時 
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時間割番号 022051 

科目名 現代社会と福祉Ⅱ 

担当教員 遠藤 慶子 

開講時期 後期 対象年次 2 単位数 2 

科目名：現代社会と福祉Ⅱ 

時間数：30時間 

授業形態：講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

・ 保健・医療・福祉の専門職に共通する人権擁護や社会正義などの価値・倫理を理解する。 

・ 現代社会における社会福祉の意義や理念について子どもの問題に焦点を当てて理解する。 

 

授業の到達目標(SB0s) 

・保健・医療・福祉の専門職に共通する人権擁護や社会正義などの価値・倫理を具体的に説明できる。 

・現代社会における社会福祉の意義を保健・医療・福祉専門職の価値・倫理と関連づけながら具体的に説明できる。 

・社会福祉と口腔保健の関連性に興味関心をもち、自ら調べ、考える態度をもつ。 

・具体的には、子ども虐待、いじめ、臓器移植など、子どもをめぐる現代の課題について理解し、説明できる。 

・国際的な視点に立ち、貧困、不十分な医療、子どもの労働、戦争などから、子どもの人権について理解し、説明できる。 

・国連の子どもの権利条約について理解し、自らの専門性を踏まえて、子どもの人権擁護について考える態度をもつ。 

 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1-3 8/30 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

現代社会と福祉 現代社会と福祉（特徴と概要） 石渡 和実, 

遠藤 慶子 

4-8 8/30 13:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室 

福祉課題Ⅰ－① 子供の虐待の現状と課題 石渡 和実 

9-11 8/31 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

福祉課題Ⅰ-② こどもの虐待への対応、グループ

演習① 
石渡 和実 

12-16 8/31 13:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室 

福祉課題Ⅱー① いじめの問題の変遷と現状 石渡 和実 

17-19 9/1 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

福祉課題Ⅱ－② いじめの問題への対応、グループ

討議② 
石渡 和実 

20-24 9/1 13:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室 

福祉課題Ⅲ－① 国際的視点から見た子どもの人

権：戦争、教育を中心に 
石渡 和実 

25-27 9/2 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

福祉課題Ⅲ－② 子どもの労働、臓器移植と子ども

の人権、グループ討議③ 
石渡 和実 

28-30 9/2 13:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

福祉政策と関連政策 子どもの権利条約を考える、グル

ープ討議④ 
石渡 和実 

 

成績評価の方法 

・授業内レポートで重要な単元の学習成果を評価する。 
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・グループディスカッション（事例検討など）の参加状況を評価に加味する。 

・講義終了後のレポートを課し、授業内レポート、グループ討議などの状況も考慮して総合的に評価する。 

準備学習などについての具体的な指示 

 

備考 

事前に資料の配付、e-learningシステム上へのアップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。 

 

担当教員（非常勤） 

石渡和実 東洋英和女学院大学大学院 

連絡先 

遠藤 慶子:k-endo.ohcw@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

遠藤 慶子:随時 
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時間割番号 022052 

科目名 ソーシャルワークⅠ 

担当教員 遠藤 慶子 

開講時期 通年 対象年次 2 単位数 4 

科目名：ソーシャルワークⅠ 

時間数：60時間 

授業形態：講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

・相談援助の実際および相談援助の事例を教材とした実践的な講義を行う。 

・本講義での事例は実践例の提示から相談援助の視点を学ぶことを目的に使用する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・相談援助の対象者が置かれている社会的背景を理解する。 

・相談援助の知識・技術を具体的な事例の提示を通して理解する。 

・相談援助に対する考え方（人権尊重・権利擁護・自立支援等）を理解し、総合的かつ包括的な援助のあり方を理解する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1-3 5/13 15:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室 

ソーシャルワークとは

（社会福祉支援） 
ソーシャルワークにおけるミクロ

実践からマクロ実践へのひろがり 
大輪 典子 

4-5 5/20 16:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室 

相談援助の実際Ⅰ－１ 高齢者（虚弱）について 大輪 典子 

6-7 5/27 16:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室 

相談援助の実際Ⅰ－２ 高齢者（要介護者）について 大輪 典子 

8-11 6/10 14:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室 

相談援助の実際Ⅱ－２ 障害者Ⅱ（知的）について 大輪 典子 

12-16 6/17 13:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室 

相談援助の実際Ⅱー３ 障害者Ⅲ（精神）について 大輪 典子 

17-20 6/24 14:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室 

相談援助の実際Ⅱー４ 障害者Ⅳ（高次脳機能障害）につ

いて 
大輪 典子 

21-24 7/1 14:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室 

相談援助の実際Ⅲ 子どもについて 大輪 典子 

25-28 7/8 14:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室 

相談援助の実際 Ⅵ DVについて 大輪 典子 

29-32 7/15 14:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室 

相談援助の実際 Ⅴ 低所得者について 大輪 典子 

33-35 7/26 13:00-15:50 口腔保健

学科第４

講義室 

相談援助の実際 Ⅵ 就労支援について 大輪 典子 

36-40 7/29 13:00-17:50 口腔保健 ソーシャルワークの機 ソーシャルワーク専門職の機能、 大輪 典子 
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学科第４

講義室 
能Ⅰ 調整的機能、開発的機能 

41-42 10/7 16:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室 

ソーシャルワークの機

能Ⅱ 
代替的機能、教育的機能、ソーシ

ャルワーク機能の発見 
大輪 典子 

43-44 10/21 16:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室 

ソーシャルワークと援助

関係 
ソーシャルワークにおける援助関

係、援助関係の形成と活用 
大輪 典子 

45-46 10/28 16:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室 

相談援助の実践の場Ⅰ 在宅と施設（高齢者）について 大輪 典子 

47-48 11/4 13:00-14:50 口腔保健

学科第４

講義室 

相談援助の実践の場Ⅱ 在宅と施設（障害者）について 大輪 典子 

49-50 11/11 16:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室 

相談援助の実践の場Ⅲ 低所得者と福祉事務所について 大輪 典子 

51-55 11/18 13:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室 

相談援助の実践の場

Ⅳ・Ⅴ 
児童と児童相談所について  病

院について 
大輪 典子 

56-60 11/25 13:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室 

相談援助の実践の場Ⅵ    

まとめ 
地域包括支援センターについて  

授業の振り返りと学習効果の確認 
大輪 典子 

 

成績評価の方法 

・授業内レポートで重要な単元の学習成果を評価する。 

・実習態度、グループデイスカッションの参加状況を評価に加味する。 

準備学習などについての具体的な指示 

 

教科書 

MINERVA社会福祉士養成テキストブック「ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ」：ミネルヴァ書房 

MINERVA社会福祉士養成テキストブック「ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ」／岩田正美, 大橋謙策, 白澤政和 監修,：ミネルヴァ書房 

備考 

 

（非常勤） 

大輪典子 公益社団法人 東京都社会福祉士会 

 

連絡先 

遠藤 慶子:k-endo.ohcw@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

遠藤 慶子:随時 
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時間割番号 022033 

科目名 小児歯科学 

担当教員 荒川 真一, 近藤 圭子 

開講時期 1.5通年(秋) 対象年次 2〜3   

科目名：臨床歯科医学 

時間数：2学年15時間、3学年15時間 

授業形態：演習・講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第4講義室 

授業の目的、概要等 

小児の心身の成長・発達をふまえ、発達期口腔保健の意義および発達期口腔疾患の特徴、予防・治療法を理解する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・ 出生から青少年期までの心身の成長・発達を理解する。 

・ 小児の情緒と社会性の発達を理解する。 

・ 小児の健康を育む食生活と支援の重要性を理解する。 

・ 歯の萌出と乳歯･幼若永久歯の特徴を理解する。 

・ 顎・顔面頭蓋の成長過程を理解する。 

・ 歯列咬合の発育過程を理解する。 

・ 小児期の口腔疾患とその治療法、チーム医療を理解する。 

・ 歯科治療時の小児の行動への対応法を理解する。 

・ 小児に特有な心身の問題とその解決策を概説できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考 
1-2 10/7 10:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

小児歯科と成長発育、機

能・情緒・社会性の発達 
成長発育の特徴、身体の発育とそ

の評価、器官の発育、運動・感覚

機能の発達、情緒・社会性の発達 

宮新 美智世 2年 

3-4 10/14 10:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

小児の生理的特徴、摂

食機能と言語の発達 
原始反射、哺乳に関する反射、小

児の生理的特徴、栄養摂取と摂食

機能の発達、哺乳期、離乳期、幼

児期、児童・生徒期、発達期の食

の問題、言語の基礎知識、言語の

発達、発達期にみられる構音障害 

宮新 美智世 2年 

5-6 10/21 10:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

顎・頭蓋・顔面、歯列・咬

合の発達 
頭蓋の構成要素と相対的発育、頭

蓋発育の機構と評価法、側貌頭部

エックス線規格写真計測による日

本人小児の平均身長、歯列咬合

の発育（無歯期、乳歯萌出期、乳

歯列期、混合歯列前期、混合歯列

後期、永久歯列期）、歯列発育の

評価法 

宮新 美智世 2年 

7-8 10/28 10:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

発達期の口腔疾患と歯

科的対応 
乳歯・幼若永久歯の特徴、歯・歯

数・萌出の異常、乳歯う蝕の特徴、

小児う蝕の実態、重症乳歯う蝕の

為害作用、青少年期のう蝕、発達

期の歯周疾患、不正咬合、口腔軟

組織疾患の原因と予防、不良習

癖、咬合誘導 

宮新 美智世 2年 

9-10 11/4 10:00-11:50 口腔保健

学科第３

小児歯科治療時の小児

行動への対応法 
小児の歯科診療時の留意事項（診

療環境の整備、小児歯科治療三

宮新 美智世 2年 
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講義室 角、コミュニケーションの確立）、

小児の情動の特徴、行動変容法、

強制的な行動抑制 
11-12 11/11 10:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

発達期の口腔疾患と歯

科的対応(臨床） 
小児歯科臨床における疾患の予

防と治療、管理 
宮新 美智世 2年 

13-14 11/18 10:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

まとめ 小児の成長発達と介入の実際 近藤 圭子 2年 

15 11/7 13:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室 

障害と歯科医療１ 障害の分類およびその特徴、口腔

内所見、歯科疾患罹患状況 
楠本 康香 3年 

16 11/7 14:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

障害と歯科医療2 行動調整法の種類とその概要 楠本 康香 3年 

17-18 11/14 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

障害と歯科医療 診療計画立案、予後管理、障害

児・者の一次・二次・三次歯科医療

体制 

楠本 康香 3年 

19-20 11/28 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

発音機能の発達 発音機能の発達とその異常、構音

障害、診断 
壬生 美智子 3年 

21-22 12/5 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

構音障害とその訓練 構音障害の訓練法 壬生 美智子 3年 

23-24 12/12 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

障害児・者に対する口腔

健康教育の実際１ 
ニーズ診断、障害に対応したセル

フケア、ホームケア  口腔内の状

況、歯科予防処置の実際、患者対

応上の留意点口腔内の状況、歯

科予防処置の実際、患者対応上

の留意点 

 3年 

25 12/19 14:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

障害児・者に対する口腔

健康教育の実際２ 
ニーズ診断、障害に対応したセル

フケア、ホームケア  口腔内の状

況、歯科予防処置の実際、患者対

応上の留意点口腔内の状況、歯

科予防処置の実際、患者対応上

の留意点 

 3年 

26-27 1/16 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

事例紹介 障害者センターでの対応 安田 昌代 3年 

28-29 1/23 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

まとめ 障害児・者と歯科衛生士の関わり 近藤 圭子 3年 

 

成績評価の方法 

・毎回の授業開始前の小テストで形成的評価を行う。 

・2学年後期末試験（客観試験、記述試験）で評価する。 

準備学習などについての具体的な指示 

・事前配布資料、e-learningへのアップロードがあるので、各自予習して授業に臨むこと。 

参考書 

最新歯科衛生士教本 小児歯科／大嶋隆 ほか著,：医歯薬出版，2009 
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・全国歯科衛生士教育協議会監修 最新歯科衛生士教本「小児歯科」医歯薬出版 

・全国歯科衛生士教育協議会監修 最新歯科衛生士教本「歯科予防処置論・歯科保健指導論」医歯薬出版 

・前田隆秀、朝田芳信、田中光郎他 ｢小児の口腔科学｣ 学建書院 

・「国民衛生の動向 2012・2013年」 厚生統計協会 

・「平成24年版 青少年白書」 内閣府 

・「平成24年版 食育白書」 内閣府 

備考 

担当教員 

石川雅章 歯学部 

三輪全三 小児歯科学分野 

小野芳明 小児歯科学分野 

連絡先 

荒川 真一:s-arakawa.ltoh@tmd.ac.jp 

近藤 圭子:solan.ltoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

荒川 真一:随時 

近藤 圭子:随時（メール等で連絡の上、約束してから来室してください） 
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時間割番号 022053 

科目名 歯科薬理・薬剤学 

担当教員 坂本 裕次郎, 青木 和広, 田村 幸彦 

開講時期 前期 対象年次 3 単位数 1 

科目名：歯科薬理・薬剤学 

ユニット番号：3001 

授業形態：講義 

時間数：必修1単位・15時間 

科目責任者・ユニット責任者：坂本 裕次郎・青木 和広 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室 

授業の目的、概要等 

医薬品の薬理作用を理解し、薬物を安全かつ効果的に利用するために必要な基本的知識を修得する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・消化器系作用薬の種類と作用について概説できる。 

・内分泌系薬物、ホルモン剤の種類と作用について概説できる。 

・悪性腫瘍治療薬の種類と作用について概説できる。 

・硬組織疾患治療薬について概説できる。 

・血液・造血系に作用する薬物について概説できる。 

・免疫系作用薬の種類と作用について概説できる。 

・歯科用医薬品の特徴および使用の留意点について概説できる。 

・う蝕予防薬の種類と作用について概説できる。 

・病原微生物作用薬（消毒薬・化学療法薬）の種類と作用について概説できる。 

・漢方薬物療法について概説できる。 

・医薬品の剤形、処方箋および保管方法について概説できる。 

・薬事関連法規について概説できる。 

・臨床試験と薬害について概説できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1 4/5 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

消化器系作用薬 食欲・消化作用薬、消化性潰瘍治

療薬、胃腸運動改善薬、腸疾患作

用薬 

田村 幸彦 

2 4/12 11:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

内分泌系作用薬・代謝系

疾患治療 
糖尿病治療薬、ホルモン拮抗薬 田村 幸彦 

3 4/19 11:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

悪性腫瘍治療薬 化学療法薬、口腔領域の悪性腫瘍

治療薬 
田村 幸彦 

4 4/26 11:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

硬組織に作用する薬物 骨代謝調節ホルモン、骨粗鬆症の

治療 
青木 和広 

5 5/10 11:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

血液と薬物 貧血治療薬、局所性・全身性止血

薬、抗血栓療法薬、血液製剤 
青木 和広 

6 5/17 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

免疫調節薬・免疫療法薬 免疫抑制薬、免疫増強薬、ワクチ

ン製剤、抗アレルギー薬、特異的

抗リウマチ薬、抗ヒスタミン薬 

青木 和広 

7 5/24 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

歯科医療と薬物・う蝕予

防に用いる薬・口腔粘膜

歯科医療に用いられる薬物の特

徴・副作用、う蝕予防薬の分類、フ

田村 幸彦 
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講義室 疾患治療薬 ッ化物、フッ化物以外のう蝕予防

薬、洗口剤、口腔粘膜疾患と治療

薬、口腔内用薬（洗浄剤、口腔用

膏剤、口腔用貼付性製剤など） 
8 5/31 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

歯内療法薬・歯周疾患治

療薬 
う窩消毒剤および歯髄鎮静剤、覆

髄剤、裏層剤、歯髄失活剤、歯髄

乾屍剤、根管拡大補助剤と根管清

掃剤、根管消毒剤、根管充填剤、

象牙質知覚過敏症治療薬、歯周疾

患の分類、歯周炎の発症、プラー

クコントロールに用いる薬剤、歯

周治療の処置に用いる薬剤 

長谷川 望 

9 6/7 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

感染と薬物１ 消毒薬、抗菌薬（抗生物質、抗真

菌薬、抗結核薬、抗ウィルス薬） 
高橋 悦子 

10 6/14 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

感染と薬物２ 消毒薬、抗菌薬（抗生物質、抗真

菌薬、抗結核薬、抗ウィルス薬） 
高橋 悦子 

11 6/21 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

漢方薬物療法 漢方薬 高橋 悦子 

12 6/28 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

医薬品の分類・薬事関

連法規 
薬機法、日本薬局方及び局方薬、

毒薬劇薬、麻薬、向精神薬、覚せ

い剤、医薬部外品、化粧品 

原澤 秀樹 

13 7/5 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

薬物の取り扱い・服薬指

導 
処方箋、調剤と製剤、配合変化、

保存方法、剤形 
原澤 秀樹 

14 7/12 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

歯科用医薬品の特徴と

使用 
歯科用医薬品の特徴と剤形、歯科

用医薬品の使用方法と留意点 
原澤 秀樹 

15 7/19 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

臨床試験と薬害 臨床試験に関わる倫理規定、臨床

試験のあり方・方法、臨床試験の

課題、薬害 

原澤 秀樹 

 

成績評価の方法 

・提出レポート、期末の客観試験、論述試験で総括的評価を行う。 

・出席状況および授業態度を総括的評価に加味する。 

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に資料配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、必ず目を通してから講義に臨むこと。 

・すでに終了している講義の復習をすることを勧める。 

参考書 

薬理学／全国歯科衛生士教育協議会 編,川口充, 大浦清, 大谷啓一, 戸苅彰史, 加藤有三, 篠原光子 著,：医歯薬出版，2011 

シンプル薬理学／野村隆英, 石川直久 編集,：南江堂，2014 

現代歯科薬理学／大谷啓一, 鈴木邦明, 戸苅彰史 編,加藤有三, 篠田壽 監修,：医歯薬出版，2012 

コメディカルのための薬理学／渡邊泰秀, 樋口マキヱ 編集,：朝倉書店，2012 

絵でみる和漢診療学／寺沢捷年 著,：医学書院，1996 

連絡先 

坂本 裕次郎:y.sakamoto.bsoh@tmd.ac.jp 

青木 和広:kazu.hpha@tmd.ac.jp 

田村 幸彦:tamu.hpha@tmd.ac.jp 
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オフィスアワー 

坂本 裕次郎:随時 1号館西8階 

青木 和広: 随時 MDタワー7階南 研究室１（S760） 

田村 幸彦:毎週金曜日 16：00-18：00 MDタワー7階南 研究室1(S760) 
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時間割番号 022054 

科目名 矯正歯科学 

担当教員 荒川 真一, 大塚 紘未, 辻 美千子 

開講時期 前期 対象年次 3   

科目名：臨床歯科医学 

時間数：30時間 

授業形態：実習・講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室 

授業の目的、概要等 

・顎口腔機能の発達過程および不正咬合との関連を理解し、顎口腔機能の育成および個性正常咬合獲得を、口腔保健の立場から支援す

るための知識を修得する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・正常な歯列咬合の状態を理解する。 

・不正咬合の種類とその影響を理解する。 

・不正咬合の診断に必要な資料・情報を理解する。 

・不正咬合の診断・治療法を概説できる。 

・歯科矯正器材と装置の種類・取り扱い方を概説できる。 

・歯科矯正治療におけるチーム医療を理解する。 

・歯科矯正治療中の患者の口腔保健指導を理解する。 

・歯科矯正治療中の患者の口腔ケアと心理的支援を理解する。 

・顎口腔機能の育成を概説できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1-2 4/12 13:00-14:50 口腔保健

学科第２

講義室 

歯科矯正学概論/成長・

発育 
不正咬合の生理的・心理的障害、

矯正治療の目的とその必要性、矯

正歯科治療の歴史、矯正歯科臨床

における歯科衛生士の役割、成長

発育曲線、顎・顔面・頭蓋の成長発

育 

辻 美千子 

3-4 4/19 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

成長・発育/咬合 歯列の成長発育（乳歯列、混合歯

列、永久歯列、歯年齢）、正常咬合

の定義、不正咬合の種類（歯の異

常、歯列弓形態の異常、上下顎間

関係の異常）と分類 

辻 美千子 

5-6 4/26 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

咬合/口腔習癖 不正咬合の原因（遺伝的・環境的、

先天的・後天的）、不正咬合の予

防、口腔習癖の種類と頻度、咬合・

咀嚼・発音・嚥下への影響、口腔

筋機能療法 

辻 美千子 

7-8 5/10 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

矯正治療における生体

反応と生体力学/矯正診

断 

矯正力、歯の移動・組織反応、歯

の移動様式、診査と情報の収集

（相談・問診・写真・口腔模型・パノ

ラマエックス線写真・頭部エックス

線規格写真、口腔機能検査等） 

辻 美千子 

9-10 5/17 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

矯正診断/矯正器具 症例分析法、治療方針の立て方、

固定、矯正用器具の種類とその取

扱い、矯正材料の種類と取扱い 

辻 美千子 

11-12 5/24 13:00-14:50 口腔保健 矯正材料/矯正装置 舌側弧線装置、マルチブラケット 辻 美千子 
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学科第２

講義室 
装置、床矯正装置、機能的顎矯正

装置、側方拡大装置、顎外固定装

置、保定装置など、各装置の説明

と注意事項 
13-14 5/31 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

不正咬合の治療法と保

定/チーム医療 
前後的関係・垂直的関係の不調和

に対する治療、歯の埋伏と歯数の

異常に対する治療、混合歯列期、

永久歯列期、成人の矯正歯科治療

（外科矯正、補綴前準備、歯周疾

患患者、ＭＴＭ）、トラブルへの対

応、先天異常疾患・顎変形症に対

するチーム医療 

辻 美千子 

15-16 6/7 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

歯科衛生士の役割/矯

正歯科関連実習説明/国

試対策 

矯正歯科外来における歯科衛生

士の役割（患者指導、ＭＦＴ、チー

ム医療等）、矯正歯科関連実習説

明、国試対策 

辻 美千子 

17-18 6/14 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

歯科矯正治療における

歯科衛生士の役割１ 
矯正歯科外来における歯科衛生

士の役割（患者指導、ＭＦＴ、チー

ム医療等） 

 

19-20 6/15 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

歯科矯正治療における

歯科衛生士の役割２ 
診査の補助、歯科矯正治療の補

助、各種装置の取扱い、矯正治療

中の口腔保健管理、心理的支援等 

大塚 紘未 

21-24 6/21 13:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

矯正歯科関連実習1 矯正歯科における診査、検査、分

析               矯正歯

科における器材の取扱い（結紮ほ

か） 

辻 美千子 

25-28 6/28 13:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室, 

口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

矯正歯科関連実習2 症例分析、診断、治療方針立案 辻 美千子 

29-30 7/19 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

歯科矯正治療における

歯科衛生士の役割２ 
診査の補助、歯科矯正治療の補

助、各種装置の取扱い、矯正治療

中の口腔保健管理、心理的支援等 

大塚 紘未 

31-32 7/19 13:00-14:50     
 

成績評価の方法 

随時の小テスト・レポートで形成的評価、期末の客観試験、記述試験で総括的評価を行う。 

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に資料の配布、e-learningへのアップロード等があった場合には、各自予習して授業に臨むこと。 

参考書 

・最新歯科衛生士教本「歯科矯正学」 全国歯科衛生士教育協議会編 医歯薬出版 

・矯正歯科治療とオーラルハイジーンコントロール 高田健治監修 クインテッセンス出版 

・歯科矯正学と診療補助 東理十三雄監修 遠藤敏哉著 クインテッセンス出版 

・歯科矯正学 第５版 葛西一貴他編 医歯薬出版 

 

連絡先 

荒川 真一:s-arakawa.ltoh@tmd.ac.jp 
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大塚 紘未:hiromi.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

荒川 真一:随時 

大塚 紘未:随時 
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時間割番号 022055 

科目名 歯科放射線学 

担当教員 荒川 真一, 近藤 圭子 

開講時期 前期 対象年次 3   

科目名：臨床歯科医学 

時間数：15時間 

授業形態：講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室 

授業の目的、概要等 

歯科診療の診断に必要な放射線に関して、チーム医療に必要な知識、基本的手技を習得する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・放射線物理の基本的な内容を説明できる。 

・歯科放射線の撮影方法について説明できる。 

・放射線撮影にあたり、撮影の意味とその被爆の程度や適切な防護について説明できる。 

・放射線治療の概要について説明できる。 

・CTやMRIなどの画像診断法について概説できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1-2 4/5 15:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

放射線物理 放射線と放射能、X線の性質、X線

の発生、物質との相互作用 
大林 尚人 

3-4 4/12 15:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

X線撮影法 X線撮影装置の基本構造と各種歯

科用装置、フィルムの現像と管理 
大林 尚人 

5-6 4/19 15:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

X線撮影の補助1 口内法（二等分法、平行法、咬合

法）、デジタルX線 
大林 尚人 

7-8 4/26 15:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

X線撮影の補助2 口外法（パノラマ、顎関節、頭部X

線規格撮影） 
大林 尚人 

9-10 5/10 15:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

放射線治療-腫瘍学と生

物学 
放射線による口腔癌の治療、放射

線の生物学的影響 
大林 尚人 

11-12 5/17 15:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

放射線の管理と防護 放射線被曝、被曝線量の測定、放

射線防護用具 
大林 尚人 

13-14 5/24 15:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

画像診断 CT、MRI、PET/CT、RI検査、超音

波画像 
大林 尚人 

15 5/31 15:00-15:50 口腔保健

学科第３

講義室 

まとめ 必要とされる放射線の知識 大林 尚人 

 

成績評価の方法 

必要に応じてレポートの提出を課すとともに、期末の客観試験、記述試験で総括的評価を行う。出席状況、授業態度を総括評価に加味す

る。 

準備学習などについての具体的な指示 

 

試験の受験資格 
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全履修時間の 3分の 2以上出席する。 

課題レポートをすべて提出する。 

参考書 

歯科放射線／全国歯科衛生士教育協議会 監修,岡野友宏 ほか著,：医歯薬出版，2009 

連絡先 

荒川 真一:s-arakawa.ltoh@tmd.ac.jp 

近藤 圭子:solan.ltoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

荒川 真一:随時 

近藤 圭子:随時（メール等で連絡の上、約束してから来室してください） 
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時間割番号 022056 

科目名 包括的歯科医療の実際 

担当教員 小原 由紀, 品田 佳世子, 遠藤 圭子, 近藤 圭子, 安田 昌代, 大塚 紘未 

開講時期 後期 対象年次 3   

科目名：臨床歯科医学 

時間数：30時間 

授業形態：講義・演習・実習 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室・臨床基礎実習室・相互実習室 

歯学部附属病院内、学外施設他 

授業の目的、概要等 

加齢や障害に伴う身体・精神諸機能の変化や、高齢者・障害者の疾病の特徴を理解し、高齢者・障害者の医療・歯科医療に関する知識や

技能の基礎を習得する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・ 加齢や障害に伴う身体的・精神的・社会的変化を理解する 

・ 高齢者や障害者の疾病の特徴を理解する 

・ 高齢者や障害者の医療・歯科医療の留意点を理解する 

・ 高齢者や障害者の医療および福祉の社会的システムを理解する 

・ 高齢者・障害者医療における倫理を理解する 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1-3 2/3 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室 

要介護高齢者への口腔

ケアの実際 
座位での口腔ケア（相互実習）、  

口腔機能向上プログラムの展開、

合同実習の指導計画の見直し 

小原 由紀, 

近藤 圭子, 

安田 昌代, 

大塚 紘未 

4-6 2/6 09:00-11:50 第1総合

診療室 
口腔ケア実習指導 実習シミュレーションと計画の修

正 
小原 由紀, 

近藤 圭子, 

安田 昌代, 

大塚 紘未 
7-10 2/6 13:00-16:50 第1総合

診療室, 

特別講堂 

医歯融合の老年医学ブ

ロック口腔ケア合同実習 
医歯融合の老年医学ブロック口腔

ケア合同実習 
小原 由紀, 

近藤 圭子, 

安田 昌代, 

大塚 紘未, 

品田 佳世子 
11-13 2/7 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室 

口腔内吸引実習  食事

介助実習 
吸引器を用いた口腔内吸引（相互

実習）、食事介助実習 
古屋 純一, 

小原 由紀, 

安田 昌代, 

大塚 紘未 

14-20 2/9 09:00-16:50 その他

（口腔保

健学科口

腔保健衛

生学専

高齢者施設見学 介護保険施設の見学実習 小原 由紀 

187



攻） 
21-23 2/13 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室 

口腔内吸引実習  食事

介助実習 
吸引器を用いた口腔内吸引（相互

実習）、食事介助実習 
小原 由紀, 

安田 昌代, 

大塚 紘未, 

古屋 純一 

24-27 2/13 13:00-16:50 第1総合

診療室, 

特別講堂 

医歯融合の老年医学ブ

ロック口腔ケア合同実習 
医歯融合の老年医学ブロック口腔

ケア合同実習 
小原 由紀, 

近藤 圭子, 

安田 昌代, 

大塚 紘未, 

品田 佳世子 
28-30 2/14 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

施設見学発表会、まとめ 施設見学グループ発表、まとめ 小原 由紀 

 

成績評価の方法 

・提出レポート、期末の客観試験、論述試験で総括的評価を行う。 

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。 

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習して授業に臨むこと。 

・高齢者の生理的特徴、口腔清掃用具の使用方法を復習しておくこと。 

試験の受験資格 

講義は 2/3以上、実習は 3/4以上出席のこと。 

参考書 

・老年医学テキスト(日本老年医学会編） 

・健康長寿診療ハンドブック（日本老年医学会編） 

・高齢者総合的機能評価ガイドライン(鳥羽研二） 

・認知症地域ケアガイドブック（認知症介護研究・研修東京センター監修） 

・日本老年歯科医学会監修 高齢者歯科診療ガイドブック（財団法人 口腔保健協会） 

備考 

 

     

連絡先 

小原 由紀:ohara.pvoh@tmd.ac.jp 

遠藤 圭子:usagi.ohce@tmd.ac.jp 

近藤 圭子:solan.ltoh@tmd.ac.jp 

品田 佳世子:shinada.pvoh@tmd.ac.jp 

大塚 紘未:hiromi.pvoh@tmd.ac.jp 

安田 昌代:yasuda.ocsh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

小原 由紀:随時 

遠藤 圭子:随時 

近藤 圭子:随時（メール等で連絡の上、約束してから来室してください） 

品田 佳世子:随時 

大塚 紘未:随時 

安田 昌代:随時 
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時間割番号 022057 

科目名 口腔疾患予防学の実践と応用 

担当教員 品田 佳世子, 荒川 真一, 遠藤 圭子, 近藤 圭子, 小原 由紀, 安田 昌代, 大塚 紘未, 柴﨑 美紀 

開講時期 通年 対象年次 3   

科目名：口腔疾患予防学 

時間数：135時間 

授業形態：実習・講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室・臨床基礎実習室・相互実習室 

授業の目的、概要等 

・歯・口腔の健康状態を維持するための要因と、予防可能な口腔疾患の種類、その原因と予防法について理解する。 

・歯・口腔の状態把握および歯科予防処置の基本的知識と技術を修得する。 

・多職種連携の意義目的と、チーム医療の重要性を理解する。 

・より専門的な歯周病についての臨床知識を修得し、また歯科衛生士の実際の業務を学ぶ。 

授業の到達目標(SB0s) 

・う蝕予防と歯周歯科疾患予防の基礎を理解する。 

・歯、口腔（歯、歯肉、歯の付着物・沈着物）状態を把握できる。 

・器具の消毒・滅菌、感染予防、手指の消毒法、偶発事故の予防など生体への配慮の基本を実践しながら、歯科予防処置に必要な知識と

技術を修得する。 

・歯科予防処置のうち、歯石除去、歯面清掃、SRP、う蝕予防処置、フッ化物歯面塗布、フッ化物洗口を実施できる。 

・歯科衛生過程にそって、口腔ケアを実施できる。 

・集団を対象としたう蝕予防の処置を計画実践する。 

・多職種連携における歯科衛生士の役割を説明する。 

・有病者に対する口腔機能管理の重要性を説明する。 

・歯周病と全身疾患の関連を説明する。 

・歯周病発症の予防法を説明する。 

・歯周基本治療を説明する。 

・最新の歯周病検査・歯周治療を理解する。 

・歯周専門分野での歯科衛生士の役割を説明する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1-2 4/6 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

口腔疾患予防の実践の

概要 
実習の進め方、試験ケースシミュ

レーションの進め方 
小原 由紀 

3-4 4/13 09:00-10:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室 

口腔内写真撮影（9枚

法） 
口腔内写真撮影用カメラの操作、

マネキン実習 
小原 由紀, 

安田 昌代 

5-9 4/14 13:00-17:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室 

相互実習（ケースシミュ

レーション)1 
アセスメント 1（口腔内写真撮影） 小原 由紀, 

近藤 圭子, 

安田 昌代 

10-11 4/20 09:00-10:50 口腔保健 インスツルメンテーショ プロービング、スケーリング実習 小原 由紀 
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学科臨床

基礎実習

室 

ン 

12-16 4/21 13:00-17:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室 

相互実習（ケースシミュ

レーション)2 
アセスメント 2 小原 由紀, 

近藤 圭子, 

安田 昌代 

17-21 4/28 13:00-17:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

相互実習（ケースシミュ

レーション）3 
アセスメント 3 小原 由紀, 

近藤 圭子, 

安田 昌代 

22-23 5/2 13:00-14:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

ニーズに応じた歯科衛

生介入1 
セルフケア用品の選択 小原 由紀 

24-28 5/12 13:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

歯科衛生計画立案 情報の整理と計画書の作成 小原 由紀 

29 5/19 17:00-17:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

歯科衛生計画の振り返

り 
計画の見直しと修正 小原 由紀 

30-34 5/26 13:00-17:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室, 第1

総合診療

室 

相互実習（ケースシミュ

レーション)4、体験実習

1 

歯科衛生ケア介入1、口腔ケア診

療室体験実習 
近藤 圭子, 

安田 昌代, 

田澤 千鶴 

35-38 6/6 13:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室 

相互実習（ケースシミュ

レーション)5 
歯科衛生ケア介入2 小原 由紀, 

近藤 圭子, 

大塚 紘未 

39-43 6/9 13:00-17:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室 

相互実習（ケースシミュ

レーション)6、臨床体験

実習2 

歯科衛生ケア介入3、口腔ケア診

療室体験実習 
小原 由紀, 

近藤 圭子, 

安田 昌代, 

田澤 千鶴 

44-48 6/13 13:00-17:50 口腔保健 相互実習（ケースシミュ 歯科衛生ケア介入4 小原 由紀, 
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学科第３

講義室 
レーション)7 近藤 圭子, 

安田 昌代, 

田澤 千鶴 
49 6/16 17:00-17:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

歯科衛生介入の振り返

りとフィードバック 
計画の見直しと修正、患者教育用

リーフレットの作成 
小原 由紀 

50-53 6/20 13:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室 

集団に対する口腔疾患

予防の実践1 
小児に対するフッ化物応用 近藤 圭子, 

小原 由紀, 

大塚 紘未 

54-58 6/23 13:00-17:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室 

相互実習（ケースシミュ

レーション)8、臨床体験

実習3 

歯科衛生介入と歯科衛生評価 近藤 圭子, 

安田 昌代, 

大塚 紘未, 

田澤 千鶴 

59-63 6/27 09:00-14:50 その他

（口腔保

健学科口

腔保健衛

生学専

攻） 

集団に対する口腔疾患

予防の実践2 
幼稚園におけるフッ化物塗布実習 近藤 圭子, 

安田 昌代, 

大塚 紘未, 

遠藤 圭子 

64-68 6/30 13:00-17:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室, 口腔

保健学科

第３講義

室 

相互実習（ケースシミュ

レーション)9 
歯科衛生ケア介入5、口腔ケア診

療室体験実習 
小原 由紀, 

近藤 圭子, 

大塚 紘未, 

田澤 千鶴 

69-70 7/6 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

記録の整理 ケースプレゼンテーションの準備 小原 由紀 

71-75 7/7 13:00-17:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室, 口腔

保健学科

第３講義

室 

機械的歯面清掃 機械的歯面清掃（相互実習） 小原 由紀, 

近藤 圭子, 

安田 昌代 
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76-78 7/12 13:00-15:50 口腔保健

学科第３

講義室 

記録の整理 ケースプレゼンテーションの準備

と奨励報告書の作成 
小原 由紀 

79-83 7/14 13:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室, 

口腔保健

学科第３

講義室 

ケースプレゼンテーショ

ン 1 
症例発表会（グループ発表） 小原 由紀, 

近藤 圭子, 

大塚 紘未 

84-85 7/19 15:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

ケースプレゼンテーショ

ン 2 
症例発表会（総合発表） 小原 由紀 

86-90 7/21 13:00-17:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室 

手技の総合評価  小原 由紀, 

近藤 圭子, 

安田 昌代 

91-92 7/22 13:00-14:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

ニーズに応じた歯科衛

生介入1 
電動ブラシの選択と適応 小原 由紀 

93 7/25 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室 

歯科衛生士の職業安全

衛生 
作業関連骨格系障害と歯科衛生

業務 
小原 由紀 

94-95 7/26 11:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室, 

口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室, 口腔

保健学科

第４講義

室 

実技試験 OSCE 遠藤 圭子, 

小原 由紀, 

近藤 圭子, 

大塚 紘未, 

河野 章江, 

岡田 昌子 

96 7/26 16:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室, 

口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室, 口腔

保健学科

実技試験 OSCE 小原 由紀, 

近藤 圭子, 

大塚 紘未, 

遠藤 圭子, 

岡田 昌子, 

田澤 千鶴, 

河野 章江 
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第４講義

室 
97 9/30 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

多職種連携の重要性 健康長寿に貢献できるチーム医

療人の育成 
小原 由紀 

98 9/30 13:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室 

多職種連携の実際1 本学における歯科衛生士と他職種

との連携方法について 
中西 桃子, 

小原 由紀 

99-10

0 
10/7 11:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室, 

口腔保健

学科第４

講義室 

多職種連携の実際2 急性期病院における歯科衛生士

の役割 
吉田 沙織, 

小原 由紀 

101-1

02 
10/21 11:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室, 

口腔保健

学科第４

講義室 

多職種連携の実際3 周術期口腔機能管理の実際 河野 章江, 

小原 由紀 

103-1

04 
10/28 11:00-13:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

基本手技の確認1  根分岐部病変の診査 小原 由紀, 

近藤 圭子 

105-1

06 
11/11 11:00-13:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室 

基本手技の確認2 スケーリング・ルートプレーニング 小原 由紀, 

近藤 圭子 

107-1

08 
11/18 11:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室 

多職種連携の実際4 病院歯科におけるチーム医療の

実際 
大野 友久, 

小原 由紀 

109-1

10 
11/25 11:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室 

多職種連携の実際5 多職種連携における歯科衛生士

の果たす役割 
高柳 久与, 

小原 由紀 

111 12/2 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

多職種連携の実際6 有病者における口腔機能管理の

重要性 
西川 利恵, 

小原 由紀 

112 12/2 13:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室 

多職種連携の実際7 地域一体型NSTとチーム医療 柴﨑 美紀, 

小原 由紀 

113-1

14 
1/6 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

多職種連携の実際8 在宅療養における食支援の重要

性 
篠原 弓月, 

安田 淑子, 

小原 由紀 
115-1

16 
1/13 11:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室 

有病高齢者に対する口

腔機能管理1 
口腔保健専門職に求められる口

腔ケアの基本技術 
小原 由紀 
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117-1

18 
1/20 11:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室 

有病高齢者に対する口

腔機能管理2 
歯科衛生過程の基づくケアプラン

の立案 
小原 由紀 

119-1

21 
1/23 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室 

有病高齢者に対する口

腔機能管理3 
口腔ケアシミュレーターによる実

習 
小原 由紀 

122-1

23 
1/23 15:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

歯周病と全身疾患 歯周病、特に歯周炎とかかわる全

身疾患の病態を学ぶ。 
和泉 雄一 

124-1

26 
1/30 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室 

有病高齢者に対する口

腔機能管理4 
専門的口腔ケア（相互実習） 小原 由紀, 

安田 昌代, 

大塚 紘未 

127-1

28 
1/30 15:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

Cell sheetとは Cell sheatを用いた最新の再生治

療を紹介する。 
妻沼 有香 

129-1

31 
2/7 13:00-15:50 口腔保健

学科第３

講義室 

3・4年次臨床実習にお

ける歯周基本治療の実

際 

臨床実習における歯周組織検査・

口腔保健衛生指導、スケーリン

グ・ルートプレー二ング 

塩山 秀裕 

132-1

33 
2/8 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

企業内歯科診療所にお

ける歯科衛生士 
企業内歯科診療所における歯科

衛生士の役割を知る。さらに、トピ

ックも紹介する。 

大西 英知 

134 2/8 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

審美歯科、インプラント

治療における歯科衛生

士 

審美歯科、インプラント治療にお

いていかに歯科衛生士がかかわ

るかについてて学ぶ。 

辻村 香恵 

135 2/14 13:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室 

レーザー：基礎と臨床 特にエルビウムやグレーザーの

歯周治療に対する応用について

紹介する。 

青木 章 

136 2/14 14:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

歯周治療における歯科

衛生士の役割 
歯周外科など歯周治療における

歯科衛生士のかかわりを知る。 
釼持 郁 

137-1

39 
2/16 14:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

歯周治療における機能

水の応用・基本知識の

確認 

現在安全な殺菌作用のある含嗽

剤として注目されている機能水の

紹介。歯周病関連知識を再確認す

る。 

荒川 真一 

 

成績評価の方法 

・随時の小テストで形成的評価を行う。 

・出欠状況、実習態度などを総括的評価に加味する。 

・前期末の筆記試験、実技試験及び提出レポート・課題により総括的評価する。 

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習して授業に臨むこと。 

・歯科予防処置、歯科保健指導、口腔疾患予防等に関する復習しておくこと。 
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試験の受験資格 

講義は 2/3以上、実習は 3/4以上出席のこと。 

教科書 

保健生態学／可児徳子, 松井恭平, 眞木吉信 編,：医歯薬出版，2007 

歯科予防処置論・歯科保健指導論／全国歯科衛生士教育協議会 監修,高阪利美 ほか著,：医歯薬出版，2011 

参考書 

口腔保健推進ハンドブック : 地域を支えるオーラルヘルスプロモーション／深井穫博, 池主憲夫, 川口陽子, 米山武義 編,：医歯薬出版，

2009 

目で見るペリオドンタルインスツルメンテーション／Jill S.Nield-Gehrig 著,吉田直美, 小森朋栄 監訳,堀江明子, 富田裕子 訳,：医歯薬出

版，2009 

目で見るペリオドンタルインスツルメンテーション／Jill S.Nield-Gehrig 著,和泉雄一, 吉田直美, 小森朋栄 監訳,：医歯薬出版，2010 

目で見るペリオドンタルインスツルメンテーション／Jill S.Nield-Gehrig 著,和泉雄一, 吉田直美, 小森朋栄 監訳,：医歯薬出版，2009 

・「歯科衛生士の臨床」ウイルキンス著 医歯薬出版 

・最新歯科衛生士教本「歯科予防処置論･歯科保健指導論」全国歯科衛生士教育協議会編 医歯薬出版 

・目で見るペリオドンタルインスツルメンテーションⅠ「ベーシック スキル」 医歯薬出版 

・目で見るペリオドンタルインスツルメンテーションⅡ「アセスメントとインスツルメンテーション」 医歯薬出版 

・目で見るペリオドンタルインスツルメンテーションⅢ「デブライドメント」 医歯薬出版 

・目で見るペリオドンタルインスツルメンテーションⅣ「アドバンス スキル」 医歯薬出版 

・「歯科衛生ケアプロセス」下野正基監修 医歯薬出版 

・ザ・ペリオドントロジー 和泉雄一、沼部幸博、山本松男、木下淳博 編 永末書店 

・歯周病診断のストラテジー 吉江弘正、宮田 隆 編 医歯薬出版 

・最新歯科衛生士教本 疾病の成り立ち及び回復過程の促進2 微生物学 全国歯科衛生士教育協議会 監修 医歯薬出版 

・臨床歯周病学 吉江弘正、伊藤公一、村上伸也、申 基喆 編 医歯薬出版 

・チームアプローチで成功させる実践的歯周治療 野口俊英、横田 誠 編 医学情報社 

・最新歯科衛生士教本 歯周疾患 歯周治療 全国歯科衛生士教育協議会 監修 医歯薬出 

・授業の際に印刷物を配付、または e-learning システム上にアップロードする。 

備考 

担当教員 

荒川真一、近藤圭子、（生涯口腔保健衛生学分野） 

遠藤圭子、小原由紀（口腔健康教育学分野） 

品田佳世子、大塚紘未口腔疾患予防学分野） 

和泉雄一、青木章（歯周病学分野） 

釼持郁、中西桃子（歯科衛生保健部） 

妻沼有香（歯学部附属病院 歯周病外来） 

塩山秀裕、安田昌代（歯学部附属病院 口腔ケア外来） 

 

担当教員（非常勤） 

大西 英知、辻村香恵（生涯口腔保健衛生学分野） 

田澤千鶴（口腔疾患予防学分野） 

吉田沙織（東京都立墨東病院） 

大野友久、高柳久与（聖隷三方原病院） 

西川利恵（東名厚木病院） 

篠原弓月、安田淑子（ふれあい歯科ごとう） 

河野章江（講道館ビル歯科・口腔外科） 

柴﨑美紀（杏林大学） 

連絡先 

品田 佳世子:shinada.pvoh@tmd.ac.jp 

遠藤 圭子:usagi.ohce@tmd.ac.jp 
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近藤 圭子:solan.ltoh@tmd.ac.jp 

荒川 真一:s-arakawa.ltoh@tmd.ac.jp 

大塚 紘未:hiromi.pvoh@tmd.ac.jp 

安田 昌代:yasuda.ocsh@tmd.ac.jp 

小原 由紀:ohara.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

品田 佳世子:随時 

遠藤 圭子:随時 

近藤 圭子:随時（メール等で連絡の上、約束してから来室してください） 

荒川 真一:随時 

大塚 紘未:随時 

安田 昌代:随時 

小原 由紀:随時 
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時間割番号 022058 

科目名 医学一般Ⅱ 

担当教員 品田 佳世子 

開講時期 前期 対象年次 3   

科目名：口腔疾患予防学 

時間数：45時間 

授業形態：演習・講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室 

授業の目的、概要等 

・基礎疾患をもつ患者に対して、適切な口保健活動を行うために必要な臨床医学の知識を習得するとともに、患者のQOL向上に寄与する

継続的な口腔ケアのための多職種連携および多職種協働を検討する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・感染の成り立ちおよび感染対策について学び、有病者に対して感染対策に配慮した口腔ケアを検討できる。また、感染症患者および易

感染患者に対する適切な口腔ケアを検討できる。 

・小児科疾患について学び、小児患者に対する適切な口腔ケアを検討できる。 

・遺伝性疾患、染色体異常および遺伝カウンセリングについて学び、それらの患者の心情に配慮して、適切な口腔ケアを検討できる。 

・皮膚科疾患について学び、皮膚科疾患患者に対する適切な口腔ケアを検討できる。 

・耳鼻咽喉科疾患について学び、耳鼻咽喉科疾患患者に対する適切な口腔ケアを検討できる。 

・眼科疾患について学び、眼科疾患患者に対する適切な口腔ケアを検討できる。 

・泌尿器科疾患について学び、泌尿器科疾患患者に対する適切な口腔ケアを検討できる。 

・リハビリテーション医学について学び、リハビリテーションが必要な患者に対する適切な口腔ケアを検討できる。 

・スポーツ関連外傷・障害・疾患について学び、それらの患者に対して適切な口腔ケアを検討できる。 

・救急災害医学について学び、被災者に対する災害フェーズに適した口腔ケアを検討できる。 

・緩和医療・緩和ケア・心療医療について学び、患者の心身を支えつつQOLを向上させるために、適切な口腔ケアを検討できる。 

・臨床医学を学び、基礎疾患をもつ患者に対して継続的な口腔ケアを提供するための多職種連携と協働を検討 

する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1-2 4/7 10:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

小児科１ 低出生体重児・先天性疾患など新

生児期から乳児期に多くみられる

疾患の発症機序・症状・診断・治療 

滝 敦子 

3-4 4/14 10:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

小児科2 小児が罹患しやすい感染症およ

び幼児期以降に見られる小児内

科疾患の発生機序・症状・診断・治

療 

 

5-6 4/21 10:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

皮膚科疾患1 皮膚科疾患の発症機序・症状・診

断・治療 
並木 剛 

7-8 4/28 10:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

皮膚科疾患2 加齢に伴う皮膚の変化と高齢者に

多い皮膚科疾患 
並木 剛 

9-10 5/12 10:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

耳鼻咽喉科疾患 耳鼻科疾患の発症機序・症状・診

断・治療 
堤 剛 

11-12 5/19 10:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

演習 演習 品田 佳世子 

13-14 5/26 10:00-11:50 口腔保健 演習 演習 品田 佳世子 
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学科第３

講義室 
15-16 6/9 10:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

演習 演習 品田 佳世子 

17-18 6/16 10:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

腎泌尿器科疾患1 腎泌尿器科疾患の発症機序・症

状・診断・治療 
井上 雅晴 

19 6/23 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室 

演習 演習 品田 佳世子 

20-21 6/23 10:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

腎泌尿器科疾患2 加齢に伴う腎泌尿器系の変化と高

齢者に多い腎泌尿器科疾患 
井上 雅晴 

22 6/30 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室 

演習 演習 品田 佳世子 

23-24 6/30 10:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

リハビリテーション医学 リハビリテーションの意義とリハビ

リテーション医学 
神野 哲也 

25 7/7 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室 

演習 演習 品田 佳世子 

26-27 7/7 10:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室, 

口腔保健

学科相互

実習室 

救急災害医療 救急災害医療の役割と活動の実

際 
世良 俊樹 

28-29 7/8 15:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室, 

口腔保健

学科相互

実習室 

眼科疾患1 眼科疾患の発症機序・症状・診断・

治療 
横井 多恵 

30-31 7/11 11:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室 

眼科疾患2 加齢に伴う視覚の変化と高齢者に

多い眼科疾患 
島田 典明 

32 7/11 14:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

スポーツ歯学１ スポーツ歯学① 上野 俊明 

33 7/14 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室 

演習 演習 品田 佳世子 

34-35 7/14 10:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

緩和医療・緩和ケア 緩和医療・緩和ケアの役割と早期

診断時からの緩和医療・緩和ケア 
三宅 智 

36 7/20 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

演習 演習 品田 佳世子 
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講義室, 

口腔保健

学科相互

実習室 
37 7/20 10:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

心療・緩和医療 患者の心身を支える心療・緩和医

療 
宮島 美穂 

38 7/20 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

心療・緩和医療 患者の心身を支える心療・緩和医

療 
宮島 美穂 

39 7/20 13:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室 

スポーツ関連の外傷 スポーツ関連の外傷・障害・疾患

の発症機序・症状・診断・治療とそ

の予防 

柳下 和慶 

40 7/20 14:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

遺伝性疾患、染色体異

常、遺伝カウンセリング 
遺伝性疾患、染色体異常、遺伝カ

ウンセリング 
吉田 雅幸, 

江花 有亮 

41 7/20 15:00-15:50 口腔保健

学科第３

講義室 

遺伝性疾患、染色体異

常、遺伝カウンセリング 
遺伝性疾患、染色体異常、遺伝カ

ウンセリング 
吉田 雅幸, 

江花 有亮 

42 7/20 16:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

演習 演習 品田 佳世子 

43 7/21 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室, 

口腔保健

学科相互

実習室 

スポーツ歯学２ スポーツ歯学② 上野 俊明 

44 7/21 10:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

感染性疾患 感染性疾患の発症機序・症状・診

断・治療と感染対策 
貫井 陽子 

45 7/21 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

感染性疾患 感染性疾患の発症機序・症状・診

断・治療と感染対策 
貫井 陽子 

 

成績評価の方法 

3学年前期末に試験を行う。 

出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。 

受験資格は、東京医科歯科大学歯学部試験規則第11条に準ずる。 

準備学習などについての具体的な指示 

担当教員数も資料も多い講義なので、必ず復習して内容を確認すること。 

試験の受験資格 

試験の受験資格は、東京医科歯科大学歯学部試験規則第11条に準ずる。 

参考書 

・医科臨床系教科書など 

・歯科衛生士関連の教科書 

連絡先 

品田 佳世子:shinada.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

品田 佳世子:随時 
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時間割番号 022060 

科目名 健康教育の企画と実践Ⅰ 

担当教員 遠藤 圭子, 近藤 圭子, 小原 由紀, 安田 昌代 

開講時期 通年 対象年次 3   

主な講義場所 

口腔保健学科第2講義室 

授業の目的、概要等 

地域歯科保健活動を展開するために必要なアセスメント、ニーズ診断、企画立案能力を高めるとともに、介入後の変化を評価する手法を

培う。 

授業の到達目標(SB0s) 

・思春期の健康課題を説明する。 

・中学生の歯科衛生ニーズを把握する。 

・中学生対象の健康教育を企画立案し、実践する。 

・健康教育実施後の健康行動の変容を評価する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1 4/4 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

健康教育の企画と実践 対象別健康教育学外実習の意義 遠藤 圭子 

2-3 4/5 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

小学生の歯科保健の現

状 
生活習慣、学童が抱える歯科的問

題 
遠藤 圭子 

4 4/8 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

ニーズ・アセスメント 1 小学1・2年対象事前調査項目検討

① 
遠藤 圭子 

5-6 4/8 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

ニーズ・アセスメント 2 小学1・2年対象事前調査項目検討

② 
遠藤 圭子 

7 4/11 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

協力体制の構築 他者理解、自己開示、グループ編

成 
遠藤 圭子 

8-10 4/15 11:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

園児対象健康教育1 3・4・5歳児の健康課題 遠藤 圭子 

11 4/18 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室 

ニーズ・アセスメント 3 小学1・2年対象事前調査項目検討

② 
遠藤 圭子 

12-14 4/22 11:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

園児対象健康教育2 事前調査項目検討 遠藤 圭子 

15 4/25 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室 

小学1・2年対象健康教

育1 
健康教育目標、実施内容の検討 遠藤 圭子 

16-17 4/27 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

園児対象健康教育3 教材、指導案作成 遠藤 圭子 

18 5/2 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

小学1・2年対象健康教

育2 
指導案作成（シナリオ、教材の検

討）① 
遠藤 圭子 
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講義室 
19-21 5/6 11:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

園児対象健康教育4 事前調査実施 遠藤 圭子 

22 5/9 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室 

園児対象健康教育5 事前調査票準備、送付 遠藤 圭子 

23 5/13 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

園児対象健康教育6 指導内容検討 遠藤 圭子 

24-25 5/13 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

小学1・2年対象健康教

育3 
リハーサル、修正 遠藤 圭子 

26 5/16 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室 

小学1・2年対象健康教

育4 
教材、シナリオ、指導案作成 遠藤 圭子 

27-29 5/20 11:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

プラークコントロール 1 歯磨剤文献情報 遠藤 圭子 

30 5/23 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

園児対象健康教育7 指導案作成（シナリオ、教材の検

討）② 
遠藤 圭子 

31-32 5/25 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

小学1・2年対象健康教

育5 
リハーサル、修正 遠藤 圭子 

33 5/27 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

行動理論 やる気を引き出すアタック法① 遠藤 圭子 

34-35 5/27 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

小学1・2年対象健康教

育6 
事前調査集計評価項目、ＫＪ法 遠藤 圭子 

36 5/30 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室 

小学校1・2年対象健康

教育の実践① 
小学校における健康教育用具、教

材の準備 
遠藤 圭子 

37-39 6/2 09:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

小学校1・2年対象健康

教育の実践② 
T小学校における健康教育の実

際、評価 
遠藤 圭子 

40 6/3 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

小学校1・2年対象健康

教育の実践③ 
事後評価と今後の課題 遠藤 圭子 

41 6/3 13:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室 

園児対象健康教育８ 発声、表情、動作訓練 遠藤 圭子 

42 6/3 14:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

教材作成1 啓発活動に活用するポスター作成 遠藤 圭子 

43 6/6 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室 

教材作成2 啓発活動に活用するポスター作成 遠藤 圭子 
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44 6/10 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

園児対象健康教育9 事前調査結果集計① 遠藤 圭子 

45-46 6/10 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

健康教育事後評価② 事前調査結果集計② 遠藤 圭子 

47 6/13 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室 

事例検討① 口腔乾燥 遠藤 圭子 

48 6/17 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

事例検討② 義歯の管理法、義歯洗浄剤、義歯

安定剤、清掃用具 
遠藤 圭子 

49-50 6/17 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

保育園児対象健康教育

5 
教材の活用実践 遠藤 圭子 

51 6/24 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

歯口清掃用具 歯ブラシ、歯間ブラシ、木製チップ 遠藤 圭子 

52 6/24 13:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室 

健康教育事後評価① カレンダーコメント記入 遠藤 圭子 

53 6/24 14:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

臨床における健康教育

1 
事例を見つける 遠藤 圭子 

54 6/27 15:00-15:50 口腔保健

学科第３

講義室 

臨床における健康教育

2 
学童に対する健康教育課題 遠藤 圭子 

55 7/1 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

臨床における健康教育

3 
幼児に対する健康教育課題 遠藤 圭子 

56 7/1 13:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室 

臨床における健康教育

4 
事例検討①思春期の患者に対す

る健康教育課題 
遠藤 圭子 

57 7/1 14:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

臨床における健康教育 事例検討②思春期の患者に対す

る健康教育課題 
遠藤 圭子 

58 7/4 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室 

地域における健康教育 事例検討③住民に対する健康教

育課題 
遠藤 圭子 

59 7/8 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

妊娠期の健康教育課題 事例検討④産科における健康教

育課題 
遠藤 圭子 

60-65 7/13 09:00-15:50 口腔保健

学科第３

講義室 

H市保育園児対象健康

教育の実践① 
実施、評価 遠藤 圭子 

66 7/13 16:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

H市保育園児対象健康

教育の実践② 
評価結果と今後の課題 遠藤 圭子 

67 7/15 11:00-11:50 口腔保健 要介護高齢者に対する 事例検討⑤認知症 遠藤 圭子 
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学科第３

講義室 
支援における健康教育 

68 7/19 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室 

臨床における健康教育

5 
高齢者の健康教育課題 遠藤 圭子 

69 7/22 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

臨床における健康教育

6 
聴覚障害のある方への健康教育 遠藤 圭子 

70 7/26 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室 

臨床における健康教育

7 
入院患者の口腔ケア 遠藤 圭子 

71 7/26 10:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

臨床における健康教育

8 
保湿剤の使い方と課題 遠藤 圭子 

72 11/7 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

臨床て求められる情報1 患者の質問に答える① 遠藤 圭子 

73 11/11 16:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

臨床て求められる情報2 患者の質問に答える② 遠藤 圭子 

74 11/14 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

臨床て求められる情報3 患者の質問に答える③ 遠藤 圭子 

75 12/2 14:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

臨床で求められる情報4 資料作成① 遠藤 圭子 

76 12/2 15:00-15:50 口腔保健

学科第３

講義室 

臨床で求められる情報5 資料作成② 遠藤 圭子 

77 12/2 16:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

臨床で求められる情報6 資料作成③ 遠藤 圭子 

78 12/12 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室 

総括1 社会ニーズに応える① 遠藤 圭子 

79 12/12 10:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

総括2 社会ニーズに応える② 遠藤 圭子 

80 12/12 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

総括3 社会ニーズに応える③ 遠藤 圭子 

81 1/6 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

ワーク 1 報告書作成1 遠藤 圭子 

82 1/6 13:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室 

ワーク 2 報告書作成2 遠藤 圭子 

83 1/6 14:00-14:50 口腔保健

学科第３

総括 健康教育振り返り 遠藤 圭子 
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講義室 
84 1/16 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

ワーク 3 報告書作成3 遠藤 圭子 

85 1/20 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室 

ワーク 4 報告書作成4 遠藤 圭子 

86 1/20 10:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

ワーク 5 報告書作成5 遠藤 圭子 

87 1/27 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

ワーク 6 報告書作成6 遠藤 圭子 

88 1/27 13:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室 

発表会1 事例検討結果① 遠藤 圭子 

89 1/30 13:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室 

発表会2 事例検討結果② 遠藤 圭子 

90 1/30 14:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

発表会3 事例検討結果③ 遠藤 圭子 

 

成績評価の方法 

・期末試験、レポートによる総括的評価 

・出席状況、意欲・授業態度を総括的評価に加味する。 

準備学習などについての具体的な指示 

 

試験の受験資格 

・試験規則を確認すること。出席時間不足の場合は、受験することができない。 

参考書 

最新歯科衛生士教本 小児歯科／大嶋隆 ほか著,：医歯薬出版，2009 

最新歯科衛生士教本 歯科予防処置論・歯科保健指導論／全国歯科衛生士教育協議会 監修,高阪利美 ほか著,：医歯薬出版，2011 

プラークコントロールのためのホームケア指導 : 口腔リスクとライフステージに応じた最新処方／荒川浩久 監修,：クインテッセンス出

版，2000 

口腔の成育をはかる／佐々木洋, 田中英一, 菅原準二 編著,：医歯薬出版，2003 

履修上の注意事項 

・試験規則の条件を満たさない場合、単位を認めない。  ・実習への取り組みが不適切な場合、実習中止となることを認識する。 

連絡先 

遠藤 圭子:usagi.ohce@tmd.ac.jp 

近藤 圭子:solan.ltoh@tmd.ac.jp 

安田 昌代:yasuda.ocsh@tmd.ac.jp 

小原 由紀:ohara.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

遠藤 圭子:随時 

近藤 圭子:随時（メール等で連絡の上、約束してから来室してください） 

安田 昌代:随時 

小原 由紀:随時 
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時間割番号 022061 

科目名 臨床口腔保健衛生応用学Ⅱ 

担当教員 安田 昌代 

開講時期 通年 対象年次 3 単位数 2 

科目名：臨床口腔保健衛生応用学Ⅱ 

時間数：90時間 

授業形態：実習・演習・講義 

主な講義場所 

口腔保健学科第3講義室・臨床基礎実習室・相互実習室 歯学科補綴実習室 

授業の目的、概要等 

・歯科臨床の場で必要な知識・器材の取扱い・技術を理解し、歯科衛生士に必要な基本的な 技術を身につける。 

・口腔保健・歯科医療の変遷と現状、歯科医療従事者の種類と役割、歯科診療の概要を理解する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・ 器材の種類・特性・用途を理解する。 

・ 診療に必要な器械・材料・薬品の適切な準備と取り扱いを行う。 

・ 器材の特性にあわせ、滅菌・消毒を行う。 

・ 器材の管理の方法を説明できる。 

・ 患者の誘導の方法・患者とのコミュニケ－ションの取り方を理解する。 

・ チーム医療に必要な技能を理解し実践する。 

・ 各科で必要な器材を選択し、診療の流れにそって説明できる。 

・ バイタルサイン（意識レベルを含む）を測定し、判断できる。 

・ 救急蘇生について説明し、ダミーを使用し体験する。 

・ 歯科患者の特徴、心理状態を理解し説明できる。 

・ ライフサイクルに合わせた、歯科衛生士の関わりを理解する。 

・ 歯科保健医療に関わる職種をあげ、それぞれの役割を説明できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1-4 4/4 13:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

歯科診療の補助とは  

歯科診療の補助 
歯科診療の補助の実際について  

保存修復  1.診療補助の概要          

2.器材を扱う体験 

安田 昌代 

5-7 4/7 13:00-15:50 口腔保健

学科第３

講義室 

歯科診療の補助 歯内療法  1.診療補助の概要          

2.器材を扱う体験 
安田 昌代 

8-11 4/11 13:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

歯科診療の補助 歯周療法  1.診療補助の概要          

2.器材を扱う体験 
安田 昌代 

12-15 4/18 13:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

歯科診療の補助 口腔外科  1.診療補助の概要          

2.器材を扱う体験 
安田 昌代 

16-19 4/25 13:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

歯科診療の補助 歯科補綴  1.診療補助の概要          

2.器材を扱う体験 
安田 昌代 

20-21 5/2 15:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

歯科診療の補助 歯科補綴  1.診療補助の概要          

2.器材を扱う体験 
安田 昌代 

22-25 5/9 13:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

歯科保存処置関連実習 器材の取り扱いの実際 充填物 島田 康史 
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26-27 5/11 09:00-10:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

歯科保存処置関連実習 防湿法について  ラバーダム防

湿法（基礎実習） 
近藤 圭子, 

安田 昌代 

28-31 5/16 13:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室 

歯科保存処置関連実習 防湿法の実際  ラバーダム防湿

法（相互実習） 
渡邉 聡 

32 5/18 09:00-09:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

器材試験１ 器材試験（保存修復・歯内療法・歯

周治療） 
安田 昌代 

33 5/18 10:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

歯科保険について 1 歯科治療と歯科保険請求 安田 昌代 

34-37 5/19 13:00-16:50 補綴実習

室 
暫間被覆冠の作成 暫間被覆冠の種類と作製の実際 三浦 宏之, 

大竹 志保 
38-41 5/23 13:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

歯科材料の取り扱い 小児歯科  1.診療補助の概要          

2.器材を扱う体験 
安田 昌代 

42-45 5/30 13:00-16:50 保存矯正

実習室 
歯科保存処置関連実習 器材の取り扱いの実際 接着材 島田 康史 

46-47 6/8 09:00-10:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

歯科材料の取り扱い 印象材の取り扱い 安田 昌代 

48-51 6/16 13:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室 

精密印象採得の実習 精密印象・硬石膏の取り扱い（相

互実習） 
水口 俊介, 

大久保 舞, 

安田 昌代, 

田澤 千鶴 

52-54 6/20 09:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室 

外科手術における診療

補助 
滅菌グローブ・ガウンの装着方法  

滅菌器具の展開方法 
安田 昌代, 

小原 由紀, 

近藤 圭子, 

大塚 紘未 

55-56 6/22 09:00-10:50 口腔保健

学科相互

実習室 

歯科保険について 2 歯科治療と歯科保険請求 安田 昌代 

57 6/29 09:00-09:50 口腔保健

学科臨床

器材試験2 器材試験（口腔外科・歯科補綴・小

児歯科） 
安田 昌代 
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基礎実習

室 
58 6/29 10:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

歯科保険について 3 歯科治療と歯科保険請求 安田 昌代 

59-62 7/4 13:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

口腔外科・歯科麻酔関連

実習 
浸潤麻酔・静脈確保の実際 宮本 智行 

63-66 7/5 13:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室, 口腔

保健学科

相互実習

室 

小児歯科関連の実習 小児における診療補助の実際 

（相互実習） 
茂木 瑞穂, 

近藤 圭子, 

安田 昌代 

67-70 7/25 13:00-16:50 歯学部演

習室, 歯

学部演習

室, 歯学

部演習

室, 歯学

部演習室 

救急蘇生法の実習 救急蘇生の実際 宮本 智行 

71-72 11/7 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

インプラントの基礎と臨

床 
インプラントの歴史、インプラント

の種類  インプラントの手技、イン

プラントの管理 

黒田 真司 

73-74 11/11 14:00-15:50 口腔保健

学科第３

講義室 

インプラントの臨床と制

作過程 
インプラントの埋入法  インプラン

トの補綴法 
黒田 真司 

75-76 11/14 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

顎顔面補綴学  顎顔面

補綴治療の実際1 
顎顔面補綴学が対応する症例、補

綴症例、顎顔面補綴治療における

口腔衛生指導 

隅田 由香 

77-78 11/25 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

顎顔面補綴治療の実際

2 
顔面補綴治療の実際に求められ

る心理ケア、  顎顔面補綴治療に

おけるチ－ム医療 

隅田 由香 

79-81 11/28 09:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

高齢者歯科総論 老年歯科医学総論  高齢者の口

腔機能管理 
古屋 純一 

82-84 12/5 09:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室, 

口腔保健

学科相互

実習室 

高齢者歯科治療の実際 高齢者疑似体験実習 関田 俊明, 

小原 由紀, 

安田 昌代 

85-86 1/13 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

摂食嚥下機能の評価 摂食嚥下のメカニズムと摂食嚥下

障害 
古屋 純一 

87-88 1/16 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

摂食嚥下リハビリテーシ

ョン 
摂食嚥下リハビリテーション① 古屋 純一 
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講義室 
89-90 1/27 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

摂食嚥下リハビリテーシ

ョン 
摂食嚥下リハビリテーション② 古屋 純一 

 

成績評価の方法 

・中間試験、前期末の筆記試験、実習評価及び後期末の筆記試験、提出レポート課題により 総括的評価する。 

・出席状況、意欲・授業態度を総括的評価に加味する。 

準備学習などについての具体的な指示 

 

試験の受験資格 

全講義の 2/3以上出席すること。 

実習は 3/4以上出席すること。 

参考書 

・ 最新歯科衛生士教本「歯科診療補助論」全国歯科衛生士教育協議会 医歯薬出版 

・よくわかる口腔インプラント学 赤川安正、松浦正朗編 医歯薬出版 

・声と言葉のしくみ 亀田和夫 口腔保健協会 

・口唇裂口蓋裂の補綴治療 大山喬史編 医歯薬出版社 

・顎顔面補綴の臨床 大山喬史・ 谷口 尚著 医学情報社 

・言語聴覚士に必要な歯科の知識 谷口 尚・片倉伸郎・大野友久・墨田由香著 インテルナ出版 

履修上の注意事項 

2年次の臨床歯科医学（歯科保存学、歯科補綴学、口腔外科・歯科麻酔学、小児歯科学）の講義内容を復習して授業に臨むこと。 

備考 

・事前に資料の配布、e-learningシステム上へのアップロードなどがあった場合は、各自予習して授業に臨むこと。 

 

担当教員 

島田康史   う蝕制御学分野 shimada.ope@tmd.ac.jp 

渡辺 聡    歯髄生物学分野 s.watanabe.endo@tmd.ac.jp 

三浦宏之  摂食機能保存学分野h.miura.fpro@tmd.ac.jp 

水口俊介  高齢者歯科学分野 s.minakuchi.gerd@tmd.ac.jp 

大久保 舞 

宮本智行   麻酔・生体管理学分野 to-miyamo.anph@tmd.ac.jp 

黒田真司   インプラント・口腔再生医学分野 skuroda.mfc@tmd.ac.jp 

隅田由香   顎顔面補綴学分野 yuka.mfp@tmd.ac.jp 

古屋純一  地域・福祉口腔保健衛生学分野 furuya.ohcw@tmd.ac.jp 

関田俊明   高齢者歯科学分野 t.sekita.ore@tmd.ac.jp 

 

担当教員（非常勤） 

田澤千鶴 
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時間割番号 022062 

科目名 歯科衛生過程専門演習 

担当教員 小原 由紀, 川﨑 つま子, 井桁 洋子 

開講時期 前期 対象年次 3   

科目名：歯科衛生過程 

時間数：30時間 

授業形態：演習 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室 

授業の目的、概要等 

人々の歯科衛生ニーズにあった支援を提供するために活用する問題解決思考ツールの歯科衛生過程の概念と展開の方法を理解し、必

要な知識・技術を習得する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・事例を通して、対象者の情報を分類・整理、統合する。 

・事例を通して、対象者の歯科衛生関連の問題を明確化し，優先順位をつける。 

・明確化した問題の関連因子を特定し，歯科衛生診断文を作成する。 

・歯科衛生計画を立案する(目標・歯科衛生介入・期待される結果）。 

・歯科衛生評価を説明する。 

・看護過程を説明する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1 4/11 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室 

歯科衛生過程 ケースプレゼンテーション 小原 由紀 

2 4/11 10:00-10:50 口腔保健

学科第２

講義室 

歯科衛生過程のとらえ

方 
歯科衛生過程の概念  ミニテスト 小原 由紀 

3-4 4/18 10:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

歯科衛生アセスメント―

情報の整理 
事例検討① 小原 由紀 

5-6 4/25 10:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

歯科衛生アセスメント―

情報の統合 
情報の分析、歯科衛生診断文の

記述 
小原 由紀 

7-8 5/2 10:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

歯科衛生介入   歯科

衛生業務 
目標設定と介入プランの立案  歯

科衛生業務の役割と記載のルー

ル 

小原 由紀 

9-10 5/9 10:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

事例検討1-1 事例に基づく情報の整理 小原 由紀 

11-12 5/16 10:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

事例検討1-2 歯科衛生診断  歯科衛生計画・立

案 
小原 由紀 

13-14 5/23 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

事例検討1-3 介入後の評価 小原 由紀 

15-16 5/30 10:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

事例検討2-1 事例に基づく情報の整理 小原 由紀 

17-18 6/6 10:00-11:50 口腔保健 事例検討2-2 歯科衛生診断  歯科衛生計画・立 小原 由紀 
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学科第３

講義室 
案 

19-20 6/13 10:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

事例検討2-3 歯科衛生介入と評価 小原 由紀 

21-22 7/4 10:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

ヘルスカウンセリング 医療面接の実際  傾聴 小原 由紀 

23-24 7/8 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

看護概論 看護とは何か 川﨑 つま子 

25-26 7/11 09:00-10:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

看護過程 看護過程の実際と展開 井桁 洋子 

27-28 7/15 13:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

口腔保健行動の促進因

子 
電動歯ブラシを用いた口腔保健指

導の実際 
小原 由紀 

29-30 7/25 10:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

行動変容理論 歯科衛生介入に必要な行動変容

理論と実際 
小原 由紀 

 

成績評価の方法 

課題レポート、期末試験で総括的評価を行う。 

受講態度、出席状況等を総括的評価に加味する。 

準備学習などについての具体的な指示 

 

試験の受験資格 

2/3以上の出席 

教科書 

最新歯科衛生士教本 歯科予防処置論・歯科保健指導論／全国歯科衛生士教育協議会 監修,高阪利美 ほか著,：医歯薬出版，2011 

参考書 

よくわかる歯科衛生過程／全国歯科衛生士教育協議会 編,：医歯薬出版，2015 

備考 

事前配布資料や e-learningへのアップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。 

 

担当教員： 

小原由紀（口腔健康教育学分野） 

川﨑つま子（医学部附属病院看護部） 

井桁洋子（医学部附属病院看護部） 

 

連絡先 

小原 由紀:ohara.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

小原 由紀:随時 

  

210



時間割番号 022063 

科目名 歯科衛生臨床実習 

担当教員 近藤 圭子 

開講時期 1.5通年(秋) 対象年次 3〜4 単位数 13 

主な講義場所 

歯学部附属病院 

授業の目的、概要等 

・歯科診療施設において、チーム医療の一員として、対象者本位の歯科予防処置・歯科保健指導・歯科診療の補助を実践するために必要

な態度・知識･技術を習得する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・対象者の身体的・精神的・社会的苦痛に配慮し、問題点を抽出・整理する。 

・ 対象者の不安・不満や表情・行動の変化に適切に対応できる。 

・ 歯科ユニット各部の名称と機能を説明できる。 

・ 診療に必要な器材を説明する。 

・ 診療室への患者の誘導を適切にできる。 

・ 対象者に挨拶して自己紹介できる。 

・ 対象者との信頼関係を築くことができる。 

・ 個人的、社会的背景等が異なる対象者に、わけへだてなく対応できる。 

・ 対象者の価値観が多様であることを認識し、柔軟に対応できる。 

・ 必要な情報を整理し、わかりやすい口頭説明と文書を準備できる。 

・ 説明を行うために適切な時期・場所･機会に配慮できる。 

・ 対象者からの質問に適切に応え、その様々な反応に柔軟に対応できる。 

・ 医療事故や潜在的医療事故（ニアミス)に関する情報を共有し、再発防止に役立てることができる。 

・ インフォームドコンセントを行うことができる。 

・ 対象者に応じた歯科予防処置を実施する。 

・対象者に応じた歯科保健指導を実施する。 

・ 対象者に応じた歯科診療補助を実施する。 

授業内容 

●3年生 

・臨床実習ガイダンスおよび予備実習 

・臨床実習(本実習) 

 -口腔ケア実習 

  むし歯外来実習 

  歯周病外来実習 

  口腔外科外来実習 

  義歯外来実習 

  小児歯科外来実習 

  歯科放射線外来実習 

  中央器材室実習 

 

●4年生 

・臨床実習ガイダンス 

・臨床実習（本実習） 

 -口腔ケア実習 

  歯周病外来実習 

  矯正歯科外来実習 

  歯科麻酔外来実習 

  小児歯科外来実習 

  顎義歯外来実習 
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  インプラント外来実習 

  スペシャルケア外来１（高齢者歯科）実習 

  スペシャルケア外来２（障害者歯科）実習 

  病棟実習 

  歯科アレルギー外来実習 

  歯科心身医療外来実習 

  顎関節治療部実習 

  スポーツ歯科外来実習 

  息さわやか外来実習 

  検査部実習 

  薬剤部実習 

 

成績評価の方法 

・実習記録・実習報告書、出席状況、臨床実習指導者評価等により総括的評価を行う。 

・実習態度・取組み、提出物の提出状況を総括的評価に加味する。 

・提出レポート、課題発表等で総括的評価を行う。 

準備学習などについての具体的な指示 

実習の詳細は「臨床実習の手引き」に示す。 

実習前の目標の設定、予習、実施後の報告書作成、復習を行うこと。 

 

 

 

教科書 

：医歯薬出版 

参考書 

歯科予防処置論・歯科保健指導論／全国歯科衛生士教育協議会 監修,高阪利美 ほか著,：医歯薬出版，2011 

歯科診療補助論／可児徳子, 合場千佳子, 高阪利美 編,：医歯薬出版，2007 

歯の硬組織・歯髄疾患-保存修復・歯内療法／千田彰, 中村洋 ほか著,：医歯薬出版，2010 

歯周疾患／申基哲, 松井恭平, 白鳥たかみ 編,：医歯薬出版，2006 

顎・口腔粘膜疾患口腔外科・歯科麻酔／全国歯科衛生士教育協議会 監修,山根源之 ほか著,：医歯薬出版，2011 

咀嚼障害・咬合異常／全国歯科衛生士教育協議会 監修,氷室利彦 ほか著,：医歯薬出版，2011 

歯科放射線／全国歯科衛生士教育協議会 監修,岡野友宏 ほか著,：医歯薬出版，2009 

小児歯科／大嶋隆 ほか著,：医歯薬出版，2009 

障害者歯科／向井美惠 ほか 著,：医歯薬出版，2013 

臨床検査／井上孝 ほか著,：医歯薬出版，2012 

ISBN978-4-263-42835-1 高齢者歯科  

履修上の注意事項 

附属病院等では服装、態度等に留意すること｡不適切な場合は実習停止とする場合がある。 

連絡先 

solan.ltoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

随時（メール等で連絡の上、約束してから来室してください） 
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時間割番号 022064 

科目名 歯科衛生臨地実習 

担当教員 遠藤 圭子 

開講時期 1.5通年(秋) 対象年次 3〜4 単位数 5 

科目名：歯科衛生臨地実習 

時間数 3学年45時間、4学年180時間 

授業形態：実習 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室、学外施設、病院 等 

授業の目的、概要等 

歯科衛生活動を展開するために必要な知識、技術、態度を習得して、実践力を養う。 

授業の到達目標(SB0s) 

・地域、病院、企業における歯科衛生活動を説明する。 

・対象のニーズ判断に基づいた介入計画を立案する。 

・介入後の変化を評価する。 

授業内容 

高齢者施設実習1：高齢者施設の概要、現状の理解、実習の意義と留意点 

高齢者施設実習2：利用者、スタッフとのコミュニケーションのとり方 

高齢者施設実習3：口腔の評価、介入計画、実践 

訪問診療実習1：オリエンテーション、訪問資料の概要 

訪問診療実習2：事前情報収集・整理、口腔ケア計画 

訪問診療実習3：実践・評価 

入院患者のケア 1：医学部附属病院入院患者の口腔ケア 

入院患者のケア 2：看護師の仕事、患者との関わり、口腔ケアの実際 

入院患者のケア 3：実習報告書の作成、事後評価 

成績評価の方法 

授業への取り組み、出席状況、報告書、期末試験を基に総括的評価を行う。 

準備学習などについての具体的な指示 

 

参考書 

臨地実習handbook／眞木吉信, 合場千佳子, 船奥律子, 北原稔, 白田チヨ 監著,：クインテッセンス出版，2009 

臨床実習hand book／眞木吉信, 藤原愛子, 高阪利美, 石井実和子, 泉野裕美 監著,：クインテッセンス出版，2010 

備考 

・学外実習時の服装、態度、言葉遣いに留意する。 

・実習への取り組み、出席状況、報告書の提出状況などが不適切な場合には、実習停止とすることがあ る。 

連絡先 

usagi.ohce@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

随時 
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時間割番号 022065 

科目名 高齢者福祉 

担当教員 遠藤 慶子 

開講時期 前期 対象年次 3 単位数 2 

科目名：高齢者福祉 

時間数：30時間 

授業形態：講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室 

授業の目的、概要等 

・高齢者の生活実態や高齢者を取り巻く社会情勢から、高齢者福祉制度の変遷と今後のありかたについて理解する。 

・少子高齢化がもたらした新しい高齢者の生き方や活躍の場等を学ぶ。 

授業の到達目標(SB0s) 

・高齢者の人々の生活実態を理解する。 

・日本における少子高齢化について理解し、説明する。 

・日本における少子高齢化や家族類型および家族機能の変化について理解し、高齢者を取り巻く諸問題について考えることができる。 

・高齢者福祉制度および関連法規について理解し、説明する。 

・高齢者をとりまく問題を自ら発見し、解決するための方法を検討する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1-3 4/6 11:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

高齢者を取り巻く社会環

境の変化 
少子高齢化・家族の変化・介護へ

の影響 
遠藤 慶子 

4-6 4/13 11:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

少子高齢社会と高齢者

問題の変化 
高齢者の福祉ニーズの把握 遠藤 慶子 

7-9 4/20 11:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

高齢者福祉制度 高齢者介護の概念・対象・介護予

防 
遠藤 慶子 

10-12 4/27 11:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

高齢者支援関係法規 

Ⅰ      高齢者支援関

係法規 Ⅱ 

老人福祉法    老人保健法・後期

高齢者医療制度 
遠藤 慶子 

13-15 5/11 11:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

高齢者支援関係法規Ⅲ

－１ 
介護保険制度の概要①      保

険者、被保険者、財源等      介

護保険制度の概要②      要介

護認定、居宅介護支援等 

遠藤 慶子 

16-20 5/18 11:00-16:50 口腔保健

学科第２

講義室 

高齢者支援関係法規Ⅲ

－２      高齢者支援

関係法規Ⅳ 

介護保険制度の概要③      介

護保険法の改正      その他の

高齢者支援関連法規 

遠藤 慶子 

21-23 5/25 11:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

高齢福者祉の実際 １ 老人福祉法と高齢者虐待対応の

実際について 
小宮山 恵美, 

遠藤 慶子 

24-25 5/25 15:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

高齢者福祉の実際 ２ 在宅療養における摂食・嚥下機能

向上支援のための仕組みづくり     

地区医師会・歯科医師会を含む多

職種連携によるチームケア 

小宮山 恵美, 

遠藤 慶子 

26 5/31 16:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

まとめⅠ グループ発表 遠藤 慶子 
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27-28 6/7 15:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

まとめⅡ  介護保険制

度について 
介護保険制度をまとめてみる 遠藤 慶子 

29-30 6/14 15:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

まとめⅢ  高齢者福祉

の課題 
日本の超高齢化社会を振り返る 遠藤 慶子 

 

成績評価の方法 

・提出レポート、期末の客観試験、論述試験で総括的評価を行う。 

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。 

準備学習などについての具体的な指示 

 

教科書 

新・社会福祉士養成講座／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，2015 

参考書 

公衆衛生がみえる／医療情報科学研究所 編集,：メディックメディア，2014 

備考 

・事前に資料の配布、e-learningへのアップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。 

 

担当教員 

小宮山恵美 北区健康福祉部 

 

連絡先 

遠藤 慶子:k-endo.ohcw@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

遠藤 慶子:随時 
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時間割番号 022066 

科目名 社会調査の基礎 

担当教員 品田 佳世子 

開講時期 前期 対象年次 3 単位数 2 

科目名：社会調査の基礎 

時間数：30時間 

授業形態：講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室 

授業の目的、概要等 

・社会調査の意義と目的を理解し、調査票の作成と模擬実施、集計解析など実践的に学習する。 

・社会調査における倫理や個人情報保護について理解する。 

・医療法、歯科医師法、歯科技工士法他に関して理解する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・社会調査の意義と目的及び方法の概要について説明できる。 

・量的調査及び質的調査の基本的な方法を説明することができる。 

・統計法の概要、社会調査における倫理や個人情報保護について説明できる。 

・医療法、歯科医師法、歯科技工士法他に関する知識がある。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1-2 4/5 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

社会福祉と社会調査、  

社会調査の概要１ 
社会福祉と社会調査、  社会調査

の意義と目的、対象と方法 
品田 佳世子 

3-4 4/12 09:00-10:50 口腔保健

学科第２

講義室 

社会調査の概要２ 社会調査を取り巻く状況、統計法

の概要 
品田 佳世子 

5-6 4/19 09:00-10:50 口腔保健

学科第２

講義室 

小テスト①（社会調査の

概要）と解説、  関連法

規① 

小テスト①（社会調査の概要）と解

説、  関連法規① 医療法 
品田 佳世子 

7-8 4/26 09:00-10:50 口腔保健

学科第２

講義室 

関連法規② 歯科医師法、歯科技工士法など 品田 佳世子 

9-10 5/10 09:00-10:50 口腔保健

学科第２

講義室 

小テスト②（関連法規）  

量的調査の方法1 
小テスト②（関連法規）、量的調査

の特徴と種類, 
品田 佳世子 

11-12 5/17 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

量的調査の方法２ 調査票（質問紙）の作成方法、調査

票の配布と回収 
品田 佳世子 

13-14 5/24 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

社会調査の実施におけ

る ＩＴ活用法、ほか 
データの集積と種々のＩＴ活用法

ほか 
品田 佳世子 

15-16 6/3 15:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

質的研究（総論） 質的研究の概要 大山 篤 

17-18 6/10 15:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

質的研究（各論） 質的研究の活用 大山 篤 

19-20 6/17 15:00-16:50 口腔保健

学科第３

倫理審査、研究倫理審

査の必要性 
倫理審査、研究倫理審査の必要性 甲畑 宏子 
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講義室 
21-22 6/24 15:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

個人情報保護 個人情報保護 吉田 雅幸 

23-24 7/1 15:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

統計、分析、検定方法 統計、分析、検定方法 神田 英一郎 

25-26 7/11 15:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

質的研究、量的研究、統

計に関する確認テスト・

解説 

質的研究、量的研究、統計に関す

る確認テスト・解説 
品田 佳世子 

27-28 7/15 15:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

生命倫理に関する確認

テスト・解説 
生命倫理に関する確認テスト・解

説 
品田 佳世子 

29-30 7/22 15:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

社会調査のまとめ 社会調査のまとめ 品田 佳世子 

 

成績評価の方法 

・出欠状況と授業参加の態度 

・調査課題に関するレポートおよび筆記試験を総合評価する。 

準備学習などについての具体的な指示 

統計の基礎を復習しておくこと。 

試験の受験資格 

全講義の 2/3以上出席すること 

参考書 

新・社会福祉士養成講座  社会調査の基礎 社会福祉士養成講座編集委員会 編,中央法規出版  

備考 

担当教員：品田佳世子 

     吉田雅幸 他（生命倫理研究センター） 

担当教員（非常勤） 

     神田英一郎 （生命倫理研究センター）、大山 篤（神戸製鋼 歯科室） 

連絡先 

shinada.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

随時 
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時間割番号 022067 

科目名 介護福祉 

担当教員 遠藤 慶子 

開講時期 前期 対象年次 3 単位数 2 

科目名：介護福祉 

時間数：30時間 

授業形態：講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室 

授業の目的、概要等 

・歯科衛生士にとって求められる介護とは何か、介護福祉とは何かを探究する。 

・現在社会におけ る介護問題も最新の情報を取り上げ、介護を身近なものとして考えられるような授業内容を構成し、 介護についての

理解を深めることを目指す。 

授業の到達目標(SB0s) 

・介護福祉の役割について理解する。 

・身体的および精神的な変化に対する観察能力を学び、保健・医療機関、専門職との連携、協力およ び必要に応じた援助ができる。 

・病気や遭遇しやすい事故についての知識を持ち、それらの予防の技術を理解する。 

・高齢者の健康の概念を理解し、健康を促進する具体的な展開方法について学ぶ。 

・認知症ケアを理解し、家族支援や地域のサポートを学ぶ。 

・新しい介護予防を学び、これからの高齢者像をイメージできる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1-5 6/1 11:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

介護福祉を取り巻く環境   

（高齢者介護のはじま

り）  福祉用具の理解 

介護の歴史、介護の概念  いす

の構造・種類     車いすの操

作・介助方法    杖の種類および

使用・介助方法 

遠藤 慶子, 

加地 啓介 

6-10 6/8 11:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

生活づくりと介護      

介護予防とは何か？ 
尊厳を支える介護と自立支援    

新しい介護予防の考え方 
遠藤 慶子 

11-15 6/15 11:00-16:50 口腔保健

学科第２

講義室 

生活支援技術とは    

（人の動きに沿った支援

方法） 

人の動きを知ろう  寝返り・起き上

がり、立ちあがり、移乗      人

の姿勢と動作 

遠藤 慶子 

16-20 6/22 11:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

認知症ケアの現状と課

題 
認知症ケアの概念と歴史    認

知症ケアが目指すもの    認知

症に対する医療と介護のアプロー

チの違い 

遠藤 慶子 

21-25 6/29 11:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

介護福祉の倫理 さまざまな障害のケア、    終末

期の介護    医療行為と介護（医

の倫理、食の倫理） 

遠藤 慶子 

26-30 7/6 11:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

他職種連携 食介護とは  口から食べるの支

援 
遠藤 慶子, 

田中 弥生 

 

成績評価の方法 

・提出レポート、期末の客観試験、論述試験で総括的評価を行う。 

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。 

準備学習などについての具体的な指示 

 

教科書 

新・社会福祉士養成講座／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，2015 

218



参考書 

新しい介護 : 完全図解／大田仁史, 三好春樹 監修・編著,：講談社，2014 

介護基礎学 竹内孝仁著 医歯薬出版 

備考 

・事前に資料の配布、e-learningへのアップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。 

 

担当教員（非常勤） 

加地啓介 医学部付属病院 

田中弥生 駒沢女子大学 

連絡先 

遠藤 慶子:k-endo.ohcw@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

遠藤 慶子:随時 
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時間割番号 022068 

科目名 児童・家庭福祉Ⅰ 

担当教員 遠藤 慶子 

開講時期 前期 対象年次 3 単位数 1 

科目名：児童・家庭福祉Ⅰ 

時間数：15時間 

授業形態：講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室 

授業の目的、概要等 

・現代社会における児童の成長・発達と生活実態について理解するとともに、現代社会における児童福祉の社会的背景、理念と意義につ

いて理解する。 

・社会福祉士に必要な児童福祉の特質への理解を深める。 

授業の到達目標(SB0s) 

・現代社会における児童の成長・発達と生活実態について説明できる。 

・ライフサイクルにおける児童期の位置づけ・とらえ方を説明できる。 

・近代・現代社会における子どもの権利および子どもを巡る問題について説明できる。 

・現代社会における児童福祉の理念と意義について説明できる。 

・児童福祉に関する法とサービス体系について説明できる。 

・児童のための地域・住環境整備と相談援助活動について説明できる。 

・近代・現代社会における国家・家族・児童の関連について説明できる。 

・児童福祉の歴史、児童福祉の仕組み、問題発生の機序について説明できる。 

・児童福祉サービスの種類やあり方について説明できる。 

・少年非行や養護について説明できる。 

・母子保健、保育政策など発達期の児童福祉について説明できる。 

・子ども虐待の問題とその防止の取り組みについて概説できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1-2 4/8 15:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

現代社会と子ども家庭 児童を取り巻く社会環境、子育て

ニーズ 
雨宮 由紀枝, 

遠藤 慶子 

3-4 4/15 15:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

児童・家庭福祉とは何

か、子どもと家庭の権利

保障 

児童観、児童の権利に関する条約  

理念・意義 
雨宮 由紀枝 

5-6 4/22 15:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

児童福祉の発展 児童

福祉と法（１） 
児童・家庭福祉の歴史（日本・欧

米） 
雨宮 由紀枝 

7-8 5/6 15:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

児童福祉と法（２）（３） 関連法、実施体制、行財政、専門

職、権利擁護 
雨宮 由紀枝 

9-10 5/13 15:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

母子保健  障害・難病

のある子どもと家庭へ

の支援 

母子保健施策、母子保健法、障

害・難病のある子どもと家族のニ

ーズ、支援制度 

雨宮 由紀枝 

11-12 5/20 15:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

地域における子育てと

青少年育成保育 
児童健全育成施策  保育制度、

保育施策 
雨宮 由紀枝 

13-15 5/27 15:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

子育て支援  ひとり親

家庭の福祉 
子育て支援施策  母子及び寡婦

福祉法、自立支援 
雨宮 由紀枝, 

遠藤 慶子 
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成績評価の方法 

・期末試験、授業への参加状況、課題レポート等により総合的に評価する。 

準備学習などについての具体的な指示 

 

教科書 

新・社会福祉士養成講座児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，2013 

社会福祉士養成講座編集委員会編『新・社会福祉士養成講座 ⑮児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度 第４版』中央法規 

備考 

担当教員（非常勤） 

雨宮由紀枝 日本女子体育大学 

連絡先 

遠藤 慶子:k-endo.ohcw@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

遠藤 慶子:随時 
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時間割番号 022069 

科目名 障害児・者福祉Ⅰ 

担当教員 遠藤 慶子 

開講時期 前期 対象年次 3 単位数 1 

科目名：障害児・者福祉Ⅰ 

時間数：15時間 

授業形態：講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第２講義室 

授業の目的、概要等 

・障害福祉制度の変遷について学び、保健・医療・福祉・教育・労働の連携について理解する。 

・障害者福祉の理念の変化を概観し、障害者自身の活躍に注目する中で「共に歩む」を考える。 

授業の到達目標(SB0s) 

・障害者福祉制度の変遷について理解し、現代社会における障害者の実情・福祉課題を認識する。 

・国際的な「障害」の概念の変遷を理解し、人権思想にもとづく「障害者観」を獲得する。 

・障害者・その家族の生き方や社会的役割について学び、保健・医療・福祉などの専門職に共通する価値・倫理と関連づけながら具体的

に説明できる。 

・ノーマライゼーション、リハビリテーション、インクルージョンなどの障害者福祉の理念の変遷を理解し、現代社会における障害者福祉の

位置づけ・意義について説明できる。 

・障害者観と優生思想の関連について学び、医療従事者としての倫理観・価値観を獲得する。 

・障害児教育の変遷について学び、「共に学ぶ」「共に生きる」の意義を理解し、福祉教育や心のバリアフリーと社会のあり方について自分

なりの考えを築く。 

・現代の障害者福祉の法体系について学び、「障害者が地域で生きる」ことの意義、ユニバーサル社会の本質について説明できる。 

・国連・障害者権利条約の特徴と意義について理解し、障害者差別とは何かを考え、「共生社会」を築くためのわが国の課題について考え

る。 

・障害者権利条約批准に向けての障がい者制度改革推進会議の成果と障害者の果たした役割を理解し、障害者福祉におけるわが国の

課題について説明できる。 

・障害児・者福祉の学びを通して、医療者として「生命の尊厳」をどう考えるかについて、自分なりの価値観・倫理観を獲得する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1-2 5/31 09:00-10:50 口腔保健

学科第２

講義室 

障害者福祉の現状 わが国の障害者の生活実態、現

代社会における障害児・者福祉の

課題 

石渡 和実, 

遠藤 慶子 

3-4 6/7 09:00-10:50 口腔保健

学科第２

講義室 

障害者福祉制度の変遷  

「障害」概念の変遷 
「障害」概念とわが国の障害者観

の変遷 
石渡 和実 

5-6 6/14 09:00-10:50 口腔保健

学科第２

講義室 

障害者福祉の理念１ リハビリテーション理念の進展  

国際的な ICIDH,ICFモデル 
石渡 和実 

7-8 6/21 09:00-10:50 口腔保健

学科第２

講義室 

障害者福祉の理念2 自立生活運動と当事者活動  優

生保護法と障害者観 
石渡 和実 

9-10 6/28 09:00-10:50 口腔保健

学科第２

講義室 

障害者福祉の理念3 ノーマライゼーション理念の進展 

特殊教育、特別支援教育 
石渡 和実 

11-12 7/5 09:00-10:50 口腔保健

学科第２

講義室 

障害者福祉の理念４ インクルージョン理念と多様性の

尊重 
石渡 和実 

13-14 7/12 09:00-10:50 口腔保健 障害者と「生命の尊厳」 障害者福祉制度の現状、改革 石渡 和実, 
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学科第２

講義室 
遠藤 慶子 

15 7/19 10:00-10:50 口腔保健

学科第２

講義室 

障害者福祉のまとめ グループデイスカッション 遠藤 慶子 

 

成績評価の方法 

・授業内レポートで重要な単元の学習成果を評価する。 

・グループディスカッション（事例検討など）の参加状況を評価に加味する。 

・定期試験を実施し、総合的に評価する。 

準備学習などについての具体的な指示 

 

参考書 

・随時、授業中に紹介する。 

備考 

事前に資料の配付、e-learningシステム上へのアップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。 

 

担当教員（非常勤） 

石渡和実 東洋英和女学院大学大学院 

連絡先 

遠藤 慶子:k-endo.ohcw@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

遠藤 慶子:随時 
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時間割番号 022070 

科目名 地域福祉Ⅰ 

担当教員 遠藤 慶子 

開講時期 前期 対象年次 3 単位数 1 

科目名：地域福祉Ⅰ 

時間数：15時間 

授業形態：講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室 

授業の目的、概要等 

・地域福祉の歴史や基本的考え方を理解する。 

・地域福祉に係る組織や専門職の役割について理解する。 

 

授業の到達目標(SB0s) 

・地域福祉に関わる基本的な用語を理解し、説明できる。 

・地域福祉の関わる法制度を理解し説明できる。 

・地域福祉の歴史とそこに携わった人間について説明できる。 

・地域福祉に係る組織、団体及び専門職の役割と実際について説明できる。 

・地域福祉の推進方法（ネットワーキング、社会資源の活用・調整・開発、福祉ニーズの把握方法、地域トータルケアシステムの構築方法、

サービスの評価方法を含む）について説明できる。 

 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1-2 4/8 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

地域福祉の基本概念 地域コミュニテイと住民、社会福祉

法 人権尊重、権利擁護、社会的

包摂 

小嶋 珠実, 

遠藤 慶子 

3-4 4/15 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

地域福祉の歴史的展開

１ 
地域福祉の源流 COS活動とセツ

ルメント活動 
小嶋 珠実 

5-6 4/22 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

地域福祉の歴史的展開

２ 
戦後日本の地域福祉 小嶋 珠実 

7-8 5/6 09:00-10:50 口腔保健

学科第１

講義室 

コミュニテイケアの展開 地域コミュニテイ視点の登場 小嶋 珠実 

9-10 5/13 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

地域福祉を支える組織

と人々１ 
行政組織の役割と実際、地方自治

体、民間組織の役割と実際、社会

福祉協議会の役割 

小嶋 珠実 

11-12 5/20 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

地域福祉を支える組織

と人々2 
地域住民の役割と実際、民生委

員、児童委員の役割 
小嶋 珠実 

13-14 5/27 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

まとめと試験 地域福祉に関する基本的用語 小嶋 珠実 

15 6/3 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室 

地域福祉の現状と課題 今日の地域福祉における課題 小嶋 珠実 

 

成績評価の方法 

・授業内レポートで重要な単元の学習成果を評価する。 
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・試験を実施し、総合的に評価する。 

準備学習などについての具体的な指示 

 

教科書 

「新・社会福祉士養成講座 地域福祉の理論と方法」／社会福祉士養成講座編集委員会：中央法規出版，2015 

備考 

事前に資料の配付、e-learning システム上へのアップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。また、学習する内容につい

て各自で参考文献を読み、理解を深めること。 

 

担当教員（非常勤） 

小嶋珠実 ルーテル学院大学 

連絡先 

遠藤 慶子:k-endo.ohcw@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

遠藤 慶子:随時 
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時間割番号 022071 

科目名 相談援助の基盤と専門職Ⅱ 

担当教員 遠藤 慶子 

開講時期 前期 対象年次 3 単位数 1 

科目名：相談援助の基盤と専門職Ⅱ 

時間数：15時間 

授業形態：講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室 

授業の目的、概要等 

・ソーシャルワークの共通基盤（価値・知識・技 術等）について体系的に学ぶ。 

・ソーシャルワークを展開する専門職のあるべき姿を理解する。 

 

授業の到達目標(SB0s) 

・ソーシャルワーカーの概念と理念を理解し説明できる。 

・ソーシャルワークの形成過程を理解し説明できる。 

・・専門職倫理について理解する。 

・日本社会福祉士会の行動規範から、相談援助場面での専門職としてのあり方を理解する。 

 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1 6/3 10:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

相談援助の定義 ソーシャルワークの概念 ソーシ

ャルワークの構成要素 
小嶋 珠実, 

遠藤 慶子 

2-3 6/10 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

相談援助の形成過程Ⅰ ソーシャルワークの源流  ソー

シャルワークの基礎確立期 
小嶋 珠実 

4-5 6/17 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

相談援助の形成過程Ⅱ ソーシャルワークの発展期・展開

期  ソーシャルワークの統合化

とジェネラリスト・ソーシャルワー

ク 

小嶋 珠実 

6-7 6/24 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

相談援助の理念Ⅰ ソーシャルワーカーと価値 ソー

シャルワーク実践と権利擁護 
小嶋 珠実 

8-9 7/1 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

相談援助の理念Ⅱ クライエントのドンゲンと自己決定  

ノーマライゼーションと社会的包

摂 

小嶋 珠実 

10-11 7/8 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

専門職倫理 専門職倫理の概念  倫理綱領の

意義と内容 
小嶋 珠実 

12-13 7/15 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

倫理的ジレンマ ソーシャルワーク実践における倫

理的ジレンマ 
小嶋 珠実 

14-15 7/22 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

まとめ  小嶋 珠実, 

遠藤 慶子 

 

成績評価の方法 

・授業内レポートで重要な単元の学習成果を評価する。 

・試験を実施し、総合的に評価する。 
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準備学習などについての具体的な指示 

 

教科書 

「新・社会福祉士養成講座 相談援助と基盤と専門職」第3版／社会福祉士養成講座編集委員会 編,：中央法規出版，2015 

備考 

事前に資料の配付、e-learning システム上へのアップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。また、学習する内容につい

て各自で参考文献を読み、理解を深めること。 

 

担当教員（非常勤） 

小嶋珠実 ルーテル学院大学 

連絡先 

遠藤 慶子:k-endo.ohcw@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

遠藤 慶子:随時 
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時間割番号 022072 

科目名 相談援助演習Ⅰ 

担当教員 遠藤 慶子 

開講時期 後期 対象年次 3 単位数 1 

科目名：相談援助演習Ⅰ 

時間数：30時間 

授業形態：演習 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室 

授業の目的、概要等 

社会福祉における相談援助の知識と技術に関わる他の科目との関連性も視野に入れつつ、歯科衛生士に求められる相談援助の係る知

識と技術について実践的に修得するとともに、専門的援助技術として概念化し理論化し体系立てていくことができる能力を滋養する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・相談援助の特徴を説明することができる。 

・相談援助の内容・方法・プロセスを説明することができる。 

・相談援助に関する実践上の課題について、自ら意見を述べることができる。 

・相談援助と口腔保健における実践の関連性について興味や関心をもち、自分から調べ、考える態度 をもつ。 

・相談援助実習に向けた自分の興味や関心を持ったことと学習課題を説明することができる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1-2 9/30 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

相談援助の基礎 Ⅰ 見る 小畑 万里, 

遠藤 慶子 

3-4 10/7 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

相談援助の基礎 Ⅱ 聞く 小畑 万里, 

遠藤 慶子 

5-6 10/21 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

相談援助の基礎 Ⅲ 話す 小畑 万里, 

遠藤 慶子 

7-8 10/28 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

相談援助の基礎 Ⅳ 関係・プロセス。アセスメント 小畑 万里, 

遠藤 慶子 

9-10 11/4 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

相談援助の基礎 Ⅴ 情報収集と分析 小畑 万里, 

遠藤 慶子 

11-12 11/4 11:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室 

相談援助の基礎 Ⅵ 支援計画・評価 小畑 万里, 

遠藤 慶子 

13-16 11/4 14:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

相談援助の実際 Ⅰ 相談援助における個別援助技術

による活用① 
遠藤 慶子, 

小畑 万里 

17-18 11/11 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

相談援助のまとめ１ グループワーク 遠藤 慶子, 

小畑 万里 

19-20 11/18 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

相談援助のまとめ Ⅱ グループワーク 遠藤 慶子, 

小畑 万里 

21-22 12/2 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

相談援助のまとめ Ⅲ 発表 遠藤 慶子, 

小畑 万里 
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講義室 
23-25 12/9 09:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

相談援助の基礎 Ⅶ 視覚障害者への支援 福喜多 恭子, 

遠藤 慶子 

26-30 12/9 13:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

相談援助の実際  Ⅱ 相談援助における個別援助技術

による活用②  （視覚障害者への

支援） 

福喜多 恭子, 

遠藤 慶子 

 

成績評価の方法 

・授業内レポートで重要な単元の学習効果を評価する。 

・定期試験を実施し、総合的に評価する。 

準備学習などについての具体的な指示 

 

参考書 

・授業中に配布する資料。 

・参考書は授業時に紹介する。 

備考 

・事前に資料の配布、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習して臨むこと。 

 

担当教員（非常勤） 

小畑万里 日本社会事業大学 通信教育科 社会福祉士養成課程 

福喜多恭子 神奈川県視覚障害者福祉協会 

連絡先 

遠藤 慶子:k-endo.ohcw@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

遠藤 慶子:随時 
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時間割番号 022073 

科目名 卒業研究 

担当教員 品田 佳世子, 古屋 純一 

開講時期 ２年通年 対象年次 3〜4 単位数 4 

科目名：卒業研究 

時間数：3学年82時間、4学年98時間 

授業形態：演習・講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室 他 

授業の目的、概要等 

各学生の知的興味、将来の方向性に沿ってテーマを選択し、計画･立案に基づいて研究を実施する。さらに結果を論文にまとめて十分考

察することにより、研究への理解と意欲を培う。 

授業の到達目標(SB0s) 

・自分の知的興味、将来の方向性に沿って研究テーマが設定できる。 

・研究テーマに対応した論文の検索と科学的吟味を行い、これまでの知見が整理できる。 

・EBM・EBHCの概念を説明できる。 

・知見や問題点に基づいた研究の計画･立案ができる。 

・実験･調査などの研究を実施できる。 

・実験･調査などの結果を分析整理し、統計学的な解析ができる。 

・結果に基づき、新たな問題点と課題を抽出、提起できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1-2 6/1 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究の進め方・研

究テーマの決め方の説

明（講義） 

卒業研究の進め方・研究テーマの

決め方の説明（講義） 
品田 佳世子, 

古屋 純一 

3-4 6/27 16:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

各教員のテーマ例の講

義① 
各教員のテーマ例の講義① 品田 佳世子, 

古屋 純一 

5 7/4 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

各教員のテーマ例の講

義② 
各教員のテーマ例の講義② 品田 佳世子, 

古屋 純一 

6-7 7/12 16:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

各教員のテーマ例の講

義③ 
各教員のテーマ例の講義③ 品田 佳世子, 

古屋 純一 

8 7/19 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

文献検索の説明（講義） 文献検索の説明（講義） 品田 佳世子, 

古屋 純一 

9 7/25 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

テーマ考案・文献検索

（各自） 
テーマ考案・文献検索（各自） 品田 佳世子, 

古屋 純一 

10 7/26 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

テーマ考案・文献検索

（各自） 
テーマ考案・文献検索（各自） 品田 佳世子, 

古屋 純一 

11 9/28 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

テーマ考案・文献検索

（各自） 
テーマ考案・文献検索（各自） 品田 佳世子, 

古屋 純一 

12 9/29 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

文献検索（各自） 文献検索（各自） 品田 佳世子, 

古屋 純一 
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13 10/3 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

文献検索（各自） 文献検索（各自） 品田 佳世子, 

古屋 純一 

14 10/4 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

文献検索（各自） 文献検索（各自） 品田 佳世子, 

古屋 純一 

15 10/5 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

文献検索（各自） 文献検索（各自） 品田 佳世子, 

古屋 純一 

16 10/6 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

文献検索（各自） 文献検索（各自） 品田 佳世子, 

古屋 純一 

17 10/11 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

文献検索（各自） 文献検索（各自） 品田 佳世子, 

古屋 純一 

18 10/12 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

文献検索（各自） 文献検索（各自） 品田 佳世子, 

古屋 純一 

19 10/13 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

文献検索（各自） 文献検索（各自） 品田 佳世子, 

古屋 純一 

20 10/17 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

文献検索（各自） 文献検索（各自） 品田 佳世子, 

古屋 純一 

21 10/18 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

文献検索（各自） 文献検索（各自） 品田 佳世子, 

古屋 純一 

22 10/19 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

文献検索（各自） 文献検索（各自） 品田 佳世子, 

古屋 純一 

23 10/20 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

文献検索（各自） 文献検索（各自） 品田 佳世子, 

古屋 純一 

24-26 10/21 14:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

検索した文献のプレゼ

ン 
検索した文献のプレゼン 品田 佳世子, 

古屋 純一 

27 10/24 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

テーマ再考（各自） テーマ再考（各自） 品田 佳世子, 

古屋 純一 

28 10/25 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

テーマ再考（各自） テーマ再考（各自） 品田 佳世子, 

古屋 純一 

29 10/26 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

テーマ再考（各自） テーマ再考（各自） 品田 佳世子, 

古屋 純一 

30 10/27 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

テーマ再考（各自） テーマ再考（各自） 品田 佳世子, 

古屋 純一 

31-33 10/28 14:00-16:50 口腔保健 テーマに関する面談 テーマに関する面談 品田 佳世子, 
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学科第３

講義室 
古屋 純一 

34 10/31 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

テーマ再考・研究立案

（各自） 
テーマ再考・研究立案（各自） 品田 佳世子, 

古屋 純一 

35 11/1 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

テーマ再考・研究立案

（各自） 
テーマ再考・研究立案（各自） 品田 佳世子, 

古屋 純一 

36 11/2 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

テーマ再考・研究立案

（各自） 
テーマ再考・研究立案（各自） 品田 佳世子, 

古屋 純一 

37 11/8 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

テーマ再考・研究立案

（各自） 
テーマ再考・研究立案（各自） 品田 佳世子, 

古屋 純一 

38 11/9 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

テーマ再考・研究立案

（各自） 
テーマ再考・研究立案（各自） 品田 佳世子, 

古屋 純一 

39 11/10 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

テーマ再考・研究立案

（各自） 
テーマ再考・研究立案（各自） 品田 佳世子, 

古屋 純一 

40 11/15 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

テーマ再考・研究立案

（各自） 
テーマ再考・研究立案（各自） 品田 佳世子, 

古屋 純一 

41 11/16 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

テーマ再考・研究立案

（各自） 
テーマ再考・研究立案（各自） 品田 佳世子, 

古屋 純一 

42 11/17 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

テーマ再考・研究立案

（各自） 
テーマ再考・研究立案（各自） 品田 佳世子, 

古屋 純一 

43-45 11/18 14:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

担当分野・教員に関する

面談 
担当分野・教員に関する面談 品田 佳世子, 

古屋 純一 

46 11/21 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

担当分野・教員との相談

（事前にアポイントをと

ること） 

担当分野・教員との相談（事前に

アポイントをとること） 
品田 佳世子, 

古屋 純一 

47 11/22 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

担当分野・教員との相談

（事前にアポイントをと

ること） 

担当分野・教員との相談（事前に

アポイントをとること） 
品田 佳世子, 

古屋 純一 

48 11/24 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

担当分野・教員との相談

（事前にアポイントをと

ること） 

担当分野・教員との相談（事前に

アポイントをとること） 
品田 佳世子, 

古屋 純一 

49 11/29 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

担当分野・教員との相談

（事前にアポイントをと

ること） 

担当分野・教員との相談（事前に

アポイントをとること） 
品田 佳世子, 

古屋 純一 

50 11/30 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

担当分野・教員との相談

（事前にアポイントをと

ること） 

担当分野・教員との相談（事前に

アポイントをとること） 
品田 佳世子, 

古屋 純一 

51 12/1 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

担当分野・教員との相談

（事前にアポイントをと

担当分野・教員との相談（事前に

アポイントをとること） 
品田 佳世子, 

古屋 純一 
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講義室 ること） 
52 12/6 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

担当分野・教員との相談

（事前にアポイントをと

ること） 

担当分野・教員との相談（事前に

アポイントをとること） 
品田 佳世子, 

古屋 純一 

53 12/7 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

担当分野・教員との相談

（事前にアポイントをと

ること） 

担当分野・教員との相談（事前に

アポイントをとること） 
品田 佳世子, 

古屋 純一 

54 12/8 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

担当分野・教員との相談

（事前にアポイントをと

ること） 

担当分野・教員との相談（事前に

アポイントをとること） 
品田 佳世子, 

古屋 純一 

55 12/13 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

担当分野・教員との相談

（事前にアポイントをと

ること） 

担当分野・教員との相談（事前に

アポイントをとること） 
品田 佳世子, 

古屋 純一 

56 12/14 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

担当分野・教員との相談

（事前にアポイントをと

ること） 

担当分野・教員との相談（事前に

アポイントをとること） 
品田 佳世子, 

古屋 純一 

57 12/15 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

担当分野・教員との相談

（事前にアポイントをと

ること） 

担当分野・教員との相談（事前に

アポイントをとること） 
品田 佳世子, 

古屋 純一 

58-65 12/16 09:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

4年生の卒業研究発表 

聴講 
4年生の卒業研究発表 聴講 品田 佳世子, 

古屋 純一 

66 12/20 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

担当分野・教員との相談

（事前にアポイントをと

ること） 

担当分野・教員との相談（事前に

アポイントをとること） 
品田 佳世子, 

古屋 純一 

67 12/21 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

担当分野・教員との相談

（事前にアポイントをと

ること） 

担当分野・教員との相談（事前に

アポイントをとること） 
品田 佳世子, 

古屋 純一 

68 12/22 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

担当分野・教員との相談

（事前にアポイントをと

ること） 

担当分野・教員との相談（事前に

アポイントをとること） 
品田 佳世子, 

古屋 純一 

69-72 2/8 13:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

担当教員とテーマ・具体

的計画立案 
担当教員とテーマ・具体的計画立

案 
品田 佳世子, 

古屋 純一 

73-74 2/14 15:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

担当教員とテーマ・具体

的計画立案・研究開始 
担当教員とテーマ・具体的計画立

案・研究開始 
品田 佳世子, 

古屋 純一 

75-77 2/15 09:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

担当教員とテーマ・具体

的計画立案・研究開始 
担当教員とテーマ・具体的計画立

案・研究開始 
品田 佳世子, 

古屋 純一 

78-82 2/15 13:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

担当教員とテーマ・具体

的計画立案・研究開始 
担当教員とテーマ・具体的計画立

案・研究開始 
品田 佳世子, 

古屋 純一 

 

成績評価の方法 

・単位認定（4単位）は 4学年終了時に行う。 

・単位認定は、3 年次から各課題（論文抄録、研究計画書、中間発表会プレゼンテーションファイル、成果報告会プレゼンテーションファイ

ル、卒業研究論文ファイル）の期限内提 出、研究計画書・中間発表会プレゼンテーション・成果報告会プレゼンテーション・論文について

の総括的評価により行う。 

準備学習などについての具体的な指示 
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研究テーマを考え、それに関する文献を検索し、文献を読んでおくこと。 

試験の受験資格 

卒業研究の発表および卒業論文を提出すること 

参考書 

卒業研究 HAND BOOK／眞木吉信 監著,薄井由枝, 品田佳世子, 白鳥たかみ, 杉原直樹, 田村清美, 松田裕子 著,：クインテッセンス出

版，2011 

SPSSによる医学・歯学・薬学のための統計解析／石村貞夫, 謝承泰, 久保田基夫 著,：東京図書，2011 

SPSSで学ぶ医療系多変量データ解析／対馬栄輝 著,：東京図書，2008 

・「保健･医療のための研究法入門」、朝倉隆司監訳、協同医書出版社 

・「歯科衛生研究の進め方、論文の書き方」、金澤紀子、武井典子、合場千佳子、岩久正明 編、医歯 薬出版 

・「医薬研究者の視点からみた道具としての統計学」、奥田千恵子、金芳堂 

 

備考 

・常に指導教員、副指導教員と密接な連絡をとり、助言を得ながら研究を進めること。 

 

 

 

連絡先 

品田 佳世子:shinada.pvoh@tmd.ac.jp 

古屋 純一:furuya.ohcw@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

品田 佳世子:随時 

古屋 純一:随時（事前にメールでアポイントすること）  
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時間割番号 022074 

科目名 口腔保健と国際協力 

担当教員 安田 昌代, 古屋 純一 

開講時期 前期 対象年次 3 単位数 2 

科目名：口腔保健と国際協力 

時間数：30時間 

授業形態:講義・実習 

主な講義場所 

１号館西 口腔保健学科 第3セミナー室 

授業の目的、概要等 

国際保健医療福祉の現状を知り、国際的な視点から、歯科衛生士・社会福祉士として活躍できる人材になるための、基礎を学習する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・国際歯科保健医療福祉とは何かを説明する。 

・それぞれの国の歯科保健医療福祉を説明する。 

・国際保健医療福祉で、活躍するために必要な基礎的な事項を説明する。 

・海外で活動できること、関心のあることをまとめ、説明する。 

・海外での保健医療福祉活動の目標を立て、計画、実施できるよう説明する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1 4/8 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

国際保健医療福祉 Ⅰ グローバルヘルスの歴史 安田 昌代 

2 4/15 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

国際保健医療福祉 Ⅱ プライマリーヘルスケアとヘルス

プロモーション 
安田 昌代 

3 4/22 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

国際保健医療福祉 Ⅳ 国際保健医療と疾病対策 安田 昌代 

4 5/6 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

国際保健医療福祉 Ⅲ 国際保健医療協力 安田 昌代 

5 5/18 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

国際歯科保健医療福祉 

Ⅰ 
国際歯科保健福祉の状況 中久木 康一 

6 5/25 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

国際歯科保健医療福祉 

Ⅰ 
在日外国人の歯科事情 中久木 康一 

7 6/1 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

国際歯科保健医療福祉 

Ⅱ 
先進国・発展途上国の歯科事情 鶴田 潤 

8 6/8 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

国際歯科保健医療福祉 

Ⅲ 
多職種との活動の連携 鶴田 潤 

9 6/15 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

国際歯科保健医療福祉 

Ⅳ 
多職種との活動の連携 鶴田 潤 

10 6/22 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

国際歯科保健医療福祉 

Ⅴ 
アメリカの歯科臨床 古屋 純一 
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11 6/29 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

国際歯科保健医療福祉 

Ⅳ 
歯科衛生士としての活動 安田 昌代 

12 7/6 17:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

国際歯科保健医療福祉 

Ⅳ 
歯科衛生士としての活動 白田 千代子 

13 7/15 17:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

国際歯科保健医療福祉 

Ⅴ 
ヘルスプロモーションの展開 白田 千代子 

14 7/20 17:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

国際歯科保健医療福祉 

Ⅴ 
ヘルスプロモーションの展開 白田 千代子 

15 7/22 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

まとめ  安田 昌代 

16 9/8 09:00-09:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

国際歯科保健医療福祉

の実践Ⅰ 
ケーススタディ 安田 昌代 

17 9/8 10:00-10:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

国際歯科保健医療福祉

の実践Ⅰ 
ケーススタディ 安田 昌代 

18 9/8 11:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

国際歯科保健医療福祉

の実践Ⅰ 
ケーススタディ 安田 昌代 

19 9/8 13:00-13:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

国際歯科保健医療福祉

の実践Ⅰ 
ケーススタディ 安田 昌代 

20 9/8 14:00-14:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

国際歯科保健医療福祉

の実践Ⅰ 
ケーススタディ 安田 昌代 

21 9/8 15:00-15:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

国際歯科保健医療福祉

の実践Ⅰ 
ケーススタディ 安田 昌代 

22 9/8 16:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

国際歯科保健医療福祉

の実践Ⅰ 
ケーススタディ 安田 昌代 

23 9/8 17:00-17:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

国際歯科保健医療福祉

の実践Ⅱ 
計画立案（グループ活動） 安田 昌代 

24 9/26 09:00-09:50 口腔保健

学科臨床

国際歯科保健医療福祉

の実践Ⅱ 
計画立案（グループ活動） 安田 昌代 
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基礎実習

室 
25 9/26 10:00-10:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

国際歯科保健医療福祉

の実践Ⅱ 
計画立案（グループ活動） 安田 昌代 

26 9/26 11:00-11:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

国際歯科保健医療福祉

の実践Ⅱ 
計画立案（グループ活動） 安田 昌代 

27 9/26 13:00-13:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

国際歯科保健医療福祉

の実践Ⅱ 
計画立案（グループ活動） 安田 昌代 

28 9/26 14:00-14:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

国際歯科保健医療福祉

の実践Ⅱ 
発表 安田 昌代 

29 9/26 15:00-15:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

まとめ  安田 昌代 

30 9/26 16:00-16:50 口腔保健

学科臨床

基礎実習

室 

まとめ  安田 昌代 

 

成績評価の方法 

論述試験、提出レポートで総括的評価を行う。講義、グループ討論、発表の態度等を総括的評価する。授業態度等も総括的評価に加え

る。 

準備学習などについての具体的な指示 

授業内容をシラバスで確認の上、あらかじめ参考書や関連する Website を参照し、授業に関連する事項について、各自で事前学習してお

くこと。 

参考書 

・世界子供白書2012,ユニセフ 2012 

・The World Health Report 2012 , ＷＨＯ, 2012 

・国際協力ＮＧＯセンター,国際協力ＮＧＯダイレクトリー2008 

・国際歯科保健医療学,中村修一編,医歯薬出版,2003 

・国際保健学講義,山本太郎,学会出版センター,初版，1999 

・へルスプロモーション,ローレンス,Ｗ,グリーン,医学書院、1997 

・国際保健医療学第3版,日本国際保健医療学会編,杏林書院,2013 

備考 

他の教科で学習した内容を確認した上で、洞察力と実践力を養い、海外での保健医療福祉活動に積極的に参加できるよう努力する。 

連絡先 

古屋 純一:furuya.ohcw@tmd.ac.jp 

安田 昌代:yasuda.ocsh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

古屋 純一:随時（事前にメールでアポイントすること）  

安田 昌代:随時 
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時間割番号 022075 

科目名 児童・家庭福祉Ⅱ 

担当教員 遠藤 慶子 

開講時期 前期 対象年次 3 単位数 1 

科目名：児童・家庭福祉Ⅱ 

時間数：15時間 

授業形態：講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室 

授業の目的、概要等 

・現代社会における児童の成長・発達と生活実態について理解するとともに、現代社会における児童福祉の社会的背景、理念と意義につ

いて理解する。 

・社会福祉士に必要な児童福祉の特質への理解を深める。 

授業の到達目標(SB0s) 

・現代社会における児童の成長・発達と生活実態について説明できる。 

・ライフサイクルにおける児童期の位置づけ・とらえ方を説明できる。 

・近代・現代社会における子どもの権利および子どもを巡る問題について説明できる。 

・現代社会における児童福祉の理念と意義について説明できる。 

・児童福祉に関する法とサービス体系について説明できる。 

・児童のための地域・住環境整備と相談援助活動について説明できる。 

・近代・現代社会における国家・家族・児童の関連について説明できる。 

・児童福祉の歴史、児童福祉の仕組み、問題発生の機序について説明できる。 

・児童福祉サービスの種類やあり方について説明できる。 

・少年非行や養護について説明できる。 

・母子保健、保育政策など発達期の児童福祉について説明できる。 

・子ども虐待の問題とその防止の取り組みについて概説できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1-3 9/9 09:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

障害児の福祉 障害について 療育、福祉施策 

特別支援教育、自立支援 
雨宮 由紀枝 

4-8 9/9 13:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

児童虐待対策 社会的背景、実態  被虐待児保

護、児童虐待防止法 
雨宮 由紀枝 

9-11 9/16 09:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

非行児童・情緒障害児

の支援 
非行・情緒障害の理解、動向  非

行児童・情緒障害児とその家族へ

の支援 

雨宮 由紀枝 

12-15 9/16 13:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

子ども家庭への相談援

助活動 
相談援助の方法  施設ケアと児

童・家庭福祉援助活動 
雨宮 由紀枝 

 

成績評価の方法 

・期末試験、授業への参加状況、課題レポート等により総合的に評価する。 

準備学習などについての具体的な指示 

 

教科書 

社会福祉士養成講座編集委員会編「新・社会福祉士養成講座 ⑮児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度 第４版」中央法規 

備考 

担当教員（非常勤） 

雨宮由紀枝 日本女子体育大学 
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連絡先 

遠藤 慶子:k-endo.ohcw@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

遠藤 慶子:随時 
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時間割番号 022076 

科目名 障害児・者福祉Ⅱ 

担当教員 遠藤 慶子 

開講時期 前期 対象年次 3 単位数 1 

科目名：障害児・者福祉Ⅱ 

時間数：15時間 

授業形態：講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室 

授業の目的、概要等 

・障害種別の特性について理解し、具体的な支援の在り方を学び、自分なりの障害者観・関わり方を確立するよう努める。 

・現代社会における障害児・者福祉の課題について、医療専門職として果たせる役割を考える。 

授業の到達目標(SB0s) 

・身体障害、知的障害、精神障害、発達障害、高次脳機能障害など、具体的な障害種別の特性について理解し、支援にあたり求められる

視点・姿勢を獲得する。 

・知的障害と出生前診断、発達障害と児童虐待、精神障害の長期入院と隔離施策、重症心身障害児と医療的ケア・生命の尊厳など、障害

児・者福祉と医療的課題に着目し、医療専門職として自分なりの視点や姿勢の確立をめざす。 

・障害者雇用施策の変遷と就労支援の現状について学ぶなかで、「働くこと」の意義、ILOが提唱する「ディーセントワーク（decent work）(人

間らしい尊厳をもった働き方)」について説明できる。 

・エンパワメントの視点に立った支援について学び、障害児・者が地域で暮らすことの意義、まちづくりについて考え、自分なりの支援の在

り方・関わり方を修得することをめざす。 

・当事者主体の視点から、自己決定の尊重、意思決定支援などについて学び、自分なりに実践する具体的な方法の修得をめざす。 

・障害児・者福祉の学びを通して、医療者として福祉的な支援を必要とする人に関わる際の価値観・倫理観を獲得する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1 7/27 09:00-09:50 口腔保健

学科第２

講義室 

障害児・者福祉の現状 わが国の障害児・者福祉の現状、

現代社会における障害児・者福祉

の課題 

石渡 和実, 

遠藤 慶子 

2 7/27 10:00-10:50 口腔保健

学科第２

講義室 

障害別の特性と支援 ３障害の分類と「障害」の定義 石渡 和実 

3 7/27 11:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

身体障害者の種類と特

性 
身体障害者福祉法による定義と具

体的な特性 
石渡 和実 

4 7/27 13:00-13:50 口腔保健

学科第２

講義室 

知的障害者の種類と特

性 
知的障害の定義と種類、具体的な

特性 
石渡 和実 

5 7/27 14:00-14:50 口腔保健

学科第２

講義室 

障害と出生前診断 出生前診断の変遷と「障害者の生

命」 
石渡 和実 

6 7/27 15:00-15:50 口腔保健

学科第２

講義室 

精神障害者の種類と特

性 
精神保健福祉法による定義と具体

的な特性 
石渡 和実 

7 7/27 16:00-16:50 口腔保健

学科第２

講義室 

精神障害と「隔離施策」 精神障害者福祉の変遷と「隔離施

策」の関係性 
石渡 和実 

8 7/27 17:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

発達障害の種類と特性 発達障害者支援法と自閉症、学習

障害、注意欠陥多動性障害の特性 
石渡 和実 
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9 7/28 09:00-09:50 口腔保健

学科第２

講義室 

発達障害児と児童虐待 発達障害児と虐待の関係、人格形

成への影響 
石渡 和実 

10 7/28 10:00-10:50 口腔保健

学科第２

講義室 

高次脳機能障害と特性 高次脳機能障害の種類と特性、支

援における課題 
石渡 和実 

11 7/28 11:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

障害者雇用促進法と就

労支援 
雇用施策の変遷と就労支援にお

けるわが国の課題 
石渡 和実 

12 7/28 13:00-13:50 口腔保健

学科第２

講義室 

エンパワメントと地域生

活 
障害者の地域生活とエンパワメン

トの意義・社会改革 
石渡 和実 

13 7/28 14:00-14:50 口腔保健

学科第２

講義室 

重症心身障害児・者と

「生命の尊厳」 
重症心身障害児・者の概念と支援

の実態、「生命の尊厳」を考える 
石渡 和実 

14 7/28 15:00-15:50 口腔保健

学科第２

講義室 

当事者主体と自己決定

の尊重・意思決定支援 
当事者主体の地域生活支援、自己

決定の尊重と意思決定支援 
石渡 和実 

15 7/28 16:00-16:50 口腔保健

学科第２

講義室 

障害児・者福祉と現代社

会 
授業の振り返りと学習成果の確認 石渡 和実, 

遠藤 慶子 

 

成績評価の方法 

・授業内レポートで重要な単元の学習成果を評価する。 

・グループディスカッション（事例検討など）の参加状況を評価に加味する。 

・講義終了後のレポートを課し、授業ないレポート、グループ討議などの状況も考慮して総合的に評価する。 

準備学習などについての具体的な指示 

 

参考書 

・随時、授業中に紹介する。 

備考 

事前に資料の配付、e-learningシステム上へのアップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。 

 

担当教員（非常勤） 

石渡和実 東洋英和女学院大学大学院 

連絡先 

遠藤 慶子:k-endo.ohcw@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

遠藤 慶子:随時 
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時間割番号 022077 

科目名 地域福祉Ⅱ 

担当教員 遠藤 慶子 

開講時期 前期 対象年次 3 単位数 1 

科目名：地域福祉Ⅱ 

時間数：15時間 

授業形態：講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室 

授業の目的、概要等 

・地域福祉の基本的考え方を踏まえ地域福祉の現状を理解する。 

・ネットワーキングをはじめとする地域福祉の推進方法と課題について理解する。 

 

授業の到達目標(SB0s) 

・対象者、地域によって異なる地域福祉の現状を理解し、課題について考察することができる。 

・地域福祉を推進していくために、必要な資源や対策を考察することができる。 

・地域福祉の推進方法（ネットワーキング、社会資源の活用・調整・開発、福祉ニーズの把握方法、地域トータルケアシステムの構築方法、

サービスの評価方法を含む）について具体的に説明できる。 

 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1-3 7/29 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

地域福祉の推進法 社会福祉法、コミュニテイワーク技

法、ネットワーキング、社会資源

の活用・調整・開発 

小嶋 珠実 

4-8 7/29 13:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

地域福祉の実際１ 社会福祉施設の地域拠点、福祉教

育とボランテイア活動 
小嶋 珠実 

9-11 8/1 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

地域福祉計画策定 地域福祉計画策定の流れ、実践

「住民参加による福祉のまちづく

り」 

小嶋 珠実 

12-15 8/1 13:00-16:50 口腔保健

学科第２

講義室 

地域福祉の実際２ 地域福祉計画における住民主体

形成、福祉サービスの評価方法、

第三者評価事業、福祉の情報提供

と苦情解決システム 

小嶋 珠実 

 

成績評価の方法 

・授業内レポートで重要な単元の学習成果を評価する。 

・試験を実施し、総合的に評価する。 

準備学習などについての具体的な指示 

 

備考 

事前に資料の配付、e-learning システム上へのアップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。また、学習する内容につい

て各自で参考文献を読み、理解を深めること。 

 

担当教員（非常勤） 

小嶋珠実 ルーテル学院大学 

連絡先 

遠藤 慶子:k-endo.ohcw@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

遠藤 慶子:随時 
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時間割番号 022078 

科目名 相談援助の基盤と専門職Ⅲ 

担当教員 遠藤 慶子 

開講時期 後期 対象年次 3 単位数 2 

科目名：相談援助の基盤と専門職Ⅲ 

時間数：30時間 

授業形態：講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室 

授業の目的、概要等 

・福祉専門職の役割と意義、実践活動の状況の概観を通して、社会福祉士の役割と意義、専門性につい て理解する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・福祉専門職の種類とそれぞれの業務等の概要を理解する。 

・社会福祉士の役割と意義、実践活動分野を理解する。 

・社会福祉士と精神保健福祉士の固有性と共通性、医療ソーシャルワーカーにおける両資格のあり方に ついて理解する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1-3 9/12 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

相談援助にかかわる専

門職 
相談援助にかかわる専門職の概

念と範囲 
後山 恵理子 

4-8 9/12 13:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室 

専門職の機能 予防機能、新しいニーズへの対応

機能、総合的支援機能、権利擁護

機能、社会資源開発機能 

後山 恵理子 

9-11 9/13 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

社会福祉士 社会福祉士の役割と意義、法制度

見直しとその背景、社会福祉士の

実践分野 

後山 恵理子 

12-16 9/13 13:00-17:50 口腔保健

学科第４

講義室 

介護福祉士・精神保健福

祉士 
介護福祉士・精神保健福祉士の役

割と意義 
後山 恵理子 

17-19 9/14 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

医療ソーシャルワーカ

ー、介護支援専門員 
医療ソーシャルワーカーの歴史と

業務、介護支援専門員の資格と役

割 

後山 恵理子 

20-23 9/14 13:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

その他の専門職の資格

と業務 
弁護士、司法書士、保育士等 後山 恵理子 

24-26 9/15 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

総合的かつ包括的な相

談業務１ 
動向と背景、地域を基盤としたソ

ーシャルワーク 
後山 恵理子 

27-30 9/15 13:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

総合的かつ包括的な相

談業務２ 
ジェネラリスト、ソーシャルワーク

の意義と基本的視点ｎ 
後山 恵理子 

 

成績評価の方法 

・授業内レポートで重要な単元の学習成果を評価する。 

・試験を実施し、総合的に評価する。 

準備学習などについての具体的な指示 

 

教科書 

新・社会福祉士養成講座／社会福祉士養成講座編集委員会 編,：中央法規出版，2010 

「相談援助の基盤と専門職 第2版（新・社会福祉士養成講座 第６巻）」社会福祉士養成講座編集委員会編 中央法規出版 
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参考書 

随時、授業中に紹介する。 

備考 

事前に資料の配付、e-learning システム上へのアップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。また、学習する内容につい

て各自で参考文献を読み、理解を深めること。 

 

担当教員（非常勤） 

後山恵理子 後山社会福祉士事務所 

連絡先 

遠藤 慶子:k-endo.ohcw@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

遠藤 慶子:随時 
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時間割番号 022079 

科目名 権利擁護 

担当教員 遠藤 慶子 

開講時期 前期 対象年次 3 単位数 1 

科目名：権利擁護 

時間数：15時間 

授業形態：講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室 

授業の目的、概要等 

・相談援助活動に必要とされている法律の知識の概要を学ぶ。権利擁護に関する基本的な考え方、成 年後見制度をはじめとする権利擁

護の仕組みをその実際について学ぶ。 

授業の到達目標(SB0s) 

・相談援助にかかわる日本国憲法、行政法、民法の基本的理解ができる。 

・成年後見及び関係する支援事業の概要が理解できる。 

・権利擁護に関わる組織・団体・専門職の役割が理解できる。 

・成年後見活動、権利擁護活動の実際が理解できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1-3 4/6 15:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

相談援助の活動と法 日本国憲法、行政法、民法等の理

解 
大貫 正男, 

遠藤 慶子 

4-6 4/13 15:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

成年後見制度の概要の

理解 
法定後見制度、任意後見制度、成

年後見制度の動向 
大貫 正男 

7-9 4/20 15:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

権利擁護に関わる組織・

団体・専門職の役割 
家庭裁判所、法務局、市町村、社

会福祉協議会、児童相談所、弁護

士、司法書士、公証人、社会福祉

士の活動の実際 

大貫 正男 

10-12 4/27 15:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

成年後見活動の実際 認知症、知的・精神障害者への支

援の実際 
大貫 正男 

13-15 5/11 15:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

権利擁護活動の実際 高齢者虐待対応・ホームレス支援 大貫 正男, 

遠藤 慶子 

 

成績評価の方法 

・授業内レポートで重要な単元の学習成果を評価する。 

・試験を実施し、総合的に評価する。 

準備学習などについての具体的な指示 

 

教科書 

新・社会福祉士養成講座／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，2014 

１９ 

「権利擁護と成年後見制度 第４版（新・社会福祉士養成講座 第19巻）」社会福祉士養成講座編集委員会編 中央法規出版 

参考書 

・「厚生の指標 国民の福祉の動向 各年度版」 厚生統計協会 

・「社会福祉小六法」（最新年度版）ミネルヴァ書房 

・他随時授業中に紹介する。 

備考 
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事前に資料の配付、e-learning システム上へのアップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。また、学習する内容につい

て各自で参考文献を読み、理解を深めること。 

 

担当教員（非常勤講師） 

大貫正男  司法書士大貫正男事務所 

連絡先 

遠藤 慶子:k-endo.ohcw@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

遠藤 慶子:随時 
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時間割番号 022080 

科目名 社会福祉行政 

担当教員 遠藤 慶子 

開講時期 前期 対象年次 3 単位数 1 

科目名：社会福祉行政 

時間数：15時間 

授業形態：講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室 

授業の目的、概要等 

・福祉の関わる社会福祉制度は、法律によってその大枠が規定されている。その運用の実際は諸制度の運営に関わる行財政のあり方に

よって規定されている。その仕組みを学ぶ。 

授業の到達目標(SB0s) 

・福祉の行財政の実施体制（国・都道府県・市区町村の役割、国と地方の関係、財源、組織及び団体、専門職の役割を含む）について説明

できる。 

・福祉行財政の実際について説明できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1-3 8/2 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

福祉行政の実施体制 １ わが国における社会福祉の定義

の変遷 
國見 真理子 

4-8 8/2 13:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

福祉行政の実施体制 ２ 福祉の法制度の展開、行政の骨

格、社会福祉と法制度、福祉行政

の組織 

國見 真理子 

9-11 8/3 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

福祉行政の組織 社会福祉基礎構造、社会福祉基礎

構造改革、相談過程 
國見 真理子 

12-15 8/3 13:00-16:50 口腔保健

学科第２

講義室 

福祉行政の団体と福祉

行政の専門職の役割 
相談体制、専門緒機関、地域相談

システム、専門職 
國見 真理子 

 

成績評価の方法 

・授業内レポートで重要な単元の学習成果を評価する。 

・グループディスカッション（事例検討など）の参加状況を評価に加味する。 

・定期試験を実施し、総合的に評価する。 

準備学習などについての具体的な指示 

 

教科書 

新・社会福祉士養成講座／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，2014 

備考 

事前に資料の配付、e-learning システム上へのアップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。また、講義における質疑応

答などには主体的に参加し、学ぶ意欲を持って授業に参加することを望む。 

 

担当教員（非常勤） 

國見真理子  田園調布学園大学 

連絡先 

遠藤 慶子:k-endo.ohcw@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

遠藤 慶子:随時 
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時間割番号 022081 

科目名 ソーシャルワークⅡ 

担当教員 遠藤 慶子 

開講時期 通年 対象年次 3 単位数 4 

科目名：ソーシャルワークⅡ 

時間数：60時間 

授業形態：講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室 

授業の目的、概要等 

・相談援助の理論および相談援助の知識・技術について理解する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・相談援助における人と環境との交互作用に関する理論について理解する。 

・相談援助の様々な実践モデルについて理解する。 

・相談援助の過程とそれにかかわる知識・技術について理解する。 

・相談援助の記録方法について学ぶ。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1-3 9/20 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

ソーシャルワーカーとは 相談援助の理論と方法、対人援助

職 
小畑 万里 

4-7 9/20 13:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

利用者と支援者 人（患者、高齢者、障害者）を理解

する 
小畑 万里 

8-10 9/21 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

環境について 人間の発達段階と環境システム    

環境の体系図とホメオタシス 
小畑 万里 

11-14 9/21 13:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

相談援助の導入期 導入期の意義と定義  動機づけ

のレベルと導入期の課題 
小畑 万里 

15-17 9/23 09:00-11:50 口腔保健

学科第４

講義室 

アセスメント アセスメントのためのツール  ア

セスメントにおけるニーズの定義 
西田 ちゆき 

18-21 9/23 13:00-16:50 口腔保健

学科第４

講義室 

支援計画の作成と実施 支援計画作成の枠組みと展開方

法  支援計画に基づく援助の実

施 

西田 ちゆき 

22-25 9/30 14:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

相談援助の方法Ⅰ・Ⅱ ケースマネジメント  ケアマネジ

メント   グループ支援   家族

支援 

西田 ちゆき 

26-29 10/7 14:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

相談援助の方法Ⅲ・Ⅳ 地域支援（アウトリーチ）   スー

パービジョン 
西田 ちゆき 

30 10/21 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

相談援助の方法 Ⅴ 援助における社会資源の位置づ

け・活用・調整・開発   
遠藤 慶子 

31 10/28 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

相談援助の方法 Ⅵ ネットワーキング（相談援助にお

ける多職種・多機関との連携を含

む） 

遠藤 慶子 

32 11/11 17:00-17:50 口腔保健 相談援助の方法 Ⅶ コンサルテーション    遠藤 慶子 
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学科第３

講義室 
33 11/18 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

相談援助の方法 Ⅷ ソーシャルアクション 遠藤 慶子 

34-37 11/25 14:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

相談援助の方法Ⅸ ITC（Information and 

Comnmunication Technology)と個

人情報 

西田 ちゆき 

38 12/2 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

相談援助の記録Ⅰ 記録の意義と定義 遠藤 慶子 

39-42 1/13 14:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

相談援助の記録Ⅱ 記録の方法 西田 ちゆき 

43-46 1/20 14:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

相談援助の記録Ⅱ 記録の方法 小畑 万里 

47-50 1/27 14:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

相談援助の記録Ⅲ 記録の実際  どのように記載さ

れるべきか 
小畑 万里 

51-55 2/3 13:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

相談援助の記録Ⅲ 記録の実際    どのように記録

されるべきか 
小畑 万里 

56-60 2/10 13:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

相談援助の記録Ⅳ  ま

とめ 
記録におけるマッピング記録と専

門職倫理及び個人情報保護  記

録の ICT化 

小畑 万里 

 

成績評価の方法 

・授業内レポートで重要な単元の学習成果を評価する。 

・実習態度、グループデイスカッションの参加状況を評価に加味する。 

準備学習などについての具体的な指示 

 

教科書 

MINERVA社会福祉士養成テキストブック／岩田正美, 大橋謙策, 白澤政和 監修,：ミネルヴァ書房，2010 

MINERVA社会福祉士養成テキストブック／岩田正美, 大橋謙策, 白澤政和 監修,：ミネルヴァ書房，2010 

参考書 

「地域・施設で死を見取るとき」明石書店 小畑万里 

備考 

担当教員（非常勤） 

小畑万里 日本社会事業大学通信教育科 社会福祉士養成課程 

西田ちゆき  日本社会事業大学通信教育科 社会福祉士養成課程 

 

連絡先 

遠藤 慶子:k-endo.ohcw@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

遠藤 慶子:随時 
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時間割番号 022082 

科目名 相談援助実習指導 

担当教員 遠藤 慶子 

開講時期 1.5通年(秋) 対象年次 3〜4 単位数 2 

科目名：相談援助実習指導 

時間数：3学年38時間、4学年52時間 

授業形態：実習 

主な講義場所 

口腔保健学科 第2講義室 

授業の目的、概要等 

・社会福祉における相談援助実習の意義について理解する。 

・授業で学んだ専門知識と相談援助の具体的な実践を結びつけるとともに、実習後は実習体験を意識 化し、体系立てていくことをめざ

す。 

授業の到達目標(SB0s) 

・社会福祉における相談援助実習の意義を事前に理解し、実習後は経験知として説明できる。 

・相談援助実習に係る個別指導並びに集団指導を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的 かつ実際的に体験し、経験知とし

て説明できる。 

・社会福祉士として求められる資質、技能、倫理、自己に求められる課題把握等、総合的に対応でき る能力を習得し、意識化できる。 

・具体的な体験や援助活動を、専門的援助技術として概念化・理論化し、体系立てて整理できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1-3 11/7 15:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

オリエンテーション 社会福祉実習施設の説明、社会福

祉実習の意義・目的、実習先の決

定、個人票作成要領の説明 

遠藤 慶子 

4-6 11/14 15:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

相談援助実習とは 社会福祉実習の意義・目的 遠藤 慶子 

7-9 11/28 15:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

相談援助実習とは 実習の目標と内容 遠藤 慶子 

10-12 12/5 15:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

相談援助実習とは 相談援助実習の基本的な仕組み 遠藤 慶子 

13-15 12/12 15:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

相談援助実習とは 相談援助実習の学習の基本的な

流れ 
遠藤 慶子 

16-18 12/19 15:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

相談援助実習の進め方 実習前学習について 遠藤 慶子 

19-21 1/16 15:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

相談援助実習の進め方 実習前学習の具体的展開 遠藤 慶子 

22 1/23 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

配属実習とは 配属実習の具体的展開 遠藤 慶子 

23 1/30 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

配属実習とは 実習記録  スーパービジョン 遠藤 慶子 

24-26 2/10 09:00-11:50 口腔保健 配属実習とは 配属実習について 遠藤 慶子 

250



学科第３

講義室 
27-30 2/16 09:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室 

配属実習とは 記録の書き方まとめ 遠藤 慶子 

31-38 2/17 09:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

施設見学  遠藤 慶子 

 

成績評価の方法 

事前・事後学習の成果による総合的評価を行う。（4年後期） 

準備学習などについての具体的な指示 

 

教科書 

Minerva社会福祉士養成テキストブック／岩田正美, 大橋謙策, 白澤政和 監修,：ミネルヴァ書房，2009 

ソーシャルワーク実践へのいざないーはじめての社会福祉士の実習 

 

編集：日本社会事業大学実習教育研究・研修センター 

出版社：株式会社 日本医療企画 

参考書 

随時、実習関連資料を配付する。 

連絡先 

遠藤 慶子:k-endo.ohcw@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

遠藤 慶子:随時 
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時間割番号 022083 

科目名 相談援助実習 

担当教員 遠藤 慶子 

開講時期 1.5通年(秋) 対象年次 3〜4 単位数 4 

科目名：相談援助実習 

時間数：3学年後期（春季集中）、4学年（夏季集中） 

実習日数（時間）は 24日間（180時間）・16日間（120 時間）・8日間（60 時間）以上のいずれか。 

授業形態：実習  教員が週1回実習先を巡回する 

主な講義場所 

社会福祉施設・機関 

授業の目的、概要等 

・社会福祉士として求められる資質や倫理、相談援助に係る知識と技術について、具体的かつ実際的に理解し、支援に必要な技術を体得

する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・社会福祉分野における相談援助実習を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に経験し、実践的な技術等を経

験知として整理できる。 

・社会福祉士として求められる資質、倫理、自己に求められる課題把握等、総合的に対応できる能力を体験的に把握できる。 

・関連分野の専門職との連携のあり方や具体的内容を把握し、事後学習で整理できる。 

成績評価の方法 

実習計画、実習記録ノート、実習報告書および実習指導者評価表により、総括的評価を行う。 

準備学習などについての具体的な指示 

 

教科書 

Minerva社会福祉士養成テキストブック／岩田正美, 大橋謙策, 白澤政和 監修,：ミネルヴァ書房，2009 

連絡先 

遠藤 慶子:k-endo.ohcw@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

遠藤 慶子:随時 
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時間割番号 022063 

科目名 歯科衛生臨床実習 

担当教員 近藤 圭子 

開講時期 1.5通年(秋) 対象年次 3〜4 単位数 13 

主な講義場所 

歯学部附属病院 

授業の目的、概要等 

・歯科診療施設において、チーム医療の一員として、対象者本位の歯科予防処置・歯科保健指導・歯科診療の補助を実践するために必要

な態度・知識･技術を習得する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・対象者の身体的・精神的・社会的苦痛に配慮し、問題点を抽出・整理する。 

・ 対象者の不安・不満や表情・行動の変化に適切に対応できる。 

・ 歯科ユニット各部の名称と機能を説明できる。 

・ 診療に必要な器材を説明する。 

・ 診療室への患者の誘導を適切にできる。 

・ 対象者に挨拶して自己紹介できる。 

・ 対象者との信頼関係を築くことができる。 

・ 個人的、社会的背景等が異なる対象者に、わけへだてなく対応できる。 

・ 対象者の価値観が多様であることを認識し、柔軟に対応できる。 

・ 必要な情報を整理し、わかりやすい口頭説明と文書を準備できる。 

・ 説明を行うために適切な時期・場所･機会に配慮できる。 

・ 対象者からの質問に適切に応え、その様々な反応に柔軟に対応できる。 

・ 医療事故や潜在的医療事故（ニアミス)に関する情報を共有し、再発防止に役立てることができる。 

・ インフォームドコンセントを行うことができる。 

・ 対象者に応じた歯科予防処置を実施する。 

・対象者に応じた歯科保健指導を実施する。 

・ 対象者に応じた歯科診療補助を実施する。 

授業内容 

●3年生 

・臨床実習ガイダンスおよび予備実習 

・臨床実習(本実習) 

 -口腔ケア実習 

  むし歯外来実習 

  歯周病外来実習 

  口腔外科外来実習 

  義歯外来実習 

  小児歯科外来実習 

  歯科放射線外来実習 

  中央器材室実習 

 

●4年生 

・臨床実習ガイダンス 

・臨床実習（本実習） 

 -口腔ケア実習 

  歯周病外来実習 

  矯正歯科外来実習 

  歯科麻酔外来実習 

  小児歯科外来実習 

  顎義歯外来実習 
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  インプラント外来実習 

  スペシャルケア外来１（高齢者歯科）実習 

  スペシャルケア外来２（障害者歯科）実習 

  病棟実習 

  歯科アレルギー外来実習 

  歯科心身医療外来実習 

  顎関節治療部実習 

  スポーツ歯科外来実習 

  息さわやか外来実習 

  検査部実習 

  薬剤部実習 

 

成績評価の方法 

・実習記録・実習報告書、出席状況、臨床実習指導者評価等により総括的評価を行う。 

・実習態度・取組み、提出物の提出状況を総括的評価に加味する。 

・提出レポート、課題発表等で総括的評価を行う。 

準備学習などについての具体的な指示 

実習の詳細は「臨床実習の手引き」に示す。 

実習前の目標の設定、予習、実施後の報告書作成、復習を行うこと。 

教科書 

：医歯薬出版 

参考書 

歯科予防処置論・歯科保健指導論／全国歯科衛生士教育協議会 監修,高阪利美 ほか著,：医歯薬出版，2011 

歯科診療補助論／可児徳子, 合場千佳子, 高阪利美 編,：医歯薬出版，2007 

歯の硬組織・歯髄疾患-保存修復・歯内療法／千田彰, 中村洋 ほか著,：医歯薬出版，2010 

歯周疾患／申基哲, 松井恭平, 白鳥たかみ 編,：医歯薬出版，2006 

顎・口腔粘膜疾患口腔外科・歯科麻酔／全国歯科衛生士教育協議会 監修,山根源之 ほか著,：医歯薬出版，2011 

咀嚼障害・咬合異常／全国歯科衛生士教育協議会 監修,氷室利彦 ほか著,：医歯薬出版，2011 

歯科放射線／全国歯科衛生士教育協議会 監修,岡野友宏 ほか著,：医歯薬出版，2009 

小児歯科／大嶋隆 ほか著,：医歯薬出版，2009 

障害者歯科／向井美惠 ほか 著,：医歯薬出版，2013 

臨床検査／井上孝 ほか著,：医歯薬出版，2012 

ISBN978-4-263-42835-1 高齢者歯科  

履修上の注意事項 

附属病院等では服装、態度等に留意すること｡不適切な場合は実習停止とする場合がある。 

連絡先 

solan.ltoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

随時（メール等で連絡の上、約束してから来室してください） 
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時間割番号 022064 

科目名 歯科衛生臨地実習 

担当教員 遠藤 圭子 

開講時期 1.5通年(秋) 対象年次 3〜4 単位数 5 

科目名：歯科衛生臨地実習 

時間数 3学年45時間、4学年180時間 

授業形態：実習 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室、学外施設、病院 等 

授業の目的、概要等 

歯科衛生活動を展開するために必要な知識、技術、態度を習得して、実践力を養う。 

授業の到達目標(SB0s) 

・地域、病院、企業における歯科衛生活動を説明する。 

・対象のニーズ判断に基づいた介入計画を立案する。 

・介入後の変化を評価する。 

授業内容 

高齢者施設実習1：高齢者施設の概要、現状の理解、実習の意義と留意点 

高齢者施設実習2：利用者、スタッフとのコミュニケーションのとり方 

高齢者施設実習3：口腔の評価、介入計画、実践 

訪問診療実習1：オリエンテーション、訪問資料の概要 

訪問診療実習2：事前情報収集・整理、口腔ケア計画 

訪問診療実習3：実践・評価 

入院患者のケア 1：医学部附属病院入院患者の口腔ケア 

入院患者のケア 2：看護師の仕事、患者との関わり、口腔ケアの実際 

入院患者のケア 3：実習報告書の作成、事後評価 

成績評価の方法 

授業への取り組み、出席状況、報告書、期末試験を基に総括的評価を行う。 

準備学習などについての具体的な指示 

 

参考書 

臨地実習handbook／眞木吉信, 合場千佳子, 船奥律子, 北原稔, 白田チヨ 監著,：クインテッセンス出版，2009 

臨床実習hand book／眞木吉信, 藤原愛子, 高阪利美, 石井実和子, 泉野裕美 監著,：クインテッセンス出版，2010 

備考 

・学外実習時の服装、態度、言葉遣いに留意する。 

・実習への取り組み、出席状況、報告書の提出状況などが不適切な場合には、実習停止とすることがあ る。 

連絡先 

usagi.ohce@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

随時 
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時間割番号 022073 

科目名 卒業研究 

担当教員 品田 佳世子, 荒川 真一 

開講時期 ２年通年 対象年次 3〜4 単位数 4 

科目名：卒業研究 

時間数：3学年39時間、4学年141時間 

授業形態：演習・講義 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室 他 

授業の目的、概要等 

各学生の知的興味、将来の方向性に沿ってテーマを選択し、計画･立案に基づいて研究を実施する。さらに結果を論文にまとめて十分考

察することにより、研究への理解と意欲を培う。 

授業の到達目標(SB0s) 

・自分の知的興味、将来の方向性に沿って研究テーマが設定できる。 

・研究テーマに対応した論文の検索と科学的吟味を行い、これまでの知見が整理できる。 

・EBM・EBHCの概念を説明できる。 

・知見や問題点に基づいた研究の計画･立案ができる。 

・実験･調査などの研究を実施できる。 

・実験･調査などの結果を分析整理し、統計学的な解析ができる。 

・結果に基づき、新たな問題点と課題を抽出、提起できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考 
1-2 4/13 15:00-16:50 口腔保健

学科第２

講義室 

卒業研究 卒業研究 荒川 真一 平成27年度4年

生 

3-4 4/20 16:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

卒業研究 卒業研究 荒川 真一 平成27年度4年

生 

5-6 4/27 16:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

卒業研究 卒業研究 荒川 真一 平成27年度4年

生 

7-9 4/30 15:00-17:50  卒業研究 卒業研究 荒川 真一 平成27年度4年

生 
10-11 5/1 09:00-10:50 口腔保健

学科第２

講義室 

卒業研究  荒川 真一  

12-19 5/1 09:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 オリエンテーション 荒川 真一 平成27年度3年

生 

20 5/1 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 卒業研究 荒川 真一 平成27年度4年

生 

21-22 5/22 13:00-14:50 口腔保健

学科第２

講義室 

卒業研究 卒業研究 荒川 真一 平成27年度4年

生 

23-24 5/29 13:00-14:50 口腔保健

学科第２

講義室 

卒業研究 卒業研究 荒川 真一 平成27年度4年

生 

25-26 6/5 13:00-14:50 口腔保健 卒業研究 卒業研究 荒川 真一 平成27年度4年

257



学科第２

講義室 
生 

27-28 6/10 09:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成27年度3年

生 

29-30 6/26 13:00-14:50 口腔保健

学科第２

講義室 

卒業研究 卒業研究 荒川 真一 平成27年度4年

生 

31-32 6/29 16:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成27年度3年

生 

33 7/6 16:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 実験 荒川 真一 平成27年度3年

生 

34 7/6 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 実験 荒川 真一 平成27年度3年

生 

35-41 7/10 09:00-16:50 口腔保健

学科第２

講義室 

卒業研究 中間発表 卒業研究 中間発表 荒川 真一 平成27年度4年

生 

42 9/28 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成27年度3年

生 

43 9/29 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成27年度3年

生 

44 9/30 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成27年度3年

生 

45 10/1 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成27年度3年

生 

46 10/5 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成27年度3年

生 

47 10/6 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成27年度3年

生 

48 10/7 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成27年度3年

生 

49 10/8 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成27年度3年

生 

50 10/13 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成27年度3年

生 

51 10/14 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成27年度3年

生 
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講義室 
52 10/15 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成27年度3年

生 

53 10/19 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 実験 荒川 真一 平成27年度3年

生 

54 10/20 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成27年度3年

生 

55 10/21 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成27年度3年

生 

56 10/22 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成27年度3年

生 

57-61 10/23 13:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

卒業研究 卒業研究 荒川 真一 平成27年度4年

生 

62-64 10/23 14:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 教員研究発表 荒川 真一 平成27年度3年

生 

65 10/26 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成27年度3年

生 

66 10/27 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成27年度3年

生 

67 10/28 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成27年度3年

生 

68 10/29 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成27年度3年

生 

69-71 10/30 14:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成27年度3年

生 

72-75 11/2 13:00-16:50 口腔保健

学科第２

講義室 

卒業研究 卒業研究 荒川 真一 平成27年度4年

生 

76 11/2 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成27年度3年

生 

77 11/4 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 実験 荒川 真一 平成27年度3年

生 

78 11/5 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 実験 荒川 真一 平成27年度3年

生 
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79-83 11/6 13:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

卒業研究 卒業研究 荒川 真一 平成27年度4年

生 

84-86 11/6 14:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 教員研究発表 荒川 真一 平成27年度3年

生 

87-90 11/9 13:00-16:50 口腔保健

学科第２

講義室 

卒業研究 卒業研究 荒川 真一 平成27年度4年

生 

91 11/10 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成27年度3年

生 

92 11/11 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成27年度3年

生 

93 11/12 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成27年度3年

生 

94 11/17 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成27年度3年

生 

95 11/18 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成27年度3年

生 

96 11/19 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成27年度3年

生 

97 11/24 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成27年度3年

生 

98 11/25 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成27年度3年

生 

99 11/26 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成27年度3年

生 

100-1

02 
11/27 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

卒業研究 卒業研究 荒川 真一 平成27年度4年

生 

103-1

09 
11/30 09:00-09:50 口腔保健

学科第２

講義室 

卒業研究 卒業研究 荒川 真一 平成27年度4年

生 

110 12/1 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成27年度3年

生 

111 12/2 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成27年度3年

生 

112 12/3 17:00-17:50 口腔保健 卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成27年度3年
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学科第３

講義室 
生 

113-1

15 
12/4 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

卒業研究 卒業研究 荒川 真一 平成27年度4年

生 

116-1

22 
12/7 09:00-16:50 口腔保健

学科第２

講義室 

卒業研究 卒業研究 荒川 真一 平成27年度4年

生 

123 12/8 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成27年度3年

生 

124 12/9 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成27年度3年

生 

125 12/10 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成27年度3年

生 

126-1

28 
12/11 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

卒業研究発表準備 卒業研究発表準備 荒川 真一 平成27年度4年

生 

129-1

35 
12/14 09:00-16:50 口腔保健

学科第２

講義室 

卒業研究発表準備 卒業研究発表準備 荒川 真一 平成27年度4年

生 

136 12/15 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成27年度3年

生 

137 12/16 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成27年度3年

生 

138-1

45 
12/18 09:00-17:50 特別講堂 卒業研究発表会 卒業研究発表会 荒川 真一 平成27年度4年

生 
146-1

53 
12/18 09:00-17:50 特別講堂 卒業研究 卒業研究発表会（4年生） 荒川 真一 平成27年度3年

生 
154-1

61 
12/22 09:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成27年度3年

生 

162 4/8 17:00-17:50  卒業研究  荒川 真一 平成28年度4年

生 
163-1

64 
4/11 13:00-14:50 口腔保健

学科第２

講義室 

4年生の卒業研究のタイ

ムスケジュール（説明） 
4年生の卒業研究のタイムスケジ

ュール（説明） 
荒川 真一 平成28年度4年

生 

165-1

66 
4/11 15:00-16:50 口腔保健

学科第２

講義室 

卒業研究 卒業研究 荒川 真一 平成28年度4年

生 

167 4/11 17:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

卒業研究 卒業研究 荒川 真一 平成28年度4年

生 

168 4/19 17:00-17:50  卒業研究 卒業研究 荒川 真一 平成28年度4年

生 
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169 4/26 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 オリエンテーション 荒川 真一 平成28年度4年

生 

170 5/6 17:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

卒業研究  荒川 真一 平成28年度4年

生 

171-1

72 
5/20 13:00-14:50 口腔保健

学科第２

講義室 

卒業研究 卒業研究 荒川 真一 平成28年度4年

生 

173 6/14 17:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

卒業研究 卒業研究 荒川 真一 平成28年度4年

生 

174 6/21 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成28年度4年

生 

175-1

76 
6/27 14:00-15:50 口腔保健

学科第２

講義室 

卒業研究 卒業研究 荒川 真一 平成28年度4年

生 

177-1

78 
6/27 16:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成28年度4年

生 

179 6/28 17:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

卒業研究 卒業研究 荒川 真一 平成28年度4年

生 

180 7/5 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 実験 荒川 真一 平成28年度4年

生 

181-1

87 
7/8 09:00-16:50      

188 7/12 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 実験 荒川 真一 平成28年度4年

生 

189-1

94 
7/15 11:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 中間発表 卒業研究 中間発表 荒川 真一 平成28年度4年

生 

195 7/19 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成28年度4年

生 

196 7/26 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成28年度4年

生 

197 9/13 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成28年度4年

生 

198 9/13 10:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成28年度4年

生 

199 9/13 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成28年度4年

生 
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講義室 
200 9/13 13:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成28年度4年

生 

201 9/13 14:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成28年度4年

生 

202 9/13 15:00-15:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成28年度4年

生 

203 9/13 16:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成28年度4年

生 

204 9/13 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成28年度4年

生 

205 9/14 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成28年度4年

生 

206 9/14 10:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 実験 荒川 真一 平成28年度4年

生 

207 9/14 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成28年度4年

生 

208 9/14 13:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成28年度4年

生 

209 9/14 14:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成28年度4年

生 

210 9/14 15:00-15:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成28年度4年

生 

211 9/14 16:00-16:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成28年度4年

生 

212 9/14 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成28年度4年

生 

213 10/17 15:00-15:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成28年度4年

生 

214-2

15 
10/17 16:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

卒業研究 卒業研究 荒川 真一 平成28年度4年

生 

216-2

18 
10/24 15:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

卒業研究 卒業研究 荒川 真一 平成28年度4年

生 
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219 10/31 13:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成28年度4年

生 

220 10/31 14:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 実験 荒川 真一 平成28年度4年

生 

221 10/31 15:00-15:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 実験 荒川 真一 平成28年度4年

生 

222-2

23 
10/31 16:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成28年度4年

生 

224-2

27 
11/7 13:00-16:50 口腔保健

学科第２

講義室 

卒業研究 卒業研究 荒川 真一 平成28年度4年

生 

228 11/7 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成28年度4年

生 

229 11/21 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成28年度4年

生 

230 11/21 10:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成28年度4年

生 

231-2

35 
11/21 11:00-16:50 口腔保健

学科第２

講義室 

卒業研究 卒業研究 荒川 真一 平成28年度4年

生 

236 11/21 17:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成28年度4年

生 

237 11/28 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成28年度4年

生 

238 11/28 10:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成28年度4年

生 

239 11/28 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成28年度4年

生 

240 11/28 13:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成28年度4年

生 

241 11/28 14:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成28年度4年

生 

242-2

44 
11/28 15:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

卒業研究 卒業研究 荒川 真一 平成28年度4年

生 

245 12/2 09:00-09:50 口腔保健 卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成28年度4年
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学科第３

講義室 
生 

246 12/2 10:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成28年度4年

生 

247 12/2 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成28年度4年

生 

248-2

50 
12/5 14:00-16:50 口腔保健

学科第２

講義室 

卒業研究 卒業研究 荒川 真一 平成28年度4年

生 

251 12/5 17:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

卒業研究 卒業研究 荒川 真一 平成28年度4年

生 

252 12/12 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成28年度4年

生 

253 12/12 10:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成28年度4年

生 

254 12/12 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 研究準備 荒川 真一 平成28年度4年

生 

255 12/12 13:00-13:50 口腔保健

学科第２

講義室 

卒業研究 卒業研究 荒川 真一 平成28年度4年

生 

256 12/12 14:00-14:50 口腔保健

学科第２

講義室 

卒業研究 卒業研究 荒川 真一 平成28年度4年

生 

257 12/12 15:00-15:50 口腔保健

学科第２

講義室 

卒業研究 卒業研究 荒川 真一 平成28年度4年

生 

258-2

59 
12/12 16:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

卒業研究発表準備 卒業研究発表準備 荒川 真一 平成28年度4年

生 

260-2

67 
12/16 09:00-17:50 特別講堂 卒業研究発表会 発表 荒川 真一  

268 12/19 09:00-09:50 口腔保健

学科第３

講義室, 

口腔保健

学科第２

講義室 

卒業研究 卒業論文作成 荒川 真一 平成28年度4年

生 

269 12/19 10:00-10:50 口腔保健

学科第３

講義室, 

口腔保健

学科第２

講義室 

卒業研究 卒業論文作成 荒川 真一 平成28年度4年

生 
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270 12/19 11:00-11:50 口腔保健

学科第３

講義室, 

口腔保健

学科第２

講義室 

卒業研究 卒業論文作成 荒川 真一 平成28年度4年

生 

271 12/19 13:00-13:50 口腔保健

学科第３

講義室, 

口腔保健

学科第２

講義室 

卒業研究 卒業論文作成 荒川 真一 平成28年度4年

生 

272 12/19 14:00-14:50 口腔保健

学科第３

講義室, 

口腔保健

学科第２

講義室 

卒業研究 卒業論文作成 荒川 真一 平成28年度4年

生 

273-2

75 
12/19 15:00-17:50 口腔保健

学科第３

講義室 

卒業研究 卒業論文作成 荒川 真一 平成28年度4年

生 

 

成績評価の方法 

・研究計画発表会での発表、および研究計画書により総括的中間評価を行う。 

・単位認定（4単位）は 4学年終了時に行う。 

・単位認定は、3年次から各課題（論文抄録、研究計画書、中間発表会プレゼンテーション用ファイ ル、成果報告会プレゼンテーション用フ

ァイル、卒業研究論文概要版）のWebClassへの期限内提 出、本論文、研究進行表の提出により行う。 

準備学習などについての具体的な指示 

研究テーマに関する文献を検索し、文献を読んでおくこと。 

試験の受験資格 

卒業研究の発表および卒業論文を提出すること 

参考書 

卒業研究 HAND BOOK／眞木吉信 監著,薄井由枝, 品田佳世子, 白鳥たかみ, 杉原直樹, 田村清美, 松田裕子 著,：クインテッセンス出

版，2011 

SPSSによる医学・歯学・薬学のための統計解析／石村貞夫, 謝承泰, 久保田基夫 著,：東京図書，2011 

SPSSで学ぶ医療系多変量データ解析／対馬栄輝 著,：東京図書，2008 

・「保健･医療のための研究法入門」、朝倉隆司監訳、協同医書出版社 

・「歯科衛生研究の進め方、論文の書き方」、金澤紀子、武井典子、合場千佳子、岩久正明 編、医歯 薬出版 

・「医薬研究者の視点からみた道具としての統計学」、奥田千恵子、金芳堂 

 

備考 

・常に指導教官、副指導教官と密接な連絡をとり、助言を得ながら研究を進め、研究進行表の各月欄 に認印をもらうこと。 

連絡先 

品田 佳世子:shinada.pvoh@tmd.ac.jp 

荒川 真一:s-arakawa.ltoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

品田 佳世子:随時 

荒川 真一:随時 
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時間割番号 022082 

科目名 相談援助実習指導 

担当教員 遠藤 慶子 

開講時期 1.5通年(秋) 対象年次 3〜4 単位数 2 

科目名：相談援助実習指導 

時間数：3学年38時間、4学年52時間 

授業形態：実習 

主な講義場所 

口腔保健学科 第2講義室 

授業の目的、概要等 

・社会福祉における相談援助実習の意義について理解する。 

・授業で学んだ専門知識と相談援助の具体的な実践を結びつけるとともに、実習後は実習体験を意識 化し、体系立てていくことをめざ

す。 

授業の到達目標(SB0s) 

・社会福祉における相談援助実習の意義を事前に理解し、実習後は経験知として説明できる。 

・相談援助実習に係る個別指導並びに集団指導を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的 かつ実際的に体験し、経験知とし

て説明できる。 

・社会福祉士として求められる資質、技能、倫理、自己に求められる課題把握等、総合的に対応でき る能力を習得し、意識化できる。 

・具体的な体験や援助活動を、専門的援助技術として概念化・理論化し、体系立てて整理できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考 
1-3 11/9 15:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

オリエンテーション 社会福祉実習施設の説明、社会福

祉実習の意義・目的、実習先の決

定、個人票作成要領の説明 

遠藤 慶子  

4-6 11/16 15:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

相談援助実習とは 社会福祉実習の意義・目的 遠藤 慶子  

7-9 11/30 15:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

相談援助実習とは 実習の目標と内容 遠藤 慶子  

10-12 12/7 15:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

相談援助実習とは 相談援助実習の基本的な仕組み 遠藤 慶子  

13-15 12/14 15:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

相談援助実習とは 相談援助実習の学習の基本的な

流れ 
遠藤 慶子  

16-18 12/21 15:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

相談援助実習の進め方 実習前学習について 遠藤 慶子  

19-21 1/18 15:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

相談援助実習の進め方 実習前学習の具体的展開 遠藤 慶子  

22-23 2/12 16:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

配属実習とは 配属実習について 遠藤 慶子  

24-27 2/17 14:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

配属実習とは 配属実習の具体的展開 遠藤 慶子 3年 

28-31 2/18 09:00-13:50 口腔保健 配属実習とは 実習記録  スーパービジョン 遠藤 慶子  
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学科第２

講義室 
32-38 2/19 09:00-16:50 口腔保健

学科第２

講義室 

配属実習とは 施設見学 遠藤 慶子  

39-40 4/18 16:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

オリエンテーション 実習の振り返り 遠藤 慶子 平成28年度4年

生 

41-42 4/25 16:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

実習報告会１ 病院実習① 遠藤 慶子 平成28年度4年

生 

43-44 5/2 16:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

実習報告会２ 病院実習② 遠藤 慶子 平成28年度4年

生 

45-46 5/9 16:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

実習報告会３ 地域包括支援センター 遠藤 慶子 平成28年度4年

生 

47-48 5/16 16:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

実習報告会４ 障害者施設 遠藤 慶子 平成28年度4年

生 

49 5/20 17:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

春期実習報告会のまと

め 
春期実習報告会のまとめと整理 遠藤 慶子 平成28年度4年

生 

50-51 5/23 16:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

夏期実習のための準備 実習に行く前の準備 遠藤 慶子 平成28年度4年

生 

52 5/27 17:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

実習先アセスメント アセスメントを行う理由  実習先

のアセスメントの活用 
遠藤 慶子 平成28年度4年

生 

53-54 5/30 16:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

実習先の利用者と相談

援助・地域資源調べ① 
利用者ニーズの理解  地域を理

解する必要性 
遠藤 慶子 平成28年度4年

生 

55 6/3 17:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

実習先の利用者と相談

援助・地域資源調べ② 
実習先機関・施設等の地理的条件

や関連する社会資源 
遠藤 慶子 平成28年度4年

生 

56-57 6/6 16:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

地域資源調べの発表 グループごとに発表 遠藤 慶子 平成28年度4年

生 

58 6/10 17:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

実習中の学習計画① 実習目的の立て方  ・児童相談

所  ・児童養護施設 
遠藤 慶子 平成28年度4年

生 

59-60 6/13 16:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

実習中の学習計画② 実習目的の立て方  ・社会福祉協

議会 
遠藤 慶子 平成28年度4年

生 

61 6/17 17:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

実習計画書の作成 実行可能性の確認 遠藤 慶子 平成28年度4年

生 

62-63 6/20 16:00-17:50 口腔保健

学科第２

実習中のジレンマとスト

レスマネジメント 
実習中の健康の自己管理 遠藤 慶子 平成28年度4年

生 
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講義室 
64 6/24 17:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

実習中のジレンマとスト

レスマネジメント 
ストレスマネジメント 遠藤 慶子 平成28年度4年

生 

65-66 7/4 16:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

実習記録のまとめ方 グループワーク 遠藤 慶子 平成28年度4年

生 

67 7/8 17:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

実習スーパービジョン 実習スーパービジョン  ＜ロール

プレイ＞ 
遠藤 慶子 平成28年度4年

生 

68-69 7/11 16:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

実習オリエンテーション 実習オリエンテーション 遠藤 慶子 平成28年度4年

生 

70-71 7/25 16:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

まとめ まとめと整理 遠藤 慶子 平成28年度4年

生 

72-76 9/9 13:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

実習事後学習 グループワーク 遠藤 慶子 平成28年度4年

生 

77-78 9/26 16:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

実習報告会１ 児童相談所  児童養護施設 遠藤 慶子 平成28年度4年

生 

79-85 9/28 09:00-16:50 口腔保健

学科第２

講義室 

実習報告会２ 社会福祉協議会 遠藤 慶子 平成28年度4年

生 

86-90 9/29 13:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

まとめ 社会福祉士としての未来形成と相

談援助実習 
遠藤 慶子 平成28年度4年

生 

 

成績評価の方法 

事前・事後学習の成果による総合的評価を行う。（4年後期） 

準備学習などについての具体的な指示 

 

教科書 

Minerva社会福祉士養成テキストブック／岩田正美, 大橋謙策, 白澤政和 監修,：ミネルヴァ書房，2009 

ソーシャルワーク実践へのいざないーはじめての社会福祉士の実習 

 

編集：日本社会事業大学実習教育研究・研修センター 

出版社：株式会社 日本医療企画 

参考書 

随時、実習関連資料を配付する。 

連絡先 

遠藤 慶子:k-endo.ohcw@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

遠藤 慶子:随時 
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時間割番号 022083 

科目名 相談援助実習 

担当教員 遠藤 慶子 

開講時期 1.5通年(秋) 対象年次 3〜4 単位数 4 

科目名：相談援助実習 

時間数：3学年後期（春季集中）、4学年（夏季集中） 

実習日数（時間）は 24日間（180時間）・16日間（120 時間）・8日間（60 時間）以上のいずれか。 

授業形態：実習  教員が週1回実習先を巡回する 

主な講義場所 

社会福祉施設・機関 

授業の目的、概要等 

・社会福祉士として求められる資質や倫理、相談援助に係る知識と技術について、具体的かつ実際的に理解し、支援に必要な技術を体得

する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・社会福祉分野における相談援助実習を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に経験し、実践的な技術等を経

験知として整理できる。 

・社会福祉士として求められる資質、倫理、自己に求められる課題把握等、総合的に対応できる能力を体験的に把握できる。 

・関連分野の専門職との連携のあり方や具体的内容を把握し、事後学習で整理できる。 

成績評価の方法 

実習計画、実習記録ノート、実習報告書および実習指導者評価表により、総括的評価を行う。 

準備学習などについての具体的な指示 

 

教科書 

Minerva社会福祉士養成テキストブック／岩田正美, 大橋謙策, 白澤政和 監修,：ミネルヴァ書房，2009 

連絡先 

遠藤 慶子:k-endo.ohcw@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

遠藤 慶子:随時 
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時間割番号 022084 

科目名 歯科衛生臨床・臨地応用実習 

担当教員 遠藤 圭子 

開講時期 通年 対象年次 4 単位数 1 

科目名：健康教育の企画と実践 

時間数：90時間 

授業形態：実習 

主な講義場所 

口腔保健学科 第3講義室、小学校、幼稚園、保育園、病院 等 

授業の目的、概要等 

地域保健活動を展開するために必要な知識、技術、態度を習得して、実践力を養う。 

授業の到達目標(SB0s) 

・地域における健康教育の実際を説明する。 

・学童、園児等の歯科衛生上のニーズを判断して、健康教育を企画し、実践する。 

・健康教育による介入後の変化を評価する。 

成績評価の方法 

・報告書、期末試験で総括的評価を行う。 

・授業への取り組み、出席状況を総括的評価に加味する。 

準備学習などについての具体的な指示 

 

備考 

・学外実習の取り組み、服装、言葉遣いに留意する。 

・実習態度、出席状況、報告書の提出状況などが不適切な場合には、実習停止とすることがある。 

連絡先 

usagi.ohce@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

随時 
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時間割番号 022085 

科目名 全身と口腔の健康評価 

担当教員 安田 昌代 

開講時期 前期 対象年次 4 単位数 1 

科目名：全身と口腔の健康評価 

時間数：45時間 

授業形態：講義・実習 

主な講義場所 

口腔保健学科第2講義室（1号館7階） 

授業の目的、概要等 

多様な患者に対して健康評価を行い、当該患者に対する医療・歯科医療内容を理解するとともに、歯科衛生過程に基づいて、歯科衛生活

動を展開できる知識と応用力を修得する。 

 

授業の到達目標(SB0s) 

1.各種疾患患者の医科疾患、歯科疾患の概要を説明できる。 

2.個々の症例の臨床検査結果を説明できる。 

3.歯科衛生過程に基づき、必要な医療情報を収集できる。 

4.個々の症例に対して、歯科衛生診断を行い、歯科衛生活動計画を立案できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1 4/15 09:00-09:50 口腔保健

学科第２

講義室 

序論 歯科衛生活動における  健康評

価 
安田 昌代 

2-3 4/15 10:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

健康評価１ 心身症患者の健康評価 豊福 明 

4-6 4/22 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

健康評価２ 顎関節症患者の健康評価 西山 暁 

7-9 5/13 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

健康評価３ 高齢者患者の健康評価 大渡 凡人 

10-12 5/20 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

健康評価４ 障害のある患者の健康評価 楠本 康香 

13-15 5/27 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

健康評価５ 小児患者の健康評価 宮新 美智世 

16-18 6/3 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

健康評価６ 歯周病患者の健康評価 荒川 真一 

19-21 6/10 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

健康評価７ インプラント患者の健康評価 黒田 真司 

22-24 6/17 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

健康評価８ 歯科矯正患者の健康評価 辻 美千子 

25-27 6/24 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

健康評価９ 口臭症患者の健康評価 品田 佳世子 
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講義室 
28-30 7/1 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

健康評価１０ 大災害時における歯科から見た

健康評価 
中久木 康一 

31-33 10/21 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

健康評価１１ 医病入院患者の健康評価と歯科

衛生士の介入 
安田 昌代 

34-36 10/28 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

健康評価１２ 睡眠時無呼吸症候群患者の健康

評価 
秀島 雅之 

37-39 11/4 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

健康評価１３ 口腔がんの健康評価（その１舌

癌） 
島本 裕彰 

40-42 11/11 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

健康評価１４ 口腔がんの健康評価（その２歯肉

癌） 
道 泰之 

43-45 11/18 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

試験  安田 昌代 

 

成績評価の方法 

● 講義最終日に記述試験を行い、総括的評価を行う。 

● 講義への出席状況も評価に加味する 

● 受験資格は、東京医科歯科大学歯学部試験規則に順ずる。 

 

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に配布資料や e-learningへのアップロード等があった場合には、各自予習して授業に臨むこと。 

試験の受験資格 

口腔保健衛生学専攻第4学年在籍者で、所定の授業を受講している者。 

連絡先 

yasuda.ocsh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

随時 
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時間割番号 022086 

科目名 顎口腔機能の育成と回復 

担当教員 近藤 圭子 

開講時期 後期 対象年次 4 単位数 1 

科目名：顎口腔機能の育成と回復 

主な講義場所 

口腔保健学科第2講義室 

授業の目的、概要等 

顎口腔機能の発達および顎口腔機能の評価、障害への対応方法を理解する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・摂食・嚥下機能の発達、非栄養的吸綴行動と口腔習癖を概説する。 

・口腔筋機能療法の基本理論と流れを概説する。 

・口腔筋機能の評価法、口腔筋機能療法の手技を説明する。 

・摂食嚥下機能の遅滞、重症障害児の摂食訓練を概説する。 

・摂食・嚥下障害および言語障害の病因・病態・障害を説明する。 

・摂食・嚥下障害および言語障害の治療・管理の必要性と流れを説明する。 

・摂食・嚥下障害を有する患者の口腔清掃及び保健指導を説明する。 

・摂食・嚥下障害および言語障害に対する訓練法を説明する。 

・摂食・嚥下障害のある患者への食事の対応を説明する。 

・摂食・嚥下障害および言語障害に対するチーム医療を説明する。 

 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1-3 4/18 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

摂食・咀嚼・嚥下 摂食・咀嚼・嚥下の基本 白田 千代子 

4-6 4/25 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

摂食嚥下機能の遅滞、

重症障害児の摂食訓練 
摂食嚥下機能の発達遅滞、遅滞を

助長する外部環境因子、異常パタ

ーンの定着、重症心身障害児の摂

食訓練 

大塚 義顕 

7-9 5/2 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

広汎性発達障害児・者に

対する行動調整法と口

腔健康教育、歯科治療

の実際 

広汎性発達障害児療育の概要、

TEACHH法、PECS法、歯科診療

の構造化、自閉症児歯科治療と口

腔健康教育時の視覚支援 

五十川 伸崇 

10-12 5/9 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

摂食・・咀嚼・嚥下機能１ 口唇、舌、頬の動き    間接法

の訓練 
白田 千代子 

13-15 5/16 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

訪問の実際 訪問診療の必要性、訪問の際の

留意点  在宅者の生活実態、支援

の仕方 

白田 千代子 

16-18 5/23 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

言語障害1 言語障害の評価と診断 大庭 優香 

19-21 5/30 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

摂食・嚥下障害1 摂食・嚥下障害の特徴と問題点 戸原 玄 

22-24 6/6 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

摂食・嚥下障害2 摂食・嚥下障害の診療 戸原 玄 
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25-27 6/13 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

摂食・・咀嚼・嚥下機能２ 食品の形態による動きの違い  

直説法の訓練 （食べる実習） 
白田 千代子, 

近藤 圭子 

28-30 6/20 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

言語障害2 言語障害に対する治療・指導 大庭 優香 

31-33 7/4 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

発達障害児の食べる機

能、発達障害とその対

応 

顎口腔の先天異常と摂食機能の

発達、唇顎口蓋裂児の哺乳と離

乳、Hotz床の目的・構造および治

療効果、術前鼻歯槽形成法

（PNAM）、家族・本人への精神的

支援 

落合 聡 

34-36 10/17 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

摂食・嚥下機能の発達、

非栄養的吸綴行動と口

腔習癖 

発達の原則、機能の発達と習熟、

哺乳の発達、相互作用の意義、成

人の摂食・嚥下過程、非栄養的吸

綴行動の背景と発達への影響、歯

科からのアプローチ 

佐々木 洋 

37-39 10/24 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

口腔筋機能療法の基本

理論と流れ 
口腔筋機能療法の概説、促進法、

筋機能訓練、行動変容療法、理論

と訓練法の組立、包括的歯科にお

ける口腔筋機能療法の応用 

佐々木 洋 

40-42 10/31 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

口腔筋機能の評価法と

口腔筋機能療法の手技 
摂食・嚥下過程での顎舌協調運動

の評価、口機能の障害とパラファ

ンクション、筋触診、摂食・嚥下過

程の間に評価、低位舌と口唇閉

鎖、姿勢、評価法と手技の演習 

佐々木 洋 

43-45 11/7 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

摂食・咀嚼・嚥下機能 まとめ （食べる実習②） 白田 千代子, 

近藤 圭子 

 

成績評価の方法 

・期末試験で総括的評価を行う。 

・課題レポート、出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。 

準備学習などについての具体的な指示 

・解剖学、生理学の基礎学はもちろん、小児歯科学、口腔外科学、障害者歯科学等、臨床科目で履修した事項を復習する。 

試験の受験資格 

歯学部規則に準ずる 

参考書 

歯・口腔の構造と機能 : 口腔解剖学・口腔組織発生学・口腔生理学／全国歯科衛生士教育協議会 監修,井出吉信, 山田好秋 ほか著,：医

歯薬出版，2011 

顎・口腔粘膜疾患口腔外科・歯科麻酔／全国歯科衛生士教育協議会 監修,山根源之 ほか著,：医歯薬出版，2011 

最新歯科衛生士教本 小児歯科／大嶋隆 ほか著,：医歯薬出版，2009 

最新歯科衛生士教本 高齢者歯科／戸原玄ほか著：医歯薬出版，2013 

最新歯科衛生士教本 障害者歯科／向井美惠 ほか 著,：医歯薬出版，2013 

連絡先 

solan.ltoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

随時（メール等で連絡の上、約束してから来室してください） 
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時間割番号 022087 

科目名 相談援助演習Ⅱ 

担当教員 遠藤 慶子 

開講時期 前期 対象年次 4 単位数 2 

科目名：相談援助演習Ⅱ 

授業の目的、概要等 

社会福祉における相談援助の知識と技術に関わる他の科目との関連性も視野に入れつつ、歯科衛生士に求められる相談援助の係る知

識と技術について実践的に修得するとともに、専門的援助技術として概念化し理論化し体系立てていくことができる能力を滋養する。 

 

授業の到達目標(SB0s) 

・相談援助の特徴を説明することができる。 

・相談援助の内容・方法・プロセスを説明することができる。 

・相談援助に関する実践上の課題について、自ら意見を述べることができる。 

・相談援助と口腔保健における実践の関連性について興味や関心をもち、自分から調べ、考える態度 をもつ。 

・相談援助実習に向けた自分の興味や関心を持ったことと学習課題を説明することができる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1-5 4/15 13:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

相談の技法を身につけ

るⅠ 
高齢者 遠藤 慶子, 

西田 ちゆき 

6-10 4/22 13:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

相談の技法を身につけ

るⅡ 
障害者 西田 ちゆき, 

遠藤 慶子 

11-15 5/13 13:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

相談の技法を身につけ

るⅢ 
こども 西田 ちゆき, 

遠藤 慶子 

16-17 5/27 13:00-14:50 口腔保健

学科第２

講義室 

相談の技法を身につけ

るⅣ 
多問題家族 西田 ちゆき, 

遠藤 慶子 

18-19 6/3 13:00-14:50 口腔保健

学科第２

講義室 

相談の技法を身につけ

るⅤ 
チームアプローチ 西田 ちゆき, 

遠藤 慶子 

20-21 6/10 13:00-14:50 口腔保健

学科第２

講義室 

相談の技法を身につけ

るⅥ 
ネットワーキング 遠藤 慶子, 

西田 ちゆき 

22-23 6/24 13:00-14:50 口腔保健

学科第２

講義室 

相談援助技法の応用Ⅰ 事例に基づくロールプレイ① 遠藤 慶子, 

西田 ちゆき 

24-27 6/27 09:00-13:50 口腔保健

学科第２

講義室 

相談援助技法の応用 

Ⅱ 
食事と栄養問題 遠藤 慶子, 

田中 弥生 

28-32 7/1 13:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

相談援助技法の応用 

Ⅲ 
事例に基づくロールプレイ② 遠藤 慶子, 

小畑 万里 

33-38 7/11 09:00-15:50 口腔保健

学科第２

講義室 

相談援助技法の応用 

Ⅳ 
事例に基づくロールプレイ③ 遠藤 慶子, 

小畑 万里 

39-46 7/22 09:00-17:50 口腔保健

学科第２

相談援助の実際Ⅰ 相談援助における個別援助技術

による活用（診療室） 
遠藤 慶子, 

福喜多 恭子 
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講義室 
47-52 7/25 09:00-15:50 口腔保健

学科第２

講義室 

相談援助技法の応用 

Ⅴ 
事例に基づくロールプレイ④ 遠藤 慶子, 

小畑 万里 

53-60 7/29 09:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

相談援助の実際Ⅱ 相談援助における個別援助技術

による活用（フィールドワーク） 
遠藤 慶子, 

福喜多 恭子 

 

成績評価の方法 

・授業内レポートで重要な単元の学習成果を評価する。 

・グループディスカッション（事例検討など）の参加状況を評価に加味する。 

 

準備学習などについての具体的な指示 

 

備考 

担当教員（非常勤） 

田中弥生 駒澤女子大学 

小畑万里 日本社会事業大学通信教育科 社会福祉士養成課程 

西田ちゆき  日本社会事業大学通信教育科 社会福祉士養成課程 

福喜多恭子 神奈川県視覚障害者福祉協会 

連絡先 

遠藤 慶子:k-endo.ohcw@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

遠藤 慶子:随時 
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時間割番号 022088 

科目名 口腔疾患予防学演習 

担当教員 近藤 圭子, 遠藤 圭子, 小原 由紀, 大塚 紘未, 安田 昌代 

開講時期 通年 対象年次 4 単位数 1 

授業の目的、概要等 

口腔機能の変化を理解し。対象の生活背景・口腔状況に応じた口腔疾患の予防のための方法および技術を習得する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・対象の口腔の現状を概説する。 

・対象の口腔の変化を概説する。 

・口腔疾患と機能に応じた処置の選択･応用を考える。 

・口腔疾患とその背景について概説する。 

 

授業内容 

隣地･臨床における応用  

 講義、演習、基礎実習 

成績評価の方法 

試験によって総括的評価を行う。 

課題レポート、出席状況、授業態度を総括的に加味する。 

準備学習などについての具体的な指示 

 

試験の受験資格 

全履修時間の４分３以上出席する。 

課題レポートをすべて提出する。 

連絡先 

近藤 圭子:solan.ltoh@tmd.ac.jp 

遠藤 圭子:usagi.ohce@tmd.ac.jp 

大塚 紘未:hiromi.pvoh@tmd.ac.jp 

安田 昌代:yasuda.ocsh@tmd.ac.jp 

小原 由紀:ohara.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

近藤 圭子:随時（メール等で連絡の上、約束してから来室してください） 

遠藤 圭子:随時 

大塚 紘未:随時 

安田 昌代:随時 

小原 由紀:随時 
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時間割番号 022089 

科目名 口腔健康教育演習 

担当教員 遠藤 圭子 

開講時期 通年 対象年次 4 単位数 1 

科目名：口腔健康教育演習 

主な講義場所 

口腔保健学科第2講義室 

授業の目的、概要等 

口腔機能の変化を理解し、対象の生活背景、口腔状況に応じた口腔機能の保持・増進のための方法および技術を習得する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・対象の口腔機能の変化を概説する。 

・口腔の健康維持・増進の必要性を概説する。 

・口腔機能評価法を説明する。 

・口腔機能に応じた食形態や障害に応じた食具を説明する。 

・疾病や障害に応じた食事摂取法を説明する。 

・口腔ケア支援の方法を概説する。 

 

授業内容 

様々な場における健康教育（保健指導）の計画立案・成果について、臨床実習期間に組み込んで講義・演習を行う。 

成績評価の方法 

・試験によって総括的評価を行う。 

・課題レポート、出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。 

準備学習などについての具体的な指示 

 

連絡先 

usagi.ohce@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

随時 
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時間割番号 022090 

科目名 臨床口腔保健衛生基礎学演習 

担当教員 近藤 圭子, 遠藤 圭子, 小原 由紀, 大塚 紘未, 安田 昌代 

開講時期 通年 対象年次 4 単位数 1 

授業の目的、概要等 

歯科臨床における歯科衛生士の役割を考え、応用に必要な知識と技術および態度を習得する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・歯科医療における歯科衛生士の役割をもとに考える。 

・さまざまな場の診療に必要な機械･材料・薬品の適切な準備と取り扱いを行う。 

・患者の安全と安心を確保する方法を考える。 

・チーム医療に必要な技能を応用する方法を考える。 

 

授業内容 

臨床口腔保健衛生学：隣地･臨床における応用 - 講義、演習、基礎実習 

 

 

成績評価の方法 

試験によって総括的評価を行う。 

課題レポート、出席状況、授業態度を総括的に加味する。 

準備学習などについての具体的な指示 

 

試験の受験資格 

全履修時間の４分３以上出席する。 

課題レポートをすべて提出する。 

連絡先 

近藤 圭子:solan.ltoh@tmd.ac.jp 

遠藤 圭子:usagi.ohce@tmd.ac.jp 

大塚 紘未:hiromi.pvoh@tmd.ac.jp 

安田 昌代:yasuda.ocsh@tmd.ac.jp 

小原 由紀:ohara.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

近藤 圭子:随時（メール等で連絡の上、約束してから来室してください） 

遠藤 圭子:随時 

大塚 紘未:随時 

安田 昌代:随時 

小原 由紀:随時 
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時間割番号 022091 

科目名 公的扶助 

担当教員 遠藤 慶子 

開講時期 前期 対象年次 4 単位数 2 

科目名：公的扶助 

授業の目的、概要等 

社会保障・社会福祉の基盤をなす公的扶助について理解する。 

現代社会が生み出す貧困・低所得問題に対処するための一連の制度的な取り組みを理解する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・公的扶助の概念と範囲、意義と役割について説明することができる。 

・貧困・低所得者対策の歴史的展開から社会福祉の課題について、自らの意見を具体的に述べることができる。 

・生活保護制度やさまざまの低所得者対策の制度的仕組みを学び、生活保護制度の最近の動向や生活保護の運営実施体制について説

明できる。 

 

 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1-8 9/8 09:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

公的扶助の概念  公的

扶助の歴史 
公的扶助の概念と範囲、公的扶助

の意義と役割  海外の歴史、日本

の歴史、貧困・低所得者対策の動

向 

大輪 典子 

9-16 9/15 09:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

生活保護制度の動向  

低所得者対策 
保護の開始・廃止の動向、医療扶

助・介護扶助の動向  生活保護の

運営実施体制と関係機関・団体 

大輪 典子 

17-24 9/16 09:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

生活保護制度の仕組み  

最低生活保障水準と生

活保護基準 

生活保護法の構成、目的と原理・

原則、保護の種類  最低生活保障

水準と生活保護基準の考え方 

西田 ちゆき 

25-30 9/26 09:00-15:50 口腔保健

学科第２

講義室 

貧困・低所得者に対する

相談援助活動  生活保

護における自立 

相談援助活動、他機関・他職種と

の連携・協働  自立支援プログラ

ムの位置づけ 

西田 ちゆき 

 

成績評価の方法 

・授業内レポートで重要な単元の学習成果を評価する。 

・グループディスカッション（事例検討など）の参加状況を評価に加味する。 

・定期試験を実施し、総合的に評価する。 

準備学習などについての具体的な指示 

 

教科書 

新・社会福祉士養成講座／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，2014 

１６ 

低所得者に対する支援と生活保護制度 第３版 

備考 

（非常勤） 

大輪典子 公益社団法人 東京都社会福祉士会 

西田ちゆき  日本社会事業大学通信教育科 社会福祉士養成課程 

 

連絡先 

遠藤 慶子:k-endo.ohcw@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

遠藤 慶子:随時 
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時間割番号 022092 

科目名 コミュニテｨ-ワーク 

担当教員 遠藤 慶子 

開講時期 前期 対象年次 4 単位数 2 

科目名：コミュニテｨ-ワーク 

授業の目的、概要等 

コミュニテｨ-ワークの成果としてコミュニテｨ-ケアの実態を知ることで、コミュニテｨ-ワークの意義と手段を理解する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・コミュニテｨ-ワークを概説できる。 

・障害者の地域生活の実態について学ぶ。 

・高齢者の地域生活の実態について学ぶ。 

・地域の福祉社会資源について調べる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1-3 9/9 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

オリエンテーション  コ

ミュニテｨ-ケアとは  障

害者の地域生活  高齢

者の地域生活  フィー

ルドワークの準備 

講義内容の説明  文献購読  視

聴覚資料を用いての講義 
小嶋 珠実 

4-11 9/12 09:00-17:50  フィールドワーク Ⅰ 福祉施設の見学とニーズ調査(高

齢者） 
遠藤 慶子 

12-19 9/23 09:00-17:50  フィールドワークⅡ 福祉施設の見学とニーズ調査（障

害者） 
小嶋 珠実 

20-27 9/27 09:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

発表準備 グループワーク 遠藤 慶子 

28-30 9/29 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

発表 グループワークと講義 小嶋 珠実 

 

成績評価の方法 

・授業内レポートで重要な単元の学習成果を評価する。 

・グループディスカッション（事例検討など）の参加状況を評価に加味する。 

・定期試験を実施し、総合的に評価する。 

準備学習などについての具体的な指示 

 

備考 

事前に資料の配付、e-learning システム上へのアップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。また、学習する内容につい

て各自で参考文献を読み、理解を深めること。 

 

担当教員（非常勤） 

小嶋珠実 ルーテル学院大学 

連絡先 

遠藤 慶子:k-endo.ohcw@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

遠藤 慶子:随時 
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時間割番号 022093 

科目名 相談援助演習Ⅲ 

担当教員 遠藤 慶子, 古屋 純一 

開講時期 後期 対象年次 4 単位数 2 

主な講義場所 

１号館西 口腔保健学科 第2講義室 

授業の目的、概要等 

社会福祉における相談援助�知識と技術に関わる他�科目と�関連性も視野に入れつつ、社会福祉士に求められる相談援助に係る知 

識と技術について実践的に修得するとともに、専門的援助技術として概念化し理論化し体系立てていくことができる能力を滋養する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・社会福祉援助�特徴を説明することができる。 

・社会福祉援助�内容・方法プロセスを説明することができる。 

・社会福祉援助に関する実践上�課題について、自ら�意見を述べ T ることができる。 

・社会福祉援助と口腔保健における実践�関連性に興味関心をもち、自ら調べ、考える態度をもつ。 

・社会福祉相談援助実習に向けた自ら�興味関心と学習課題を説明することができる。 

 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1-7 8/29 09:00-16:50 口腔保健

学科第２

講義室 

相談援助の技術の基礎

１ 
コミュニケーション技術の習得 堀 千鶴子 

8-14 8/30 09:00-16:50 口腔保健

学科第２

講義室 

相談援助の技術の基礎

２ 
面接技術の習得 堀 千鶴子 

15-21 8/31 09:00-16:50 口腔保健

学科第２

講義室 

相談援助の技術の基礎

３ 
相談実践における価値と倫理 堀 千鶴子 

22-28 9/5 09:00-16:50 口腔保健

学科第２

講義室 

相談援助の技術の応用

１ 
相談援助技術の活用① 堀 千鶴子 

29-36 10/7 09:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

相談援助の技術の応用

２ 
相談援助技術の活用② 遠藤 慶子, 

古屋 純一 

37-44 11/14 09:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

相談援助の技術のまと

め１  相談援助の技術

のまとめ２ 

グループワーク１  グループワー

ク２ 
古屋 純一 

45-52 11/25 09:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

相談援助の技術の応用

３  相談援助の技術の

応用４ 

相談援助技術の活用③  相談援

助技術の活用④ 
遠藤 慶子 

53-60 12/9 09:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

相談援助の技術のまと

め３  相談援助の技術

のまとめ４ 

グループワーク３  グループワー

ク４ 
古屋 純一 

 

成績評価の方法 

授業内レポートで重要な単元の学習成果を評価する。出席状況および授業態度、グループディスカッションの参加状況を総括的評価す

る。 

準備学習などについての具体的な指示 

相談援助の実際について、あらかじめ教科書や関連するWebsiteを参照し、関連する事項や事例について、各自で事前学習しておくこと。 

教科書 

社会福祉士相談援助演習／日本社会福祉士養成校協会 監修,長谷川匡俊, 上野谷加代子, 白澤政和, 中谷陽明 編集,：中央法規出版，
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2015 

連絡先 

遠藤 慶子:k-endo.ohcw@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

遠藤 慶子:随時 
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時間割番号 022094 

科目名 福祉計画 

担当教員 遠藤 慶子 

開講時期 後期 対象年次 4 単位数 1 

科目名：福祉計画 

主な講義場所 

口腔保健学科 第２講義室 

授業の目的、概要等 

福祉計画の基本的事項を理解し、社会福祉の位置づけ、枠組みを修得する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・福祉計画の意義と目的を説明できる。 

・福祉計画の主体と方法について説明できる。 

・福祉計画についてその種類、内容について説明できる。 

 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1-3 9/1 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

福祉計画の意義と目的 行政の総合計画と福祉計画、福祉

計画の法的根拠など 
佐藤 信人, 

遠藤 慶子 

4-7 9/1 13:00-16:50 口腔保健

学科第２

講義室 

福祉計画の理論と技法 福祉計画の基本的視点、ニーズ

の把握、評価、住民参加 
佐藤 信人 

8-10 9/2 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

福祉計画の実際１ 老人福祉計画・介護保険事業計

画、障害者計画・障害福祉計画 
佐藤 信人 

11-15 9/2 13:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

福祉計画の実際２ 次世代育成支援行動計画、地域福

祉計画 
佐藤 信人, 

遠藤 慶子 

 

成績評価の方法 

・授業内レポートで重要な単元の学習成果を評価する。 

・グループディスカッション（事例検討など）の参加状況を評価に加味する。 

・定期試験を実施し、総合的に評価する。 

準備学習などについての具体的な指示 

 

教科書 

新・社会福祉士養成講座／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，2014 

備考 

担当教員（非常勤） 

佐藤信人 認知症介護研究・研修東京センター 

連絡先 

遠藤 慶子:k-endo.ohcw@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

遠藤 慶子:随時 
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時間割番号 022095 

科目名 司法福祉 

担当教員 遠藤 慶子 

開講時期 前期 対象年次 4 単位数 1 

科目名：司法福祉 

授業の目的、概要等 

現代社会における更生保護制度の実効性（エビデンス）について理解する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・刑事司法のなかの更生保護制度の概要が説明できる。 

・更生保護制度における関係機関・団体との連携を説明できる。 

・更生保護の実際と今後の展望について考えることができる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員

1-3 9/20 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室

更生保護制度の概要 刑事司法のなかの更生保護 長谷川 洋昭, 

遠藤 慶子

4-8 9/20 13:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室

更生保護制度の担い手 保護観察官、保護司、更生保護施

設等

長谷川 洋昭

9-11 9/21 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室

更生保護制度における

関係機関・団体との連携

裁判所、検察庁、矯正施設、児童

相談所、公共職業安定所・福祉事

務所等

長谷川 洋昭

12-15 9/21 13:00-16:50 口腔保健

学科第２

講義室

更生保護の実際と今後

の展望

社会復帰にむけて 長谷川 洋昭, 

遠藤 慶子

成績評価の方法 

・授業内レポートで重要な単元の学習成果を評価する。 

・グループディスカッション（事例検討など）の参加状況を評価に加味する。 

・定期試験を実施し、総合的に評価する。 

準備学習などについての具体的な指示 

教科書 

新・社会福祉士養成講座／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，2014 

20 

更生保護制度 第３版 

参考書 

新・社会福祉士養成講座／社会福祉士養成講座編集委員会 編集,：中央法規出版，2014 

備考 

事前に資料の配付、e-learningシステム上へのアップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。 

担当教員（非常勤） 

長谷川洋昭 田園調布学園大学 

連絡先 

遠藤 慶子:k-endo.ohcw@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

遠藤 慶子:随時 
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時間割番号 022096 

科目名 福祉運営管理 

担当教員 遠藤 慶子 

開講時期 後期 対象年次 4 単位数 2 

科目名：福祉運営管理 

授業の目的、概要等 

・福祉サービスの組織と経営に係る基礎理論およびサービス経営と管理運営の特徴について理解する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・福祉サービスに係る組織や団体（社会福祉法人、医療法人、特定非営利活動法人、営利法人、市民団体、自治会など）について説明でき

る。 

・福祉サービスの組織と経営に係る基礎理論について説明できる。 

・福祉サービスの経営と管理運営について説明できる。 

 

 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1-5 10/21 13:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

オリエンテーション    

福祉サービスの組織と

経営の基礎理論1 

授業の説明、学習内容の確認、重

要事項の概説、ロジカルシンキン

グ、フレームワーク  リーダーシ

ップ、組織間ネットワーク、チーム

アプローチ 

川渕 孝一 

6-10 10/28 13:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

福祉サービスの管理運

営の方法 
会計管理と財務管理 川渕 孝一 

11-15 11/4 13:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

福祉サービスにおける

組織と経営１    福祉

サービスの組織と経営

の基礎理論２ 

福祉サービス提供組織の経営を

支える財務と会計    戦略と事業

計画 

川渕 孝一 

16-20 11/11 13:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

福祉サービスにおける

組織と経営２      福祉

サービスの組織や団体 

福祉サービス提供組織の経営と

実態    社会福祉法人、医療法

人、特定非営利活動法人、営利法

人、市民団体、自治会・町内会など    

福祉サービス提供組織の定義、組

織の特徴など    福祉サービス

提供組織の社会的役割、運営の

実態や課題 

川渕 孝一 

21-25 11/18 13:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

福祉サービスの組織と

経営の基礎理論2    

福祉サービスの管理運

営の方法①    事例研

究１ 

キャリア・パスの概要（仕組みと意

義）、職員研修システム、ＯＪＴ、職

場のメンタルヘルス対策（現状と

課題）  人事管理と労務管理、人

材育成  真の地域包括ケアシス

テムとは何か 

川渕 孝一 

26-30 12/2 13:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

福祉サービスの管理運

営の方法②    事例研

究Ⅱ 

サービスマネジメント、サービス

の質の評価、リスクマネジメント  

情報管理と戦略的広報  福祉サ

ービス提供組織における社会福

祉士の役割と位置づけ〜医療・介

護に携わる管理者の取り組み（医

療・介護の現場のあり方） 

川渕 孝一 
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成績評価の方法 

・授業内レポートで重要な単元の学習成果を評価する。 

・過去問をベースに毎回授業の最後にクイズを課す。これにクラスディスカッション（事例研究など）の参加状況を加味する。 

 

 

準備学習などについての具体的な指示 

 

参考書 

・「福祉サービスの組織と経営 第４版（新・社会福祉士養成講座 第11巻）」社会福祉士養成講座編集委員会編 中央法規出版 

・一般社団法人日本介護福祉経営人材教育協会推薦テキスト「介護福祉経営士テキスト」シリーズ（全21巻） 日本医療企画 

・随時授業中に紹介する。 

 

履修上の注意事項 

事前に資料の配付、e-learning システム上へのアップロード等があった場合は、各自学習して授業に臨むこと。また、講義における質疑応

答などには主体的に参加し、積極的に学ぶ意欲を持って授業に参加することを望む。 

備考 

担当教員 

川渕孝一 医療経済学分野   

連絡先 

遠藤 慶子:k-endo.ohcw@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

遠藤 慶子:随時 
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時間割番号 022097 

科目名 就労支援サービス 

担当教員 遠藤 慶子 

開講時期 後期 対象年次 4 単位数 1 

科目名：就労支援サービス 

授業の目的、概要等 

・社会的に不利な立場にある人々の就労を通じた社会経済的な参加とこれを支える社会の仕組みを理解する。 

・就労支援が個人の生活保障や少子高齢社会における活力ある社会・経済の形成に関わっていることを把握する。 

・各種の就労支援制度や就労支援に係る組織・専門職、就労支援分野との連携について理解する。 

授業の到達目標(SB0s) 

・相談援助活動において必要となる各種の就労支援制度について説明できる。 

・就労支援に係る組織、団体及び専門職について説明できる。 

・社会福祉士と就労支援分野の専門職及び専門機関の連携について説明できる。 

 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1-3 9/20 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

人が働くということ 労働の意義、社会的不利と労働 引馬 知子, 

遠藤 慶子 

4-8 9/20 13:00-17:50 口腔保健

学科第２

講義室 

雇用・就労の動向と支

援、就労支援制度の現

状と課題 

社会経済情勢と雇用就労の現状 引馬 知子 

9-11 9/21 09:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

就労支援制度における

専門職の役割と実際 
（障害）就労支援員、生活支援員、

ジョブコーチ等  （低所得）生活保

護の現業員、就労支援員、就労支

援コーデイネーター等 

引馬 知子 

12-15 9/21 13:00-16:50 口腔保健

学科第２

講義室 

就労支援分野との連携

と実際、就労支援と新た

な試み 

連携の過程・意義・実際  均等待

遇政策を含む国際的動向 
引馬 知子, 

遠藤 慶子 

 

成績評価の方法 

・授業内レポートで重要な単元の学習成果を評価する。 

・グループディスカッション（事例検討など）の参加状況を評価に加味する。 

・定期試験を実施し、総合的に評価する。 

準備学習などについての具体的な指示 

 

教科書 

「新・社会福祉養成課程対応 就労支援サービス」：みらい，２０１５ 

備考 

事前に資料の配付、e-learningシステム上へのアップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。 

 

担当教員（非常勤） 

引馬知子 田園調布学園大学 

連絡先 

遠藤 慶子:k-endo.ohcw@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

遠藤 慶子:随時 
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時間割番号 022098 

科目名 健康教育の企画と実践Ⅱ 

担当教員 遠藤 圭子, 近藤 圭子, 小原 由紀, 安田 昌代 

開講時期 前期 対象年次 4   

主な講義場所 

口腔保健学科第2講義室 

授業の目的、概要等 

地域歯科保健活動を展開するために必要なアセスメント、ニーズ診断、企画立案能力を高めるとともに、介入後の変化を評価する手法を

培う。 

授業の到達目標(SB0s) 

・思春期の健康課題を説明する。 

・中学生の歯科衛生ニーズを把握する。 

・中学生対象の健康教育を企画立案し、実践する。 

・健康教育実施後の健康行動の変容を評価する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 
1-3 4/18 13:00-15:50 口腔保健

学科第２

講義室 

小・中学生の口腔保健 小・中学生の歯科衛ニーズ 遠藤 圭子 

4-6 4/25 13:00-15:50 口腔保健

学科第２

講義室 

中学生対象健康教育1 Ｈ中学校3年生の保健衛生 遠藤 圭子 

7-9 5/2 13:00-15:50 口腔保健

学科第２

講義室 

中学生対象健康教育2 ニーズ・アセスメント 遠藤 圭子 

10-12 5/9 13:00-15:50 口腔保健

学科第２

講義室 

中学生対象健康教育3 歯科衛生診断および計画立案、教

材作成 
遠藤 圭子 

13-15 5/16 13:00-15:50 口腔保健

学科第２

講義室 

成人対象健康教育1 歯口清掃用品と活用法 遠藤 圭子 

16-18 5/23 13:00-15:50 口腔保健

学科第２

講義室 

中学生対象健康教育4 実践、評価 遠藤 圭子 

19-21 5/30 13:00-15:50 口腔保健

学科第２

講義室 

中学生対象健康教育5 実践、評価 遠藤 圭子 

22-24 6/6 13:00-15:50 口腔保健

学科第２

講義室 

高齢者対象健康教育 自主グループ支援 遠藤 圭子 

25-26 6/13 13:00-14:50 口腔保健

学科第２

講義室 

小学3・4年生対象健康

教育2 
歯科衛生診断および計画立案 遠藤 圭子 

27 6/13 15:00-15:50 口腔保健

学科第２

講義室 

成人対象健康教育2 社員の歯科保健と健康教育の実

際 
遠藤 圭子 

28-29 6/17 13:00-14:50 口腔保健

学科第２

講義室 

小学3・4年生対象健康

教育1 
ニーズ・アセスメント 遠藤 圭子 
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30-32 6/20 13:00-15:50 口腔保健

学科第２

講義室 

小学5・6年生対象健康

教育１ 
Ｈ小学校3〜6年生の歯科保健状

態 
遠藤 圭子 

33-34 7/4 13:00-14:50 口腔保健

学科第２

講義室 

小学3・4年生対象健康

教育3 
実施、評価、今後の課題 遠藤 圭子 

35 7/4 15:00-15:50 口腔保健

学科第２

講義室 

小学5・6年生対象健康

教育2 
ニーズ・アセスメント 遠藤 圭子 

36 7/15 09:00-09:50 口腔保健

学科第２

講義室 

小学5・6年生対象健康

教育3 
歯科衛生診断および計画立案 遠藤 圭子 

37 7/15 10:00-10:50 口腔保健

学科第２

講義室 

健口体操 健口体操実践 遠藤 圭子 

38-39 10/17 13:00-14:50 口腔保健

学科第２

講義室 

筋力トレーニング 椅子、タオルを使った体操 遠藤 圭子 

40 10/24 13:00-13:50 口腔保健

学科第２

講義室 

住民対象の健康教育 地域保健における健康教育実践 遠藤 圭子 

41 10/24 14:00-14:50 口腔保健

学科第２

講義室 

高齢者対象健康教育 ソーシャルキャピタル  人材養成 遠藤 圭子 

42 12/5 09:00-09:50 口腔保健

学科第２

講義室 

健康教育実践評価1 実施、評価、今後の課題 遠藤 圭子 

43 12/5 10:00-10:50 口腔保健

学科第２

講義室 

健康教育実践評価2 実施、評価、今後の課題 遠藤 圭子 

44 12/5 11:00-11:50 口腔保健

学科第２

講義室 

健康教育実践評価3 実施、評価、今後の課題 遠藤 圭子 

45 12/5 13:00-13:50 口腔保健

学科第２

講義室 

総括 健康教育実践のために 遠藤 圭子 

 

成績評価の方法 

・期末試験、レポートによる総括的評価 

・出席状況、意欲・授業態度を総括的評価に加味する。 

準備学習などについての具体的な指示 

 

試験の受験資格 

・試験規則を確認すること。出席時間不足の場合は、受験することができない。 

参考書 

最新歯科衛生士教本 小児歯科／大嶋隆 ほか著,：医歯薬出版，2009 

最新歯科衛生士教本 歯科予防処置論・歯科保健指導論／全国歯科衛生士教育協議会 監修,高阪利美 ほか著,：医歯薬出版，2011 

プラークコントロールのためのホームケア指導 : 口腔リスクとライフステージに応じた最新処方／荒川浩久 監修,：クインテッセンス出

版，2000 

口腔の成育をはかる／佐々木洋, 田中英一, 菅原準二 編著,：医歯薬出版，2003 
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履修上の注意事項 

・試験規則の条件を満たさない場合、単位を認めない。  ・実習への取り組みが不適切な場合、実習中止となることを認識する。 

連絡先 

遠藤 圭子:usagi.ohce@tmd.ac.jp 

近藤 圭子:solan.ltoh@tmd.ac.jp 

安田 昌代:yasuda.ocsh@tmd.ac.jp 

小原 由紀:ohara.pvoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

遠藤 圭子:随時 

近藤 圭子:随時（メール等で連絡の上、約束してから来室してください） 

安田 昌代:随時 

小原 由紀:随時 
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